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2014 年 11 ݄ � 日ʙ� 日、東ژઍ代ా۠のイイϊΧン
ϑΝϨンεηンλーでୈ 19 回アジア地域調੔部会（以
Լ CCASIA）が開催された。アジア地域加ໍ国 2� か国
のうͪ 21 か国に加え、ถ国、南アϑリΧ、εイεٴͼ
E6 からもࢀ加者をܴえ、ஂମや事຿ہを合ܭすると、
1�0 名が会議にࢀ加した。2 年前、2012 年 11 ݄のୈ 18
回 CCASIA の際は、日本が調੔国として୯ಠで開催し
たが、2014 年 � ݄のίーデοΫε૯会でࢲが෭議௕に
当બしたことから、ٸᬎ、日本੓෎は調੔国をࣙ೚し、
ೋظ目の్中ͩった調੔国のϙετをλイにৡった。調
੔国として準උを進めてきたୈ 19 回の CCASIA は、
そのまま東ژで開催するが、ࠓ回はλイが調੔国として
議௕を຿め、日本はڞ催国としてڞ同議௕と会議ӡӦの
実຿を行った。

ίーデοΫεでは、6 地域（アϑリΧ、アジア、Ԥ
भ、ϥςンアϝリΧ・Χリϒւ、ۙ東、๺ถ・南੢ଠ
ฏ༸）に分ׂされており、それͧれの地域から調੔国

（CooSdJOBUoS）が指名される。調੔国のॏཁな໾ׂは地
域調੔部会を 2 年に 1 回開催することである。CCASIA
は 19�8 年にୈ 1 回会合を初代調੔国であったϚϨーシ
アがインドのニューデリーで開催してから、これまで、
ϚϨーシアが � 1）ظ はظ 2 年）、インドωシアが 4 、ظ
ϑΟリϐンが 1 λイが、ظ 5 中国が、ظ 1 韓国が、ظ
2 をそれͧれ຿め、日本はظ 1996 年 � ݄に、東ژでୈ
10 回 CCASIA を開催し、1 。け調੔国を຿めていたͩظ
調੔国は地域調੔部会を開催するためにඅ༻もਓ手も必
ཁである。ࠓ回、日本が調੔国になる前の調੔国はイン

ドωシアであるが、その後೚として手をڍげていたϑΟ
リϐンに、কདྷ的に日本は調੔国になりたいとͪ࣋かけ
たところ、「まͩ準උができていないので、お先にͲう
ͧ」とݴわれ、2011 年度 � ݄の૯会で指名をडけてア
ジア地域の調੔国になり、201� 年の૯会で࠶指名をड
け、2014 年 � ݄の૯会では೚ظをあと 1 年࢒すೋظ目
の్中であった。

しかし、૯会௚前のࣥ行委һ会において、ίーデοΫ
εルールのղऍのมߋにより、すでに調੔国としてࣥ行
委һ会のϝンόーとなっている日本からのީ補者が෭議
௕に当બした৔合は、日本は調੔国をࣙ೚し、૯会会ظ
中に、ٸᬎ、日本の࢒りの೚1）ظ 年ؒ）の࢑ఆ調੔国
を指名す΂きとの൑அがされた。

ఆ調੔国をҾきडけてくれるような国が見つからな࢑
けれ͹、事実上、出അすることは出དྷない。これをडけ、
ఆ調੔国をҾきडけてく࢑、は、૯会௚前の日༵日にࢲ
れそうな਺か国にݸผにଧ਍したところ、いずれもظ࣍
調੔国になることにڧいؔ৺を示したことから、このݒ
念は෷১された。

૯会の � 日目（水༵日）に෭議௕બの݁Ռをडけて、
動議として、日本は調੔国をࣙ೚するので、໦༵日ٸۓ
にアジア会合を開催して࢑ఆ調੔国ީ補をબͼ、༵ۚ日
の報告ॻ࠾୒前に૯会にࢾりたいと提Ҋした。

໦༵日のアジア会合においては、ؔ৺を࣋っていたෳ
਺国のؒで調੔を行った໛༷で、λイが立ީ補し、λ
イを࢑ఆ調੔国ީ補とすること、ୈ 19 回 CCASIA は、
11 ݄に東ژで日本とλイのڞ催で行うことで合意し、
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ཌ日の૯会でແ事にλイが࢑ఆ調੔国として指名をडけ
てࡏݱにࢸっている。

さて、ILSI の会һのօ༷は、これまでίーデοΫε
の૯会や各部会に੓෎代表ஂやΦϒβーόーの一һとし
て௚઀ࢀ加される機会はおͩͪ࣋ろうが、ίーデοΫε
の会合のうͪ、།一Φϒβーόーのࢀ加が認められてい
ないのがࣥ行委һ会である。ίーデοΫεの会議はす΂
て、૯会もؚめ一ൠ๣ௌ者をडけೖれ可能とのルール
になっているが、このࣥ行委һ会は例֎となっている。
8)0 または 'A0 のݐ物の中のখさな会議ࣨで行われ、
上ड़した者以֎の者はࢀ加が認められない。しかしなが
ら、ࣥ行委һ会の議論のԻ੠は、ίーデοΫε委һ会の
ϗーϜϖージでެ表されている。

ࣥ行委һ会は、૯会の前のिに4日ؒ行われる。また、
必ཁにԠじて 1 、2 に開催されたこともある。これࠒ݄
までの実੷では、2 年ؒに � 回のස度で開催されている。

出੮者は、ίーデοΫε委һ会の議௕、෭議௕（�
ਓ）、各地域（アϑリΧ、アジア、Ԥभ、ϥςンアϝリ
Χ・Χリϒւ、ۙ東、๺ถ・南੢ଠฏ༸）の調੔国代
表（6 ਓ）、地域代表（� ਓ）（஫：๺ถと南େ੢༸はผ
の地域と見なされ、それͧれ 1 ਓの代表を出ͤるため、
地域代表は調੔国代表より 1 名ଟい）と地域代表のアド
όイβー（� 地域ʷ 2 名ʹ 14 名）、ίーデοΫε事຿ہ、
8)0 ͼٴ 'A0 ৬һの໿ �0ʙ40 名である。このখさな
グループでཌिの૯会で議論される議題の中で、とりわ
け規格Ҋの࠾୒等についてק告をؚめた報告ॻをऔりま
とめ、ཌिの૯会に出す。ࣥ行委һ会のק告を૯会がそ
のままडけೖれないこともまれにあるが、ଟくはࣥ行委
һ会のק告に基ͮき、૯会で議論が進Ήので、ࣥ行委һ
会のϝンόーはそうでないϝンόーに比΂てίーデοΫ
ε委һ会΁の影響力がେきいとݴえる。

日本は、アジア地域調੔国代表として、աڈ � 年ؒ、
ࣥ行委һ会に出੮し、201� 年 � ݄のࣥ行委һ会におい
て、ίーデοΫεのワーΫϚωージϝンτվળを提Ҋし
た。ࡏݱのίーデοΫεのӡӦやํ޲性にة機ײを࣋っ
たためである。この提Ҋはଟくの国の支࣋をಘて、ࠓ後
も、ࣥ行委һ会で議論される見ࠐみである。਺年はཁす
るものと思われる。

2002 年、'A0�8)0 がίーデοΫεのワーΫϚωー
ジϝンτについてϨϏューを行い、42 のק告を出して
いる。そのק告をडけて、ίーデοΫεはいくつかのվ
ળにऔり૊Μͩ。その2、࣌ ਓの日本ਓがؔ༩している、

ίーデοΫε事຿ہ௕としてٶ৓ౡࡏݱ）ࢯは 8)0）、
そして෭議௕を຿めていた٢૔ࢯであるが、おೋਓと
も、ଟくのק告についてରԠがされていないࡏݱのίー
デοΫεのঢ়گをةዧしておられる。日本としては、Ҿ
きଓきࣥ行委һ会でこの議論にؔわっていきたいと考え
ていた。日本が調੔国の೚ظを終了した後も、ࣥ行委һ
会にࢀ加するには、アジア地域代表として૯会で指名を
डけるか、地域代表のアドόイβーとしての立৔しかな
い。しかし、アジアのଟくのϝンόー国が地域代表とし
てࣥ行委һ会に出੮することをر๬しており、ࡏݱ、地
域代表のϙετをૂって水໘Լでᗐ྽な૪いをしている
ことを思え͹、日本が地域代表にબ͹れることは೉し
い。Ҿきଓき、ࣥ行委һ会に࢒るํ法としてとったのが、
෭議௕になることであった。෭議௕の೚ظは � 年ؒであ
る。ࠓ後は、෭議௕の立৔で、ίーデοΫεの૊৫やମ
੍のվળに౒めてまいりたい。

198� 年ɹ東ژ農޻େֶ農ֶ部्ҩֶՊɹଔ業

1985 年ɹ同େֶେֶӃ農ֶڀݚՊम࢜՝ఔɹम了

1985 年ɹ農林水産省ೖ省（ச産ہӴੜ՝）

1986 年ɹ෱ౡछச຀৔Ӵੜ՝܎௕（ݱՈசվ良ηンλー）

199� 年ɹੜ産ہɹச産部ɹڇೕೕ੡品՝ɹ՝௕補 （൝୲当څध）ࠤ

2001 年ɹੜ産ہɹ野ࡊ՝ɹ՝௕補ࠤ（ڥ؀Ӵੜ൝୲当）

200� 年ɹফඅ・安全ہɹӴੜ؅ཧ՝ɹ՝௕補ࠤ（国際ݕӸ୲当）

2005 年ɹ�ফඅ・安全ہɹফඅ・安全੓ࡦ՝ɹ՝௕補ࠤ（食品֐ة

ରࡦ൝）

200� 年ɹফඅ・安全ہɹফඅ・安全੓ࡦ՝ɹ食品安全ة機؅ཧ׭

2009 年ɹϝリーϥンドେֶ٬һڀݚһ

2010 年ɹফඅ・安全ہɹফඅ・安全੓ࡦ՝ɹ食品安全ة機؅ཧ׭

2011 年ɹ�ফඅ・安全ہɹফඅ・安全੓ࡦ՝ɹ調査׭（国際基準νー

Ϝ୲当）

� るࢸにࡏݱ

ུྺ
௰ࢁɹ໻ੜ（ͭじ΍まɹ΍Α͍）
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基本味の一つであるうま味はアϛϊࢎの一つであるグルλϛンؔࢎ֩、ࢎ連物࣭である 5`�イϊシン5、ࢎ`�グ
アニルࢎのԘྨによる味である。1980 年代以߱、日本ਓڀݚ者を中৺にうま味にؔするֶ際的なڀݚがੵۃ的に
行われてきた。うま味が基本味の一つであるかͲうかについては௕いؒଟくの議論があったが、2002 年にઉにグ
ルλϛンࢎのड容ମがあることがถ国のڀݚ者によってൃ見されて以དྷ、うま味は基本味の一つであることがֶ会
で認められるようになった。さらに、ңにもグルλϛンࢎのड容ମがあることがわかったことで、グルλϛンࢎに
よるシグナル఻ୡがλンύΫ࣭のফ化ٵऩにؔわっていることも໌確になってきた。

201� 年 12 ݄には「࿨食」がϢωείのແ形จ化Ҩ産にొ࿥され、TVTIJ をൽ੾りにੈքに޿がっていった࿨食が、
ますます஫目されるようになった。ଟくの֎国ਓシΣϑがདྷ日し日本ྉཧをֶͿ機会が増えている中で、うま味は
国際ޠとしてྉཧքにも޿くීٴしつつある。ڀݚ者のみならず、食品業քや食にؔわるଟくのਓ々にՊֶ的ࠜڌ
に基ͮくうま味の情報をਖ਼しくൃ৴していくことがグϩーόルうま味ίϛュニέーションの໋࢖である。ۙ年、調
ཧٕज़にؔするՊֶ的知見にڵ味を࣋つྉཧਓが増えており、うま味にؔするՊֶ的な情報ൃ৴は、ますますその
ॏཁ性が増してきている。本ߘでは最ۙ஫目されているうま味ڀݚのいくつかを঺հするとともに、ྉཧքにおけ
るうま味のීٴのݱঢ়についても঺հする。

��������������������������������������� 
�4VNNBSZ�

6NBNJ�JT�oOe�oG�UIe�CBTJD�UBTUeT�XIJDI�JNQBSUed�CZ�TBMUT�oG�HMVUBNBUe
�oOe�oG�BNJOo�BDJdT�BOd�OVDMeoUJdeT�TVDI�
BT�5` � JOoTJOBUe�BOd�5`rHVBOZMBUe.�ReTeBSDIeT�oO�VNBNJ�IBWe�CeeO�BDUJWeMZ�DoOdVDUed�CZ�+BQBOeTe�SeTeBSDIeST�BGUeS�
1980` T.�TIeSe�IBWe�CeeO�MoOH�TDJeOUJGJD�dJTDVTTJoOT�XIeUIeS�VNBNJ�XBT�UIe�CBTJD�UBTUe�oS�OoU�CeGoSe�UIe�dJTDoWeSZ�
oG�HMVUBNBUe�SeDeQUoS�oO�oVS�UoOHVe�JO�2002�CZ�6S�SeTeBSDI�UeBN.�SJODe�HMVUBNBUe�SeDeQUoS�XBT�dJTDoWeSed�BMTo�JO�
UIe�TUoNBDI
�JU�IBT�CeeO�TIoXO�UIBU�QIZTJoMoHJDBM�TJHOJGJDBODe�oG�HMVUBNBUe�TJHOBMJOH�JO�HVU�CSBJO�DoNNVOJDBUJoO.�

AT�+BQBOeTe�DVJTJOe�b8AS)0,6`�XBT�MJTUed�JO�IOUBOHJCMe�)eSJUBHe�oG�6NESC0�JO�%eDeNCeS�201�
�NBOZ�QeoQMe�
JO�UIe�XoSMd�IBWe�HSeBU�JOUeSeTUT�JO�+BQBOeTe�DVJTJOe�XIJDI�QoQVMBSJUZ�oG�oVUTJde�oG�+BQBO�XBT�TUBSUed�NBJOMZ�CZ�
S6S)I.�.BOZ�DIeGT�oVUTJde�oG�+BQBO�DBNe�Uo�+BQBO�Uo�MeBSO�+BQBOeTe�DVJTJOe
�BOd�VNBNJ�IBT�CeeO�CeJOH�SeDoHOJ[ed�
BT�B�DoNNoO�UBTUe�JO�UIe�XoSMd.�.BKoS�UBSHeU�BVdJeODe�JO�HMoCBM�VNBNJ�DoNNVOJDBUJoOT�JT�OoU�oOMZ�GoS�TDJeOUJTUT�
CVU�BMTo�GoS�QeoQMe�XoSLJOH�JO�DVMJOBSZ�GJeMdT�BMM�oWeS�UIe�XoSMd.�ReDeOUMZ�NBOZ�DIeGT�BSe�JOUeSeTUed�JO�UIe�TDJeODe�
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̍ɽ͸じΊʹ

ච者は 1980 年代以߱、うま味ڀݚ会（SoDJeUZ�GoS�
ReTeBSDI�oO�6NBNJ�TBTUe�（IUUQ���XXX.TSVU.oSH�））に
よるうま味ڀݚのਪ進、ڀݚ者らによる౼論会、ֶ会で
のηϛナーやシンϙジ΢Ϝの開催を通じて、基本味の一
つであるうま味のՁ஋をֶ際的に޿めていく࢓事にै事
してきた。日本ਓのڀݚ者が中৺となってઃ立したうま
味ڀݚ会は、食品化ֶ、調ཧՊֶ、ӫཆֶ、味֮ੜཧ
ֶ、ઁ食行動、೴内味֮認知機ߏや食欲とのؔ܎なͲඇ
ৗに෯޿い分野におけるֶ際的なڀݚをਪ進するととも
に、その活動を通じてڀݚ者のωοτワーΫをグϩーό
ルに޿げてきている。これらのڀݚ੒Ռは୯行本やֶज़
のಛผ号として出൛されている̍ɼ̎ࢽࡶ ɼ̏ ɼ̐ ）。਺ଟくのݚ
੒Ռがもとになりうま味が基本味であることがֶ会でڀ
認められるようになったのは 1990 年代にೖってからで
あるが、2000 年およͼ 2002 年にถ国のڀݚグループ
がൃ表したઉにあるグルλϛンࢎのड容ମൃ見にؔする
論จは、うま味が基本味であることをཪ෇けるॏཁなݚ
くうま味が޿੒Ռであり、このことがきっかけでよりڀ
஫目されるようになった̑ɼ̒ ）。2000 年以߱はうま味のグ
ϩーόルίϛュニέーションのਪ進を目指して༷々なऔ
り૊みを行ってきている。これまでಘられてきたうま味
にؔするൣ޿なՊֶ的知見を基൫として、その情報をݚ
者ͩけではなく食にؔわるଟくのྖ域のΦϐニΦンڀ
リーμーとなるํ々に఻え、ཧղをಘることを目的に、
N10 法ਓうま味インϑΥϝーションηンλー（IUUQ���
XXX.VNBNJJOGo.DoN��IUUQ���XXX.VNBNJJOGo.Do.KQ）を通
じて国内֎のྉཧਓ、調ཧߍֶࢣのࢣڭやੜెをର৅と
したίϛュニέーションをల開している。うま味が基本
味であることがֶ会では認められていたとしても食品や
調ཧにؔわるઐ໳Ոがཧղしていないのではย手མͪで
ある。ڀݚ者以֎で食にۙいྖ域にいるਓ々にうま味に
ؔしてਖ਼しくཧղしてもらい、それをさらにൃ৴しても
らうことでଟくのਓ々の食と݈߁を୲う一助となれ͹と
では、ͲのようなՊֶ的知見をもとにߘっている。本ئ

グϩーόルίϛュニέーションをਪ進しているのかその
一୺を঺հする。

̎ɽ͏まຯͱࢫΈͷҧ͍

うま味のཧղをಘるためにৗにղઆが必ཁになるのが
bうま味` と bࢫみ`（あるいはࢫ味）の違いである。日本
ではޠ bඒ味しい` を表ݱするݴ༿として bࢫい` という
ԓによるとࣙ޿、われており࢖༿がݴ bࢫみ`（あるいは
༿であるとݴ༿はඒ味しさのఔ度を表すݴ味）というࢫ
されている。bࢫみ` があるかͲうか、ଈͪ bඒ味しいか
Ͳうか` はݸਓによってධՁがҟなる。例え͹日本ਓに
とってはೃછみのあるೲ౾の味は֎国ਓにはೃછみがな
く bඒ味しい` とは表ݱしがたい味のようͩ。このよう
な৔合、日本ਓはೲ౾に bࢫみ` があるとײじるが、֎
国ਓにとっては bࢫみ` があるͲころか bෆ味い` 味とい
うことになってしまう。ࢲの༑ਓであるドイπਓはԘਏ
を b൒分ফ化してしまったӊ଑` とݴって決してޱには
しない。日本ਓにとってはೲ౾やイΧのԘਏなͲは bඒ
味しい` 食品の一つであり、ݸਓの޷みはあるとしても、
きなਓにとっては޷ bࢫみ` のある食΂物ということに
なる。このように bࢫみ` があるかͲうか、ଈͪඒ味し
いかͲうかは同じ食΂物でもݸਓによってධՁはҟなる。

一ํ、うま味はアϛϊࢎの一つであるグルλϛンࢎ、
連物࣭であるؔࢎ֩ 5`� イϊシンࢎ（以Լイϊシンࢎと
表ه）と 5`� グアニルࢎ（以Լグアニルࢎと表ه）のԘ
ྨによる味である。これらの物࣭は༷々な食品の味をߏ
੒する੒分の一つであり、؁味、ࢎ味、Ԙ味、ۤ味とと
もに基本味の一つである。うま味以֎の࢛つの基本味は
୭もが容易に૝૾することができる味であり、Պֶ的に
みれ͹グルίーεやεΫϩーεの味は؁味、ਣࢎやΫΤ
ンࢎの味はࢎ味、ΧϑΣインやΧςキンの味はौ味であ
る。໌確な味をͪ࣋、୭もが知っている࢛つの基本味に
比΂ると、うま味は୶くᐆດな味であり食ੜ活の中でう
ま味を意ࣝすることがあまりないこと、そして日本ਓに

CeIJOd� UIe� DooLJOH�NeUIod
� DoNNVOJDBUJoO�oG� DVSSeOU� TDJeOUJGJD�LOoXMedHe�oO�VNBNJ� JT�NoSe� JNQoSUBOU� UIBO�
QSeWJoVT�ZeBST.�

SoNe�SeDeOU�SeTeBSDIeT�oO�VNBNJ�BT�XeMM�BT�VOdeSTUBOdJOHT�oG�VNBNJ� JO�DVMJOBSZ�GJeMd�BSe� JOUSodVDed� JO�UIJT�
DIBQUeS.
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とっては bࢫみ` とࠞ同されることがଟく、一ൠੜ活者
にまでਖ਼しいཧղがਁಁしているとはݴい೉い。

先日、େֶ̍ʙ2 年ੜ໿ 2�0 名をର৅にうま味にؔす
るत業を実ࢪした。त業の終わりに「このत業をडける
前からうま味のことを知っていたか」、「ࠓ日のत業をड
けて、༑ਓやՈ଒にうま味をઆ໌するとしたら、あなた
ならͲΜなઆ໌をするか」のೋつについてϨϙーτを提
出してもらった。໿ 20 名΄Ͳのֶੜは、中ֶやߍߴの
ՈఉՊでうま味が基本味であることをษڧしたと回౴し
てくれた。たͩし、先ੜからͲのような味のことをうま
味といっているのかのઆ໌がなかったために、യવとし
たイϝージでうま味のことをଊえていたとのことͩっ
た。そして、ࢲのうま味のत業をडけたことで、ͲΜな
味のことをうま味とݴっているのかがඇৗに໌確になっ
たこともॻいてくれていた。Պֶ的に基本味であること
がূ໌されていても、それを఻える手段やద੾な表ݱが
ないために、ݴ༿ͩけは఻わったがその本࣭は఻わって
いないというݱ৅がىきている。ච者らはଟくのηϛ
ナーやシンϙジ΢Ϝでうま味のઆ໌を行っているが、ݴ
༿でઆ໌するͩけではなく、可能なݶりௌߨ者全һにう
ま味のମݧを実ࢪしている。グルλϛンࢎ、イϊシンࢎ
やグアニルࢎの味とݴわれても、そこからうま味を૝૾
することはࠔ೉であり、୭もがମݧしたことがあるはず
のうま味を、վめてମݧしてもらい意ࣝする bうま味の

ίーνング` をडける機会を࣋つことがうま味のཧղに
とってॏཁなことである。େֶでのٛߨの際にはϛニτ
Ϛτをਓ਺分ࢀ࣋し、त業の๯頭でτϚτを 20ʙ�0 回
よくטΜで食΂てもらった。טΜでいるؒに؁味やࢎ味
をײじ、その後これらの味がফえてしまってからもઉの
上に΅Μやりと޿がる֮ײをつかΜでもらい、それがう
ま味であることを఻えた。こΜなඍົな֮ײがうま味で
あり、しかも、それが؁味、ࢎ味、Ԙ味、ۤ味とฒͿ基
本味の一つであること、そのൃ見は日本ਓՊֶ者である
஑ా٠බによるものであることなͲが、このମݧを通じ
て一૚਎ۙなものになる。うま味をཧղしたւ֎のシΣ
ϑたͪは「うま味はਓからڭえてもらわないとわからな
いણࡉな味」あるいは「؁味やࢎ味、Ԙ味よりも࣋ଓ性
があり༨ӆを࢒す味」、「ଣӷの分ൻをଅしߢޱ内が५っ
た֮ײをىこす味」なͲ、うま味のಛ௃を۩ମ的にわか
りやすくઆ໌しており（表 1）、この内容が日本でのう
ま味のઆ໌にも໾立っている。΄Μの 10 年΄Ͳ前には、
Ԥถਓにࠛ෍ͩしを味わわͤても「味がしない」とか「ү
षい、Ϥードषがする」なͲというίϝンτしかฦって
こなくてがっかりさͤられることがଟかった。ところが
最ۙは一部のԤถਓシΣϑୡはҟなるछྨのࠛ෍を࢖っ
た bͩし` の味を۠ผできるようになってきている。ワ
インのιϜリΤたͪが各छワインの味や߳りの表ํݱ法
をशಘしていくのと同じように、ଟくのシΣϑୡがઉの

ද �ɹ�͏ まຯをཧղͨ͠֎ࠃਓγΣϑ΍δϟʔφϦετʹΑΔ͏まຯͷදݱ
（/JOPNJZB�,��（����）
�6NBNJ�*OGPSNBUJPO�$FOUFS�（����））

5BCMF�� ɹ�&YQSFTTJPO� PO� VNBNJ� UBTUF� CZ� DIFGT� BOE� KPVSOBMJTUT�XIP�
VOEFSTUPPE�VNBNJ��（/JOPNJZB�,��（����）
�6NBNJ� *OGPSNBUJPO�
$FOUFS�（����））

6DYRU\
'HOLFDWH�DQG�VXEWOH
0HOORZ�VHQVDWLRQ
(DUWK\��PXVW\�DQG�PXVKURRP�OLNH�WDVWH
7DVWH�LV�OLNH�D�ELJ�PHDW\�DQG�PRXWKIXO�
,W�PDNHV�\RXU�PRXWK�ZDWHU�
0RXWK�ZDWHULQJ
3OHDVDQW�DIWHU�WDVWH�ZLWK�VDWLVIDFWLRQ
/LQJHULQJ�VHQVDWLRQ
6XEWOH�DQG�DPELJXRXV
)XOO�WRQJXH�FRDWLQJ�VHQVDWLRQ
)XOOQHVV�RI�WDVWH�WKDW�rOOHG�P\�PRXWK�
,W�SURYLGH�GHHS�sDYRU�DQG�KDUPRQ\�DQG�EDODQFH�

�.��1LQRPL\D���010�	�8PDPL�,QIRUPDWLRQ�&HQWHU���01��

⾲䠍
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上にײじるඍົでણࡉな֮ײのことをうま味というのͩ
ということをֶΜでいるのである。たͩඒ味しいかෆ味
いかをධՁするͩけではなく、τϚτによるうま味ମݧ
のように味に意ࣝをू中してみるݧܦを࣋つこと、うま
味さえあれ͹ࢫい（ඒ味しい）のではなく、うま味はඒ
味しさの一ཁૉであることをきͪΜとཧղすることがॏ
ཁである。

̏ɽ͏まຯͱଣӷͷ෼ൻ

കׯしをޱにೖれた్୺にେྔのଣӷが出てくること
は日本ਓであれ͹୭もがݧܦしていることͩろう。ۙ 年、
うま味によるଣӷの分ൻがྸߴ者の味֮ো֐をվળする
ことが報告され஫目されている �
�8
味とうま味によࢎ。（�9
る 10 分ؒのߢޱ内の全ଣӷ分ൻྔをଌఆしたところ、
うま味のํがଣӷ分ൻྔがଟいことが報告されている

（ਤ 1）。東๺େֶֶࣃ部の࡫野ڭ࢚ߴतらは、味֮ো֐
を਍அするために࢖༻されているᖤࢴデΟεΫ法では࢛
基本味のײड性のݕ査のみでうま味がೖっていないこと
を指ఠしている。うま味をؚΉޒつの基本味で味֮ো֐
をૌえるྸߴ者の味֮ো֐਍அςετを実ࢪしたとこ
ろ、うま味の味֮ো֐が存ࡏすることを報告している。
ैདྷのݕ査ํ法は࢛基本味について、6 段֊のҟなるೱ
度の༹ӷをછみࠐまͤたখさなԁ形ᖤࢴをױ者のઉやҺ
頭の上に置き、それͧれの味をਖ਼しくײじる最௿ೱ度

ʪᮢ஋ʫを調΂る。ᮢ஋がある一ఆ஋よりもߴけれ͹、
よりೱい味しかײじられないということになり味֮ҟৗ
と਍அされる。࢛基本味によるݕ査法ではҟৗなしと਍
அされたにもかかわらず、「おいしく食΂られない、食
欲がなくମॏがݮってきた」とૌえるױ者がいることに
ײ基本味の࢛、したところࢪ査を実ݕ෇き、うま味のؾ
ड性はਖ਼ৗであるがうま味のײड性௿Լが認められ、そ
の΄とΜͲ全てのױ者にମॏݮগがみられた。また、味
֮ҟৗが認められたඃݧ者のଣӷ分ൻྔは味֮ো֐のな
いඃݧ者のଣӷ分ൻྔよりも௿いことも໌らかになった

（ਤ 2）。食品中にؚまれる各छఄ味物࣭は뱌によって
ଣӷとま͟り、味᤹ࡉ๔に౸ୡするのでଣӷがগない৔
合には味をײじにくくなる。さらにߢޱ内の೪ບはৗに
ଣӷと水分と物࣭の交換をしているのでଣӷにؚまれて
いる物࣭によって味᤹の代ँがଅ進される。ଈͪ、味֮
ҟৗױ者にଣӷを増やすྍ࣏をࢪすことは、味֮ҟৗの
վળに༗ޮであると考えられる。ଣӷを増やすํ法とし
ては、๹をϚοαージすることでࣖԼથをܹࢗするํ
法、෭交ײਆܦ作動ༀやํ׽ༀを࢖うํ法なͲがある
が、࡫野ڭतらはױ者にうま味のଟいものをੵۃ的にઁ
औするように指ಋした。10 か݄後には、ଣӷ分ൻはਖ਼
ৗ஋に໭り、うま味の֮ײも回෮している（ਤ �）。

ଣӷ分ൻには三つのେଣӷથ（ࣖԼથ、ֺԼથ、ઉԼ
થ）がؔ༩しているが、ߢޱ内の೪ບ全てにখଣӷથが
ありখଣӷથからのଣӷ分ൻは೪ບをอ࣪し५いを༩え
るॏཁな໾ׂをしており、うま味ܹࢗはখଣӷથからの
ଣӷ分ൻをଅしている（ਤ 4）。実際に味᤹のपғには
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'JHVSF�� ɹ�0WFSBMM�TBMJWBSZ�GMPX�SFTQPOTFT�UP�BDJE�BOE�

VNBNJ�UBTUF�（4BTBOP�5�FU�BM�
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ਤ �ɹߴ� ྸऀʹ͓͚Δຯ֮ਖ਼ৗऀͱຯ֮ҟৗऀͷશଣ
ӷ෼ൻྔ�（4BUPI�,VSJXBEB�4��FU�BM�
�����）

'JHVSF�� ɹ�3FMBU JPOTIJQ� CFUXFFO� PWFSBM M � TBM JWB�
TFDSFUJPO� BOE� UBTUF� TFOTJUJWJUZ� JO� UIF�
FMEFSMJFT��（4BUPI�,VSJXBEB�4��FU�BM�
�����）
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Τϒωルથというখଣӷથがଟ਺あり味᤹を५すために
ಇいていると考えられていることから、味֮ো֐のྍ࣏
にはখଣӷથからଣӷを分ൻさͤることが༗ޮである。
ۙ年、զが国ではܹٸなྸߴ化に൐いドϥイϚ΢εのױ
者が増加している。ドϥイϚ΢εױ者にରしてࠛ෍のࣽ

出しोをຖ日ස回࢖༻する「うま味ܹࢗ法」をਪ঑する
ことでסߢޱ૩ײのվળがみられたことも報告されてお
り、うま味はࢎ味よりもଟくのଣӷを分ൻさͤること、
かつ௕く࣋ଓする൓ࣹ性ଣӷ分ൻをऒىさͤることがド
ϥイϚ΢εのྍ࣏法として஫目されている 10）。

ਤ �ɹ�͏ まຯܹࢗʹΑΔऀྸߴͷຯ֮ো֐վળྫ（4BUPI�,VSXBEB�4��FU�BM�
�（����））
'JHVSF�� ɹ�"O�&YBNQMF�PG�JNQSPWFNFOU�PG�UBTUF�EJTPSEFS�CZ�VNBNJ�TUJNVMJ�JO�FMEFSMZ��（4BUPI�,VSJXBEB�4��

FU�BM�
�（����））

⏑࿡ ሷ࿡ 㓟࿡ ⱞ࿡ 䛖䜎࿡

֐౓ຯ֮োߴ

த౓ຯ֮ো֐
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ຯ֮ਖ਼ৗ

ଣӷ෼ൻྔ
��6�Pl���10�Ў
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10ϲ݄ޙ
ଣӷ෼ൻྔ
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ঽয়৓ऩেણをखथःॊ௏ଞ঻ୃ��ق
ਰ঱ ਴ؚ಑ফೡ�0ୃ�1ك名のअठ 3ؚ�٫
ऋ味ಁ౮ଞ

ਤ �ɹجޒ�本ຯʹΑΔԼ৶খଣӷથଣӷ෼ൻྔͷܦؒ࣌ա（ܹࢗͷͳ͍ঢ়ଶͱൺֱͨ͠ଣӷ෼ൻͷ૿Ճྔ
（�）をࣔͨ͠ɻ（4BTBOP�5��FU�BM�
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̐ɽ&BU�VNBNJ
�FBU�MFTT

2014 年 � ݄ 14 日の TJNe（8eC ൛）に bEBU�6NBNJ
�
EBU�LeTT ` というλイτルのه事がࡌܝされた。ӳ国α
ηοΫεେֶの :eoNBOT ੒Ռを঺հڀݚतらによるڭ
したもので 11）、うま味はඒ味しく食΂ることと食後のຬ
଍ײにݙߩしているというものである。:eoNBOT तڭ
らは 2� ਓのඃݧ者を༻いて、ݧࢼ前日ਂ໷よりઈ食、
当日は全һが同じே食をઁऔし、ன食ઁऔのݧࢼ 45 分
前にうま味（グルλϛンࢎナτリ΢Ϝとイϊシンࢎナτ
リ΢Ϝ（.S(�I.1））を添加したεープと添加してい
ないεープをઁऔした܈について、その後のன食（ύε
λ）の٤食ྔを調΂た。うま味添加εープઁऔ܈ではύ
ελ٤食前のۭෲײがうま味を添加していないεープを
ઁऔした܈よりもڧいにもかかわらず、ύελ٤食ྔは
よりগないྔでຬ଍ײをಘている（ຬ଍するまで٤食し
たときの٤食ྔがগない）。ߋに、事前にઁऔするεープ
はߴλンύΫ࣭である΄うが、よりޮՌがあることを報
告している。εープとύελઁऔによる૯ઁऔΧϩリー
はうま味添加εープઁऔ܈の΄うが௿くなっている。

先進国ではա度なංຬがࣾ会໰題にもなっており、お
いしく食΂つつա食にならないというϝοηージは、
TJNe の 8eC ൛がきっかけとなり、ϑϥンεޠ、イλリ
アޠ、Φϥンμޠ、ϙルτΨルޠ、アϥϏアޠ、インド
ωシアޠ、韓国ޠ、中国ޠ、そして日本ޠもؚめ �0 ݅
ۙくのؔ連ه事が 8eC でൃ৴されている。おいしく׌
つ݈߁な食についてのؔ৺のߴさがうかがわれる事例の
一つではないͩろうか。

日々のεープのઁऔがϘデΟーϚε指਺（B.I）の増
加、ංຬやϝλϘリοΫシンドϩーϜとはෛの相ؔؔ܎
にあることがイλリア、ϑϥンε、ϙルτΨルなͲのݚ
νーϜによるӸֶ調査で報告されているڀ 12
�1�
�14）。ϑϥ
ンεの調査݁Ռを見ると B.I が 2� 以上のਓは、࣌々
εープをҿΉか全くҿまないਓたͪであるのにରし、΄
とΜͲຖ日εープをઁऔするਓは B.I が 2� 以Լであ
る。日本でもྨࣅした調査が行われており、24ʙ�5 ࡀ
のஉ性໿ 100 名をର৅としたӸֶ調査では、ो物（΄
とΜͲの৔合が味઻ो）をઁऔするස度がߴい΄Ͳංຬ
਺（ෲғʗώοプ比）がখさいこと（ਤ܎ 5）15）、また、
உ性 10� 名、ঁ性 401 名（20ʙ�6 をର৅とした調（ࡀ
査では味઻ोઁऔස度およͼ食物ણҡのઁऔがංຬのリ
εΫとはෛの相ؔؔ܎にあることが示されている 16）。こ

れらのӸֶ調査はεープや味઻ोのઁऔස度とංຬにؔ
する܎਺を調΂たものであり、ઁऔするεープや味઻ो
中のうま味物࣭とのؔ܎は議論されていないが、εープ
や味઻ोに࢖われるεープετοΫやͩしにはうま味物
࣭であるグルλϛンࢎやイϊシンࢎがؚまれており 1�
�18）、
これらのうま味物࣭とංຬのリεΫとのࠓ後のڀݚをظ
待したい。

先に঺հしたαηοΫεେֶによるڀݚ੒Ռは、うま
味の添加によるおいしさ޲上およͼຬ଍ײ・ຬෲײにؔ
するධՁが同じڀݚの中でධՁされた初の事例である。

ۙ年、ফ化؅に味֮ड容ମが存ࡏすることがわかって
きており、ңにも代ँܕグルλϛンࢎड容ମ I ࡏが存ܕ
することが໌らかになった 19）。そして、食事からઁऔす
るグルλϛンࢎのੜཧֶ的な໾ׂのղ໌が進Μでいる。
ңのグルλϛンࢎड容ମは食物中の༡離グルλϛンࢎを
ड容すると、その情報は໎૸ਆܦをհしてңから೴に఻
えられ、೴から各૊৫にシグナルがૹられることでңӷ
やᢄӷなͲの分ൻがଅ進され食物のফ化を助けてい�
る 20
�21
�22
�2�
�24
�25）。ңから೴にシグナルをૹる໾ׂをした
グルλϛンࢎの΄΅ 95�ˋはখ௎で代ँされ、その൒分
はΤωルΪーݯとして࢖われている 26）。զ々のੜ໋活動
にෆ可ܽであるλンύΫ࣭のઁऔをମに఻える、グルλ
ϛンࢎ（うま味）によるシグナルとຬ଍ײ、ຬෲײや食
欲にؔする、よりৄࡉなڀݚのࠓ後の進లがظ待されて
いる。

腹
囲
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プ
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日本人成人男性103名
一カ月間の味噌汁・スープの摂取頻度を調査
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̑ɽάϧλϛϯࢎφτϦ΢ϜʹؔすΔޡղͷ෷১

うま味調味ྉであるグルλϛンࢎナτリ΢Ϝ（.S(）
については、ถ国で 1960 年代の終わりに安全性がݒ念
されたことがݪҼでະͩにޡった内容が報ಓされること
がある。中՚ྉཧళ঱ީ܈（中՚ྉཧを食΂たときにى
こる頭௧やإの΄てりなͲの一ա性の঱ঢ়は中՚ྉཧに
されている༺࢖ .S( がݪҼであるとのઆ）やೕࣇの೴
ো֐のݪҼとなるなͲ、いずれもՊֶ的ࠜڌがないこと
が実ূされており、調味ྉとしてੈք中で࢖༻されてい
る .S( の安全性は 'A0�8)0 合同食品添加物ઐ໳Ո
委һ会やԤभ連合、各国੓෎でも確認されている。もと
もと、グルλϛンࢎは自વքに最もଟく存ࡏするアϛϊ
の一つであり、す΂てのੜ物は自分のମ内でグルλϛࢎ
ンࢎを作っている。ถ国化ֶ会は 8eC を通じて一ൠੜ
活者の༷々な化ֶ物࣭にରするޡղをղくことを目的に
動ըや 1%' している。2014ڙྉなͲを提ࢿ 年 8 ݄、
グルλϛンࢎ、グルλϛンࢎイΦン、.S( にؚまれる
グルλϛンࢎは全く同じものであることを動ըと 1%'
でฏ易にղઆしたものを 8eC 上でެ開している（IUUQ���
ZoVUV.Ce�7+X8S@:8+9L）。�そのϙインτはᶃ�食品中
のグルλϛンࢎと .S( のグルλϛンࢎは同じものであ
る、ᶄ�զ々のମ内では食品由དྷのグルλϛンࢎも .S(
由དྷのグルλϛンࢎも同じように代ँする、ᶅ�調味ྉ
として࢖༻される .S( からઁऔするグルλϛンࢎの
20ʙ40 ഒのグルλϛンࢎを日々食品からઁऔしている
ことなͲである。さらに、このถ国化ֶ会のൃ৴をडけ
てถ国の N10 法ਓ SDJeODe�'SJdBZ�IOJUJBUJWe がຖिۚ
༵ 日 に 全 ถ に ޲ け て ์ ૹ し て い る SDJeODe�'SJdBZ

（IUUQ���TDJeODeGSJdBZ.DoN）というϥジΦ൪૊でもその
内容が঺հされ、.S( はアϨルΪーのݪҼにはならな
いこと、全てのੜ物がମ内にグルλϛンࢎを࣋っている
ことに加えて、ൃ߬法による .S( の੡଄法なͲがΦハ
イΦभ立େֶの ,eO�Lee 。られているޠतによってڭ
うま味や .S( にؔするڀݚはࠓ後も༷々な分野でその
進లがظ待されているが、最৽のڀݚ੒Ռに加え、この
ような基本となる情報をきͪΜと఻えていくこともうま
味のグϩーόルίϛュニέーション活動であり、ถ国化
ֶ会やϥジΦ์ૹのように、当ࣾやそのؔ連ஂମ以֎の
૊৫からੜ活者に޲けた情報のൃ৴は、զ々にとっても
৺ڧい支ԉに繋がっている。ɹ

̒ɽՊֶऀͱγΣϑͷ࿈ܞ

N10 法ਓうま味インϑΥϝーションηンλーは 2004
年に「ྉཧਓと味֮ڀݚ者による࠲ஊ会」を開催して以
དྷ、うま味を中৺に調ཧにおけるうま味の໾ׂのཧղを
ਂめることを目的に༷々な活動をల開している。1990
年代初頭にモϨキュϥーΨετϩϊϛー（׶えて日本ޠ
に༁すなら͹「分ࢠඒ食ֶ」）というݴ༿がϤーϩού
を中৺に࢖われるようになり、ྉཧਓとڀݚ者の連ܞが
行われるようになった。ྉཧਓがαイΤンεを調ཧにऔ
りೖれることで、これまでになかった৽しいϨシϐを作
り出すことが੝Μに行われるようになった。例え͹、ӷ
ମ஠ૉでジューεをॠؒྫྷౚして作ったシϟーϕοτ
や、アルΪンࢎを࢖ってٿ形にݻめられたεープ、ҩྍ
༻の஫ࣹثを࢖༻してτリュϑΦイルを஫ೖしたΏでཛ
等、見た目から༧૝したものとは全くҟなる味わいがޱ
の中に޿がるような、意表をつくڻきのྉཧといったよ
うなものにଟくのਓ々のؔ৺がͤدられた。モϨキュ
ϥーΨετϩϊϛーはεϖインのஶ名シΣϑ、ϑΣϥ
ン・アドリアによってੈք中で話題となり、Պֶٕज़を
活༻したྉཧֵ໋ともݴわれている。一ํ、より本࣭的
なඒ味しさをٻめたྉཧの௥ٴを行うシΣϑたͪがՊֶ
的知見をもとに৽しいྉཧを૑଄していくといった事例
も見られるようになってきている。ద度なうま味をͪ࣋
೑࣭もॊらかくジューシーな、࿨食に޲いたܲをҭてる
ために、େֶのڀݚνーϜ、ྉཧਓとཆܲ農Ոが連ܞす
るというέーεも見られる。うま味は決してओ໾になる
味ではなく、༷々なྉཧのϕーεとなる味であり、うま
味があることでྉཧの味全ମにਂみや޿がりを༩え調࿨
さͤるといったような໾ׂを࣋っている。これまで、う
ま味に意ࣝをू中してྉཧを考えることがなかったシΣ
ϑたͪも、うま味を知りཧղすることで৽しいίンηプ
τのྉཧができることを঺հしている。ੈք各地で活༂
するシΣϑがうま味をͲのようにཧղしたか、自分のݴ
༿でͲのようにうま味をઆ໌するかなͲのղઆとともに
ಠ自のうま味Ϩシϐを঺հした本 bVNBNJ��T)E�'I'T)�
TASTE` が 2014 年 9 ݄に出൛された 26）。本ॻは 2014
年 11 ݄にถ国最େ手のॻ੶ൢചళである BBSOeT�BOd�
NoCMe が TIe�SeBToO`T�BeTU�CooLCooL の一つとして঺
հしている（ࣸਅ 1）。ैདྷ、うま味は日本ྉཧಛ༗の
ものとしてޠられるこがଟかったが、本ॻではҟなる食
จ化の中で活༂するシΣϑたͪが、自分自਎のうま味ൃ
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見あるいはうま味との出会いのきっかけがԿであった
か、そしてうま味を知りཧղしたことで自分のྉཧにͲ
Μなม化がもたらされたのかをそれͧれにޠっている。
えてもඒ߇通する内容はうま味をੜかすことでԘ分をڞ
味しさをҡ࣋することができること、あるいはόλーや

ΫリーϜを࢖わなくてもຬ଍ײのある味を作ることがで
きること、そして野ࡊなͲのૉࡐそのものの味をָしΉ
ことができることである。本ॻには南デンϚーΫେֶの
ੜ物物ཧֶ者であり b6NBNJ
�6OMoDLJOH�UIe�TeDSeUT�oG�
UIe�GJGUI�UBTUe ` 2�）のஶ者の一ਓである 0Me�(.�.oVSJUTeO
者のϢニーΫڀݚतが、デンϚーΫにおけるシΣϑとڭ
なऔり૊みを঺հしている。うま味にڵ味を࣋った
.oVSJUTeO 、અ׍であるࠛ෍やࡐतは日本のͩしのૉڭ
そして味઻やে༉なͲの੡଄޻ఔをֶͼ、それらを๺Ԥ
ಠ自のૉࡐでݱ࠶している。デンϚーΫでัれるւ૶の
੒分をৄࡉに調΂ることで、μルεとݺ͹れるւ૶には
グルλϛンࢎがଟく、その出ोは൴らのྉཧに࢖えるこ
とを見出している（ਤ 6）28）。ɹώϤί౾とถ߿で味઻
を作ったり、ಲをݪྉに׍અなら͵ಲઅを作るなͲ、地
によるϢニーΫな食品が঺հさܞのシΣϑとେֶの連ݩ
れている。

.oVSJUTeO तはڭ 2014 年 8 ݄にίϖンハーήンのԦ
立ՊֶアΧデϛーによるシンϙジ΢Ϝ SDJeODe�oG�TBTUe
を開催した。このシンϙジ΢ϜでもデンϚーΫにおける
シΣϑとڀݚ者によるऔり૊みが঺հされ、߿を࢖って
ίΦϩΪをൃ߬さͤて作ったӷମ調味ྉが঺հされ（ච
者のײ૝であるが、Կもݴわれずにڙされれ͹ڕেであ
る）μルεのͩしを࢖ったアイεΫリーϜのࢼ食も行わ
れた。൴らが目指すのは食ࡐとして࢖われてこなかった

ࣸਅ �ɹ�χϡʔϤʔΫͷେखॻళͰͷ 5IF�4FBTPO`T�
#FTU�$PPLCPPL ʹબ͹Εͨ6NBNJ��5IF�'JGUI�
5BTUF�

1JDUVSF�� ɹ�5IF�OFXFTU�CPPL�PO�VNBNJ� b6NBNJ��5IF�
'JGUI�5BTUF `�XIJDI�IBT�CFFO�TFMFDUFE�BT�
POF�PG�UIF�TFBTPO`T�CFTU�DPPLCPPL�JO�/FX�
:PSL�JO������

昆布だし 一番だし 'ulseだし

ᅗ䠒

ਤ �ɹ�μϧεதͷ༡཭Ξϛϊࢎ（.PVSJUTFO�0(�FU�BM�
�（����））
'JHVSF�� ɹ�'SFF�BNJOP�BDJET�JO�EVMTF�（.PVSJUTFO�0(�FU�BM�
�（����））
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ものを食品としてར༻することの提Ҋであったり、ଞ国
の食จ化にֶͼ৽たな食品加޻の行ఔを見出していこう
とするものである。同ֶ会では味のૉࣜג会ࣾの઒࡚׮
໵ڀݚһとϑϥンεྉཧのシΣϑ、Լଜࢯ࢘ߒが「味と
෩味のؒ࣌的デβイン」についてのൃ表を行い、シΣϑ
とՊֶ者の実ફ的なίϥϘϨーションの実ݱが可能であ
ることを提示した 加者全һがೋਓのίϥϘϨーࢀ。（29
ションによって૑଄された「イϕリίಲのࠛ෍కめ」を
食した。ࠛ෍は表໘にワインをృ෍してからΦーϒンࢼ
で加೤することでϑϥンεྉཧらしさをଛなうࠛ෍の෩
味をআڈし、イϕリίಲの੾り਎のย໘ͩけをࠛ෍でೋ
日ؒϚリωすることで、その表໘のグルλϛンࢎೱ度は
Ϛリωする前の໿ 6 ഒになっている。この೑をܰくমい
たものがࢼ食༻にڙされた。うま味のڧい部分ʪϚリω
した໘ʫとうま味がऑく本དྷのイϕリίಲそのものの味
をײじる部分が交ޓにઉに৮れることをૂったྉཧ、つ
まり bؒ࣌的デβイン` である。Ϥーϩού、アϝリΧ、
Φーετϥリアからࢀ加した 90 名΄Ͳのڀݚ者たͪは、
一੾れのイϕリίಲからシΣϑとڀݚ者のίϥϘϨー
ションによる bؒ࣌的デβイン` をମײし、シΣϑの思
考ύλーンをղੳするというಠ自のڀݚ内容にڵ味ਂく
ฉきೖっていた。

௕年、うま味ڀݚのਪ進、活性化とそのීٴにऔり૊
Μできたզ々にとって、֎国ਓが VNBNJ や .S( をධՁ
する࣌代がདྷることは૝૾もできなかったことである
が、日本ྉཧのੈք΁のීٴ、੢༸ྉཧが௿Χϩリー化
を目指すํ޲にあること、各国τοプシΣϑたͪのグ
ϩーόル化とともに、VNBNJ�.S( がڀݚ者のみならず
よりଟくのਓ々に知られるようになってきている。国内
でのීٴ活動はもとより、各国の調ཧߍֶࢣでのうま味
त業の実ࢪやηϛナー、出൛なͲを通じて、うま味とは
Կかの基本情報に加えて最৽のうま味ڀݚ情報もϕーε
とした情報ൃ৴をܧଓし、うま味のՁ஋をੈքに޿げて
いきたいものである。
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ンϑΥϝーションηンλー等を通じて、うま味ڀݚのਪ進やうま

味のීٴ活動をੵۃ的に行っている。また “うま味・ͩ し” をςー

Ϛとした食ҭ活動においても、෯޿く活༂している。
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$IBJS�PG�1SFQBSBUJWF�$PNNJUUFF
�
��OE�*OUFSOBUJPOBM�$POHSFTT�PG�/VUSJUJPO

ӫཆֶ分野のॏཁな 2 つの国際会議が日本において開催される。本年 5 ݄にԣ඿で行われるୈ 12 回アジアӫཆ
ֶ会議（ATJBO�CoOHSeTT�oG�NVUSJUJoO
�12UI�ACN）と、2021 年に東ژでの開催が決まっているୈ 22 回国際ӫཆֶ
会議（IOUeSOBUJoOBM�CoOHSeTT�oG�NVUSJUJoO
�22Od�ICN）である。これらが日本で開催されることが決まったのは、
ؔ連分野のֶ会等が国際化に޲けて౒力をଓけてきた੒Ռと、日本にରするੈք各国からのظ待とが相まってのこ
とである。本ߘでは、これらの会議の฼ମであるアジアӫཆֶ会連ໍ（'edeSBUJoO�oG�ATJBO�NVUSJUJoO�SoDJeUJeT
�
'ANS）およͼ国際ӫཆՊֶ連合（IOUeSOBUJoOBM�6OJoO�oG�NVUSJUJoOBM�SDJeODeT
�I6NS）についてड़΂、12UI�ACN
の֓ཁや準උঢ়گと 22Od�ICN ༠க֫ಘにࢸったܦҢなͲについて঺հする。これらの会議の੒ޭにより、ӫཆՊ
ֶや食品Պֶのੈքにおける日本の存ײࡏがさらに増して行くことがظ待される。ಛに 12UI�ACN は本ץࢽ行࣌に
おいて਺か݄後にഭっている。ੋඇଟくのํにごࢀ加いたͩき、ੵۃ的なൃ表や議論、交流の৔にしていたͩけれ
͹と੾にئっている。

��������������������������������������� 
�4VNNBSZ�

TXo�NBKoS�JOUeSOBUJoOBM�DoOHSeTTeT�JO�UIe�BSeB�oG�OVUSJUJoOBM�TDJeODe�XJMM�Ce�IeMd�JO�+BQBO�JO�UIe�OexU�GeX�ZeBST.�
0Oe�JT�UIe�12UI�ATJBO�CoOHSeTT�oG�NVUSJUJoO�（12UI�ACN）�XIJDI�XJMM�Ce�IeMd�JO�:oLoIBNB�JO�.BZ�2015.�TIe�oUIeS�
JT�UIe�22Od�IOUeSOBUJoOBM�CoOHSeTT�oG�NVUSJUJoO�（22Od�ICN）�JO�2021�JO�ToLZo.�0Oe�SeBToO�JOUeSOBUJoOBM�TDJeOUJGJD�
ToDJeUJeT�IBWe�deDJded�Uo�CSJOH�UIeTe�DoOHSeTTeT�Uo�+BQBO�JT�UIe�DoOUJOVoVT�eGGoSU�oG�+BQBOeTe�BDBdeNJD�ToDJeUJeT�
UoXBSd�JOUeSOBUJoOBMJ[BUJoO.�AOoUIeS�SeBToO�JT�UIe�IJHI�SeQVUBUJoO�oG�+BQBOeTe�TDJeOUJTUT�GSoN�BMM�oWeS�UIe�XoSMd.�
IO� UIJT�BSUJDMe
� I�XJMM� GJSTU� JOUSodVDe�UIe� JOUeSOBUJoOBM�oSHBOJ[BUJoOT�CeIJOd�UIeTe�DoOHSeTTeT
� UIe�'edeSBUJoO�oG�
ATJBO�NVUSJUJoO�SoDJeUJeT�（'ANS）�BOd� UIe� IOUeSOBUJoOBM�6OJoO�oG�NVUSJUJoOBM�SDJeODeT�（I6NS）.� I�XJMM� UIeO�
TVNNBSJ[e�UIe�eWeOUT�BOd�QSoHSBN�GoS�UIe�12UI�ACN�BOd� JUT�TUBUVT�oG�QSeQBSBUJoO.� IO�BddJUJoO
� I�XoVMd� MJLe�Uo�
TIoX�UIe�QSoDeTT�oG�IoX�Xe�XoO�UIe�CJd�GoS�UIe�22Od�ICN.�TIe�TVDDeTT�oG�UIeTe�DoOHSeTTeT�XJMM�TVSeMZ�eOIBODe�
+BQBO`T�QSeTeODe�JO�JOUeSOBUJoOBM�OVUSJUJoO�BOd�Good�TDJeODe.�TIe�12UI�ACN�XJMM�Ce�IeMd�TeWeSBM�NoOUIT�GoMMoXJOH�
UIe�QVCMJDBUJoO�oG�UIJT�JTTVe.�I�TJODeSeMZ�IoQe�NBOZ�SeBdeST�XJMM�QBSUJDJQBUe�JO�UIe�eWeOU�BOd�NBLe�JU�B�DIBODe�GoS�
BDUJWe�DoNNVOJDBUJoO�OoU�oOMZ�UISoVHI�QSeTeOUBUJoOT�CVU�BMTo�UISoVHI�dJTDVTTJoOT�BOd�NeeUJOH�OeX�DoMMeBHVeT�GSoN�
BSoVOd�UIe�XoSMd.
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̍ɽ͸じΊʹ

本年（2015 年）5 ݄ 14 日ʙ18 日にύシϑΟίԣ඿で
開催されるୈ 12 回アジアӫཆֶ会議（ATJBO�CoOHSeTT�
oG�NVUSJUJoO
�12UI�ACN）、6 年後（2021 年）に開催が
༧ ఆ さ れ る ୈ 22 回 国 際 ӫ ཆ ֶ 会 議（IOUeSOBUJoOBM�
CoOHSeTT�oG�NVUSJUJoO
�22Od�ICN）と、ӫཆՊֶ・食ྐ
Պֶ分野のॏཁな会議がզが国で行われることとなっ
た。本ߘではまず、これらの会議の฼ମとなっている国
際ஂମについて঺հし、12UI�ACN の日本開催にࢸった
や֓ཁをड़΂る。さらにگҢと会議の準උঢ়ܦ 22Od�
ICN ༠க活動の֓ཁについて報告したい。

̎ɽ�ӫཆՊֶ෼໺ͷࡍࠃ૊৫ͱ日本ͷد༩ʹ͍ͭͯ

ؔ連૊৫のうͪ、これらの会議に௚઀ؔ܎のある 2 ஂ
ମについて঺հする

（�）��ΞδΞӫཆֶձ࿈ （ໍ'FEFSBUJPO�PG�"TJBO�/VUSJUJPO�
4PDJFUJFT
�'"/4）

19��年のୈ2回ACNの際にઃ立された。その目的は、
（B）アジア地域のӫཆՊֶ者の交流をਂめ、ڭ、ڀݚҭ、
活動における協力をਪ進すること、（C）ACN のఆظ的
な開催等を通じ、ӫཆՊֶ分野のڀݚの情報やݧܦの交
換をଅ進すること、（D）ϝンόー国と国際ӫཆՊֶ連
合（IOUeSOBUJoOBM�6OJoO�oG�NVUSJUJoOBM�SDJeODeT
�I6NS）
や国連機ؔとのؒの஥հをすること、となっている。

ࡏݱ 18 の国や地域のؔ連ֶ会が加ໍしており、̍か
国がΦϒβーόーとなっている（٭஫ 加ֶ会の会һࢀ。（1
૯਺は 40
000 ਓを௒える。ࡏݱの事຿ہはシンΨϙー
ルにあり、会௕は .T.�1eL�:ee�CIoX（シンΨϙール）
である。

'ANS の活動は、4 年に一度の ACN の開催、Ϗジω
εϛーςΟングとして 2 年に一度の૯会の開催、2 年に
一度の “'ANS�NeXT�LeUUeS” のൃ行により加ໍஂମの
活動を঺հすることなͲがある。զが国は日本ӫཆ・食
ྐֶ会が加ໍしている。東๺େֶେֶӃのٶᖒཅ෉先ੜ
が 'ANS のཧ事（CoVODJM�NeNCeS）を 200� 年から຿

められている。2014 年 10 ݄にご੦ڈされたۚ৿ਖ਼༤先
ੜ（ژ౎෎立େֶ名༪ڭत）は、'ANS に௕くݙߩさ
れ名༪ཧ事を຿めてདྷられた。

'ANS のࡉଇにより、ACN を開催した国がその後の
4 年ؒのӡӦを୲当することとなっている。これにؔし
てもಡ者のօ༷のご指ಋとご協力をおئいしたい。
'ANS ΢Σϒαイτ（2011ô2015）：IUUQ���XXX.GBOT�BTJB.oSH�

�ӫཆՊֶ࿈߹（*OUFSOBUJPOBM�6OJPO�PG�/VUSJUJPOBMࡍࠃ�（�）
4DJFODFTɺ*6/4）

1948 年にઃ立され、その໋࢖は、（B）地ٿϨϕルで
の協力を通じ、ӫཆのՊֶ、ڀݚ、開ൃの進లにد༩す
ること、（C）ӫཆՊֶڀݚ者のؒでの交流と協力をଅ
すとともにӫཆՊֶの情報をൃ৴すること、となってい
る。80 以上の国や地域がॴଐしており、80 以上の会һ
国と 15 のؔ連ஂମ（'ANS をؚΉ）でߏ੒される。事
຿ہはϩンドンにあり、ࡏݱの会௕は %S.�AOOB�LBSUeZ

（Ψーナେֶ）である。I6NS は、国際Պֶ連合（ICS6）
のࢀ加૊৫となっている。

4 年に一度の ICN の開催の΄か、各छ TBTL�'oSDe を
通じてੈքのӫཆֶやその実ફにରしてେきな影響をٴ
΅している。զが国は日本ֶज़会議が会һஂମとなって
おり、分୲ۚをڌ出している。日本ֶज़会議内での
I6NS ΁のରԠは、I6NS 分Պ会（委һ௕は東ژ農業େ
ֶのਗ਼水੣先ੜ）が୲ってきた。աڈにౡԔॱ༤先ੜが
I6NS の෭会௕を຿められ、େүහ༤先ੜ、ా中෢඙先
ੜ、খ林मฏ先ੜがཧ事を຿められている。またٶᖒཅ
෉先ੜは、一ࡢ年（201� 年）9 ݄の I6NS ૯会でཧ事
にબ出されている。

なお、200� 年ࠒまでの I6NS のঢ়گや活動のৄࡉに
ついては、安本ڭၚ先ੜが当࣌の日本ֶज़会議ӫཆ・食
ྐՊֶڀݚ連བྷ委һ会委һ௕のお立৔で日本ӫཆ・食ྐ
ֶ会の΢ΣϒαイτにߘدԼさっている。ごࢀরいたͩ
きたい。（IUUQ���XXX.KTOGT.oS.KQ�XQ�DoOUeOU�VQMoBdT�GJMe�
MJOL�JVOT.IUNM）。また、日本ӫཆ・食ྐֶ会と国際ஂମ
とのؔ܎のྺ࢙については、同ֶ会ฤूのॻ੶（h 食を
ָしみ݈やかにੜきるために 、ɦޫ ੜؗ、199�）にৄしい。
I6NS ΢Σϒαイτ：�IUUQ���XXX.JVOT.oSH�
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̏ɽୈ ��ճΞδΞӫཆֶձٞ（��UI�"$/）

（�）։ܾ࠵ఆͷܦҢͱ։࠵४උ
表 1 にこれまでの ACN の開催地を示している。日本

では 198� 年にୈ 5 回 ACN が開催された（会௕：Ҫ上
�௕：ా中෢඙先ੜ）。200ہ࿠先ੜ、事຿ޒ 年 9 ݄の
10UI�ACN（୆๺）のؒظ中、'ANS ૯会の੮において
当࣌の日本ӫཆ・食ྐֶ会会௕の本ؒਗ਼一先ੜが、12UI�
ACN の日本での開催のଧ਍をडけた。本ؒ先ੜはここ
ではݖརをཹอすることにされ、その後զが国の໿ 10
のֶ会に੠をかけて意見交換をしたり、日本ӫཆ・食ྐ
ֶ会のཧ事会や૯会のঝ認をडけるなͲのաఔをܦて開
催国に立ީ補することとなった。その後、この活動は
໼ϲ࡚一三会௕にҾきܧがれ、ཧ事会のもとに༠க委һ
会（ٶᖒ委һ௕）が૊৫された。まず開催֓ཁを決ఆし
'ANS 事຿ہ΁ BJd�1BQeS（立ީ補提Ҋॻྨ）を提出、
さらにଞ国΁の支࣋のཁ੥なͲの準උを行い、2009 年
にόンίΫで開催された 19UIɹICN 中のؒظ 'ANS ૯
会で日本での開催が決まった。日本以֎に � か国が立ީ
補していたが、ٶᖒ委һ௕によるプϨゼンςーション後
に行われた౤ථでは、1 回の౤ථで決することができた。
12UI�ACN の༠க活動は、日本੓෎ہޫ؍（+NT0）より、
༏れたものとのධՁをडけてฏ੒ 22 年度「国際会議༠

க・開催ݙߩ৆」をत༩されている。
開催決ఆ後、଎やかに、日本ӫཆ・食ྐֶ会内にٶᖒ

先ੜを委һ௕とする 12UI�ACN ૊৫委һ会が立ͪ上げら
れ、その後の準උが行われてきた。12UI�ACN はୈ 69
回の日本ӫཆ・食ྐֶ会େ会と合同開催とすることが決
ఆされた。ӡӦにあたる 1C0（1SoGeTTJoOBM�CoOHSeTT�
0SHBOJ[eS）のબఆも行われた。૊৫委һ会内に各委һ
会が置かれた。ࡏݱの委һ会（委һ௕、ܟশུ）は、૯
຿委һ会（໼ϲ࡚一三）、ࡒ຿委һ会（ਗ਼水੣）、ืۚ委
һ会（ੴాۉ）、プϩグϥϜ委һ会（෬໦ږ）、ల示委һ
会（ۙ౻࿨༤）、޿報委һ会（۽୩日ొඒ）、会৔委һ会

（Լଜ࣏٢）、行事઀۰委һ会（༄ాߊ良）、॓ധཱྀ行委
һ会（໳࿬基ೋ）、त৆બ考委һ会（ؔହ一࿠）、事຿ہ

（加౻ٱయ）からなり、各委һ会ϕーεでその後の準උ
が進められてきた。ಛに૯຿委һ会はこれまでに 1� 回
開催されている。޿報活動としては、ϙελーや഑෍物
の作੒と഑෍、11UI�ACN（シンΨϙール）や 20UI�ICN
におけるϒーεでの޿報なͲが行われてきた。ߨԋ等の
プϩグϥϜがプϩグϥϜ委һ会により決ఆされ、ืۚ委
һ会やల示委һ会によりطにଟくのεϙンαー等の目్
が立ってきている。

国内のஶ名な先ੜํにސ໰にごब೚いたͩき、さらに
IOUeSOBUJoOBM�AdWJToSZ�BoBSd のϝンόーとして国際的
に名ߴい先ੜํにब೚いたͩいて、ご指ಋとご助ݴをڼ
いできた。日本ֶज़会議΁ڞ同ओ催のਃ੥を行い、ڞ同
ओ催国際会議として࠾୒された。さらに、ްੜ࿑ಇ省、
内ֳ෎食品安全委һ会、農林水産省、จ部Պֶ省、ਆಸ
઒ݝ、ԣ඿21、ࢢ のؔ連ֶ協会（٭஫ 2）に後ԉをいたͩい
ている。

（�）ձٞͷ֓ཁ
会ظは 2015 年 5 ݄ 14 日（໦）ʙ 5 ݄ 18 日（݄）、会৔

はύシϑΟίԣ඿となっている。ςーϚは、“NVUSJUJoO�BOd�
'ood�GoS�LoOHeWJUZ��'oS�UIe�8eMM�BeJOH�oG�AMM ”である。
プϩグϥϜの֓ཁをਤ 1 に示してある。ୈ 69 回国内େ
会（会頭は東ژ農業େֶླ໦࿨य़先ੜ）と合同であるが、
一ൠԋ題は全てӳޠとなる。ϙελーൃ表がओであるが、
一部、ޱ頭ൃ表が༧ఆされている。
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։࠵೥（ճ） ։ࠃ࠵（౎ࢢ）
���� ೥（ୈ� � ճ） Πϯυ（ϋΠσϥόʔυ）
���� ೥（ୈ � ճ） ϑΟϦϐϯ（Ϛχϥ）
���� ೥（ୈ � ճ） ΠϯυωγΞ（δϟΧϧλ）
���� ೥（ୈ � ճ） λΠ（όϯίΫ）
���� ೥（ୈ � ճ） 日本（େࡕ）
���� ೥（ୈ � ճ） ϚϨʔγΞ（ΫΞϥϧϯϓʔϧ）
���� ೥（ୈ � ճ） தࠃ（๺ژ）
���� ೥（ୈ � ճ） （ι΢ϧ）ࠃؖ
���� ೥（ୈ � ճ） Πϯυ（χϡʔσϦʔ）
���� ೥（ୈ �� ճ） ୆࿷（୆๺）
���� ೥（ୈ �� ճ） γϯΨϙʔϧ
���� ೥（ୈ �� ճ） 日本（ԣ඿）
���� ೥（ୈ �� ճ） ΠϯυωγΞ（όϦౡ）



初日に日本ӫཆ・食ྐֶ会の૯会があり、その後
ACN の開会ࣜが行われる。2 題の基調ߨԋのあとに΢Σ
ルΧϜύーςΟーが行われる。15 日から 1� 日まで基調
頭ൃޱ、ԋ、シンϙジ΢Ϝ、ϙελーൃ表ߨҭڭ、ԋߨ
表、ϥンνョンηϛナー、イϒニングηϛナー、ا業ల
示が行われ、16 日にίングϨεデΟナー、18 日にはڭ
ҭπアーが૊まれている。ڭҭπアーは、ֶڅߍ食、ߴ
ྸ者෱ࢪࢱઃ、食品޻৔の � छのίーεをઃఆした。ま
た、ࢢຽެ開࠲ߨが 16 日ޕ後に༧ఆされている。

基調ߨԋは、Ѩ部ࢠܒ先ੜ（東ژେֶ名༪ڭत）、安
本݈先ੜ（東๺େֶ名༪ڭत）、%S.�+eGGeSZ�'SJedNBO

（RoDLeGeMMeS�6OJWeSTJUZ）、%S.�CBSMoT�A.�.oOUeJSo
（6OJWeSTJUZ� oG�SÄo�1BVMo）、%S.�,SBJTJd�ToOUJTJSJO
（.BIJdoM�6OJWeSTJUZ）の 5 名の先ੜにおئいしている。
本ߘ୤2014）࣌ߘ 年 11 ݄ 15 日）までに、1� のڭҭߨ
ԋ、44 のシンϙジ΢Ϝ（εϙンαードシンϙジ΢Ϝを
ؚΉ）、1� のϥンνョンηϛナー、� つのイϒニングη
ϛナーがܭըされている。ILSI�+BQBO も .JDSoOVUSJeOU�
'oSUJGJDBUJoO�1SoHSBN というλイτルでεϙンαード
シンϙジ΢Ϝを開催する。プϩグϥϜの中でϢニーΫな
ものとして、'ANS ϝンόーの各国や地域からの
CoVOUSZ�ReHJoOBM�ReQoSU、1� 日にల示会৔で行われる
日本ྉཧアΧデϛーのڞ催によるͩしのシンϙジ΢Ϝな
Ͳがある。プϩグϥϜのৄࡉについては、Լهの 12UI�
ACN ΢Σϒαイτをごཡいたͩきたい。なお、シンϙ

ジ΢ϜのプϩシーデΟングεを、┎┳┹┶┲┥┰ⓤ┳┪ⓤ┒┹┸┶┭┸┭┳┲┥┰ⓤ
┗┧┭┩┲┧┩ⓤ┥┲┨ⓤ┚┭┸┥┱┭┲┳┰┳┫┽（+NS7、日本ӫཆ・食ྐֶ会
と日本Ϗλϛンֶ会のڞ同ฤू）の SVQQMeNeOU 号とし
てൃ行する。これはプϩグϥϜ委һ会の中のプϩシー
デΟングεখ委һ会が進めており、会議の際に൦෍でき
るようদҪప委һ௕を中৺に準උ中である（௥ه：
2014 年 11 ݄ �0 日に一ൠൃ表ԋ題のड෇を終了したが、
໿ 1
800 題ものԋ題ొ࿥があった）。

会議のӡӦにはϘϥンςΟアの力をआりる༧ఆになっ
ている。ࡏݱϘϥンςΟアのืूを日本ӫཆ・食ྐֶ会
の΢Σϒαイτで行っている。

ւ֎、ಛに௿ॴಘ国からのকདྷ༗๬なए手のࢀ加をଅ
すために、TSBWeM�AXBSd をઃけている。ެӹஂࡒ法ਓ
Ӝ上食品・食จ化ৼஂࡒڵより、この目的のۚࢿをご提
いたͩけるというおਃし出をいたͩき、20ڙ 名のए手
に 6SBLBNJ�'oVOdBUJoO�TSBWeM�AXBSd をत༩できるӡͼ
になっている。これに加えて、ACN からもԿ名かに
TSBWeM�AXBSd を༻意する༧ఆである。さらに、国内֎
のやはりए手を঑ྭする目的で、༏れた内容のൃ表に
:oVOH�IOWeTUJHBUoS�AXBSd をत༩する。
12UI�ACN ΢Σϒαイτ：IUUQ���BDO2015.oSH�
ެӹࣾஂ法ਓ日本ӫཆ・食ྐֶ会΢Σϒαイτ：
IUUQ���XXX.KTOGT.oS.KQ�
ୈ 69 回日本ӫཆ・食ྐֶ会େ会΢Σϒαイτ：
IUUQ���OodBJXeC.VOJWeSTJUZ.KQ�69UI�eJTIoLV�
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表 2 にこれまでの ICN の開催地を示している。日本
では 19�5 年にୈ 10 回 ICN がژ౎国際会議৔で開催さ
れた（େ会会௕：ӽஐ༐一日本ֶज़会議会௕、૊৫委һ
௕：ຬాًٱ先ੜ、事຿ہ௕：ۚ৿ਖ਼༤先ੜ）。࣍回（ୈ
21 回、201� 年）は、ϒΤϊεアイϨε（アルゼンνン）
で行われることが決まっている。

ۙいকདྷもう一度զが国で ICN を開催したいという
話は、I6NS 分Պ会なͲで話題には上がっていたが、۩
ମ的にいつࠒ立ީ補するかといった議論にまではなって
いなかった。2012年の8݄にI6NS本部より連བྷがあり、
2021 年の開催に立ީ補する৔合は CJd ॻྨを提出ͤよ
とのことであった。提出కめ੾りまでͪΐうͲ 1 か݄し
かなかったが、ֶज़会議 I6NS 分Պ会委һ௕としてਗ਼
水੣先ੜがؔ܎のֶ会等と相ஊし、ٸᬎ立ީ補すること
となった。I6NS 分Պ会、日本ӫཆվળֶ会、日本ӫ
ཆ・食ྐֶ会の � 者による༠க活動を行うこととした
が、作業は日本ӫཆ・食ྐֶ会を中৺に進めるというこ
とになった。当࣌の同ֶ会の国際交流委һ௕であったච
者が࠲௕となり、10 名のϝンόーからなる༠க準උ
8( が立ͪ上がった。

日本੓෎ہޫ؍（+NT0）と相ஊし、開催ࢪઃを東ژ
国際ϑΥーϥϜに決ఆするなͲ基ૅҊをまとめた。東ژ

౎知事やޫ؍ி௕׭なͲからの招੥Ϩλー、ଞ国からの
支࣋ϨλーなͲをऔಘし、東ஂࡒޫ؍ژ（TC7B）の協
力をಘて、໿ 25 ϖージからなる I6NS 提出༻の CJd ॻ
ྨを׬੒さͤ、9 ݄に提出を׬了した。

ICN の開催༠கはこのところຖ回ᗐ྽であり、܁りฦ
し立ީ補している国もଟいので、ࠓ回日本がબ͹れる可
能性は௿いと思われたが、কདྷに޲けてऔりあえず出し
ておこうというงғؾがあった。そうしていたら、
201� 年 � ݄になって I6NS から連བྷがあり、� か国の
中から最終ީ補 � か国にબ͹れたとのことであった。同
年 9 ݄のグϥナμ（εϖイン）の 20UI�ICN 中の૯会で
౤ථがあって開催地が決まるとのことͩった。ڝ合相手
は中国（๺ژ）とアイルϥンド（μϒリン）であるとい
う情報もಘられた。

դવ本ؾを出す必ཁにഭられることとなり、以Լを
行っていった。東ژ౎の国際会議༠க助੒ۚの֫ಘ、東
౎の国際会議開催助੒ۚおよͼ開催支ԉプϩグϥϜ΁ژ
のਃ੥、日本ӫཆ・食ྐֶ会内での活動ۚࢿ確อ、େ会
ςーϚとϩΰの決ఆ、情報ऩूとઓུの決ఆ、キーύー
ιンの日本΁の招ᡈ、༠கのための 1C0 のબఆ、内ֳ
૯ཧେਉ・ްੜ࿑ಇେਉからの支࣋Ϩλー֫ಘ、各国΁
の࠶度の支࣋ཁ੥、プϩモーションϏデΦの作੒、最終
CJd ॻྨの作੒（ࣸਅ 1 、40 ϖージを௒えるものとなっ
た）、༠க活動΢Σϒαイτおよͼ 'BDeCooL αイτの
開ઃ、グϥナμでの഑෍物の作੒（ࣸਅ 1）、グϥナμ
での +BQBO�NJHIU の準උ、ల示ϒーεの準උ、プϨゼン
ςーションϚςリアルの作੒、日本からの ICN 加者ࢀ
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։࠵೥ ։࠵஍
���� ೥（ୈ� � ճ） ΠΪϦε（ϩϯυϯ）
���� ೥（ୈ � ճ） εΠε（όʔθϧ）
���� ೥（ୈ � ճ） Φϥϯμ（ΞϜεςϧμϜ）

（్தলུ）
���� ೥（ୈ � ճ） ϝΩγί（ϝΩγίγςΟ）
���� ೥（ୈ �� ճ） 日本（ژ౎）
���� ೥（ୈ �� ճ） ϒϥδϧ（ϦΦσδϟωΠϩ）
���� ೥（ୈ �� ճ） ΞϝϦΧ（αϯσΟΤΰ）
���� ೥（ୈ �� ճ） ΠΪϦε（ϒϥΠτϯ）
���� ೥（ୈ �� ճ） （ι΢ϧ）ࠃؖ
���� ೥（ୈ �� ճ） ΦʔετϥϦΞ（ΞσϨʔυ）
���� ೥（ୈ �� ճ） Χφμ（ϞϯτϦΦʔϧ）
���� ೥（ୈ �� ճ） ΦʔετϦΞ（΢Οʔϯ）
���� ೥（ୈ �� ճ） ೆΞϑϦΧ（μʔόϯ）
���� ೥（ୈ �� ճ） λΠ（όϯίΫ）
���� ೥（ୈ �� ճ） εϖΠϯ（άϥφμ）
���� ೥（ୈ �� ճ） Ξϧθϯνϯ（ϒΤϊεΞΠϨε）
���� ೥（ୈ �� ճ） 日本（౦ژ）



΁の協力ݺͼかけ、なͲである。
グϥナμでは 9 ݄ 16 日のୈ 1 回 I6NS ૯会でプϨゼ

ンςーションを行い、18 日のୈ 2 回૯会で౤ථが行わ
れるとのことであった。ల示ϒーε（ࣸਅ 2）をઃӦし、
日本からのࢀ加者の自ओ的な協力もಘて、日本支࣋΁の
ͼかけを行った。15ݺ 分ؒのプϨゼンςーションは、
ච者とTC7Bの৬һとで行った。+BQBO�NJHIUを開催し、
౤ථݖ者に௚઀ϝールをૹるなͲ、ϩϏー活動を進め
た。いよいよ౤ථが行われたが、1 回目の౤ථでա൒਺
を֫ಘ（5� ථ中 �2 ථ）し、զが国での開催が決ఆした。
この༠க活動も、ฏ੒ 26 年度の +NT0「国際会議༠க・
開催ݙߩ৆」をत༩されるにࢸった。

実はグϥナμೖりしてからも、日本はѹ౗的にෆརで
あるとݴわれていた。ある意味、େٯసを੒し਱げるこ
とができたのͩが、༠க活動のৄࡉについては、かなり
の思いೖれをࠐめたものをผにॻかͤていたͩいたの
で、ご一ಡئえれ͹޾いである。（「2021 年国際ӫཆֶ
会議༠கの報告」日本ӫཆ・食ྐֶ会66、ࢽ 、�15��20�

（201�）、または以Լからもごཡいたͩける。IUUQ���
XXX.KTOGT.oS.KQ�OeXT�OeXT@201�092�.IUNM）

༠கの੒ޭをडけて、I6NS 分Պ会や日本ӫཆ・食ྐ
ֶ会でݕ౼し、22Od�ICN 準උ委һ会が作られた。本格
的な準උはࠓ年の ACN の後となる。
ICN�2021�ToLZo ΢Σϒαイτ：IUUQ���JDO2021.oSH�
ICN�2021�ToLZo�'BDeCooL αイτ（国内޲け）：
IUUQT���XXX.GBDeCooL.DoN�ICN2021

̑ɽ͓ΘΓʹ

分野の国際会議として、2008܎ؔ 年に国際ӫཆ࢜会
議（IC%）がύシϑΟίԣ඿で開催され、େ੒ޭをऩめ
たことは、ACN、ICN にもྭみのもととなっており、
回のࠓ。考になるところもଟいࢀ ACN はաڈのͲの
ACN と比較してもѹ౗的にॆ実したプϩグϥϜとなっ
ている。ಡ者のօ༷においては、最先୺のڀݚにͲっ΀
りਁかり、ੈք中のڀݚ者と交流をਂめる機会をಀさ͵
よう、ੋඇ、ԣ඿の地΁଍をおӡͼいたͩきたい。なお、
事前ࢀ加ొ࿥のకめ੾りは、2015 年 4 ݄ �0 日となって
いる。また、ଟくのؔ連ا業にεϙンαーやల示のਃࠐ
みをいたͩいていることに、この৔をआりてਂくྱޚਃ
し上げたい。まͩਃࠐみをされていないا業等におかれ
ては、ੋඇごئ౼ݕえると޾いである。

22Od�ICN のςーϚは、“TIe�1oXeS�oG�NVUSJUJoO��'oS�
UIe�SNJMeT�oG�10�BJMMJoO�1eoQMe” とした。ੈքのӫཆֶ
の௖点の会議が日本で開催されることでֶज़上のみなら
ず、産業໘でのେきなインύΫτもظ待される。この੒
ޭについても、たくさΜのا業各Ґのご協力をڼがなけ
れ͹ෆ可能である。東ژΦリンϐοΫのཌ年の開催とな
るが、ΦリンϐοΫのみならずその先の ICN にも஫目
していたͩくよう੾におئいして本ߘを終えたい。

1984 年� 東ژେֶ農ֶ部農ܳ化ֶՊɹଔ業

1988 年� 東ژେֶେֶӃ農ֶڀݚܥՊ農ܳ化ֶઐ߈ത࢜՝ఔɹ中ୀ

同� 東ژେֶ農ֶ部ɹ助手

1990 年� 農ֶത࢜（東ژେֶ）

1991 年� アϝリΧ合ऺ国 NI) ౶೘ප部໳ɹ٬һڀݚһ

199� 年� Ӊ౎ٶେֶ農ֶ部ੜ物ੜ産ՊֶՊɹ助ڭत

1999 年� �東ژେֶେֶӃ農ֶੜ໋ՊֶڀݚՊԠ༻ੜ໋化ֶઐ߈ɹ

助ڭत

2009 年�� 東ژେֶ૯ׅプϩジΣΫτ機ߏɹಛ೚ڭत

るࢸにࡏݱ

ུྺ
Ճ౻ɹٱయ（͔ͱ͏ɹͻ͞ͷΓ）೶ֶത࢜

ӫཆֶ෼໺ͷࡍࠃ会ٞͷ೔ຊͰͷ։࠵ʹ͍ͭͯ

��―Πϧγʔ No.120  (2015.2)

ࣸਅ �ɹ*$/༠க׆ಈͷϒʔε
1IPUP�� ɹ"�QIPUP�PG�PVS�QSPNPUJPO�CPPUI



&6`T�"HSJDVMUVSBM�2VBMJUZ�4DIFNFT .&37*�,")-04
'JSTU�4FDSFUBSZ
5SBEF�4FDUJPO

%FMFHBUJPO�PG�UIF�&VSPQFBO�6OJPO�UP�+BQBO

&6`T�"HSJDVMUVSBM�2VBMJUZ�4DIFNFT
ʢ&6ͷ೶࢈඼ͷ඼࣭อূ੍౓ʣ

.FSWJ�,BIMPT

'JSTU�4FDSFUBSZ
5SBEF�4FDUJPO

%FMFHBUJPO�PG�UIF�&VSPQFBO�6OJPO�UP�+BQBO

TIJT�BSUJDMe�JT�CBTed�oO�B�QSeTeOUBUJoO�HJWeO�dVSJOH�JGJB�2014�exIJCJUJoO�JO�ToLZo�oO�22Od�.BZ.�8IJMe�Good�RVBMJUZ�
XBT�UoVDIed�VQoO�GSoN�UIe�QoJOU�oG�WJeX�oG�oCMJHBUoSZ�Good�TBGeUZ�SeRVJSeNeOUT
�UIe�GoDVT�oG�UIe�QSeTeOUBUJoO�XBT
�
BOd�SeTQeDUJWeMZ�oG�UIJT�BSUJDMe
�oO�UIe�EVSoQeBO�6OJoO`T�（E6`T）�BHSJDVMUVSBM�RVBMJUZ�TDIeNeT
�JO�QBSUJDVMBS�UIoTe�
DoWeSJOH�1SoUeDUed�%eTJHOBUJoOT�oG�0SJHJO�（1%0T）BOd�1SoUeDUed�(eoHSBQIJDBM�IOdJDBUJoOT�（1(IT）
�CoUI�oG�XIJDI�
BSe�LOoXO�BT�(eoHSBQIJDBM�IOdJDBUJoOT�（(IT）.

%Ve�Uo�B�TUSoOH�DBMM�CZ�EVSoQeBO�DoOTVNeST�BOd�JO�oSdeS�Uo�IeMQ�GBSNeST�Uo�CeUUeS�DoNNVOJDBUe�UIe�RVBMJUJeT�BOd�
DIBSBDUeSJTUJDT�oG�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUT�XJUI�IJHI�Bdded�WBMVe
�UIe�E6�IBT�QVU� JOUo�QMBDe�B�WJHoSoVT�BHSJDVMUVSBM�
QSodVDU�RVBMJUZ�QoMJDZ.�AMUIoVHI�UIe�QoMJDZ�IBT�exJTUed�BU�UIe�EVSoQeBO�MeWeM�BMSeBdZ�TJODe�1990`T�GoS�BHSJDVMUVSBM�
QSodVDUT�BOd�GoodTUVGGT
�JU�IBT�CeeO�SeJOGoSDed�dVSJOH�SeDeOU�ZeBST.�IO�2010�B�To�DBMMed�RVBMJUZ�QBDLBHe�XBT�BdoQUed.�
TIe�QBDLBHe�DoOUBJOT�B�TeU�oG�MeHJTMBUJWe�QSoQoTBMT�deTJHOed�XJUI�B�WJeX�oG�DSeBUJOH�B�DoIeSeOU
�ZeU�TJNQMJGJed�QoMJDZ
�
XIJDI�DoWeST�B�XJde�SBOHe�oG�RVBMJUZ�BTQeDUT
�TVDI�BT�NBSLeUJOH�TUBOdBSdT�BOd�DeSUJGJDBUJoO�TDIeNeT.

AT�QBSU�oG�UIe�QBDLBHe
� JO�eBSMZ�201�
�ReHVMBUJoO�oO�RVBMJUZ�TDIeNeT�GoS�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUT�BOd�GoodTUVGGT�
eOUeSed�JOUo�GoSDe.�TIe�ReHVMBUJoO�DoWeST�1%0T
�1(IT
�TSBdJUJoOBM�SQeDJBMUJeT�(VBSBOUeed�（TS(）�BOd�oQUJoOBM�
RVBMJUZ� UeSNT.�8IJMe�oSHBOJD�QSodVDUT�BMTo� GBMM�VOdeS� UIe�E6`T�RVBMJUZ�QoMJDZ
� UIeJS�BDUVBM�SVMeT�BSe�TeU� JO�B�
TeQBSBUe�SeHVMBUJoO.

NVNeSoVT�CeOeGJUT
�XIJDI�BSJTe� GSoN�UIe�RVBMJUZ� TDIeNeT
�IBWe�NBde�eTQeDJBMMZ� UIe�1%0�BOd�1(I�TDIeNeT�
QoQVMBS�JO�NoTU�oG�UIe�E6�NeNCeS�TUBUeT.�TIJT�IoMdT�USVe�BMTo�GoS�DoVOUSJeT
�XIJDI�KoJOed�UIe�E6�NoSe�SeDeOUMZ�
BOd�dJd�OoU�IBWe�DoSSeTQoOdJOH�OBUJoOBM�MeHJTMBUJoO�JO�UIe�QBTU.�1BSUJDJQBUJoO�JO�UIe�1%0�BOd�1(I�TDIeNeT�QSoWJdeT�
UIe�QSodVDeST�QSeNJVN�QSJDeT�BMoOH�XJUI�IJHI� MeWeM�oG�QSoUeDUJoO� GoS� UIe�QSodVDU�OBNeT�TJODe�(IT�BSe�BMTo�B�
DBUeHoSZ�oG�JOUeMMeDUVBM�QSoQeSUZ�SJHIUT.�CoOTVNeST�BSe�BMTo�HVBSBOUeed�IJHI�RVBMJUZ
�TBGe�BOd�BVUIeOUJD�QSodVDUT.�
.BSLJOH�UIeTe�BTQeDUT�oG�QSodVDUT�BSe�UIe�RVBMJUZ�MoHoT
�UIe�VTe�oG�XIJDI�CeDoNeT�oCMJHBUoSZ�BT�oG�4�+BOVBSZ�2016�
GoS�BHSJDVMUVSBM�BOd�GoodTUVGG�1%0�BOd�1(I�QSodVDUT�oSJHJOBUJOH�JO�EVSoQe.�TIBOLT�Uo�UIeTe�MoHoT
�UIe�QSodVDUT�DBO�
Ce�eBTJMZ�JdeOUJGJed�JO�UIe�NBSLeU.�TIe�MoHoT�BMTo�JOdJDBUe�UIBU�UIe�QSodVDU�OBNeT�BSe�QSoUeDUed
�BOd�UIBU�QSodVDUT�
BSe�TVCKeDU�Uo�SeHVMBS�oGGJDJBM�DoOUSoMT�BOd�WeSJGJDBUJoOT�BU�BMM�TUBHeT�oG�QSodVDUJoO
�QSoDeTTJOH�BOd�dJTUSJCVUJoO.

IO�oSdeS�Uo�IBWe�B�QSodVDU�deTJHOBUed�BT�B�1%0�oS�B�1(I�BOd�Uo�Ce�HSBOUed�UIe�VTe�oG�RVBMJUZ�MoHoT
�QSodVDeST�
XoSL�UoHeUIeS�Uo�eTUBCMJTI�B�QSodVDU�TQeDJGJDBUJoO
�XIJDI�MBUeS�oO�OeedT�Uo�Ce�oCTeSWed�JO�UIe�QSodVDUJoO.�CoNQMJBODe�
XJUI�UIe�QSodVDU�TQeDJGJDBUJoO�JT�DoOUSoMMed�eWeO�CeGoSe�B�OeX�1%0�oS�1(I�QSodVDU�DBO�Ce�QMBDed�JO�UIe�NBSLeU.�IO�
UIe�E6�BMM�1%0�BOd�1(I�OBNeT�BSe�eOUeSed�JOUo�B�QVCMJDMZ�BDDeTTJCMe�SeHJTUeS
�XIJDI�NBLeT�UIe�TZTUeN�USBOTQBSeOU�

4VNNBSZ
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BOd�JODSeBTeT�JUT�DSedJCJMJUZ�JO�UIe�eZeT�oG�DoOTVNeST
�QSodVDeST�BOd�BOZoOe�XJUI�BO�JOUeSeTU�JO�UIe�TZTUeN.
AT�B�QSooG�oG�QoQVMBSJUZ�oG�UIe�1%0�BOd�1(I�TDIeNeT
�NoSe�UIBO�B�UIoVTBOd�BHSJDVMUVSBM�QSodVDU�BOd�GoodTUVGG�

OBNeT�IBWe�CeeO�SeHJTUeSed�JO�UIe�E6.

*OUSPEVDUJPO

TIe�EVSoQeBO�6OJoO（E6）GoSNT�BO�JOUeSOBM�NBSLeU�
oG�28�NeNCeS�TUBUeT�BOd�SoVHIMZ�500�NJMMJoO�DJUJ[eOT.�
BeDBVTe� Good� BOd� BHSJDVMUVSBM� QSodVDUT�NoWe� BDSoTT�
OBUJoOBM�CoVOdBSJeT�GSeeMZ
�NVDI�oG�UIe�E6`T�MeHJTMBUJoO�
JO�UIe�BSeB�oG�Good�TBGeUZ�JT�IBSNoOJTed.�TIe�IBSNoOJTed�
MeHJTMBUJoO�BOd�DoNNoO�BQQSoBDI�BNoOHTU�NeNCeS�TUBUeT�
GBDJMJUBUeT�TNooUI�GVODUJoOJOH�oG�UIe�JOUeSOBM�NBSLeU.�IO�
DBTe�oG�BOZ�QoUeOUJBM�QSoCMeNT�MJOLed�Uo�Good�TBGeUZ
�TXJGU�
XJUIdSBXBMT�DBO�Ce�BTTVSed�UIBOLT�Uo�USBDeBCJMJUZ�UISoVHI�
UIe�XIoMe�QSodVDUJoO
�QSoDeTTJOH�BOd�dJTUSJCVUJoO�DIBJO.

8IeO�JU�DoNeT�Uo�JOGoSNBUJoO�SeMBUJOH�Uo�Good
�QSoUeD�
UJoO�oG�DoOTVNeS�JOUeSeTUT�QMBZT�BO�JNQoSUBOU�SoMe�JO�UIe�
E6.�CoOTVNeST`�BDDeTT�Uo�TBGe�BOd�OVUSJUJoVT�Good�BOd�
Uo�BDDVSBUe�BOd�IoOeTU�JOGoSNBUJoO�BCoVU�JU�JT�DoOTJdeSed�
B� LeZ� SJHIU.� CoOTVNeS� JOUeSeTU� IBT� BMTo� GeBUVSed�
TUSoOHMZ� JO� UIe� GoSNVMBUJoO� oG� UIe�E6`T� BHSJDVMUVSBM�
RVBMJUZ�QoMJDZ�GoS�JU� JT�OBNeMZ�UIe�EVSoQeBO�DoOTVNeST�
XIo�OoXBdBZT�IBWe�B�DMeBS�QSeGeSeODe�GoS�RVBMJUZ�SBUIeS�
UIBO�RVBOUJUZ� JO� Good�QSodVDUT.�CoOTVNeST�BQQSeDJBUe�
Good� QSodVDUT�XJUI� TQeDJGJD� DIBSBDUeSJTUJDT� OoU� oOMZ�
CeDBVTe�oG�UIeJS�UBTUe�CVU�BMTo�CeDBVTe�oG�UIe�RVBMJUJeT�
BOd�USBdJUJoOT�BUUBDIed�Uo�UIeN.�BZ�QVSDIBTJOH�QSodVDUT�
XJUI�TQeDJGJD�RVBMJUZ�DIBSBDUeSJTUJDT
�TVDI�BT�1SoUeDUed�
%eTJHOBUJoOT� oG� 0SJHJO（1%0T ）BOd� 1SoUeDUed�
(eoHSBQIJDBM�IOdJDBUJoOT（1(IT）
�DJUJ[eOT�DBO�BMTo�TVQ�
QoSU� UIe�QSodVDeST`� eGGoSUT� Uo�NBJOUBJO� UIe�XoOdeSGVM�
DVMJOBSZ�USBdJUJoOT�BOd�UIe�dJWeSTJUZ�oG�EVSoQeBO�BHSJ�
DVMUVSBM�QSodVDUJoO.

IO�oSdeS�Uo�eOTVSe�BQQSoQSJBUe�JOGoSNBUJoO�Uo�DoOTVN�
eST� BCoVU� UIe� RVBMJUJeT� oG� QSodVDUT� XJUIJO� E6`T�
BHSJDVMUVSBM�RVBMJUZ�TDIeNeT�BOd�Uo�IBSNoOJTe�BOd�TJN�
QMJGZ�UIe�MeHJTMBUJoO�JO�UIJT�BSeB
�JO�2010�UIe�E6�BdoQUed�
To�DBMMed�RVBMJUZ�QBDLBHe
�XIJDI�DoWeST�WBSJoVT�BTQeDUT�
oG�BHSJDVMUVSBM�QSodVDU�RVBMJUZ�QoMJDZ.�TIe�QBDLBHe�DoO�
UBJOT� SeHVMBUJoO� DoODeSOJOH�NBSLeUJOH� TUBOdBSdT� GoS�
BHSJDVMUVSBM�QSodVDUT
�HVJdeMJOeT�DoODeSOJOH�DeSUJGJDBUJoO�
TDIeNeT
� HVJdeMJOeT� oO� MBCeMMJOH� oG� GoodTUVGGT� VTJOH�
1%0T�BOd�1(IT�BT�JOHSedJeOUT�BOd�SeHVMBUJoO�DoODeSO�
JOH�BHSJDVMUVSBM�QSodVDU�RVBMJUZ�TDIeNeT.�

TIe�ReHVMBUJoO�oO�RVBMJUZ� TDIeNeT� GoS�BHSJDVMUVSBM�
QSodVDUT� BOd� GoodTUVGGT� eOUeSed� JOUo� GoSDe� JO� UIe�

CeHJOOJOH�oG�201�.� IU�QMBDeT� UIe�1%0
�1(I�BOd�TS(�
TDIeNeT
�DoWeSJOH�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUT�BOd�GoodTUVGGT
�
BOd�oQUJoOBM�RVBMJUZ�UeSNT�VOdeS�oOe�TJOHMe�MeHBM�JOTUSV�
NeOU
� CSJOHJOH� BCoVU� TJNQMJGJDBUJoO� BMTo� JO� UeSNT� oG�
deGJOJUJoOT�BOd�QSoDedVSBM�SeRVJSeNeOUT.

̍ɽ5FDIOJDBM�BTQFDUT�PG�GPPE�RVBMJUZ

TeDIOJDBM�SeRVJSeNeOUT� GoS� Good�RVBMJUZ�BSe� MBSHeMZ�
oCMJHBUoSZ�JO�UIe�E6.�IU�JT�UIe�SeTQoOTJCJMJUZ�oG�BMM�oQeS�
BUoST�XJUIJO� UIe�BHSo�Good�DIBJO� Uo�eOTVSe� UIBU� UIeJS�
QSodVDUT� DoNQMZ�XJUI� UIe� SeMeWBOU� MeHJTMBUJoO.�'ood�
QSodVDUT� r� Ce� JU� oSHBOJD
� DoOWeOUJoOBM
� JNQoSUed� oS�
1%0T�oS�1(IT� �� DBOOoU�Ce�QMBDed� JO� UIe�E6�NBSLeU�
VOMeTT�UIeZ�NeeU�BMM�SeRVJSeNeOUT�TeU�CZ�UIe�MeHJTMBUJoO.�

AU�UIe�WeSZ�DoSe�oG�UIe�E6`T�Good�TBGeUZ�QoMJDZ�JT�UIe�
(eOeSBM�'ood�LBX
�ReHVMBUJoO（EC）1�8�2002.�TIe�
'ood�LBX�TeSWeT�BT�B� GSBNeXoSL� Uo�eOTVSe�DoIeSeOU�
BQQSoBDI�Uo�Good�JO�HeOeSBM�BOd�Uo�Good�TBGeUZ�JO�QBSUJD�
VMBS� BDSoTT� UIe�E6�NeNCeS� TUBUeT.� IU� MBZT�doXO� UIe�
CBTJD�QSJODJQMeT
�deGJOJUJoOT�BOd�oCMJHBUJoOT�JO�UIJT�BSeB��
NJOJNVN� TUBOdBSdT� Oeed� Uo� Ce� BQQMJed� BOd� eOGoSDed�
UISoVHIoVU�UIe�E6.�

SBGeUZ�oG�Good�BOd�Geed�JT�BTTVSed�CZ�USBDeBCJMJUZ.�IO�
DBTe�oG� B�IeBMUI� UISeBU
� GoodTUVGGT
� BOJNBM� Geed
� Geed�
JOHSedJeOUT�BOd� TVCTUBODeT�VTed�Oeed� Uo�Ce� USBDeBCMe�
UISoVHI�UIe�Good�DIBJO�JO�BMM�TUBHeT�oG�QSodVDUJoO
�QSo�
DeTTJOH�BOd�dJTUSJCVUJoO.�TIJT�XBZ�QoUeOUJBM�QSoCMeNT�
DBO�Ce�JToMBUed�BOd�JG�OeDeTTBSZ
�B�UBSHeUed�XJUIdSBXBM�
DBO�Ce�NBde.�TISoVHI�TVDI�BO�JOUeHSBUed�BQQSoBDI�SJTLT�
SeMBUed�Uo�Good�BOd�Geed�DBO�Ce�deBMU�XJUI�JO�B�DooSdJ�
OBUed�BOd�BO�eGGJDJeOU�XBZ.

BeZoOd� UIe�CBTJD� GSBNeXoSL�QSoWJded�CZ� UIe�'ood�
LBX
� GVSUIeS�oCMJHBUoSZ�RVBMJUZ�SeRVJSeNeOUT�DoODeSO�
JTTVeT�TVDI�BT�Hood�IZHJeOJD�QSBDUJDeT�BOd�Hood�NBOV�
GBDUVSJOH�QSBDUJDeT.�AddJUJoOBM�SeRVJSeNeOUT�DoWeS
� GoS�
exBNQMe
�NJDSoCJoMoHJDBM�DSJUeSJB�GoS�GoodTUVGGT
�DoOUBN�
JOBOUT
� QBDLBHJOH
� Good� DoOUBDU�NBUeSJBMT
� MBCeMMJOH
�
QSeTeOUBUJoO
�BdWeSUJTJOH
�IeBMUI�DMBJNT
�OoWeM� Good�BOd�
To�oO.�BeDBVTe�DoOTVNeST�NBLe�UIeJS�QVSDIBTJOH�deDJ�
TJoOT�oO� UIe�CBTJT� oG� UIe� JOGoSNBUJoO�BWBJMBCMe� BCoVU�
QSodVDUT
� TVDI� BT� MBCeMT� BOd� BdWeSUJTJOH
� OoOe� oG� JU�
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TIoVMd�Ce�NJTMeBdJOH�oS�BJNJOH�Uo�deDeJWe�UIe�DoOTVNeST.
To�HVBSBOUee�DoNQMJBODe�XJUI�UIe�SeMeWBOU�TUBOdBSdT�

BOd� MeHJTMBUJoO
� oGGJDJBM� DoOUSoMT�BSe�DBSSJed�oVU�oO�B�
SeHVMBS� CBTJT� oO� BMM� oQeSBUoST�XJUIJO� UIe� BHSo�Good�
DIBJO.�'oS�UIJT�QVSQoTe�UIe�E6�IBT�JO�QMBDe�TUSJDU�NoOJ�
UoSJOH�BOd�DoOUSoM�TZTUeNT
�JODMVdJOH�UeTUT�GoS�SeTJdVeT
�
QeTUJDJdeT�BOd�DoOUBNJOBOUT.

̎ɽ"HSJDVMUVSBM�RVBMJUZ�QPMJDZ

SJODe� 1990`T� UIe� GoDVT� oG� UIe� E6`T� CoNNoO�
AHSJDVMUVSBM�1oMJDZ（CA1）IBT� JODSeBTJOHMZ�CeeO�oO�
BHSJDVMUVSBM�RVBMJUZ�QoMJDZ.�BeGoSe�1992�GoS� GoodTUVGGT�
BOd� BHSJDVMUVSBM� QSodVDUT
� UIeSe� XBT� Oo� DoNNoO�
EVSoQeBO� BQQSoBDI� GoS� QSoUeDUJOH� (eoHSBQIJDBM�
IOdJDBUJoOT（(IT）1.�BeDBVTe�oG�UIeJS�MoOH�TUBOdJOH�DVMJ�
OBSZ� USBdJUJoOT
� DoVOUSJeT� TVDI� BT�'SBODe
� IUBMZ� BOd�
SQBJO� IBd� eTUBCMJTIed� TQeDJGJD� OBUJoOBM� MBXT.�SooO�
eOoVHI�JU�CeDBNe�eWJdeOU�BMTo�BU�UIe�EVSoQeBO�MeWeM�UIBU�
RVBMJUZ� QoMJDZ�XoVMd� Ce� B� VTeGVM� UooM� Uo� DoNQMeNeOU�
NBSLeU�BOd� JODoNe�TVQQoSU�QoMJDJeT�BOd�SVSBM�deWeMoQ�
NeOU�QoMJDZ�XJUIJO�UIe�CA1.�

TIe�IVHe�dJWeSTJUZ�oG�E6`T�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUJoO�
BOd�IJHI�RVBMJUZ� oG� UIe�QSodVDUT� HJWeT� B� DoNQeUJUJWe�
edHe�Uo�UIe�QSodVDeST�JO�CoUI�doNeTUJD�BOd�GoSeJHO�NBS�
LeUT.�AHSJDVMUVSBM� RVBMJUZ� QoMJDZ� JT� UIeSe� Uo� TVQQoSU�
QSodVDeST� Uo� GVSUIeS�CeOeGJU� GSoN� UIJT� BdWBOUBHe� GoS�
exBNQMe�UISoVHI�JNQSoWed�BDDeTT�Uo�QSoNoUJoOBM�BDUJWJ�
UJeT�BOd�CZ�IeMQJOH�QSodVDeST�Uo�JNQSoWe�UIe�NBSLeUJOH�
oG�UIeJS�QSodVDUT�BOd�DoOTVNeS�BXBSeOeTT�oG�UIe�QSod�
VDUT�BOd�UIeJS�DIBSBDUeSJTUJDT.�

IO�2010� UIe�E6�BdoQUed� To� DBMMed�RVBMJUZ�QBDLBHe
�
XIJDI�XBT�deTJHOed�Uo�TJNQMJGZ�UIe�BHSJDVMUVSBM�QSodVDU�
RVBMJUZ�QoMJDZ�CZ�TUSeBNMJOJOH�UIe�SVMeT�BUUBDIed�BOd�Uo�
eOTVSe�eWeO�NoSe�To
�UIBU�DoOTVNeST�BSe�XeMM�JOGoSNed�
BCoVU� UIe�BUUSJCVUeT�oG� BHSJDVMUVSBM�RVBMJUZ�QSodVDUT.�
TIe�QBDLBHe�DoNQSJTeT�oG�DIBOHeT�Uo�UIe�E6�NBSLeUJOH�
TUBOdBSdT
�HVJdeMJOeT�DoODeSOJOH�CeTU�QSBDUJDeT�GoS�DeS�
UJGJDBUJoO� TDIeNeT
� HVJdeMJOeT� oO� UIe� MBCeMMJOH� oG�
GoodTUVGGT� VTJOH� HeoHSBQIJDBM� JOdJDBUJoO� QSodVDUT� BT�
JOHSedJeOUT�BOd�B�RVBMJUZ�TDIeNe�SeHVMBUJoO.�

BeDBVTe�oG�UIe�Oeed�Uo�GBDJMJUBUe�UIe�oQeSBUJoO�oG�UIe�
E6� JOUeSOBM� NBSLeU
� WBSJoVT� OBUJoOBM� NBSLeUJOH�

TUBOdBSdT�IBWe�oWeS� DoVSTe�oG� UJNe�CeeO�SeQMBDed�CZ�
VOJGoSN�NBSLeUJOH� TUBOdBSdT� SeHVMBUed� XJUIJO� UIe�
CoNNoO�NBSLeU�oSHBOJTBUJoO
�XIJDI� JT�BMTo�QBSU�oG� UIe�
CA1.�E6`T�NBSLeUJOH�TUBOdBSdT�eODoVSBHe�E6�GBSNeST�
Uo�QSodVDe�QSodVDUT�oG�HJWeO�RVBMJUZ
�eOTVSJOH�NJOJNVN�
RVBMJUZ�oG�QSodVDUT�BMM�oWeS�UIe�E6.�TIJT�BMTo�NBLeT�JU�
eBTJeS�GoS�exBNQMe�Uo�DoNQBSe�QSJDeT�CeUXeeO�UIe�TBNe�
QSodVDU�oG�dJGGeSeOU�RVBMJUZ.

8IJMe� JNQMeNeOUBUJoO�oG�QVCMJD�BOd�QSJWBUe�DeSUJGJDB�
UJoO�TDIeNeT�IBT�CeDoNe� JODSeBTJOHMZ�QoQVMBS�BOd�XeMM�
SeDoHOJTed
�JU�JT�WoMVOUBSZ�CZ�OBUVSe.�BZ�HJWJOH�DeSUJGJed�
RVBMJUZ�BTTVSBODe
�UIe�TDIeNeT�BJN�Uo�HVBSBOUee�DoOTVN�
eST�WBMVe�BddJOH�DIBSBDUeSJTUJDT�BOd�BUUSJCVUeT
�BT�XeMM�
BT�SeTQeDU�GoS�CBTeMJOe�TUBOdBSdT.

'oMMoXJOH� UIe� BdoQUJoO� oG� UIe� RVBMJUZ� QBDLBHe
�
ReHVMBUJoO（E6）No� 1151�2012� oG� UIe� EVSoQeBO�
1BSMJBNeOU�BOd� UIe�CoVODJM� oG�21�NoWeNCeS�2012�oO�
2VBMJUZ�TDIeNeT�GoS�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUT�BOd�GoodTUVGGT�
eOUeSed�JOUo�GoSDe�JO�UIe�CeHJOOJOH�oG�201�.�1%0
�1(I�
BOd�TS(�TDIeNeT�BOd�oQUJoOBM�RVBMJUZ� UeSNT
� TVDI�BT�

ʠNoVOUBJO� QSodVDUʡ� BSe� OoX� BMM� DoWeSed� VOdeS� oOe�
TJOHMe� MeHBM� JOTUSVNeOU.�TIe� TDoQe�oG� UIe�ReHVMBUJoO�
DoWeST�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUT�NBJOMZ�JOUeOded�GoS�IVNBO�
DoOTVNQUJoO
�BMUIoVHI�JU�BMTo�JODMVdeT�BHSJDVMUVSBM�QSod�
VDUT�TVDI�BT�DoSL
�MeBUIeS
�GVS
�XJDLeS
�XeBUIeST�BOd�To�
oO.�'oS�XJOeT
�BSoNBUJTed�XJOeT�BOd�TQJSJUT
� TeQBSBUe�
MeHJTMBUJoO�DoOUJOVeT�Uo�exJTU.

LJLe� UIe� QSJWBUe� BOd� QVCMJD� DeSUJGJDBUJoO� TDIeNeT
�
E6`T�RVBMJUZ�TDIeNeT�BMTo�BSe�WoMVOUBSZ�CZ�OBUVSe
�BOd�
JO�B�TJNJMBS�WeJO
�UIeZ�oGGeS�DoOTVNeST�BO�BTTVSBODe�oG�
QSodVDU�RVBMJUJeT.�AU�UIe�TBNe�UJNe
� JO�UIe�DBTe�oG�(IT�
XIJDI�BSe�BO�JOUeMMeDUVBM�QSoQeSUZ�SJHIU
�UIe�TDIeNe�BMTo�
oGGeST�TUSoOH�BOd�eGGeDUJWe�QSoUeDUJoO�oG� UIe�(I�OBNeT�
GSoN�NJTVTe�BOd�DoQZJOH.�

To�NBSL�UIe�TQeDJBM�RVBMJUZ�oG� UIe�QSodVDUT
� UIe�VTe�
oG�RVBMJUZ� MoHoT（Tee�Cox�1）XJMM�CeDoNe�oCMJHBUoSZ�BT�
oG�4�+BOVBSZ�2016�GoS�E6`T�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUT�BOd�
GoodTUVGG�1%0T
�1(IT�BOd�TS(T.�TIJT�XJMM�NBLe� UIe�
TDIeNeT�BOd� UIe�QSodVDUT�CeUUeS�LOoXO� Uo�DoOTVNeST�
BOd�NoSe� eBTZ� Uo� JdeOUJGZ� oO� UIe�NBSLeU
�XIJDI� BMTo�
GBDJMJUBUeT� DoOUSoMT.� IO� UIe� DBTe� oG� oSHBOJD� QSodVDUT
�
XIJDI�BMTo�BSe�QBSU�oG� UIe�E6`T�oWeSBMM�RVBMJUZ�QoMJDZ
�
UIe�VTe�oG�UIe�oSHBOJD�MoHo�IBT�CeeO�oCMJHBUoSZ�BMSeBdZ�
TJODe�1�+VMZ�2010.

�� �(FPHSapIJDaM InEJDaUJPnT aSF XPSET anE TZNCPMT XIJDI JEFnUJGZ a HPPE XJUI DFSUaJn RVaMJUJFT, SFpVUaUJPn PS DIaSaDUFSJTUJDT 
XIJDI TUFN GSPN JUT HFPHSapIJDaM PSJHJn r a EFGJnFE SFHJPn, WJMMaHF, aSFa, TPNFUJNFT FWFn a XIPMF DPVnUSZ� 'aNPVT FYaNpMFT 
PG EVSPpFan (I pSPEVDUT aSF TVDI aT 1SPTDJVUUP EJ 1aSNa, CaNFNCFSU EV /PSNanEJF, 3PRVFGPSU, 'FUa anE TFWFSaM PUIFST�
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0SHBOJD�QSodVDUJoO�BOd� MBCeMMJOH�oG�oSHBOJD�QSodVDUT�
BSe�DoWeSed�CZ�BO�JOdJWJdVBM�MeHJTMBUJoO
�UIBU�JT�CoVODJM�
ReHVMBUJoO（EC）No�8�4�200��oG�28�+VOe�200�.�TIe�
BSeB�VOdeS�oSHBOJD�DVMUJWBUJoO�JO�UIe�E6�IBT�CeeO�HSoX�
JOH�BU�B�GBTU�TQeed�BMoOH�XJUI�UIe�JODSeBTJOH�QoQVMBSJUZ�
oG�oSHBOJD�Good.�:oVOHeS�EVSoQeBOT�JO�QBSUJDVMBS�BUUBDI�
r� SJHIUMZ� To� �� Uo� oSHBOJD� QSodVDUT� RVBMJUJeT� TVDI� BT�
SeTQeDU�GoS�UIe�eOWJSoONeOU
�BCTeODe�oG�(.0T�BOd�QeT�
UJDJde� SeTJdVeT
� TeBToOBM� BOd� MoDBMMZ� QSodVDed
�
TVTUBJOBCJMJUZ� BOd� To� oO.�'ood�QSodVDUT�NBZ�oOMZ�Ce�
NBSLed�XJUI� UIe�oSHBOJD� MoHo� JG�BU� MeBTU�95��oG� UIeJS�
JOHSedJeOUT�BSe�oSHBOJD�BOd�QSodVDed�JO�BDDoSdBODe�XJUI�
UIe�SeMeWBOU�MeHJTMBUJoO.�'VSUIeSNoSe
�QSodVDUT�DoOUBJO�
JOH�(.0T�NBZ�OoU�Ce�MBCeMMed�BT�oSHBOJD.

AT� UIeJS� OBNe� SeWeBMT
� TSBdJUJoOBM� SQeDJBMUJeT�
(VBSBOUeed（TS(）eNQIBTJTe�UIe�USBdJUJoOBM�DIBSBDUeS�
oG�UIe�QSodVDU.�TIe�BJN�oG�UIe�TDIeNe�JT�Uo�NBJOUBJO�UIe�
MoOH�exJTUJOH� DVMJOBSZ� USBdJUJoOT� oG� UIe�E6�CZ� TBGe�
HVBSdJOH�USBdJUJoOBM�SeDJQeT�BOd�NeUIodT�oG�QSodVDUJoO.�
6OMJLe�(IT
� UIeSe� JT�Oo�SeRVJSeNeOU� Uo�IBWe�B� MJOLBHe�
XJUI�B�QBSUJDVMBS�HeoHSBQIJDBM�BSeB.

̎ɽ̍ ɽ1%0�BOE�1(*�TDIFNFT
IO� UIe�E6
� UXo�DBUeHoSJeT�oG�BHSJDVMUVSBM�BOd� Good�

TUVGG�(IT�exJTU��1SoUeDUed�%eTJHOBUJoO�oG�0SJHJO（1%0）
BOd�1SoUeDUed�(eoHSBQIJDBM� IOdJDBUJoO（1(I）.�TIe�
NBJO�dJGGeSeODe�CeUXeeO�UIe�UXo�DoOTJTUT�oG� UIe�oSJHJO�
oG� UIe�SBX�NBUeSJBMT�VTed�BOd�DSJUeSJB�DoODeSOJOH�QSo�
dVDUJoO� TUeQT
�XIJDI�BSe�NoSe� TUSJOHeOU� GoS�1%0.� IO�
DBTe�oG�1%0T�UIe�QSodVDUJoO
�QSoDeTTJOH�BOd�QSeQBSB�
UJoO� oG� UIe� GJOBM� QSodVDU� Oeed� Uo� UBLe� QMBDe� JO� UIe�
deGJOed�HeoHSBQIJDBM�BSeB.�IO�DBTe�oG�B�1%0�DIeeTe
�GoS�
exBNQMe
�NJML�GoS�UIe�DIeeTe�DoNeT�GSoN�UIe�DoXT�JO�UIe�
BSeB
�JU�JT�QSoDeTTed�CZ�B�QSodVDeS�JO�UIe�BSeB�BOd�BMTo�
DVU� JO�QJeDeT�BOd�QBDLBHed�UIeSe.�'oS�1(I� JU� JT�TVGGJ�
DJeOU� UIBU�oOe�QSodVDUJoO�TUeQ�UBLeT�QMBDe� JO� UIe�BSeB.�
AMM� JO� BMM
� oWeSBMM� DSJUeSJB� TeU� GoS�1%0�QSodVDUT�BSe�
TUSJDUeS�UIBO�GoS�1(I�QSodVDUT
�XIJDI�DBO�BMTo�SeTVMU�JO�
IJHIeS�Bdded�WBMVeT�GoS�1%0�QSodVDUT.

̎ɽ̍ ɽ̍ ɽ�)PX�UP�HFU�B�QSPEVDU�OBNF�SFHJTUFSFE�BT�B�
1%0�PS�B�1(* 

1%0�BOd�1(I�MoHoT�DBO�oOMZ�Ce�BUUBDIed�Uo�QSodVDUT�
UIBU� DoNQMZ�XJUI� B� QSodVDU� TQeDJGJDBUJoO.�To�IBWe� B�
QSodVDU�OBNe�SeHJTUeSed�BT�B�1%0�oS�B�1(I
�B�HSoVQ�oG�
QSodVDeST� XJUIJO� B� HeoHSBQIJDBM� BSeB� eTUBCMJTIeT�
UoHeUIeS�B�QSodVDU�TQeDJGJDBUJoO�JO�XIJDI�UIe�QSodVDU�JT�
deTDSJCed�JO�B�deUBJMed�NBOOeS.�TIJT�JODMVdeT�UIe�OBNe�
Uo�Ce�QSoUeDUed�BT�B�1%0�oS�1(I�BOd�B�DMeBS�BOd�BDDV�
SBUe� JdeOUJGJDBUJoO�oG� UIe�QSodVDU.�8IeO�deTDSJCJOH�UIe�
QSodVDU
�JUT�QSJODJQBM�QIZTJDBM
�DIeNJDBM
�NJDSoCJoMoHJDBM�
BOd�oSHBOoMeQUJD�DIBSBDUeSJTUJDT�Oeed�Uo�Ce� MJTUed.�TIe�
HeoHSBQIJDBM�BSeB�BMTo�IBT� Uo�Ce�deGJOed� JO�B�QSeDJTe�
NBOOeS
� JO�BddJUJoO�Uo�HJWJOH�eWJdeODe�UIBU�UIe�QSodVDU�
oSJHJOBUeT� JO� UIe�HeoHSBQIJDBM�BSeB�BOd�DBO�Ce� USBDed�
CBDL.�'VSUIeSNoSe
� UIe�NeUIod�oG�QSodVDUJoO�OeedT� Uo�
Ce�deTDSJCed�BMoOH�XJUI�UIe� MJOL�CeUXeeO�UIe�TQeDJGJDJ�
UJeT�oG�UIe�QSodVDU�BOd�oG�UIe�HeoHSBQIJDBM�BSeB.�%eUBJMT�
BCoVU�UIe�DoOUSoM�CodZ�BSe�BMTo�Uo�Ce�MJTUed.�AMM�DoOdJ�
UJoOT�oG� UIe� TQeDJGJDBUJoO�Oeed� Uo�Ce�oCTeSWed�CZ� UIe�
QSodVDeST�BGUeSXBSdT.

TIe�QSodVDeS�HSoVQ�TVCNJUT�JUT�BQQMJDBUJoO�BOd�TQeDJ�
GJDBUJoO� Uo� OBUJoOBM� BVUIoSJUJeT
�XIo� BGUeS� TDSVUJOZ�
TVCNJU� JU� Uo� UIe�EVSoQeBO�CoNNJTTJoO� GoS� GVSUIeS�
BTTeTTNeOU�BOd�GJOBM�deDJTJoO.

TIe�QSodVDU�OBNeT�CeDoNe�QSoUeDUed�BOd�BSe�HSBOUed�
UIe�VTe�oG� eJUIeS� UIe�1%0�oS� UIe�1(I� MoHo�oODe� UIe�
QSodVDU�OBNe� JT�eOUeSed� JOUo� UIe�SeHJTUeS.�TIe�OBNeT�
SeHJTUeSed�BSe�WJTJCMe� JO� UIe�E6` T� b%00R`��dBUBCBTe�
oG�1%0�BOd�1(I�BHSJDVMUVSBM�BOd�GoodTUVGG�QSodVDUT.�IU�
DoOUBJOT�OoU�oOMZ�UIe�MJTU�oG�BMM�QSoUeDUed�OBNeT�CVU�BMTo�
UIe�MJOLT�Uo�UIe�QSodVDU�TQeDJGJDBUJoOT�BOd�UIe�SeMeWBOU�
MeHJTMBUJoO�DoODeSOJOH�UIe�BQQMJDBUJoO�BOd�UIe�SeHJTUSB�
UJoO�oG�UIe�QSodVDUT.�8IeO�BO�BQQMJDBUJoO�JT�WBMJdBUed�CZ�
UIe�UIe�CoNNJTTJoO
�JU�JT�QVCMJTIed�JO�UIe�E6` T�0GGJDJBM�
+oVSOBM�GoS�oQQoTJUJoOT�oG�UIJSd�QBSUJeT�BOd�XIeO�B�GJOBM�
deDJTJoO�BCoVU�SeHJTUeSJOH� UIe�QSodVDU�OBNe�IBT�CeeO�
UBLeO
�JU�JT�eRVBMMZ�QVCMJTIed�JO�UIe�0GGJDJBM�+oVSOBM.�AMM�
UIJT�JOGoSNBUJoO�JT�BDDeTTJCMe�JO�UIe�%00R�dBUBCBTe.

)BWJOH�B�QVCMJDMZ� BDDeTTJCMe�dBUBCBTe�HVBSBOUeeT� B�

#PY����&VSPQFBO�6OJPO`T�2VBMJUZ�-PHPT

1SPUFDUFE�%FTJHOBUJPO�PG�0SJHJO
（1%0）

1SPUFDUFE�(FPHSBQIJDBM�*OEJDBUJPO
（1(*）

5SBEJUJPOBM�4QFDJBMJUZ�(VBSBOUFFE
（54(）

0SHBOJD�'BSNJOH�-PHP
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IJHI�MeWeM�oG�USBOTQBSeODZ�GoS�UIe�TDIeNe�BOd�JODSeBTeT�
oWeSBMM�DSedJCJMJUZ�oG� UIe�TZTUeN�BOd�DoOTVNeS�USVTU� JO�
JU.�AOZoOe�IBWJOH�BO� JOUeSeTU� JO� UIe�TDIeNe���XIeUIeS�
UIeZ� BSe�QSodVDeST
� DoOTVNeST�oS�QeoQMe� JOWoMWed� JO�
USBde�oG�(I�QSodVDUT���DBO�DoOTVMU� UIe� MJTU�XJUI�SeHJT�
UeSed�OBNeT�BOd�UIe�TQeDJGJDBUJoOT.�SJODe�OoCodZ�IoMdT�
SJHIU� Uo� UIe�(I�OBNeT�BT�TVDI
�XIJDI� JT� UIe�DBTe�XJUI�
USBdeNBSLT
�BOZ�QSodVDeS�oQeSBUJOH�XJUIJO� UIe�deGJOed�
BSeB�DBO�QSodVDe�UIe�1%0�oS�1(I�QSodVDU�BT�MoOH�BT�BMM�
DoOdJUJoOT�oG�UIe�TQeDJGJDBUJoO�BSe�oCTeSWed.�TIeSeGoSe�
UIe�TQeDJGJDBUJoOT�Oeed�Uo�Ce�QVCMJDMZ�BWBJMBCMe.�TISoVHI�
UIe�SeHJTUeS� JU� JT�BMTo�eBTZ� Uo� GoMMoX�UIBU� UIe�BQQMJDB�
UJoOT�BOd�SeHJTUSBUJoO�oG�OBNeT�JT�IBOdMed�JO�BO�VOCJBTed�
NBOOeS.�

8JUOeTTJOH�UIe�QoQVMBSJUZ�oG�UIe�TZTUeN�BSe�NoSe�UIBO�
B� UIoVTBOd�SeHJTUeSed�1%0�BOd�1(I� GoodTUVGG�OBNeT
�
XIJDI�BSe�BMM�JODMVded�JO�UIe�b%00R`�dBUBCBTe.

̎ɽ̍ ɽ̎ ɽ"CPVU�DPOUSPMT�BOE�WFSJGJDBUJPOT
BeZoOd�UIe�SeHJTUeS
�GoS�UIe�TDIeNe�Uo�Ce�eWeO�NoSe�

DSedJCMe�JO�UIe�eZeT�oG�UIe�QVCMJD�JU�IBT�Uo�Ce�BDDoNQB�
OJed�XJUI�eGGeDUJWe�WeSJGJDBUJoO�BOd�DoOUSoMT.�EWeO� GoS�
UIJT� UIe�(I�dBUBCBTe�TeSWeT�BT�B�IeMQGVM� UooM�TJODe�UIe�
DoOUBDU� deUBJMT� BOd� UBTLT� oG� DoOUSoM� BVUIoSJUJeT� BOd�
CodJeT�BSe�QVCMJTIed�JO�JU.��

AMJLe�TUBOdBSd�BHSJDVMUVSBM�BOd�GoodTUVGG�QSodVDUT
�(I�
QSodVDUT�BMTo�BSe�TVCKeDU� Uo�DoOUSoMT� JO� MJOe�XJUI� UIe�
QSJODJQMeT�TeU�oVU�JO�ReHVMBUJoO（EC）No�882�2004�oO�
oGGJDJBM�DoOUSoMT�QeSGoSNed�Uo�eOTVSe�UIe�WeSJGJDBUJoO�oG�
DoNQMJBODe�XJUI� Geed�BOd� Good� MBX
�BOJNBM�IeBMUI�BOd�
BOJNBM�XeMGBSe� SVMeT.�TIe� DoOUSoMT� DoWeS�QSodVDUJoO
�
QSoDeTTJOH�BOd�dJTUSJCVUJoO�BU�UIe�NBSLeU�QMBDe.�

'oS�1%0�BOd�1(I�QSodVDUT�BddJUJoOBM� DoOUSoMT�BSe�
SeRVJSed�GoS�DIeDLJOH�DoNQMJBODe�XJUI�UIe�QSodVDU�TQeD�
JGJDBUJoO� BOd�XJUI� TQeDJGJD� MBCeMMJOH� BOd� QBDLBHJOH�
SeRVJSeNeOUT.�EWeO�CeGoSe�B�OeX�1%0�oG�1(I�QSodVDU�
JT�QMBDed�oO�UIe�NBSLeU
�DoOUSoM�CodJeT�oS�OBUJoOBM�DoN�
QeUeOU�BVUIoSJUJeT�DBSSZ�oVU�WeSJGJDBUJoO�oG�DoNQMJBODe�
XJUI�UIe�QSodVDU�TQeDJGJDBUJoO.

8IJMe�NeNCeS� TUBUeT `� DoNQeUeOU� BVUIoSJUJeT� BSe� JO�
DIBSHe� oG� oSHBOJTJOH� UIe� DoOUSoM� BDUJWJUJeT
� UIeZ� DBO�
deDJde�Uo�deMeHBUe�QBSU�oG� UIe�TQeDJGJD�DoOUSoM� UBTLT�Uo�
DoOUSoM� CodJeT.� IO� oSdeS� Uo� BTTVSe� JNQBSUJBMJUZ� BOd�
eGGeDUJWeOeTT�oG�DoOUSoMT
�DoNQeUeOU�BVUIoSJUJeT�DBO�oOMZ�
deMeHBUe�DoOUSoM�UBTLT�Uo�BDDSedJUed�DoOUSoM�CodJeT.�TIe�
BDDSedJUBUJoO�oG�DoOUSoM�CodJeT�UBLeT�QMBDe�JO�BDDoSdBODe�
XJUI�ReHVMBUJoO（EC）No��65�2008�oG� UIe�EVSoQeBO�

1BSMJBNeOU�BOd�oG�UIe�CoVODJM�oG�9�+VMZ�2008�TeUUJOH�oVU�
UIe�SeRVJSeNeOUT�GoS�BDDSedJUBUJoO�BOd�NBSLeU�TVSWeJM�
MBODe�SeMBUJOH�Uo�UIe�NBSLeUJOH�oG�QSodVDUT.�AddJUJoOBMMZ
�
EVSoQeBO� TUBOdBSdT� deWeMoQed� CZ� UIe� EVSoQeBO�
CoNNJUUee� GoS�SUBOdBSdJTBUJoO（CEN）BOd� JOUeSOB�
UJoOBM� TUBOdBSdT� deWeMoQed� CZ� UIe� JOUeSOBUJoOBM�
0SHBOJTBUJoO� GoS�SUBOdBSdJTBUJoO（IS0）BSe�VTed� GoS�
UIe�BDDSedJUBUJoO�oG�DoOUSoM�CodJeT.�

̎ɽ̍ ɽ̏ ɽ#FOFGJUT�PG�UIF�1%0�BOE�1(*�TDIFNFT
8IZ�IBWe�UIe�1%0�BOd�1(I�TDIeNeT�CeDoNe�To�QoQV�

MBS� JO� UIe�E6 �AMTo� JO�DoVOUSJeT�XIJDI�NoSe�SeDeOUMZ�
KoJOed�UIe�E6
�TVDI�BT�1oMBOd�oS�C[eDI�ReQVCMJD
�BOd�
XIJDI�dJd�OoU�USBdJUJoOBMMZ�IBWe�TJNJMBS�TZTUeN�oS�MeHJT�
MBUJoO�JO�QMBDe
�UIe�BNoVOU�oG�SeHJTUeSed�QSodVDUT�LeeQT�
JODSeBTJOH�ZeBS�CZ�ZeBS.�TIe�TBNe�IoMdT�USVe�GoS�ToNe�
oG� UIe� QSeWJoVTMZ�NoSe� USBde�NBSL� oSJeOUed�NeNCeS�
TUBUeT
� MJLe� UIe�6,�BOd�(eSNBOZ
�XIJDI�IBWe� TeeO� B�
TUeBdZ�JODSeBTe�JO�SeHJTUSBUJoOT.

TIeSe�BSe�WBSJoVT�CeOeGJUT�TUeNNJOH�GSoN�UIe�VTe�oG�
UIe� TDIeNeT.�'JSTU� oG� BMM
� UIBOLT� Uo� UIe� JOUeMMeDUVBM�
QSoQeSUZ�SJHIU�QSoUeDUJoO
� UIe�(I�OBNeT�BSe�QSoUeDUed�
BHBJOTU�NJTVTe�BOd�JNJUBUJoO.�IO�BddJUJoO
�GSoN�UIe�QSo�
dVDeST `�QoJOU�oG�WJeX�QBSUJDJQBUJoO�JO�RVBMJUZ�TDIeNeT�JT�
JOUeSeTUJOH�CeDBVTe�JU�BMMoXT�UIeN�Uo�JODSeBTe�UIeJS�HBJO�
GoS�UIe�dJWeSTe�SBOHe�oG�RVBMJUZ�QSodVDUT�UIBU�UIeZ�QSo�
dVDe.� IU� BMTo� eOIBODeT� UIeJS� BDDeTT� Uo� QSoNoUJoOBM�
BDUJWJUJeT� TQeDJGJDBMMZ� UBSHeUed� GoS�(IT.�TIe�RVBMJUZ�
MoHoT�TeSWe�BT�QoXeSGVM�NBSLeUJOH� UooMT�CeDBVTe� UIeZ�
HJWe� UIe� DoOTVNeS� B� HVBSBOUee� oG� UIe� oSJHJO� BOd� UIe�
BVUIeOUJDJUZ�oG� UIe�QSodVDU.�TIJT�NBLeT� UIe�DoOTVNeST�
XJMMJOH�Uo�QBZ�B�QSJDe�QSeNJVN.�ETQeDJBMMZ�JO�DBTe�oG�UIe�
1%0�TDIeNe
�UIe�Bdded�WBMVe�oG�UIe�QSodVDUT�DoNQBSed�
XJUI�TUBOdBSd�oOeT�DBO�Ce�BQQeBMJOH�Uo�UIe�QSodVDeST.

TIJT� JODoNe
� USJDLMed� UISoVHI� UIe�TVQQMZ�DIBJO
�OoU�
oOMZ�CeOeGJUT� JOdJWJdVBM�QSodVDeST�CVU�DBO�BMTo�NBLe�B�
QoTJUJWe�DoOUSJCVUJoO� Uo� UIe�oWeSBMM� SVSBM�deWeMoQNeOU�
BJNT.�BeDBVTe�oG�UIe�CoOd�CeUXeeO�UIe�QSodVDU�BOd�UIe�
HeoHSBQIJDBM�BSeB
�(IT�DBOOoU�Ce�SeNoWed�GSoN�UIe�BSeB�
BOd�TJODe�UIe�OBNeT�BSe�OoU�BOZoOe ` T�QSoQeSUZ�BT�TVDI
�
UIeZ�DBOOoU�Ce�NoOoQoMJTed.�AOZ�QSodVDeS�XJUIJO� UIe�
deGJOed�BSeB�DBO�QSodVDe�B�1%0�oS�1(I�QSodVDU�BT�MoOH�
BT�UIe�TQeDJGJDBUJoO�JT�GoMMoXed.�TIeSeGoSe�(IT�DBO�IeMQ�
Uo�DSeBUe� MoDBM� KoCT�eTQeDJBMMZ� JO�SVSBM�BSeBT�XIeSe�Oo�
eNQMoZNeOU�oQQoSUVOJUJeT�CeZoOd�GBSNJOH�exJTU
�TVDI�BT�
SeNoUe� SeHJoOT�BOd�NoVOUBJOoVT�BSeBT� UIBU� BSe�oGUeO�
DoOGSoOUed�XJUI�IJHIeS�QSodVDUJoO�DoTUT.
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(IT�BMTo�eODoVSBHe�DooQeSBUJoO�CeUXeeO�TUBLeIoMdeST�
QBSUJDVMBSMZ�BU� UIe�BQQMJDBUJoO�TUBHe�GoS� UIeJS�deTJHOB�
UJoO�XIeO�UIe�QSodVDeS�HSoVQ�OeedT�Uo�QVMM�UoHeUIeS�JO�
oSdeS�Uo�BHSee�UIe�DoOUeOUT�oG�UIe�QSodVDU�TQeDJGJDBUJoO.�
0ODe�UIe�QSodVDU�OBNe�IBT�CeeO�SeHJTUeSed
� UIe�HSoVQ�
DBO� DBSSZ� oVU� WBSJoVT� BDUJWJUJeT� BSoVOd� UIe� QSodVDU.�
TIeTe�DBO
�GoS�exBNQMe
�DoWeS�QSoNoUJoO�JO�doNeTUJD�BOd�
JOUeSOBUJoOBM�NBSLeUT
� JNQSoWJOH�DoOTVNeS�BXBSeOeTT�
BCoVU�UIe�QSodVDU�oS�UIe�BSeB�JU�DoNeT�GSoN�oS�NoOJUoS�
JOH�UIe�QoTJUJoO�oG� UIe�QSodVDU�oO�UIe�NBSLeU�Uo�DIeDL�
UIBU�UIe�QSodVDU�JT�OoU�DoQJed.�CoNNoO�BDUJWJUJeT�MJLe�UIJT�
DBO�DeSUBJOMZ�DSeBUe�B�TUSoOH�GeeMJOH�oG� bUoHeUIeSOeTT`
�
NBLJOH�OoU�oOMZ�UIe�QSodVDUT�CVU�BMTo�UIe�BSeBT�QSodVD�
JOH�UIeN�CeUUeS�LOoXO
�XIJDI�UIeO�BHBJO�DBO�CSJOH�Bdded�
WBMVe�Uo�UIe�SeHJoO�UISoVHI�UoVSJTN.

'SoN�UIe�DoOTVNeST`�QoJOU�oG�WJeX�(IT�DoOUSJCVUe�Uo�
UIe� UeDIOJDBM� Good� RVBMJUZ� BTQeDUT� CeDBVTe� oG� UIeJS�
JOUSJOTJD� TBGeUZ
� RVBMJUZ� BOd� oSJHJO� HVBSBOUee.�
TSBOTQBSeODZ�oG� UIe�TDIeNe
�XIJDI� JT�BTTVSed�UISoVHI�
USBDeBCJMJUZ
� UIe�QVCMJDMZ� BDDeTTJCMe� SeHJTUeS� BOd� UIe�
DoOUSoMT�eOBCMeT�UIe�DoOTVNeS�Uo�USVTU�CoUI�UIe�TZTUeN�
BOd�UIe�JOGoSNBUJoO�QSoWJded�CZ�UIe�QSodVDeS.�.oSeoWeS
�
UIe�(I� TDIeNeT�QSoWJde�DoOTVNeST�XJUI�B�dJWeSTJGJed�
Good�oGGeS�TJODe�UIe�TDIeNeT�IBWe�JO�NBOZ�DBTeT�BMMoXed�
Uo�NBJOUBJO� LOoX�IoX� BOd� QSodVDUJoO� oG� USBdJUJoOBM�
QSodVDUT
� UIeSeCZ�NBLJOH�BO� JNQoSUBOU�DoOUSJCVUJoO� Uo�
UIe�E6�DVMUVSBM�BOd�HBTUSoOoNJD�IeSJUBHe.�

IU�JT�Oo�TVSQSJTe�UIBU�+BQBO�BMTo�IBT�deDJded�Uo�JOUSo�
dVDe�B�(I�TZTUeN�GoS�BHSJDVMUVSBM�BOd�GoodTUVGG�QSodVDUT�
BOd� JT�DVSSeOUMZ�dSBGUJOH�UIe�SeMeWBOU� MeHJTMBUJoO.�LJLe�
UIe�E6
�+BQBO�Uoo�IBT�BO�BCVOdBODe�oG�SeHJoOBM�BHSJDVM�
UVSBM� QSodVDUT
� UIe�QSodVDeST�oG�XIJDI� DoVMd�CeOeGJU�
GSoN�TVDI�B� TZTUeN.� �AU� UIe� TBNe� UJNe
� MJLe� UIe�E6
�
+BQBO� BMTo� JT� TUSVHHMJOH�XJUI� UIe� eTDBQe� GSoN� SVSBM�
BSeBT�Uo�DJUJeT�BOd�OeedT�Uo�DoNe�VQ�XJUI�XBZT�Uo�NBJO�
UBJO�KoCT�BOd�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUJoO�JO�UIe�SVSBM�BSeBT�
XIJMe�BTTVSJOH�B�GBJS�JODoNe�GoS�UIe�QSodVDeST.

̏ɽ$PODMVTJPO

AHSJDVMUVSBM�RVBMJUZ�TDIeNeT�IBWe�CeeO�oQeSBUJOH� JO�
UIe�E6�BMSeBdZ�GoS�ToNe�deDBdeT.�%VSJOH�UIJT�UJNe
�BHSJ�
DVMUVSBM�RVBMJUZ�QoMJDZ�BOd�UIe�RVBMJUZ�TDIeNeT�IBWe�UBLeO�
OeX�TIBQe�To�UIBU�UIeZ�DBO�CeUUeS�SeTQoOd�Uo�UIe�deNBOd�
CZ�EVSoQeBO�DoOTVNeST�GoS�RVBMJUZ�QSodVDUT�BOd�JOGoSNB�
UJoO�DoODeSOJOH�UIeN.�AMTo�UIe�OeedT�oG�UIe�QSodVDeST�GoS�
eNQMoZNeOU�BOd�GBJS� JODoNe�BMoOH�XJUI�JNQSoWed�TZOeS�
HJeT�XJUI�oUIeS�QoMJDZ�UooMT�VOdeS�UIe�CA1�IBWe�QMBZed�
BO�JNQoSUBOU�SoMe�JO�UIe�QoMJDZ�GoSNVMBUJoO.�

1%0�BOd�1(I�TDIeNeT�JO�QBSUJDVMBS�IBWe�CeDoNe�XeMM�
eTUBCMJTIed�JO�UIe�E6.�AT�NBSLeUJOH�UooMT�UIeZ�HVBSBO�
Uee�DoOTVNeST�UIe�oSJHJO
�BVUIeOUJDJUZ�BOd�RVBMJUZ�oG�UIe�
QSodVDUT.�.BSLJOH� UIJT� HVBSBOUee� JT� GJSTU� oG� BMM
� UIe�
RVBMJUZ�MoHo
�UIe�VTe�oG�XIJDI�XJMM�CeDoNe�oCMJHBUoSZ�GoS�
EVSoQeBO�(I�BHSJDVMUVSBM�BOd�GoodTUVGGT�QSodVDUT
�QSo�
dVDed�BDDoSdJOH� Uo�QSodVDU�TQeDJGJDBUJoOT.�BeZoOd� UIe�
VTe�oG� UIe�RVBMJUZ� MoHo
� DoOUSoMT� BOd�WeSJGJDBUJoOT�oO�
QSodVDUJoO� TJUe� BOd� UIe�NBSLeU�QMBDe�BSe� DBSSJed�oVU�
BMoOH�UIe�TBNe�SeRVJSeNeOUT�BT� GoS�TUBOdBSd�QSodVDUT
�
XJUI� TQeDJGJD� GoDVT�CeJOH�oO�DoNQMJBODe�XJUI�QSodVDU�
TQeDJGJDBUJoO�BOd�MBCeMMJOH�oG�UIe�QSodVDU.�LJLe�BMM�BHSJ�
DVMUVSBM�BOd�GoodTUVGG�QSodVDUT
�(I�QSodVDUT�Uoo�Oeed�Uo�
Ce� USBDeBCMe� UISoVHI� UIe�XIoMe�TVQQMZ�DIBJO� GSoN�UIe�
TUoSe�TIeMG�CBDL�Uo�UIeJS�SooUT.

TSBOTQBSeODZ� JT� BO� JNQoSUBOU� BTQeDU� oG� UIe�E6`T�
QoMJDZ�BQQSoBDI�JO�HeOeSBM.�IO�DBTe�oG�(IT�USBOTQBSeODZ�
JT
� GoS� oOe�QBSU
� BTTVSed�CZ� UIe�(I�%00R�dBUBCBTe
�
XIJDI�JODMVdeT�OoU�oOMZ�UIe�OBNeT�oG�NoSe�UIBO�B�UIoV�
TBOd�1%0�BOd�1(I�QSodVDUT�SeHJTUeSed�BOd�QSoUeDUed�JO�
UIe�E6
�CVU�BMTo�BO�BCVOdBODe�oG�JOGoSNBUJoO�DoODeSOJOH�
UIe�QSodVDUT.

0WeSBMM
�(I�TDIeNeT�QSeTeSWe�BOd�QSoUeDU�USBdJUJoOBM�
QSodVDUJoO�NeUIodT� BOd�LOoXMedHe� BCoVU� UIeN.�TIJT�
IeMQT�Uo�NBJOUBJO�UIe�NVDI�Oeeded�eNQMoZNeOU�oQQoSUV�
OJUJeT�JO�UIe�SVSBM�BSeBT�BMoOH�XJUI�GVMGJMMJOH�oUIeS�SVSBM�
deWeMoQNeOU�BJNT.�TIe�DoOTVNeST�DBO�DoOUJOVe�Uo�eOKoZ�
UIe�IJHI�RVBMJUZ�BOd�dJWeSTJUZ�oG�BHSJDVMUVSBM�BOd�Good�
TUVGG�QSodVDUT
�UIVT�eOKoZJOH�B�UBTUJeS�MJGe.

本ه事は、東ژにおいて 2014 年 5 ݄ 22 日に開催さ
れた JGJB ల示会において行われたプϨゼンςーションか
らのൈਮである。食品安全ཁ݅の؍点から食品の品࣭に
している一ํで、焦点は、Ԥभ連合の農産品品࣭อٴݴ
ূεキーϜ、ಛにݪ産地ݺশอ（0%1）ޢおよͼ地ཧ

的表示อޢ（1(I）に当てられている。੍྆度とも、地
ཧ的表示（(I）として知られているものͩ。

Ԥभのফඅ者からのڧいཁ๬もあり、また農Ոが෇加
Ձ஋のߴい農産品の品࣭と性࣭をより良く఻えることが
できるように、E6 はݫ格な農産品品࣭อূ੍度をಋೖ

������
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した。この੓ࡦは、農産品や食品をର৅とするものとし
て、E6 のϨϕルでは 1990 年代にطに存ࡏしていたも
のであるが、最ۙそのڧ化がਤられた。2010 年にいわ
Ώる品࣭ύοέージが࠾୒されたからͩ。これは、より
一؏性と؆ૉ化された੓ࡦを作るための法ҊなͲでߏ੒
されており、ൢച基準、認ূ੍度なͲൣ޿な品࣭ཁૉを
แؚしている。

その中に、201� 年初頭にൃޮした農産品と食品の品
੍࣭度にؔする規ଇがある。同規ଇは、1%0 と、1(I、
఻統的ಛ産品อূ（TS(）、೚意の品࣭ݺশを規ఆする
ものである。༗機੡品もまた E6 の品࣭อূ੓ࡦの一؀
ではあるが、実際ద༻される規ଇはผ్規ఆされている。

この品࣭อূεキーϜが਺ଟくのศӹをもたらしてい
るために、ಛに 1%0 と 1(I の੍྆度が E6 加ໍ国のେ
൒において、最もਓؾをಘている。これは、最ۙに E6
に加ໍした国々もવりであり、以前は相Ԡの国内法を
っていなかった。1%0࣋ や 1(I にࢀըすることにより、
ੜ産者には、産品の名শのߴ水準อޢと、ߴいՁ格がも
たらされることになる。(I は知的ࡒ産ݖの一छͩから
ͩ。ফඅ者にも、ߴ品࣭で安全でਅਖ਼な੡品がอূされ
る。そのূ໌として品࣭ϩΰがઃけられており、2016
年 1 ݄ 4 日より、Ԥभでੜ産された 1%0 と 1(I 産品
にはその࢖༻がٛ຿෇けられる。このϩΰにより、ࢢ৔に
おけるಛఆが容易であるとともに、੡品名শがอޢされ
ていること、ੜ産、加޻、流通の全段֊において、ఆظ的
にެ的؅ཧと認ূをडけていることが、一目ྎવとなる。

੡品を 1%0 あるいは 1(I としてొ࿥し、品࣭ϩΰの
を༷࢓同で੡品ڞが認められるためには、ੜ産者が༺࢖
ఆする必ཁがあり、কདྷのੜ産においてその९कがٛࡦ
຿෇けられる。੡品༷࢓の९कは、৽たな 1%0�もしく
は 1(I ੡品がࢢ৔に出される前から、؅ཧのର৅とな
る。E6 においては、全ての 1%0 と 1(I のݺশが、୭
しもがӾཡ可能なొ࿥฽にࡌهされるため、੍度として
のಁ໌性が確อされるとともに、ফඅ者、ੜ産者なͲあ
らΏるؔ܎者にとっての৴པ性がڧ化されている。

1%0�1(I ੍度のਓؾのূ໌として、1000 をӽす農
産品と食品の名শが E6 においてొ࿥されている。

ʻ͸じΊʹʼ

Ԥभ連合（E6）は、28 の加ໍ国と 5 ԯਓのࢢຽから

੒る域内ࢢ৔を形੒している。食品と農産品が国ڥをӽ
えて自由にҠ動するため、食品安全分野における E6 法
規のଟくが、統一されている。加ໍ国のؒで調࿨した法
཯とڞ通手法が存ࡏすることにより、域内ࢢ৔のԁ׈な
機能がଅされている。食品安全にؔする໰題がൃੜする
可能性がある৔合には、ੜ産、加޻、流通νΣーン全ମ
におけるτϨαϏリςΟーのおかげで、ਝ଎なるࢢ৔か
らのఫڈが可能である。

食品にؔする情報にؔしては、ফඅ者རӹのอޢが
E6 においてॏཁな໾ׂをՌたす。ফඅ者が安全でӫཆ
のある食品と、ਖ਼確かつਖ਼当な情報をೖ手できること
が、一൪ॏཁなݖརであるとみなされている。Ԥभのফ
අ者がࠓでは食品のྔよりも࣭を໌確に༏先さͤるよう
になっているため、ফඅ者རӹが E6 の農産品品࣭อূ
੓ࡦの立Ҋにおいて、൓өされている。ফඅ者がಛ௃的
な食品をߴくධՁする࣌、その味の良さのみならず、品
࣭や෇ਵする఻統がॏཁとなっている。ݪ産地ݺশอޢ

（1%0）およͼ地ཧ的表示อޢ（1(I）のような品࣭に
ಛ௃のある੡品をߪೖすることにより、ࢢຽは、लҳな
ྉཧの఻統やԤभ農業ੜ産のଟ༷性をҡ࣋するためのੜ
産者౒力を、支ԉしていることにもなるのͩ。

E6 の農産品品࣭อূ੍度の中で品࣭にؔする情報の
ద੾な提ڙと、同分野における法཯の調࿨と؆ૉ化を୲
อするために、2010 年 E6 は、農産品品࣭อূ੓ࡦの
༷々なଆ໘を໢ཏする、いわΏる品࣭ύοέージ（ࡦࢪ
୒した。それには、農産品のൢച基準にؔする࠾を（܈
規ଇ、認ূ੍度にؔする指਑、1%0・1(I ੡品をࡐྉ
として࢖༻している食品表示にؔする指਑、農産品品࣭
อূ੍度にؔする規ଇなͲがؚまれている。

農産品と食品の品࣭อূ੍度にؔする規ଇは、201�
年初頭にൃޮした。これにより、農産品と食品をର৅と
する 1%0・1(I と TS(�੍度、およͼ೚意の品࣭ݺশ
についての法཯が一本化するとともに、ఆٛや手ଓきཁ
݅における؆ૉ化が実ݱした。

̍ɽ৯඼ͷ࣭ʹ͓͚Δٕज़తଆ໘

E6 においては、食品の࣭にؔするٕज़的ཁ݅の΄΅
全てがٛ຿෇けられている。農業食品νΣーンの事業者
全てが、自らの੡品をؔ連法規にద合さͤる੹೚をෛ
う。༗機であれ、ैདྷ品であれ、༌ೖ品であれ、1%0�
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1(I であれ、いかなる食品であっても、法཯が規ఆす
るཁ݅をす΂からくຬたしていなけれ͹、E6 ৔に出ࢢ
すことはできない。

E6 の食品安全੓ࡦの中֩をなしているのが、一ൠ食
品法規ଇ（EC）1�8�2002 である。食品法は、食品全
ൠと、ಛに食品安全にؔして、全ての E6 加ໍ国で一؏
した手法を確อするための࿮૊みをڙするものである。
同分野における基本ݪଇ、ఆٛ、ٛ຿、E6 全域におい
てద༻・ࣥ行される΂き最௿基準を規ఆしている。

食ྉとࣂྉの安全性は、τϨαϏリςΟによって確อ
される。݈߁΁のڴҖがൃ֮した際には、食品、動物ࣂ
ྉ、ࣂྉݪྉおよͼࡐ༺࢖ྉなͲは、ϑードνΣーン全
ମ、すなわͪੜ産、加޻、流通の全段֊において、௥੻
可能であることがٻめられる。これにより、ݪҼを෧じ
ࢢった形でのߜめるとともに、必ཁにԠじて、ର৅をࠐ
৔からの঎品ఫڈが可能となる。そのような統合された
手法を通じて、食品やࣂྉは、協調的にかつޮ཰的にॲ
ཧすることができる。

食品法による基本的࿮૊みのଞに、Ӵੜ؅ཧやੜ産に
おけるグοドプϥΫςΟεなͲ、௥加的な品࣭ཁ݅がٛ
຿෇けられている。例え͹、食品にؔするඍੜ物基準、
Ԛછ物ࢿ、แ૷、食品に઀৮するૉࡐ、表示、プϨゼン
ςーション、޿告、ӫཆ機能表示、৽規食品なͲにؔす
るものである。ফඅ者は、表示やެ告なͲの঎品情報を
もとにしてߪೖを決ఆするため、ޡղを招くようなも
の、ফඅ者をٗくようなものがあってはならない。

ؔ連する基準や法཯の९कを୲อするために、農業食
品νΣーンにおける全ての事業者をର৅に、ެ的査࡯が
ఆظ的に行われている。この目的のために、E6 はཹ࢒
農ༀやԚછ分ࣨのݕ査なͲ、ݫ格なࢹ؂と؅ཧのシες
Ϝをಋೖしている。

̎ɽ೶࢈඼඼࣭อূ੓ࡦ

1990 年代にはいり、E6 のڞ通農業੓ࡦ（CA1）は、
農産品の品࣭อূによりॏきをおくようになった。
1992 年以前には、食品と農産品について、地ཧ的表示

（(I）� をอޢするためのԤभڞ通手法は存ࡏしていな

かった。ϑϥンε、イλリア、εϖインなͲ、ݹくから
のྉཧの఻統を༗している国々には、ݸผの国内法がઃ
置されていた。しかし、す͙にԤभڞ通の品࣭อূ੓ࡦ
が、CA1 におけるࢢ৔・ॴಘ支࣋੓ࡦや農ଜ開ൃ੓ࡦ
を補׬する上で、༗༻なπールであるとূ໌されること
になった。

E6 農産品は、そのଟ༷性と品࣭のߴさにより、域内
ࡦつ。農産品品࣭อূ੓࣋૪力をڝいڧ৔においてࢢ֎
により、ੜ産者がこの༏Ґ性からさらにଟくのศӹを֫
ಘすることができる。プϩモーション活動΁のアΫηε
のվળ、より良いϚーέςΟングのಋೖ、農産品やその
ಛ௃にؔするফඅ者の認ࣝ޲上なͲがその代表例である。

2010 年、E6 はいわΏる品࣭ύοέージ（܈ࡦࢪ）を
を؆ૉ化す΂く、෇ਵࡦ୒した。農産品の品࣭อূ੓࠾
するルールの合ཧ化とともに、ফඅ者が農産品の品࣭ଐ
性についてより一૚しっかりとした情報をಘることがで
きるようにした。このύοέージは、E6 のϚーέςΟ
ング基準のվఆ、認ূ੍度のϕετプϥΫςΟεにؔす
る指਑、(I ੡品をݪྉとして࢖༻している食品表示に
ؔする指਑、品࣭อূ規ଇなͲでߏ੒されている。

E6 域内ࢢ৔の機能をଅ進する必ཁ性があったがނ
に、各国の༷々なϚーέςΟング基準が、࣌をܦて、ڞ
通ࢢ৔の࿮૊みにおいて規ఆされる、統一基準に置き換
わったのである。これもまた、CA1の一部をなしている。
E6 のϚーέςΟング基準によって、域内農Ոによる一
ఆの࣭を༗する作物のੜ産を঑ྭし、域内のͲこに行っ
ても最௿ݶの࣭が確อされるମ੍が੔った。これはまた、
同じ੡品でもҟなる品࣭の঎品ؒでՁ格の比較がしやす
くなるという݁Ռにもつながった。

ެ的およͼຽؒの認ূ੍度がਓؾをಘて、ߴい認ࣝを
डけるようにもなったが、それはあくまでも೚意で行う
ものである。このような࣭の認ূは、ফඅ者がಛ௃やଐ
性にؔする෇加Ձ஋とともに、基本的基準の९कがอূ
されることにつながる。

品࣭ύοέージの࠾୒にଓいて、農産品と食品の品࣭
੍度にؔする 2012 年 11 ݄ 21 日のԤभ議会およͼཧ事
会の規ଇ（E6）No1151�2012 が、201� 年初頭にൃޮ
した。1%0
�1(I
�TS( と「ࢁの産物」なͲ�೚意の品࣭
༴ޢはす΂て、一つの法཯のもとで規੍される。同規ଇ

�� �஍ཧ的දࣔ͸、原࢈஍（特定஍Ҭ、ொଜ、஍۠、·ͨ、͋る৔合に͸国全体など）に由来する一定の品質、評൑、特徴のいͣ
Εかを༗する੡品を特定するͨΊの୯ޠ΍シンϘルで͋る。Ԥभ (I の༗໊なྫに、プロシϡート・σΟ・ύルマ、カマンϕー
ル・υ・ノルマンσΟー、ロックϑΥール、ϑΣタなどが͋る。
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のൣғは、ओにਓؒによるফඅ޲けの農産物をର৅とし
ているが、ίルΫ、ൽֵ、খࢬなͲもؚまれている。ワ
イン、๕߳性ワイン、εϐリοπにؔしては、ผの法཯
がܧଓ的に存ࡏする。

ެຽの認ূ੍度同༷、E6 の品࣭อূ੍度もまた೚意
であるが、同じくফඅ者に品࣭อূを༩えるものͩ。同
の一छであるݖ産ࡒに、知的࣌ (I の৔合は、(I 名শの
してش力なޮՌをൃڧ、や໛฿を๷͙ことにおいて༺ޡ
いる。

੡品のಛ性をҹすものとして、Լهの品࣭ϩΰを E6
の 1%0
�1(I
�TS( 農産物や食品に࢖༻することが、
2016 年݄̍̐日よりٛ຿෇けられる。これにより、ফ
අ者は、この੍度や੡品を޿く知ることとなり、(I ੡
品をࢢ৔においてಛఆすることも容易になり、؅ཧもし
やすくなる。E6 の品࣭อূ੓ࡦの一؏である༗機੡品
の৔合は、༗機ϩΰの࢖༻が 2010 年 � ݄ 1 日より、す
でにٛ຿෇けられている。

༗機ੜ産と༗機農産物の表示は、200� 年 6 ݄ 28 日の
ཧ事会規ଇ（EC）No8�4�200� というݸผの法཯によ
り規੍されている。E6 域内で༗機農法によるੜ産を
行っているߞ作地は、༗機食品のਓؾ上ঢに合わͤて、
、にも໌ݡ、଎に֦େしている。ಛにԤभのए年૚がٸ
΁の഑ྀ、(.0ڥ؀ のෆ࢖༻、農ༀཹ࢒のෆق、ࡏઅ
性、地産地ফ、࣋ଓ可能性なͲ、༗機産品のಛ性をॏཁ
を見ͤている。食品に༗機ϩΰをష෇するた޲܏するࢹ
めには、そのࡐݪྉのগなくとも 95� が༗機もしくは
ؔ連法規にଇったํ法でੜ産されたものでなくてはなら
ない。さらに、(.0 をؚΉ੡品には、༗機表示するこ
とはできない。

఻統的ಛ産品อূ（TS(）は、その名前からも໌ら
かなように、੡品の఻統的ಛ性をڧ調するものである。
この੍度の目的は、E6 内にݹくから存ࡏするྉཧの఻
統を、そのϨシϐやੜ産法を通してकることにある。
(I とはҟなり、ಛఆ地域とのつながりがٻめられるこ
とはない。

̎ɽ̍ ɹ1%0ͱ 1(* ੍౓
E6 においては、2 छྨの農産品およͼ食品の (I が

存ࡏする。ݪ産地ݺশอ（0%1）ޢと地ཧ的表示อޢ
（1(I）である。この 2 つのؒの最もେきな違いは、࢖
༻されるݪྉのݪ産地と、ੜ産աఔにあり、1%0 の΄
うがよりݫ格なཁ݅となっている。1%0 の৔合には、
ੜ産、加޻、最終แ૷が、ಛఆの地ཧ的ྖ域で行われな
けれ͹ならない。例え͹ 1%0 νーζの৔合には、ݪྉ
のڇೕが当֘地域でੜ産されたものであり、当֘地域の
ੜ産者により加޻され、同地域において੾அ・แ૷され
たものでなけれ͹ならない。ଞํ 1(I においては、ੜ
産աఔのͲれか一つが当֘地域で行われているͩけで、
ཁ݅をຬたすことになる。૯じて、1%0 ੡品の規ఆの
΄うが、1(I に比΂てݫ格であり、それがނに前者の
΄うがよりߴい෇加Ձ஋が༗する。

̎ɽ̍ ɽ̍ ɹ�঎඼໊を 1%0͋Δ͍͸1(* ͱͯ͠ొ࿥すΔ
ํ๏

1%0 と 1(I のϩΰをష෇するためには、੡品༷࢓を
ຬたしていなけれ͹ならない。1%0 か 1(I として、੡
品名をొ࿥するためには、同一の地ཧ的ྖ域内のੜ産者
グループが、੡品をৄड़した༷࢓をڞ同でࡦఆすること
が必ཁとなる。これには、1%0�1(I としてอޢされる
名শと、当֘੡品の໌確かつਖ਼確なಛ௃が示される。ৄ
な੡品આ໌には、ओཁな物ཧ的およͼ化ֶ的ಛ௃に加ࡉ
え、ඍੜ物ֶおよͼ֮ײ的ܹࢗにؔするಛ௃なͲを、ྻ
する必ཁがある。地ཧ的ྖ域もਫ਼ີにఆٛされなけれڍ
͹ならない。さらに、当֘੡品が当֘地ཧ的ྖ域におい
てݪ産されており、その௥੻が可能であることのূ໌も
められる。また、ੜ産ํ法のઆ໌とともに、੡品のಠٻ
自性と地ཧ的ྖ域のؔ܎性も示さなけれ͹ならない。؅
ཧ機ؔのৄࡉがٻめられる。༷࢓にهされる৚݅は全て、
その後ੜ産者が९कしなけれ͹ならない。

ੜ産者グループは、ओ؅ிにਃ੥と༷࢓を提出する。
ओ؅ிのਫ਼査をܦたのͪ、Ԥभ委һ会がさらにධՁを行
い、最終的に決ఆする。

Ԥभ࿈߹ͷ඼࣭ϩΰ

（1%0） （1(*） （54(） ༗ػ೶ۀϩΰ
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੡品名শがެ的名฽にࡌهされた࣌から、そのอޢが
はじまり、1%0�1(I ϩΰの࢖༻が認められる。ొ࿥さ
れた名শは、E6 の 1%0�1(I 農産品およͼ食品のデー
λϕーεである「%00R」にࡌܝされる。੡品名শに
加え、੡品༷࢓のリンΫ、ਃ੥・ొ࿥のؔ連法規もࡌܝ
されている。Ԥभ委һ会によりਃ੥がূݕされた後、
E6 される。ୈ三者がҟ論を唱える機会を確ࡌܝ報に׭
อするためͩ。੡品名ొ࿥の最終決ఆがԼった࣌にも、
同じく׭報にࡌܝする。これらの情報はす΂て %00R
デーλϕーεにおいてӾཡすることができる。

୭しもがアΫηεできるデーλϕーεを༗すること
で、この੍度にߴいϨϕルのಁ໌性がอূされるととも
に、その૯ମ的৴པ性が޲上する。ফඅ者からも৴པさ
れる。同੍度にؔ৺のあるਓは、ੜ産者であれ、ফඅ者
であれ、(I ੡品のऔҾにؔわっているਓであれ、୭し
もが、ొ࿥名শおよͼ༷࢓のࡌܝされたリετをӾཡす
ることが出དྷる。঎ඪの৔合のように、୭かが (I 名শ
をॴ༗するということはない。その地域において事業を
ӦΜでいるੜ産者のす΂てが、༷࢓に示された৚݅をຬ
たすか͗り、1%0�1(I ੡品をੜ産することが可能であ
る。༷࢓がެ開されていなけれ͹ならないཧ由は、ここ
にある。ొ࿥฽により名শのਃ੥・ొ࿥の中立性が一目
ྎવとなる。

同੍度のਓؾのߴさは、1000 ݅を௒す 1%0�1(I 食
品名শが存ࡏしていることに、表われている。そしてそ
の全てが %00R デーλϕーεにؚまれている。

̎ɽ̍ ɽ̎ ɹ؅ཧͱূݕ
ొ࿥੍度以上に、同シεςϜの৴པ性をਓ々に確৴さ

ͤているのが、ޮՌ的なূݕと؅ཧの実ͩࢪ。この点に
おいても、(I デーλϕーεが༗ӹである。؅ཧ当ہや
機ؔのৄࡉや೚຿が、ࡌܝされているからͩ。

ඪ準的な農産物や食品と同༷、(I ੡品もまた規ଇ
（EC）No.882�2004 に規ఆされた、ࣂྉおよͼ食品の
法཯、動物の݈߁と෱ࢱにؔするルールとのద合性をݕ
ূするために実ࢪされる、ެ的な؅ཧにかかるݪଇに基
ͮく؅ཧのର৅である。

1%0�1(I ੡品には、੡品༷࢓とಛผの表示・แ૷ཁ
݅にద合しているかをνΣοΫするために、௥加的なݕ
査が必ཁである。1%0�1(I੡品がࢢ৔に出される前に、
੡品༷࢓とのద合性のνΣοΫを、؅ཧ機ؔもしくはओ
؅ிが実ࢪすることになっている。

加ໍ国のओ؅ிが؅ཧମ੍のߏஙを୲当するが、その
一部を؅ཧ機ؔに委託する決ఆをԼすことができる。؅
ཧの中立性とޮՌを୲อするために、委託先は認ఆされ
た機ؔにݶられる。機ؔ認ఆは、Ԥभ議会とཧ事会の
2008 年 � ݄ 9 日の規ଇ（EC）No�65�2008 にଇって行
われる。そこには、認ఆと੡品のൢചにؔ連するࢢ৔؂
のཁ݅が規ఆされている。さらに、Ԥभඪ準化委һ会ࢹ

（CEN）によりࡦఆされたԤभ基準と、国際ඪ準化機ߏ
（IS0）の国際基準が、؅ཧ機ؔの認ఆに࢖われている。

̎ɽ̍ ɽ̏ ɹ1%0�1(* ੍౓ͷศӹ
Կނ 1%0�1(I ੍度が E6 においてこれ΄Ͳまでのਓ

࿨ڞをಘているのͩろうか。ಛにϙーϥンドやνΣίؾ
国なͲ、加ໍしてから日がઙく、աڈに同等の੍度や法
཯を࣋ってこなかった国においても、ొ࿥される੡品の
਺は年々増えଓけている。ӳ国やドイπなͲ、以前は঎
ඪをॏࢹしていた国の中にも、ొ࿥਺がண実に増える܏
。が見られる޲

この੍度の࢖༻は、༷々なศӹをもたらす。まず、知
的ࡒ産ݖอޢのおかげで、(I 名শがޡ༻や໛฿からอ
されている。さらに、ੜ産者にとっても、品࣭อূ੍ޢ
度΁ࢀ加することは༗ӹである。自らがੜ産するଟ༷な
品࣭のߴい੡品にؔして、よりଟくのศӹをಘることが
できるからͩ。また、(I を焦点に当てた޿報活動΁の
アΫηε機会も増えることになる。品࣭ϩΰは、ফඅ者
に੡品のݪ産地とਅਖ਼をอূするため、ڧ力なൢଅπー
ルとなる。このために、ফඅ者はׂߴのՁ格を進Μで支
෷うのͩ。ಛに 1%0 ੍度の৔合、通ৗ੡品よりもߴい
෇加Ձ஋が、ੜ産者にとってのັ力となる。

αプϥイνΣーン全ମに流ೖするऩೖが、ݸ々のੜ産
者のみならず、農ଜ開ൃという૯ମ的目ඪにもݙߩす
る。੡品と地ཧ的ྖ域のؒにつながりがあるため、(I
はྖ域から੾り離されることはなく、その名শがԿ者か
にॴ༗されることもないため、ಠ઎される可能性もな
い。ಛఆされた地域内であれ͹、Ͳのੜ産者も、༷࢓に
ैっているݶり、1%0�1(I ੡品をੜ産することが出དྷ
る。ैって、ଟくの৔合にߴੜ産ίετという՝題を๊
えているธ地やַࢁ地ଳのように、農業以֎にはޏ༻機
会が存ࡏしないような地ํにおいて、ޏ༻૑出にݙߩす
るというศӹが、(I には存ࡏする。

また、(I ొ࿥をਃ੥する段֊で、ར܎ؔ֐者ؒの協
力が঑ྭされるというར点もある。੡品༷࢓の内容に合
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意するために、ੜ産者のグループが݁ଋしなけれ͹なら
ないからͩ。੡品名のొ࿥が終わると、グループ全ମで
༷々な੡品にまつわる活動を実ࢪすることが可能にな
る。たとえ͹、国内֎のࢢ৔におけるプϩモーション活
動、੡品あるいはそのݪ産地のप知、໛฿੡品のνΣο
ΫなͲࢢ৔ࢹ؂活動がその代表例となる。このような合
同の活動は、ڧい「一ମײ」をҭΉとともに、੡品とそ
の産地の名੠の޲上につながる。その݁Ռ、ޫ؍を通し
てその地域に෇加Ձ஋がもたらされることにもなる。

ফඅ者の؍点からも、(I ੍度に本དྷඋわっている安
全性、࣭のߴさ、ݪ産地のอূがΏえに、食品安全のٕ
ज़的なଆ໘にࢿするものである。τϨαϏリςΟにより
୲อされる੍度のಁ໌性、ެ開ొ࿥฽、؅ཧମ੍の全て
が、੍度そのものと、ੜ産者により提ڙされる情報の৴
པ性をߴめている。さらに、(I ੍度はফඅ者にଟ༷な
食品を提ڙすることにもݙߩしている。఻統的੡品の੡
଄法がҡ࣋されるέーεがଟく、E6 のจ化と食にまつ
わる๛かなҨ産をकっているからである。

日本にも農産品と食品の (I ੍度をಋೖすることが決
まったことは、ڻく΂きことではない。ࡏݱ法Ҋが準උ
されているところͩ。E6 同༷、日本もଟ༷な地域ಛ産
の農産品があり、ੜ産者にとって (I はେきなศӹをも
たらしಘると考えられる。同࣌に、E6 と同じく、日本も
地ํから౎ࢢ΁のਓޱのҠ動という໰題に೰まされてお
り、農ଜにおいてޏ༻と農業ੜ産をҡ࣋し、ੜ産者がద
੾なऩೖを確อするରࡦをଧつことがٸ຿となっている。

̏ɽ݁࿦

E6 においては、طに਺े年前から農産品品࣭อূ੍
度が存ࡏしている。そのؒ、農産品品࣭อূ੓ࡦと品࣭
อূ੍度は、域内ফඅ者からの品࣭のߴい੡品とその情
報΁のཁٻにԠじて、形をかえながら存ଓしている。ੜ
産者にޏ༻とద੾なॴಘが必ཁであることと、CA1 に
おけるଞの੓ࡦπールとの相৐ޮՌをੜかすこともま
た、੓ࡦを形੒する上でॏཁなཁૉであった。

中でも 1%0�1(I ੍度は、E6 においてしっかりとࠜ
をおろしている。ϚーέςΟング・πールとして、ফඅ
者にݪ産地、ਅਖ਼、࣭をอূしている。Կよりもそのอ
ূの৅௃となるのが、品࣭ϩΰである。Ԥभにおいては、
੡品༷࢓にैってੜ産された (I 農産品・食品は、全て

そのϩΰを࢖༻することが、ٛ຿෇けられるようにな
る。品࣭ϩΰの࢖༻に加えて、ੜ産৔ॴとࢢ৔における
؅ཧ・ূݕが、ඪ準的な੡品と同じཁ݅のもとで、実ࢪ
されている。これは、੡品༷࢓およͼ表示とのద合に、
焦点を当てたものである。全ての農産品と食品同༷、
(I ੡品もまた、খചళの௠ྻ୨からそのݯىまで௥੻
可能であることが、ٻめられている。

ಁ໌性は、E6 の੓ࡦ全ൠにおいてۃめてॏཁなཁૉ
である。(I におけるಁ໌性は、(I の %00R デーλϕー
εの存ࡏにより確อされている。同デーλϕーεには、
E6 においてొ࿥・อޢされている 1
000 を௒す 1%0�
1(I ੡品の名শと、ৄࡉなؔ連情報がࡌܝされている。

૯じて、(I ੍度は、఻統的なੜ産法とその知見をक
るためのものである。これは、地ํがׇ๬するޏ༻をੜ
み出すとともに、そのଞの農ଜ開ൃ目ඪのୡ੒にもݙߩ
している。これによりফඅ者は、ܧଓして࣭のߴい、ଟ
༷な農産品と食品を手にೖれ、ຖ日おいしい食事をָし
Ήことができるのͩ。

1989 年ɹ�+oeOTVV େֶにて຋༁・通༁ֶ࢜号をऔಘ（αϰΥンリ

ンナ、ϑΟンϥンド）

199� 年ɹ6OJWeSTJUZ�oG�.JOOeToUB ӳֶཹֶޠޠ（μールε、ถ国）

1994 年ɹ�6OJWeSTJUZ�oG�1eUSo[BWodTL ϩシアֶཹֶޠޠ（ϖτϩ

βϰΥーπΫ、ϩシア）

1995 年ɹ�+oeOTVV େֶにてϩシアޠ຋༁・通༁ֶにおいてम࢜号

औಘ（αϰΥンリンナ、ϑΟンϥンド）

1995 年ɹ੫ؔ৬һ（イϚτϥ、ϑΟンϥンド）

1995 年ɹ੫ؔ؂査໾（ϥοϖーンϥンλ、ϑΟンϥンド）

1998 年ɹ੫ؔτϨーニング৬（ϔルシンキ、ϑΟンϥンド）

2000 年ɹ�੫ؔプϩジΣΫτ・ίーデΟωーλー（ϔルシンキ、ϑΟンϥンド）

2002 年ɹ੫ؔؔ੫ׂ当部௕（τΡルΫ、ϑΟンϥンド）

200� 年ɹ�Ԥभ委һ会農業૯8ہT0交ব୲当（ϒリュοηル、ϕルΪー）

2010 年ɹ�Ԥभ委һ会農業૯ہΦーετϥリア・ニュージーϥンド

୲当（ϒリュοηル、ϕルΪー）

2010 年ɹ�Ԥभ委һ会農業૯ہ日本・韓国୲当（ϒリュοηル、ϕルΪー）

2012 年ɹ日本ୈ 28 回װ部ݚमプϩグϥϜ（ET1）

201� 年ɹற日Ԥभ連合代表部通঎部一等ॻ׭ه

ུྺ
,")-04
�.FSWJ
（ΧʔϩεɹϝϧϰΟ）

&6`T�"HSJDVMUVSBM�2VBMJUZ�4DIFNFTʢ&6ͷ೶࢈඼ͷ඼࣭อূ੍౓ʣ

Πϧγʔ No.120  (2015.2) �― �9



&WBMVBUJPO�PG�UIF�.FUBCPMJTN�BOE�4BGFUZ�JO�%SVH�
JOEVDFE�)FQBUJUJT�
��"DUJWJUZ�PG�UIF�4VCDPNNJUUFF�GPS�4QIFSPJET�JO�UIF�
4BGFUZ�&WBMVBUJPO�'PSVN�

ༀੑࡎ؊ো֐ʹ͓͚Δ୅ँͱ҆શੑͷධՁ
ᴷ҆શੑධՁڀݚձεϑΣϩイυʢ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳؊ಟ ɾੑ୅ँʣ෼Պձͷ׆ಈ঺հᴷ

Ԯݪ　ୖஉ

େֶࢱ෱߁݈࡚ߴ
େֶӃༀֶڀݚՊڭत

1SPG��5",60�0(*)"3"
�1I�%�
-BCPSBUPSZ�PG�$MJOJDBM�1IBSNBDPLJOFUJDT

%FQBSUNFOU�PG�1IBSNBDPMPHZ
(SBEVBUF�4DIPPM

5BLBTBLJ�6OJWFSTJUZ�PG�)FBMUI�BOE�8FMGBSF

のେきなཁҼである。この؊ಟ性は਌化合物ͩけでなくそれらの代ँ物ࢭ৔ൢച中ࢢなお、؊ಟ性はҩༀ品のࠓ
およͼ代ँ中ؒମによってもੜじることが知られており、ҩༀ品ީ補ༀ物の؊ಟ性や؊代ँは、ଟくの੡ༀ会ࣾで
はώτ初代ഓཆ؊ࡉ๔を࢖༻した ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ によってධՁされている。しかしながらैདྷのධՁํ法は、؊代ܥݧࢼ
ँ߬ૉの活性のҡ࣋が୹ؒظであり、ༀ物๫࿐のؒظが੍ݶされているなͲ、いくつかのܽ点を༗している。した
がって、比較的௕ؒظ؊ଁの機能がҡ࣋される三ݩ࣍（�%）ഓཆの؊ࡉ๔（؊ࡉ๔εϑΣϩイド）を༻いたධՁ
。待されているظの確立がܥ

安全性ධՁڀݚ会（୩本ֶߍ、IUUQ���XXX.UBOJHBLV.HS.KQ�）は 1986 年にઃ立され、2008 年には、؊ࡉ๔εϑΣ
ϩイドの活༻によるಟ性と代ँڀݚについて議論するために、そのڀݚ会の中にεϑΣϩイド分Պ会が૊৫され
た。զ々はこの分Պ会の活動を通じて、ैདྷのܽ点をࠀ෰したༀ物のώτ؊代ँおよͼಟ性のධՁܥをݕ౼した。
その݁Ռ、εϑΣϩイドを༻いたܥݧࢼでは、比較的、௕ؒ࣌にわたってༀ物代ँաఔを௥੻でき、ैདྷ、ݕ出す
ることがࠔ೉であった代ँաఔや代ँ物を、࣌ܦ的なม動を൐って࡯؍することができた。また、ༀ物の௕ظ的な
൓෮മ࿐が可能であることから、ༀࡎ性の؊ো֐をより ┭┲ⓤ┺┭┺┳ にۙいঢ়ଶでݕ出することが可能であると考えら
れた。本૯આではこの分Պ会の活動とその੒Ռについて֓આする。

��������������������������������������� 
�4VNNBSZ�

%SVH�JOdVDed�MJWeS�UoxJDJUZ
�XIJDI�JT�B�DoNNoO�SeBToO�GoS�NBSLeU�XJUIdSBXBM�oG�BQQSoWed�dSVHT
�oDDVST�OoU�oOMZ�
JO� UIe�QBSeOU�DoNQoVOdT�CVU�BMTo� JO� UIeJS�NeUBCoMJ[ed�DoNQoVOdT�BOd� JOUeSNedJBUeT.�CVSSeOUMZ
� ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳�TUVdJeT�
VTJOH�B�QSJNBSZ�DVMUVSe�oG�IVNBO�IeQBUoDZUeT�BSe�QeSGoSNed�CZ�QIBSNBDeVUJDBM�DoNQBOJeT�Uo�eWBMVBUe�UoxJDJUZ�BOd�
UIe�NeUBCoMJTN�oG�dSVH�DBOdJdBUeT.�CoOWeOUJoOBM�eWBMVBUJoO�NeUIodT�IBWe�IBd�TeWeSBM� GBVMUT
�CeDBVTe�QSJNBSZ�
IeQBUoDZUeT� BSe� BDUJWe� GoS� oOMZ� B� GeX�dBZT.�TIeSeGoSe
� UIe� BQQMJDBUJoO� oG� UISee�dJNeOTJoOBM�（�%）�DVMUVSed�
IeQBUoDZUeT�（IeQBUoDZUe�TQIeSoJdT）�UIBU�NBJOUBJO�MJWeS�TQeDJGJD�GVODUJoOT�GoS�MoOHeS�QeSJodT�JT�SeRVJSed.

���TIe�SBGeUZ�EWBMVBUJoO�'oSVN�（TBOJNoUo�(BLLo
�IUUQ���XXX.UBOJHBLV.HS.KQ�）�XBT�eTUBCMJTIed�JO�1986
�BOd�UIe�
GoSVN�TVCDoNNJUUee�GoS�TQIeSoJdT�XBT�oSHBOJ[ed�JO�2008�Uo�TUVdZ�UoxJDJUZ�BOd�UIe�NeUBCoMJTN�CZ�VTJOH�IeQBUoDZUe�
TQIeSoJdT.�8e�exBNJOed�IVNBO�IeQBUJD�NeUBCoMJTN�BOd�UIe�UoxJD�eWBMVBUJoO�TZTUeN�oG�dSVHT�UISoVHI�UIe�BDUJWJUZ�oG�
UIJT�TVCDoNNJUUee.�AT�B�SeTVMU
�CeDBVTe� JU�XBT�QoTTJCMe�GSoN�MoOH�UeSN�SeQeUJUJWe�exQoTVSe�Uo�dSVHT� JO�UIe�UeTU�

ཁɹࢫ
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̍ɽༀੑࡎ؊ো֐（؊ಟੑ）ͷݱঢ়

�代ସ法ධՁηンλー（E6RLݧԤभ動物実、ࡏݱ
EC7A.）ओಋの、各छ化合物の、動物を࢖༻しない
༷々な安全性やༀཧݧࢼのධՁが進行中であり、これら
はࠓ後、ॱ࣍ϐア・ϨϏューされる。これらのݧࢼはক
དྷ 0EC% のςετΨイドϥインに੝りࠐΉことを૝ఆ
したものであり、ҩༀ品のみならず化হ品、食品をؚΉ
す΂ての化ֶ物࣭がର৅となる。この動きをडけて、զ
が国においても日本動物実ݧ代ସ法ධՁηンλー

（+BC7A.）においてൽෘײ作性ݧࢼをൽ੾りにこれら
一連のݧࢼのࢿྉฤࢊが開始されており、その一؀とし
てのώτ؊ࡉ๔を༻いた ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ まさに議ࠓ、がܥݧࢼ
論のဲ上にࡌっている。

؊ಟ性はༀ物そのものをݪҼとすることもさることな
がら、その代ँաఔでੜじる（活性）代ँ物によってҾ

きىこされることもଟい。つまり、ώτと代ँաఔがҟ
なる動物を༻いたݧࢼでは、ώτにおける؊ಟ性をద੾
にධՁすることには自ずとݶքがある。そのため、し͹
し͹༧ظしない؊ಟ性が初めてྟচݧࢼ段֊で認められ
ることもଟく、؊ಟ性はґવとしてҩༀ品における開ൃ
அ念（中அ）やࢢ৔ఫୀのओཁݪҼのͻとつになってい
る（ਤ 1 、表 1）。この൓省から、੡ༀ会ࣾではજࡏ的
な؊ಟ性リεΫの༧ଌや回ආのために、૑ༀのૣظ段֊
からώτ؊ࡉ๔を༻いた୳ࡧ的な؊ಟ性ݧࢼが実ࢪされ
ることもଟい。؊ಟ性のධՁにはώτがΜ化ࡉ๔も൚༻
されているが、これらはとりѻいのしやすさには༏Ґ性
はあるものの、一部の代ँ߬ૉのൃྔݱがਖ਼ৗなࡉ๔と
はҟなるなͲのܽ点も༗する。そこで、ਖ਼ৗにۙいঢ়ଶ
で؊機能を௕ؒ࣌ҡ࣋できる、ώτ初代ഓཆ؊ࡉ๔によ
る三ݩ࣍ഓཆ法（εϑΣϩイド）に஫目がूまっている。

TZTUeN�VTJOH�TQIeSoJdT
�Xe�XeSe�BCMe�Uo�oCTeSWe�UeNQoSBM�DIBOHeT�JO�UIe�NeUBCoMJD�QSoDeTT�BOd�NeUBCoMJUeT�XIJDI�
XeSe�dJGGJDVMU�Uo�deUeDU�DoOWeOUJoOBMMZ.�.oSeoWeS
� JU�XBT�QoTTJCMe�Uo�deUeDU�dSVH�JOdVDed�MJWeS�dBNBHe�JO�B�TUBUe�
DMoTeS�Uo�┭┲ⓤ┺┭┺┳.�TIe�BDUJWJUZ�BOd�SeTVMUT�oG�UIJT�TVCDoNNJUUee�BSe�oVUMJOed�JO�UIJT�SeWJeX.

ਤ �ɹྟচ։ൃத͓Αͼ্ޙࢢͷ༗ࣄ֐৅ �）

'JHVSF�� ɹ"EWFSTF�FGGFDUT�PG�NFEJDJOF�EVSJOH�DMJOJDBM�EFWFMPQNFOU�（B）�BOE�BGUFS�NBSLFUJOH�（C）�

C�্ޙࢢB�ྟচ։ൃத
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̎ɽ҆શੑධՁڀݚձɺεϑΣϩΠυ෼Պձͱ͸

安全性ධՁڀݚ会（୩本ֶߍ）は、1986 年に開催さ
れたୈ 1� 回日本ಟՊֶ会（ݱ、日本ಟ性ֶ会）૯会の
ワーΫショοプのシンϙジετを中৺にൃ଍したڀݚ会
である。会һ相ޓの “(JWe�BOd�TBLe” をモοτーに、
当初の࠙਌会的な存ࡏからಟ性ڀݚ者ؒの意見交換の৔
として޿がり、ଟくの会һを༴するまでになった。活動
の中৺はϝーリングリετによる「ಟ性࣭໰ശ」で、ҩ
ༀ品等の開ൃに൐うݱڀݚ৔のٕज़的なٙ໰点から開
ൃ・ਃ੥、上ࢢ後の安全性に൐う໰題点まで、ϑϥンΫ
に意見交換する৔を提ڙしている。この「ಟ性࣭໰ശ」
で議論された内容は、ڀݚ会の機ؔࢽとして年に 1 回、
されている。さらに、「य़のηϛナー（ؔ੢）」、「Նץൃ
のϑΥーϥϜ（௕野ݪݝଜ）」およͼ「ౙのηϛナー（ؔ
東）」では、৽ༀ開ൃにີணしたߨԋ会やݕ౼会がاը・
実ࢪされている �）。

εϑΣϩイド分Պ会は、εϑΣϩイドを༻いたༀ物の
ώτ代ँաఔ（活性代ँ物・߬ૉ活性およͼその༠ಋな
Ͳのఆྔ的ؒ࣌的ղऍ）を考ྀしたਫ਼៛で؆ศな؊ಟ性
༧ଌ法のߏஙをඪᒗし、安全性ධՁڀݚ会の分Պ会のͻ
とつとして 2008 年にൃ଍した。εϑΣϩイドഓཆによ
るώτౚ݁؊ࡉ๔を༻いた安全性ධՁならͼにༀ物動ଶ
ධՁにؔする情報交換とデーλのڞ༗化、ଟࢪઃによる
同࣌όリデーションを行うことにより、これらのಛ௃を
໌らかにすることを目的としている。ࢀ加者は、੡ༀا
業、安全性ݧࢼなͲのड託機ؔ、ഓཆࡐثやࢼༀなͲを
औりѻうا業およͼアΧデϛアのڀݚ者らでߏ੒され、
の会һ਺はࡏݱ 40 名以上にの΅る。この分Պ会でݕ౼
された内容はڀݚ会のηϛナーやֶ会でのൃ表、ެ表論
จとして確実な੒Ռを上げている（ਤ 2）。

ද �ɹࢢ৔͔Βఫୀͨ͠ҩༀ඼ͷྫ �）

5BCMF�� ɹ&YBNQMFT�PG�NFEJDBM�TVQQMJFT�XJUIESBXO�GSPN�UIF�NBSLFU�
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̏ɽ؊εϑΣϩΠυを༻͍ͨༀ෺ͷ୅ँධՁ

開ൃ中ༀ物の代ँ物ࡧݕ、ಛにώτと動物との代ँ物
の相違はॏཁな՝題である。ैདྷの ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ 代ँܥݧࢼ

（S9 、ු༡ࡉ๔ݒ୙法、୯૚ഓཆ法なͲ）における ┭┲ⓤ
┺┭┺┳ 代ँ物の༧ଌ཰は 4ʙ6 ׂఔ度であり、ಛにଟ段֊
で産ੜする代ँ物の༧ଌ཰が௿いことが指ఠされてき
た。これらは൓Ԡܥの߬ૉや補߬ૉなͲのׇރがݪҼと
考えられ、ߏ଄上、比較的、ੜମにۙい � ഓཆが༗ݩ࣍
ޮなղ決手段と考えられる。さらに、代ँաఔにґ存す
る؊ಟ性をධՁするうえでも、؊ಟ性そのものをධՁす
る以前に、ܥݧࢼのༀ物代ँ能を確認しておくことが必
ཁである。そこでまず、分Պ会ではςーϚのͻとつとし
て、εϑΣϩイドによる؊代ँをऔり上げることとし
た。ଟࢪઃによる同࣌ฒ行ݧࢼによってݕ౼をॏͶたと
ころ、εϑΣϩイドഓཆ法では୯૚ഓཆ法に比΂て、代
ँ߬ૉの活性がߴく、かつ௕ؒظにわたってҡ࣋される
ことが໌らかとなった。その݁Ռ、ैདྷの ┭┲ⓤ┺┭┸┶┳ ݧࢼ
出できるݕ೉とされてきたώτಛ༗の代ँ物がࠔではܥ
ことや、ୈᶗ相൓Ԡ（シτΫϩーϜ 1450（C:1）なͲ
による代ँաఔ）とそれにଓくୈᶘ相൓Ԡ（๊合൓Ԡ）
を連ଓ的、࣌ܦ的に࡯؍することができるなͲの༗༻性

が確認された。
例え͹、催຾௟੩ࡎであるϛμκϥϜは、┭┲ⓤ┺┭┺┳ では

ະม化ମがそのまま ┒� グルΫϩニドମに代ँされるܦ
࿏の΄かに、ୈᶗ相൓Ԡによってイϛμκールࠎ格のϝ
νル基の水ࢎ化（1�0) ମ）やジアゼϐンࠎ格̐Ґの水
(化（4�0ࢎ ମ）が進行し、そのいずれもがୈᶘ相൓Ԡ
によって ┒� グルΫϩニドମや ┓� グルΫϩニドମに代
ँされるܦ࿏がある。ώτ初代ഓཆ؊ࡉ๔を༻いたε
ϑΣϩイドܥݧࢼにおいても、2 छの水ࢎ化ମがୈᶗ相
൓Ԡによってੜ੒し、それらのݮগに൐って৽たに๊合
された代ँ物のੜ੒まで確認することができた（ਤ �）。
一ํ、αルϒλモールやϥモτリΪンなͲのༀ物では、
ैདྷのܥݧࢼではݕ出するのが೉しかったそれͧれの๊
合ମがܦؒ࣌աに൐って増加することが࡯؍された 4）。

このようにεϑΣϩイドを༻いたༀ物の代ँݧࢼで
は、比較的௕ؒ࣌のༀ物代ँաఔが௥੻できるため、ྟ
চにおいてڍ動೺Ѳがෆॆ分であるগྔの代ँ物でも、
見ಀすことなく࡯؍できる。また、࣌ܦ的な࡯؍が可能
であるため、各代ँ物のؒ࣌的なਪҠも確認できる。な
お、εϑΣϩイドഓཆܥはैདྷ法に比΂て࢖༻するώτ
。๔がগないという༏Ґ性も確認されているࡉ؊
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̐ɽ؊εϑΣϩΠυを༻͍ͨༀ෺ͷ҆શੑධՁ �）

ैདྷのු༡ࡉ๔ݒ୙法あるいは 2 ୯૚ഓཆ法でݩ࣍
は、代ँաఔにىҼするಟ性をݕ出するためにはߴೱ度
のༀ物をമ࿐する必ཁがあり、必ずしもੜମの൓Ԡをਖ਼
確に൓өできていないという໰題点もࡏݦしていた。そ
こでզ々は、前ड़のεϑΣϩイドを༻いたༀ物代ँݧࢼ
の݁Ռをडけ、Ҿきଓき؊ಟ性ݧࢼをݕ౼した。

まず、εϑΣϩイドഓཆにより、アルϒϛン産ੜやҳ
୤߬ૉおよͼༀ物代ँ߬ૉのൃݱなͲを指ඪに؊機能を
したところ、ੜཧֶ的な機能は౼ݕ 21 日ؒഓཆしても
ҡ࣋されることが確認された。また、ഓ地中΁のアルϒ

ϛン分ൻྔおよͼ AST（ATQBSUBUe�USBOTBNJOBTe）࿙出
を指ඪとし、ༀ物のಟ性をධՁしたところ、ෳ਺のༀ物
でೱ度ґ存的、ؒ࣌ґ存的なม化をݕ出することができ
た（ਤ 4）。さらに、୯૚ഓཆ法との比較では֓ͶεϑΣ
ϩイドഓཆ法の΄うがಟ性ݕ出をしやすい޲܏が認めら
れたが、ༀ物によっては୯૚ഓཆの΄うがಟ性がڧくݕ
出される৔合も認められた。これらはಟ性ൃݱのϝΧニ
ζϜの違いやߴい代ँ߬ૉ活性を࣋つεϑΣϩイドഓཆ
法ではղಟ作༻がဏ進することによるものと考えられ
た。このように、εϑΣϩイドഓཆ法は、ༀ物の௕ظ的
な൓෮മ࿐を可能とし、ༀࡎ性の؊ো֐をより ┭┲ⓤ┺┭┺┳
にۙいঢ়ଶでݕ出しಘるٕज़であるとظ待された。
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̑ɽޙࠓͷల๬

これまでの一連の੒Ռެ表によって、؊ಟ性ݧࢼにର
するώτ؊ࡉ๔εϑΣϩイドഓཆ法の༗༻性は、国内֎
で޿く認知されはじめてきた（ਤ 5）。しかしながら、
プϨーτのબ୒、ࡉ๔のϩοτࠩ、৽たなόイΦϚー
Χーのൃ۷、ࢪઃؒにおけるඪ準化、さらにはώτ΁の
よりਫ਼៛な֎ૠ性なͲ、さらなる実༻化に޲けたະண手
な՝題も存ࡏする。そこでݱঢ়までの੒ՌをいったΜま
とめて、2014 年ळより৽たに分Պ会の名শを「┭┲ⓤ┺┭┸┶┳
؊代ँ・ಟ性ධՁ分Պ会」としてリニューアルし、৽た
なٕज़をऔりࠐみながらこれらのະղ決な໰題のղ決に
औり૊み、より一૚のݚᮏをੵみॏͶて「ώτでの安全
性を༧ଌできる৽規ධՁ法の確立」を目指していきたい
と考えている。
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8PSLTIPQ�BCPVU�l)PX�8F�4IPVME�$POTJEFS�
BCPVU�UIF�4BGFUZ�PG�1SPCJPUJDTz

*-4*�+BQBO�'PPE�4BGFUZ�3FTFBSDI�$PNNJUUFF
3JTL�"TTFTTNFOU�5BTL�'PSDF

ILSI�+BQBO食品リεΫڀݚ部会では、これまで食品のリεΫアηεϝンτのීൃܒٴのための༷々な活動を行っ
てきたが、いずれもର৅は食品੒分やԚછ物࣭なͲのධՁについてであった。しかしۙ年は、ೕەࢎをはじめとす
るඍੜ物の機能性が஫目されるようになり、これらのඍੜ物は「プϩόイΦςΟΫε」と૯শされ、༷々なڀݚ開
ൃが行われている。プϩόイΦςΟΫεは、食品੒分としてඍੜ物ەମをઁऔすることのੜମ影響のみでなく、ੜ
きているඍੜ物である点も౿まえ、そのઁऔによる安全性を考える上でさらなるண目す΂きධՁϙインτがない
か、部会ϝンόー内でも਺年前より意見がでていた。

国立ҩༀ品食品Ӵੜڀݚॴ食品Ӵੜ؅ཧ部௕のᯩ܅ेޒ先ੜは௕年、食中ಟىҼەの੍ޚにؔするڀݚをごઐ໳
とされ、ײછ঱༧๷΁޲けたޱܦ೪ບワΫνンڀݚにもܞわれてこられたごݧܦがあり、また、Ҩ఻ࢠ૊換えඍੜ
物の安全性ධՁの国際的なΨイドϥインઃఆにもܞわれてこられた。これらのݧܦに基ͮいて、2010 年に出൛さ
れたઐ໳ॻ（˞ 1）でプϩόイΦςΟΫεの安全性についてࣥචされている（ࣥච当࣌は同食品Ӵੜ؅ཧ部ࣨ௕）。

その後、日本ೕֶەࢎ会がओ催する 201� 年度ळظηϛナー（˞2）で、「プϩόイΦςΟΫεの安全性をͲのよ
うに考えるか」と題してごߨԋをされ、当部会ϝンόーもこれをडߨした。このߨԋではඇৗにଟ਺の࣭໰がͤد
られ、ೕەࢎ開ൃにܞわるํ々のؔ৺のߴさをうかがい知ることとなった。また、当֘ߨԋでの܅ेޒ先ੜのごઆ
໌をおฉきして、プϩόイΦςΟΫεの安全性ධՁのࡏりํについてさらにษڧしたいという੠が当部会ϝンόー
からあがり、このたͼษڧ会ࢣߨをґཔさͤていたͩくこととなり、܅ेޒ先ੜのごշ୚をಘて、2014 年 9 ݄ 4
日にษڧ会を開催することができた。以Լにその֓ٛߨཁのൈਮ、ならͼにࢀ加Ϩϙーτをࡌهする。

��������������������������������������� 
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NJDSooSHBOJTNT�BSe�HeOeSJDBMMZ�DBMMed�ʠQSoCJoUJDTʡ
�BOd�WBSJoVT�SeTeBSDIeT�BOd�deWeMoQNeOUT�IBWe�CeeO�DBSSJed�oVU�
oO�UIeN.�8e�Oeed�Uo�UIJOL�BCoVU�UIe�TBGeUZ�BTTeTTNeOU�UBLJOH�JOUo�BDDoVOU�UIe�CJoMoHJDBM�eGGeDUT�dVe�Uo�OoU�oOMZ�UIe�
JOHeTUJoO�oG�NJDSoCJBM�DeMMT�BT�B�Good�JOHSedJeOU�CVU�BMTo�UIe�GBDU�UIBU�UIeTe�NJDSooSHBOJTNT�BSe�BMJWe.�TIeO
�UIe�
JdeB�oG�MeBSOJOH�BCoVU�UIe�GoDVT�QoJOUT�JO�UIe�TBGeUZ�BTTeTTNeOU�oG�QSoCJoUJDT�XBT�SJTJOH�GSoN�UIe�HSoVQ�NeNCeST�oG�
ILSI�+BQBO�'ood�SBGeUZ�ReTeBSDI�CoNNJUUee�RJTL�ATTeTTNeOU�TBTL�'oSDe.
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*-4*�+BQBO ৯඼҆શڀݚձ
৯඼ϦεΫڀݚ෦ձ

*-4*�+BQBO�৯඼ϦεΫڀݚ෦ձ

ʮϓϩόイΦςΟΫεͷ҆શੑΛͲͷΑ͏ʹ
͍ͯͭʹձڧΔ͔ʯษ͑ߟ
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˞ 1：  「ೕ酸菌とビϑΟζス菌のαイΤンス」日本ೕ酸菌学会 編（2010 年 11 ݄、一ൠࣾஂ法人 ژ౎େ学学ज़ग़൛会）
˞ 2：日本ೕ酸菌学会 2013 年౓ळ期セミナー　プログラϜ　IUUp���XXX�KTMaC�Kp�DPnUFnUT�DPnGFSFnDF�2013�08�2013�3�IUNM
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̍ɽҨ఻ࢠ૊͑׵৯඼͔Β࢝まͬͨ҆શੑͷٞ࿦

ൃ߬食品なͲで༻いられるඍੜ物は、ݹくから自વൃ
ੜ的にҨ఻ࢠのมҟや交ࡶによって、より༗༻なものが
されてきたが、そのؒも食品として໰題なく食され༺࢖
てきた。しかし、Պֶٕज़のൃୡによって、目的を࣋つ
Ҩ఻ࢠを意ਤ的かつޮ཰的に૊換えૢ作できるようにな
り、Ҩ఻ࢠにগしでもਓ޻的ૢ作を加えた৔合は、安全
性のධՁを行って໰題ないことを確認するまでは食品と
してѻえないように੍ݶをઃけることとなった。そのた
め、ͲのようにҨ఻ࢠ૊換え食品の安全性をධՁしたら
よいのかという議論が始まった。

（�）�Ҩ఻ࢠ૊͑׵৯඼ͷ҆શੑ
ධՁ੍౓ͷྺ࢙

19�� 年にେ௎ەを༻いたҨ
఻ࢠ૊換え実ݧが੒ޭすると、
規੍Լに置くことでその੒Ռを
దਖ਼にڗडしようとするಇきか
けがおこり、以߱の໿ 10 年ؒ
にҨ఻ࢠ૊換え実ݧやその産物
のऔりѻいについてのੈք的な
ルールができていった。日本で
も、1989 年には農林水産省が

「૊換えମの野֎ར༻のための
安全性ධՁ指਑」をࡦఆしたが、
この当࣌は২物がର৅で、Ҩ఻
૊換えඍੜ物のことは考えらࢠ
れていなかった。1991 年にな
るとްੜ省が「૊換え %NA ٕ
ज़Ԡ༻食品・添加物の安全性ධ

Ձ指਑」をࡦఆするが、このときも૊換えඍੜ物の安全
性ではなく、その産物となる添加物のධՁがର৅であっ
た。2000 年になると、ੜ物ଟ༷性のอ存を目的とする
L.0（LJWJOH�.odJGJed�0SHBOJTN）の国ؒڥҠ動にؔす
る「Χルλϔナ議ఆॻ」が合意され、൷।国にେきな੍
໿がでてきた。2001 年に、日本ではҨ఻ࢠ૊換え食品
の安全性ධՁが法的にٛ຿化され、200� 年に食品安全
委һ会がઃ置されると、その安全性ධՁ業຿がްੜ࿑ಇ
省より食品安全委һ会にҠ؅された。同年、C0%E9 委
һ会で「૊換え %NA ২物ٴͼඍੜ物Ψイドϥイン」が
ఆされ、૊換えඍੜ物についても指਑がઃけられるこࡦ
ととなった（ਤ 1）。

*-4*�+BQBO�৯඼ϦεΫڀݚ෦会　ʮϓϩόΠΦςΟΫεͷ҆શੑΛͲͷΑ͏ʹ͑ߟΔ͔ʯษڧ会ʹ͍ͭͯ

Πϧγʔ No.120  (2015.2) �― ��

���� ኱⭠⳦䜢⏝䛔䛶㑇ఏᏊ⤌᥮䛘ᐇ㦂䛻ึ䜑䛶成ຌ

����㹼 ྛᅜ䛷⤌᥮䛘䠠䠪䠝ᐇ㦂䛻㛵䛩䜛ᣦ㔪䛾⟇ᐃ

���� ⤌᥮䛘㻰㻺㻭ᐇ㦂ᣦ㔪䛾Ỵᐃ

���� ㎰ᯘỈ⏘┬䠖 ⤌᥮䛘య䛾㔝እ฼⏝䛾䛯䜑䛾Ᏻ඲ᛶホ౯ᣦ㔪⟇ᐃ

���� ཌ⏕┬䠖 ⤌᥮䛘㻰㻺㻭ᢏ⾡ᛂ⏝㣗ရ䞉ῧຍ≀䛾Ᏻ඲ᛶホ౯ᣦ㔪䜢⟇ᐃ

���� ཌ⏕┬䠖 ⤌᥮䛘㻰㻺㻭ᢏ⾡ᛂ⏝ῧຍ≀䠄䜻䝰䝅䞁䠅䛾Ᏻ඲ᛶ䜢ึ䜑䛶☜ㄆ

ཌ⏕┬䠖 㣗ရ⾨⏕ἲ䛾つ᱁ᇶ‽ᨵṇ

⤌᥮䛘㻰㻺㻭ᢏ⾡ᛂ⏝㣗ရཬ䜃ῧຍ≀䛾Ᏻ඲ᛶᑂᰝᇶ‽⟇ᐃ

���� 㑇ఏᏊ組換え㣗ရ䛾Ᏻ඲ᛶホ౯䛾ἲⓗ⩏ົ໬䛾᪋⾜

���� 㣗ရᏳ඲ጤဨ఍タ⨨䠄㑇ఏᏊ⤌᥮䛘㣗ရ➼ᑓ㛛ㄪᰝ఍䠅

㻯㻻㻰㻱㼄ጤဨ఍䠖 ⤌᥮䛘㻰㻺㻭᳜≀ཬ䜃ᚤ⏕≀䜺䜲䝗䝷䜲䞁⟇ᐃ

㎰Ỉ┬䠖 ⤌᥮䛘㣫ᩱ䛾Ᏻ඲ᛶホ౯⩏ົ໬

䜹䝹䝍䝦䝘㆟ᐃ᭩Ⓨຠ䚸ᅜෆἲไᐃ

���� ⤒῭༠ຊ㛤Ⓨᶵᵓ䠄㻻㻱㻯㻰䠅䠖 ⤌᥮䛘య䛾⏘ᴗ฼⏝䛾䛯䜑䛾᳨ウ㛤ጞ

䊻 ່࿌䚸䝺䝫䞊䝖䛾බ⾲

���� 㻯㻻㻰㻱㼄ጤဨ఍䠖 䝞䜲䜸䝔䜽䝜䝻䝆䞊≉ู㒊఍䛷䛾᳨ウ㛤ጞ

㻸㻹㻻䛾ᅜቃ㛫⛣ື䛻㛵䛩䜛䛂䜹䝹䝍䜈䝘㆟ᐃ᭩䛃䛜ྜព

���� ཌ⏕┬䠖 Ᏻ඲ᛶホ౯ᣦ㔪ᨵṇ䠄⤌᥮䛘య䜢㣗䛩䜛✀Ꮚ᳜≀䛻ᑐᛂ䠅

㑇ఏᏊ⤌᥮䛘㣗ရ䠄㻣ရ✀䠅䛾Ᏻ඲ᛶ䜢ึ䜑䛶☜ㄆ

ਤ �ɹҨ఻ࢠ૊͑׵৯඼҆શੑධՁ੍౓ͷྺ࢙
'JHVSF��ɹ�)JTUPSZ�PG�TBGFUZ�BTTFTTNFOU�TZTUFN�JO�HFOFUJDBMMZ�NPEJGJFE�GPPET



（�）Ҩ఻ࢠ૊͑׵৯඼ͷ҆શੑධՁʹؔすΔࡍࠃಈ޲
食品添加物の安全性ධՁでは、基本的に動物ݧࢼでಟ

性影響を確認するが、食品のධՁはそのઁऔྔの違いか
ら、動物ݧࢼによる安全ྔの確認にはݶքがある。
0EC% は 199� 年に安全性ධՁのݪཧとして実࣭的同等
性の֓念を提Ҋし、Ҩ఻ࢠ૊換え作物をؚΉ৽開ൃ食品
の安全性ධՁのϕーεとしてίンηンαεจॻを作੒し
た。C0%E9 委һ会でも、1999 年にόイΦςΫϊϩジー
Ԡ༻食品ಛผ部会がઃ置され、200� 年に「૊換え %NA
ඍੜ物由དྷ食品の安全性ධՁの実ࢪ」等のΨイドϥイン
がࡦఆされ、実࣭的同等性の確認によるධՁํ法が΄΅
確立した（ਤ 2）。

̎ɽ৯඼ͷ҆શੑͷධՁʹ͍ͭͯ

食品はઁऔྔが੍ݶされないために、動物を༻いた౤
༩ݧࢼで安全性を確認しようとするとେྔઁऔが必ཁと
なり、ಟ性を࡯؍する以前にӫཆόϥンεが่れてしま
う。したがって動物でのಟ性ݧࢼはࠔ೉をۃめる。また、
ਓؒは食΂ないと଎やかにࢮ͵し、食΂ա͗てもૣくࢮ
͵ことがある。そして食品を食΂ていてもやがてはࢮ͵。
そういう意味で食品の安全性ධՁは容易ではないが、実
࣭的同等性の考えํが提Ҋされてから、Ҩ఻ࢠ૊換え食
品の安全性ධՁにల๬が開けた。

（�）Ҩ఻ࢠ૊͑׵৯඼ͷ҆શੑධՁͷҰൠݪଇ
実࣭的同等性のධՁとは、ط存食品を安全とみなし、

それと同等かͲうかをみるという手法である。したがっ
て、まず比較ର৅となるط存食品をಛఆする必ཁがあ
る。比較ର৅となるط存食品は、安全なものとみなされ
ている必ཁがあり、安全なものとはつまり、安全に食さ
れてきたྺ࢙がある食品ということにଞならない。実࣭
的同等性ධՁでは、ط存食品とධՁしようとするҨ఻ࢠ
૊換え食品に৽たに෇加された機能をؚめて比較ධՁを
行うことになる。৽たに෇加された部分のධՁであれ͹
動物ݧࢼのデーλを࢖うことも可能となる（ਤ �）。

（�）ࣾձతʹೝ஌͞Ε͍ͯΔ৯඼ͱ͸
食品とは、食すことができ、ઁऔྔ੍ݶがないもので
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組換える前の既存の食品と比較できて、
相違が明らかであること
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ある。ڙࢠ、੒ਓ、࿝ਓͩけでなくපਓも食΂るもので
あり、しかもຖ日、େྔにઁऔすることが前提となる。

くから安全に食されてきたඍੜ物ؔ連食品（ඍੜ物ݹ
をؙごとؚΉ食品や、ඍੜ物の活性やੜ産物をར༻した
食品）は、これを同等性比較のର৅とできる。また、ඍ
ੜ物をؙごとؚΉ食品は、݁Ռ的にඍੜ物自ମも安全に
食してきたྺ࢙があることになる（ਤ 4 、5）。

（�）৯඼を҆શʹઁऔすΔʹ͸৚͕݅͋Δ
食品の੒分にはಟ性があるものやมҟݪ性があるもの

もؚまれている৔合があるが、これらの物࣭のಟ性やม
ҟݪ性を௿ݮさͤる、औりআく、もしくはෆ活化するな
Ͳ、調ཧ法や食΂ํもؚめて食することができれ͹食品
となりえる。௕い食ݧܦの中で安全にઁऔすることので
きる食品はその加ํ޻法や調ཧํ法なͲをؚめ、安全な
食品とみなされてきた。つまり、食品を安全にઁऔする
には৚݅があり、食ݧܦには食΂ํもؚまれることにな
る。例え͹、;͙はςτϩドτキシンをؚΉがこれを調
ཧでऔりআいた上で食される。େ౾は੺݂ूڽٿૉをؚ
Ήが、೤ॲཧで分ղされるため加೤して食する。ੜകは
アϛグμリン（੨ࢎ഑౶ମ）をؚΉが、ΤϜルシンとい
う߬ૉによって分ղされる。ΤϜルシンはアϛグμリン
をؚΉՌ実にもؚまれており、Ռ実がख़すにつれてアϛ

グμリンは分ղされೱ度がԼがっていくので、ख़した
り、௮けたりׯしたりして分ղが進Μͩঢ়ଶで食する。
ジϟΨイモはժが出るとιϥニンをؚΉようになるが、
ଟྔにとるとෲ௧やԼཀྵをൃ঱するため、ժをऔりআい
て食΂る。このように、食品ઁऔには、Ͳのఔ度のྔと
ස度で食΂るかということや、ಟ性を཈えるためにͲの
ように加޻や調ཧして食΂るかなͲ、௕い食ݧܦでಘた
҉໧の৚݅がある。

（�）҆શੑͷΞϓϩʔν
安全性΁のアプϩーνのํ࢓は、食品とҩༀ品・食品

添加物とではҟなる。ҩༀ品や食品添加物の安全性のア
プϩーνにおいては、༗֐であるかͲうかを物࣭として
ධՁし、その݁Ռ、݈߁影響がないとみなͤるൣғで࢖
༻される。一ํ、食品の安全性のアプϩーνでは、௕ظ
にわたって安全に食してきたというݧܦが基本になる。

食品の中でも、安全性ධՁのํ࢓はҟなる。২物やଟ
くの食品の৔合は、௎؅内やମ内で増えることはないの
で、物࣭としてのධՁが基本となる。また、ඍੜ物をར
༻して੡଄される食品であっても、ดܥ࠯で੡଄され、
ੜきた૊換えମが࢒存しない৔合は、ઁऔྔの動的な動
きはなくなるので২物と同༷のධՁが可能である（例：
Ҩ఻ࢠ૊換えەମをؚΉ食品添加物や、ਫ਼੡食品੒分、
ৠཹञなͲ）。一ํで、ੜ産性޲上や߳味޲上、อ存性
めたൃ߬食品や、プϩόイΦߴ上なͲの෇加Ձ஋を޲
ςΟΫε食品は、開์ܥで੡଄されたり、ੜきた૊換え
ମが࢒存したりするため、ੜきたඍੜ物である点にؔし
てのධՁが必ཁになる。

ੜきたඍੜ物（プϩόイΦςΟΫεをؚΉ）をؚΉ食
品の৔合は、ඍੜ物ಛ༗の໰題として、当֘ඍੜ物が自
立的に増৩するので、ੜ物としてのධՁが必ཁになる。
௎؅内でもଞのඍੜ物と઀৮する可能性があるので、௎
内ەࡉ૓΁の影響（Ҩ఻ࢠの఻ୡ等による形࣭のҠ動も
ؚまれる）や、௎؅との઀৮による໔Ӹܥ΁の影響や、
。છの可能性も考えられるײ

̏ɽ�ੜ͖ͨඍੜ෺をؚΉ৯඼ͷ҆શੑ΁ͷΞϓ
ϩʔν

（�）Ұൠʹ҆શͱೝΊΒΕΔͱ͞Ε͍ͯΔ΋ͷ
ւ֎では、一ൠに安全と認められるとする物࣭やඍੜ

ਤ �ɺ�ɹଟछଟ༷ͳඍੜ෺ؔ࿈৯඼
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䞉Ⓨ㓝䝋䞊䝉䞊䝆
䞉䜰䞁䝏䝵䝡
䞉ሷ㎞
䞉䛟䛥䜔
䞉㫎⠇
䞉䝘䝍䝕䝁䝁䚸䝔䞁䜊䛺䛹

ᚤ⏕≀䛾άᛶ䜔⏕⏘≀䜢฼⏝䛧䛯㣗ရ
䞉䜰䝹䝁䞊䝹Ⓨ㓝 㓝ẕ䠄�㯜⳦䚸ங㓟⳦䛺䛹䠅

Ⓨ㓝㓇䠖䝽䜲䞁䚸䝅䝱䞁䝟䞁䚸䝡䞊䝹䚸᪥ᮏ㓇
⤂⯆㓇䚸㤿ங㓇䛺䛹

⵨␃㓇䠖↝㓅䚸Ἳ┒䚸䜴䜲䝇䜻䞊䚸䝤䝷䞁䝕䞊
䝆䞁䚸䜴䜸䝑䜹䚸䝔䜻䞊䝷䚸䝷䝮㓇䛺䛹

䞉㓑㓟Ⓨ㓝䚸䜽䜶䞁㓟Ⓨ㓝 㯜⳦䚸㓝ẕ䚸㓑㓟⳦䛺䛹
㣗㓑䚸㯮㓑

䞉䜰䝭䝜㓟Ⓨ㓝 㯜⳦䚸ங㓟⳦䛺䛹
㓺Ἔ䚸㨶㓺䚸䜏り䜣

䞉ಖᏑ๣ ங㓟⳦䛺䛹
䝞䜽䝔䝸䜸䝅䞁
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Lactobacillus Bifidobacterium 2tKer
L� acidophilus B� bifidum 6accahrom\ces boulardii
L� casei B� infantis Bacillus cereus
L� rhamnosus B� breYe Bacillus subtilis
L� paracasei B� adolescentis 6treptococcus thermophilus
L� plantarum B� longum E� coli
L� reuteri B� lactis E� faecalis
L� lactis
L� Mohnsonii
L� bulgaricus

Eric�,��BencKiPol 	�'aYid�5��MacN�in�SaIet\�,ssues�oI�ProEiotic�,nJestion

ਤ �ɹϓϩόΠΦςΟΫεͱͯ͠༻͍ΒΕΔ୅දతͳە
'JHVSF�� ɹ5ZQJDBM�CBDUFSJB�VTFE�BT�QSPCJPUJDT

物の考えํを示しているέーεがある。ถ国では、௕年
の食ݧܦやՊֶ的な知見なͲを૯合してධՁした৔合
に、食品添加物としての࢖༻に際立ったリεΫがないと
みなされた物࣭を (RAS（(eOeSBMMZ�SeDoHOJ[ed�BT�TBGe）
として示している。また、Ϥーϩούでは E'SA が、
食品΁の࢖༻において安全とみなされるඍੜ物を 21S

（2VBMJGJed�QSeTVNQUJoO�oG�TBGeUZ）ඍੜ物リετとして
示している。当֘ඍੜ物のਖ਼確な分ྨがされていること
や、その性࣭、食ݧܦ、同じछଐにපݪ性のものがؚま
れているかなͲもؚめて 21S εςーλεのඍੜ物とで
きるかධՁされる（ਤ 6）。

また、国際ཙ農連ໍ（I%'）の作業部会は、༗ӹに࢖
༻されているඍੜ物のリετを示している（ਤ �）。そ
のଞ、ESJD らはプϩόイΦςΟΫεとして༻いられる
代表的なەを示している（ਤ 8）。

MicroorJanisPs�ZitK�EeneIicial�use

• ⣽⳦ 1�5
Lactobacillus 84
6taph\lococcus 15
Leuconostoc 12
:eisella �
$cetobacter �
*luconacetobacter �
Bifidobacterium 8
䞉䞉䞉䞉䞉䞉䞉

• ┿⳦ 6�
,nt�-�Food�MicroEiol��154�8�������2012�

ਤ �ɹࡍࠃ�ཙ೶࿈ໍ（*%'）ͷۀ࡞෦ձʹΑΔɺ
༗ӹʹ࢖༻͞Ε͍ͯΔඍੜ෺Ϧετ

'JHVSF��ɹ�-JTU� PG� UIF� NJDSPPSHBOJTNT� XJUI�
CFOFGJDJBM� VTF�CZ�XPSLJOH�HSPVQ� JO�
UIF�*%'
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ਤ �ɹ2VBMJGJFE�QSFTVNQUJPO�PG�TBGFUZ（214））
'JHVSF�� ɹ2VBMJGJFE�QSFTVNQUJPO�PG�TBGFUZ（214））



（�）�৯඼ͱͯ͠༻͍ΔϓϩόΠΦςΟΫεͷධՁΨΠ
υϥΠϯ（'"0�8)0ઐ໳Ոձٞ）

2002 年に、'A0�8)0 ઐ໳Ո会議で「食品として༻
いるプϩόイΦςΟΫεのධՁΨイドϥイン」がઃఆさ
れた（ਤ 9）。これによると、まずୈ一に、ධՁしよう
とするプϩόイΦςΟΫεのגを国際的なגەอ存機ؔ
にد託し、ୈ三者による分ྨが行えるようにする必ཁが
ある。࣍に、動物を༻いた୯回౤༩ݧࢼ（৔合によって
は �ϲ݄ؒ൓෮ಟ性ݧࢼをೖれることもある）を行いಟ
性影響がないかを見るというεキーϜになっている。

（�）ೕྨەࢎͷ҆શੑධՁ߲໨（&6）
E6 では、ೕྨەࢎの安全性ධՁΨイドϥインがݕ౼

されている。その中で示されている安全性ධՁ߲目を「ਤ
10」に示す。
「ਤ 10」の「9.」で「ద੾なࡉ๔を༻いた実ݧや、໔Ӹෆ

全ঢ়ଶなͲの動物を༻いた実ݧによりגەのපݪ性をධ
Ձする」となっているが、ํݧࢼ法が確立されているঢ়
点ではಘられた݁࣌ݱできたとしてもࢪではなく、実گ
ՌのධՁが೉しい。「10.」のגەの౤༩によるώτ௎内
ϑϩーϥのߏ੒ม化や影響についてのධՁも同༷である。

ਤ �ɹ�৯඼ͱͯ͠༻͍ΔϓϩόΠΦςΟΫεͷධՁΨΠυϥΠϯ（'"0�8)0ઐ໳Ոձٞ）
'JHVSF�� ɹ�"TTFTTNFOU�(VJEFMJOFT�PG�QSPCJPUJDT�UP�CF�VTFE�BT�B�GPPE（'"0�8)0�FYQFSU�DPNNJUUFF）

1� 㛗ᮇ㛫䝥䝻䝞䜲䜸䝔䜱䜽䝇䛸䛧䛶䝠䝖䛻Ᏻ඲䛻౑⏝䛥䜜䛶䛝䛯⳦ᰴ䛷䛒䜛䛣䛸

2� 䝥䝻䝞䜲䜸䝔䜱䜽䝇䜔㣗ရ䛸䛧䛶Ᏻ඲䛻౑⏝䛥䜜䛯䛣䛸䛿䛺䛔䛜䚸⑓ཎᛶ䛾

䛒䜛ᰴ䛜ሗ࿌䛥䜜䛶䛔䛺䛔⳦✀䛻ᒓ䛩䜛ᰴ䜢䚸䝥䝻䝞䜲䜸䝔䜱䜽䝇䜔ᚑ᮶䛾
㣗ရຍᕤ䛷⏝䛔䜛

3� ⑓ཎᛶ䛾▱䜙䜜䛶䛔䜛⳦ᰴ䛜Ꮡᅾ䛩䜛⳦✀䛻䛴䛔䛶䛿䚸᪂つ䛾㣗ရ䛸ྠ
ᵝ䛻ホ౯

4� 㑇ఏᏊ⤌᥮䛘ᰴ䛿䚸⤌᥮䛘య䛾Ᏻ඲ᛶホ౯䜢⾜䛔᪂つ䛾㣗ရ䛸ྠᵝ䛻ホ
౯

5� ఏ㐩ᛶ䛾䛒䜛ᢠ⏕≀㉁⪏ᛶ㑇ఏᏊ䜢ಖ᭷䛩䜛ᰴ䛿ᕷሙ䛻ὶ㏻䛥䛫䛺䛔

6� 㑇ఏᏊ䝺䝧䝹䛷⳦✀䜢ྠᐃ䛧䛶䛔䛺䛔⳦ᰴ䛿ᕷሙ䛻ὶ㏻䛥䛫䛺䛔

�� ศ㞳ඖ䛾䛿䛳䛝り䛧䛺䛔⳦ᰴ䜢ᕷሙ䛻ὶ㏻䛥䛫䛺䛔

8� 䝥䝻䝞䜲䜸䝔䜱䜽䝇䛿඘ศ䛺⳦㔞䛾ᢞ୚䛻よ䜛ᛴᛶ䚸ளᛴᛶẘᛶヨ㦂䜢⾜
䛖

�� 㐺ษ䛺⣽⬊䜢⏝䛔䛯ᐇ㦂䜔䚸ච␿୙඲≧ែ䛺䛹䛾ື≀䜢⏝䛔䛯ᐇ㦂䛻より
⳦ᰴ䛾⑓ཎᛶ䜢ホ౯䛩䜛

10�⳦ᰴ䛾ᢞ୚䛻よ䜛䝠䝖⭠ෆ䝣䝻䞊䝷ᵓ成䛾ኚ໬䜔ᙳ㡪䛻䛴䛔䛶ホ౯䛩䜛

ਤ ��ɹೕྨەࢎͷ҆શੑධՁ߲໨（&6）
'JHVSF��� ɹ4BGFUZ�FWBMVBUJPO�JUFN�PG�MBDUJD�BDJE�CBDUFSJB�（&6）
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̐ɽϓϩόΠΦςΟΫεͷ҆શੑධՁ

（�）ੜ͖ͨඍੜ෺ͷ҆શੑධՁʹඞཁͳ߲ࣄ
上ड़した国際的な安全性ධՁのݱঢ়にরらすと、ੜき

たඍੜ物の安全性ධՁには、ᶃ�ώτのফ化؅における
ඍੜ物のੜ存能力とఆணにؔする事߲、ᶄ�௎内ەࡉ૓
΁の影響にؔする事߲、ᶅ�௎ٴ؅ͼ໔Ӹܥ΁の影響に
ؔする事߲、ᶆײ�છの可能性にؔする事߲、ᶇ์ڥ�؀
出に൐う影響といった߲目が必ཁになると考えられる。
なお、これらの߲目は、まͩํ法論が確立されているঢ়
。ᶄʙᶇについて補଍するهではない。以Լに上گ

（�）௎಺ەࡉ૓΁ͷӨڹ
௎内ەࡉ૓は、ώτや動物の݈߁にؔわっていること

が示されているが、Ͳのように௎内ەࡉ૓と݈߁がؔわ
るのかについてはまͩはっきりしておらず、安全性ධՁ
法も確立していない。なお、ೕەࢎなͲプϩόイΦςΟ
Ϋε機能をもつඍੜ物は、௎内ەࡉ૓に影響を༩えると
考えられており、とくに、఻ୡ性のある߅ੜ物࣭଱性Ҩ
఻ࢠのอ༗の確認について可能なൣғでの実ࢪが๬まれ
る。一ൠ的に、଱性Ҩ఻ࢠなͲがプϥεϛド上にある、
あるいは可動性のߴいτϥンεϙκン上にある৔合は、
当֘଱性Ҩ఻ࢠは఻ୡ性があるとみなされる。一ํ、છ
৭ମ上にあるものは໰題にならないという考えํがओ流
である。

（�）௎ٴ؅ͼ໔Ӹܥ΁ͷӨڹ
プϩόイΦςΟΫεには໔Ӹො活作༻が認められてい

るものがあり、ώτや動物でのอ݈ޮՌがظ待されてい
る。プϩόイΦςΟΫεがαイτΧインなͲのϝデΟ
Τーλーをม化さͤるなͲ、໔Ӹܥ΁Կらかのܹࢗを༩
えていると考えられるが、໔Ӹのόϥンεがอたれるこ
とによって݈߁ҡ࣋に໾立つことになる。ա度の影響は
ѱ影響につながる可能性があるので、໔Ӹόϥンε߁݈
が่れないようにすることがॏཁになるが、そのίンτ
ϩールは೉しい。よって、プϩόイΦςΟΫεの௎؅΁
のఆணがみられる৔合は、し͹らくはੜମのΫリアϥン
εをみて໰題が出ないかを確認することなͲが๬まれる。

（�）ফԽ؅಺ͷ୅ँ࢈෺
ফ化؅内では௎内ەࡉによって༷々な代ँ産物ができ

る。とくに、ѱەۄとশされる部ྨの௎内ەࡉの代ँで
は、ൃؔ؞連物࣭がੜ੒することがある。例え͹、λン
ύΫ࣭の代ँ産物としては、アンモニア、インドール、
ϑΣϊールྨ、アϛンྨがある。一ํ、ೕەࢎやϏϑΟ
ζεەでは代ँ産物が໰題となることは΄とΜͲない

（┆┭┪┭┨┳┦┥┧┸┩┶┭┹┱ ଐでは、アϛϊࢎからアンモニアをੜ
੒する作༻よりも、アンモニアを同化する作༻のํがڧ
い）。また୾ोࢎは、௎内ەࡉにより୤๊合されてೋ࣍୾
ोࢎがੜ੒することが知られているが、┆┭┪┭┨┳┦┥┧┸┩┶┭┹┱
や ┐┥┧┸┳┦┥┧┭┰┰┹┷ なͲのプϩόイΦςΟΫεにଐするەに
は、ೋ࣍୾ोࢎのੜ੒にؔ༩する �ЋôdeIZdSoxZMBTe 活
性はないことが知られている。よって、プϩόイΦςΟ
ΫεはΉしろ、これらの産ੜを཈੍するํ޲にಇくこと
のํがଟいことを、安全性ධՁにおいて念頭にೖれてお
くとよい（ਤ 11 、ਤ 12）。

⳦ ⩌ ୺䛺䜒䛾 㔞䛿ᑡ䛺䛔䛜≉ᚩⓗ䛺䜒䛾

Bacteroides 㓑㓟䚸䝁䝝䜽㓟䚸䜺䝇 ⽥㓟䚸䝥䝻䝢䜸䞁㓟䚸

Fusobacterium 㓑㓟䚸㓗㓟䚸䜺䝇 ங㓟䚸䝥䝻䝢䜸䞁㓟

Bifidobacterium 㓑㓟䚸ங㓟

Eubacterium 㓑㓟䚸ங㓟䚸䜺䝇 ⽥㓟䚸㓗㓟䚸䝁䝝䜽㓟

Peptostreptococcus 㓑㓟 ங㓟

Peptococcus 㓑㓟 ங㓟

Ruminococcus 㓑㓟䚸⽥㓟䚸䜰䝹䝁䞊䝹䚸䜺䝇 䝁䝝䜽㓟

Clostridium 㓑㓟䚸㓗㓟䚸ங㓟䚸䜺䝇 ⽥㓟䚸䝥䝻䝢䜸䞁㓟䚸

ྜྷⲡ㓟

Veillonella 㓑㓟䚸䝥䝻䝢䜸䞁㓟䚸䜺䝇

Megasphaera 㓗㓟䚸㓑㓟䚸䜹䝥䝻䞁㓟䚸䜺䝇

Lactobacillus ங㓟 㓑㓟䚸䜺䝇

Enterococcus ங㓟 㓑㓟

Escherichia coli 㓑㓟䚸ங㓟䚸⽥㓟䚸䜺䝇 䜰䝹䝁䞊䝹

㧗ᶫ 1��0�୍㒊ຍ➹ಟṇ

ਤ ��ɹओཁͳ௎಺੗ଉەͷओͳൃ߬࢈෺
'JHVSF���ɹ�5IF�NBJO�GFSNFOUBUJPO�QSPEVDU�EFSJWFE�GSPN�NBKPS�JOIBCJUJOH�CBDUFSJB�JO�UIF�HVU
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͍ͯͭʹછੑײ（�）
ੜきているඍੜ物については、ײછの可能性を考ྀす

る必ཁがある。プϩόイΦςΟΫεは通ৗはײછϝΧニ
ζϜをもたないと考えられているが、࣌としてそれらの
ඍੜ物が本དྷ、存ࡏしಘないମ内（例え͹݂ӷ中やଁث
内）に認められ、ප૥を形੒した可能性が考えられるこ
とがある。これまでに৺内ບԌやഊ݂঱なͲのප૥から
分離され、論จ報告のあるೕྨەࢎのەछについて、ਤ
1� に示す。

なお、৺内ບԌのප૥からの分離גでは、一ൠのอ存
。いことが知られているߴ活性がूڽに比΂、݂খ൘のג

�

ප૥からඍੜ物が分離される৔合、それらのඍੜ物は
೪ບやମ表からੜମ内にײછすることにؔしてԿらかの

Ҽࢠを࣋っている可能性がある。一ํ、このようなҼࢠ
がなくてもόΫςリアル・τϥンεϩέーション（BT）
なͲによってੜମ内にඍੜ物がҠ行した৔合、その໔Ӹ
ො活作༻がڧ力であると、໔Ӹ୲当ࡉ๔によるەのഉআ
のաఔで༷々なαイτΧインの༠ಋがڧくىき、その݁
Ռ、ہॴのԌ঱がա度にဏ進し、݂ە঱や೵ᙾ等を形੒
するという可能性は൱ఆできない。また、食品はίンプ
ϩϚイζドϗετ（易ײછ॓ओ）もઁऔすることから、
ੜମଆのཁҼによる日࿨見ײછも考えられる。なお、ප
૥から分離されたඍੜ物が当֘ප૥をҾきىこしたපݪ
ମなのかのධՁは೉しいが、ࡏݱのところ、ප૥からඍ
ੜ物が୯離されたというͩけでは、当֘ඍੜ物にපݪ性
があるとはみなされていない。

පݪମであることの৚݅としては、ίοϗの 4 ଇがݪ
ある。ᶃප૥にඍੜ物が存ࡏする、ᶄප૥からපݪඍੜ
物が୯離される、ᶅ୯離されたපݪମがଞのώτや動物
にも同༷なප૥を形੒する、ᶆ形੒されたප૥から同一
のපݪମが分離される、の 4 つである。このうͪ、ᶃと
ᶄまでならೕەࢎなͲでも当てはまる事例が見डけられ
るが、ᶅ以߱が確認されることはまずない。

ප૥から分離されたという事実ͩけでそのඍੜ物が当
֘ප૥をҾきىこしたපݪମかͲうかを൑ఆすることは
೉しいが、ඍੜ物のපݪ性Ҽࢠやಟૉ産ੜ能のอ༗༗ແ
について、動物ݧࢼなͲによって可能性を調΂ることは
できると考えられる。例え͹、े分なྔەを動物に౤༩
してٸ性、ѥٸ性ಟ性ݧࢼを行うことによって、プϩό

Lactobacillus属 L. acidophilus, L. brevis, L. bulgaricus,
L. casei, L. catenaforme, L. cofusus,
L. delbrueckii subsp. lactis,
L. fermentum, L. gasseri, L. jensenii,
L. minutus, L. paracasei, L. plantarum,
L. rhamnosus, L. salivarius

Lactococcus属 L. lactis
Leuconostoc属 L. citreum, L. mesenteroides,

L. paramesenteroides,
L. pseudomesenteroides

Pediococcus属 P. acidilactici, L. pentosaceus
Bifidobacterium属 B. adolescentis,

B. eriksonii (=B. dentium), B. longum
Aruirre�et�a���1��3���Gasser��1��4���-ett�et�al���1��4���MasNell�	�Pead��1��2�より作成

ਤ ��ɹ�৺಺ບԌ΍ഊ݂঱ͳͲͷප૥͔Β෼཭͞Εͨەछ
'JHVSF���ɹ�4QFDJFT� UIBU� IBT� CFFO� TFQBSBUFE� GSPN�

MFTJPOT�TVDI�BT�TFQTJT�BOE�FOEPDBSEJUJT

ਤ �� ɹ௎಺ەࡉʹؔ࿈すΔൃؔ؞࿈ͷ୅ँ（ླ໦๜෉�����）
'JHVSF��� ɹ.FUBCPMJTN�PG�DBSDJOPHFOT�SFMBUFE�JOUFTUJOBM�CBDUFSJB�BSF�JOWPMWFE
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イΦςΟΫεのපݪҼࢠのอ༗༗ແをみるํ法がある。
ここでいう “े分なྔە” とは、BT をҾきىこすこと
のできるྔとして、一ൠ的なϚ΢εでݧࢼする৔合は、
109�10DGVʗඖが目安となる。動物ݧࢼによって BT をى
こしたঢ়ଶでੜମにಟ性影響なͲがないかをみる。なお、
BT は௎内ەࡉ૓が存ࡏする動物ではىこりにくいが、
ແەϚ΢εでは௕ؒظにわたってىこりうることがわ
かっている。ແەϚ΢εに、┆⓲┰┳┲┫┹┱ をޱܦ౤༩すると、
ఆணした ┆⓲┰┳┲┫┹┱ は、1ʙ2 िؒのؒ、BT をىこし、
௎؅ບリンύઅ、؊ଁ、ᡮଁからەが分離される。たͩ
しその৔合も、Ϛ΢εにରしてಛに༗֐な作༻は認めら
れず、4 ि目以߱はଁثからەが分離されなくなり、そ
の後、௎؅からの BT はىこらなくなったとされてい
る。以上のଞ、߅ੜ物࣭౤༩や、໔Ӹ཈੍ࡎなͲの౤༩
でも BT がىこりうる。

ڹग़ʹ൐͏Ө์ڥ؀（�）
自વքにもともとৗࡏしていたඍੜ物であれ͹、それ

΄Ͳ໰題とはならないと思われるが、଱性ەやҨ఻ࢠ૊
換えඍੜ物なͲでは、ڥ؀΁の影響が໰題ࢹされている。
なお、์ڥ؀出に൐う影響はෳࡶでありす͗るため、よ
うやくそのݕ౼の必ཁ性が認ࣝされはじめたঢ়گである。

（�）ΞϨϧΪʔ༠ൃੑ（ΞϨϧήϯੑ）
食品にؔしてはۙ年、アϨルΪー

にؔするݕ౼がॏཁとなっている。
一部のਓ々がಛఆの食品にアϨル
Ϊーを示す（େਓ 1ʙ2�ˋ、ڙࢠ 5ʙ
8�ˋ）のが食物アϨルΪーのಛ௃で
あるが、ଟくの食品にはアϨルήン
がؚまれていることが知られており、
ཛ、ڇೕ、খഴ、ιό、ϐーナοπ
等、໿ 1�0 छのアϨルήンが知ら
れている。また、ͲΜな食品でもア
ϨルΪーをҾきىこす可能性がある。
食物アϨルΪーを༠ൃしやすいλン
ύΫ࣭の性࣭としては、食品中のؚ
ྔがߴいλンύΫ࣭である、ফ化性
がѱい、加೤にڧい、ط知アϨルή
ンとアϛϊࢎ഑ྻがྨࣅしている、
なͲがあげられる。

৽規食品では、事前にήϊϜղੳ

を行うなͲ、アϨルΪー༠ൃ性にؔしてݕ౼を行ってお
く必ཁがある。例え͹、食品としてこれまであまりമさ
れていなかったのでアϨルΪー༠ൃ性のあることが൑ら
なかったが、৽規食品にそのアϨルήンがؚまれていて
ൃ঱することもある。かつて、ӫཆڧ化の目的で、ϒϥ
ジルナοπ 2Sô アルϒϛンがಋೖされたϝνΦニンؚ
ྔのߴいҨ఻ࢠ૊換えμイζが作出された（ToXOTeOd�
BOd�TIoNBT
�1994）が、ϒϥジルナοπにはڧいアϨル
ήン性が知られており、そのओཁアϨルήンが 2Sôアル
ϒϛンであることがわかった（NoSdMee�eU�BM.
�1996）た
め、当֘μイζの開ൃは中ࢭされた。このような事例も
あり、食ݧܦのないඍੜ物や食品なͲについては、事前
のे分なアϨルΪー༠ൃ性ධՁのॏཁ性が࠶認ࣝされる
にࢸった。

λンύΫ࣭のアϨルΪー༠ൃ性のධՁにおいては、ᶃ�
由དྷੜ物にରするアϨルΪーの報告があるか、ᶄ�当֘
λンύΫ࣭がアϨルήンであるという報告があるか、ᶅ�
当֘λンύΫ࣭とط知アϨルήンに相同഑ྻやߏ଄ྨࣅ
性があるか、ᶆ�ਓ޻ң௎ӷٴͼ加೤にରして安ఆであ
るかを確認し、ઁऔྔもؚめて૯合的にධՁすることに
なる。

アϨルήンとなりえる可能性が൱ఆできない৔合は、
ద੾なアϨルΪーױ者݂ਗ਼を༻いて IHE ݁合能をݕ౼
し、これでٙわしい৔合は、ൽෘςετやޱܦෛՙݧࢼ
等のྟচݧࢼに進Ή（ਤ 14）。

ਤ ��ɹλϯύΫ࣭ͷΞϨϧΪʔ༠ൃੑͷධՁ
'JHVSF��� ɹ&WBMVBUJPO�PG�BMMFSHFOJDJUZ�PG�QSPUFJO
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̑ɽまͱΊ

ඍੜ物の安全性ධՁにおいては、ओに以Լの点を確認
する必ཁがある。ᶃ�分ྨֶ的にਖ਼確な同ఆがなされて
いる、ᶄ�安全にઁऔされてきた食ݧܦのあるඍੜ物で
あることが確認されている、ᶅ�ैདྷとมわらないઁऔ
ํ法である、ᶆ߅�ੜ物࣭଱性が఻೻されないঢ়گであ
る、ᶇ�පݪ性にؔわるҨ఻ࢠがؚまれていない。

食ݧܦがない、もしくは食ݧܦのはっきりしないೕࢎ
৻を౼ݕをར༻する৔合は、安全性にؔするגەछやە
ॏに行う必ཁがある。ಛにੜきたඍੜ物をઁऔする৔合
は、その点にண目した安全性を考えることがॏཁである。

なお、プϩόイΦςΟΫεの機能は、ەछというより
もΉしろגەϨϕルでҟなっていることがଟいので、当
ࢼをؚまないかなͲを、動物ࢠ性Ҽݪについてපגە֘
し、安全౼ݕもؚめてࢪ実（ݧࢼ性ಟ性ٸ性、ѥٸ）ݧ
性ධՁすることがॏཁである。また、ಛఆの機能がߴい
の৔合は、その機能にؔする安全性（例：໔Ӹො活ˠג
からҳ୤する可能性）について考ྀする΂き࣋ৗ性ҡ߃
である。プϩόイΦςΟΫεのอ݈ޮՌをظ待し、঎業
的にར༻する৔合は、݈߁੒ਓのみならず、࿝ਓやೕ༮
。に加え、ίンプϩϚイζドϗετも考ྀす΂きであるࣇ

༷々なࢹ点からプϩόイΦςΟΫεの安全性について
ड़΂たが、Ͳこまでの安全性ධՁが必ཁかはະ確ఆのঢ়
ঢ়はέーεόイέーεでධՁしていくよりݱ、でありگ
ないͩろう。

̒ɽษڧձをडͯ͠ߨ

ੜきているඍੜ物のධՁについては、食品੒分として
のධՁͩけでなく、そのಛघ性からͲのような点に஫意
す΂きか೰Μでいましたが、܅ेޒ先ੜよりେมわかり
やすくごઆ໌をいたͩき、ͩいͿ頭の中の੔ཧができた
ように思います。また、食品の同等性比較ධՁのܦҢや
考えํについてもਂく知ることができ、プϩόイΦςΟ
ΫεのධՁにおいても食ݧܦのあるەछ・גەとの比較
ධՁがॏཁであることを認ࣝでき、େมษڧになりまし
た。ඇৗにॆ実した内容で、࣭ٙԠ౴もେม活ൃに行わ
れました。あらためてوॏなお話をいたͩいた܅ेޒ先
ੜにँײਃし上げます。

（Χルϐε᷂ɹࢠްؒࡔ）
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1SoKeDU�I%EA（ISoO�%eGJDJeODZ�EMJNJOBUJoO�ADUJoO）が ILSI�+BQBO�C)1 の活動として開始され、15 年がܦաし
た。そのؒ、国内֎のֶքのՊֶ的ご支ԉ、そして日本のا業のٕज़的・ࡒ੓的ご支ԉ、また日本੓෎、6NICE'

（6OJUed�NBUJoOT�CIJMdSeO`T�'VOdʀ国際連合ࣇಐ基ۚ）、(AIN（(MoCBM�AMMJBODe�GoS�INQSoWed�NVUSJUJoOʀήイン）
等の国際機ؔのご支ԉによりେきな੒Ռをڍげてきた。201� 年から 2014 年はಛに、食品΁のమڧ化によるమܽ
๡性ශ݂঱にؔするॏཁな国際会議がいくつか開催され、ILSI の 1SoKeDU�I%EA は先ۦ的なऔり૊みとして஫目
をूめた。

初めに、201� 年 9 ݄のୈ 20 回国際ӫཆֶ会議（ICN201� ɹԙεϖイン・グϥナμ）において開催された、
ILSI と (AIN がओ催するシンϙジ΢Ϝ「ඍྔӫཆૉによる食品ڧ化 � アジアにおけるެऺӴੜվળのためのαイ
Τンεとઓུ（.JDSoOVUSJeOU�'oSUJGJDBUJoO��SDJeODe�BOd�SUSBUeHZ�GoS�1VCMJD�)eBMUI�INQSoWeNeOU�JO�ATJB）」につ
いて報告する。このシンϙジ΢Ϝは、これまでの 1SoKeDU�I%EA のूେ੒として、中国、ϕτナϜ、ΧンϘジアに
おける調味ྉ΁のమڧ化、ϑΟリϐンにおけるถ΁のమڧ化のऔり૊みを産ֶ׭のઐ໳Ոに޲けてൃ表するॏཁな
機会となった。このߘでは、シンϙジ΢Ϝのൃ表内容を౿まえ、「これまでの 1SoKeDU�I%EA の੒Ռ」として、ݚ
৔にಋೖさࢢ化食品がڧとしてऔりೖれられ、ӫཆࡦが国ࡦ化ڧによるΤϏデンεの確立を始め、食品΁のӫཆڀ
れるにࢸるまでの活動を中৺に঺հする。

に、2014࣍ 年 8 ݄ 26ʙ28 日にニューϤーΫにおいて開催された 8)0（8oSMd�)eBMUI�0SHBOJ[BUJoOʀੈքอ݈
機ؔ）ओ催のઐ໳Ո会議 “CoOTVMUBUJoO��'oSUJGJDBUJoO�oG�DoOdJNeOUT�BOd�TeBToOJOHT�XJUI�7JUBNJOT�BOd�NJOeSBMT�JO�
QVCMJD�IeBMUI��GSoN�QSooG�oG�DoODeQU�Uo�TDBMJOH�VQ” について報告する。この会議は、8)0 が進めている調味ྉの
ӫཆڧ化にؔするΨイドϥインの作੒に知見を提ڙするもので、ڀݚのࢹ点から見た調味ྉ΁のඍྔӫཆૉڧ化の
ӫཆվળにରする༗ޮ性およͼ、実ફのࢹ点から見た実行可能性についての議論がなされた。ILSI�+BQBO�C)1 も
招待され、知見を提ڙした。

に、2014ߋ 年 9 ݄ 16ʙ19 日に、όンίΫにおいて開催された国連の 8'1（8oSMd�'ood�1SoHSBNʀ国連ੈք
食ྐܭը）がओ催するワーΫショοプ “SDBMe�6Q�RJDe�'oSUJGJDBUJoO�JO�ATJB” について報告する。アジア 9 か国の

ཁɹࢫ

࢘و　上ށ

*-4*�+BQBO�$)1
୅ද

*-4*�+BQBO�$)1
αΠΤϯςΟϑΟοΫɾϓϩάϥϜϚωʔδϟʔ

∁ས　ٱඒࢠ

1SPKFDU�*%&"ʢϓϩδΣΫτ�ΞイσΞʣɿ
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̍ɽ͸じΊʹ

ଟ༷な食物のઁऔがࠔ೉な్上国では、ͮؾか͵うͪ
にϏλϛン、ϛωϥルྨ（ඍྔӫཆૉ）のઁऔෆ଍がى
こる。మ分は、݈߁にੜ活するために必ཁෆ可ܽなӫཆ
ૉであるが、ܽ๡するとಛにڙࢠのൃҭや知能のൃୡを
๦げ、฼ࢠの݈߁にもਂࠁなѱ影響をٴ΅し、ࢮ๢཰増
加のݪҼにもなる。ߋに、このܽ๡঱は、੒ਓ後も࿑ಇ
力の௿Լやਓࡐのҭ੒を๦げるなͲ、ࣾ会全ମのੜ産性
の௿Լを招き、ශࠔを助௕さͤる。2008 年の 8)0 の報
告によれ͹、మܽ๡からҾきىこされるශ݂঱は、ಛにର
なおࠓ、が஗れておりࡦ 16 ԯਓ以上の৺਎の݈全なൃ
ୡが๦げられている。ILSI�+BQBO�C)1 では、1998 年

以དྷ、1SoKeDU�I%EA（ISoO�%eGJDJeODZ�EMJNJOBUJoO�ADUJoO）
として、それͧれの地域の食ੜ活ύλーンに合わͤて、
されているओ食や調味ྉに༗ޮなమ分を添加し、ຖൢࢢ
日の食事を通してܽ๡ӫཆૉを補څすることにより、మ
ܽ๡性ශ݂঱を༧๷するڀݚ開ൃ、ࢢ৔ಋೖの活動をଓ
けている。

̎ɽ͜ΕまͰͷ1SPKFDU�*%&" ͷ੒Ռ

201��年 9݄16ʙ20日にεϖインのグϥナμで開催され
た国際ӫཆֶ会議（IOUeSOBUJoOBM�CoOHSeTT�oG�NVUSJUJoO
�
ICN�201�）において、ILSI�日本支部、東南アジア地域

行੓׭、Պֶ者、産業քがࢀ加した。ILSI�+BQBO�C)1 も招待された。ओ食であるถをඍྔӫཆૉでڧ化し、アジ
アでのӫཆվળをਤるために、ٕज़開ൃ、ڭ、ൃܒҭプϩグϥϜ、行੓支ԉをਪ進するワーΫショοプであり、最
終日にࢀ加各国からڧ化ถಋೖについての前޲きな基本プϥンが示された。

最後に、1SoKeDU�I%EA のݱঢ়をਖ਼しく೺Ѳし、ࠓ後 ILSI�+BQBO�としてこれからߋにԿをしなけれ͹ならないか、
Կができるかを考࡯する。

��������������������������������������� 
�4VNNBSZ�

'JGUeeO�ZeBST�IBWe�QBTTed�TJODe�1SoKeDU� I%EA�XBT� JOJUJBUed.�TIe�QSoKeDU�BDDoNQMJTIed�TJHOJGJDBOU�oVUDoNeT�
dVSJOH� UIJT�QeSJod
�BOd�Xe�BSe�WeSZ� UIBOLGVM� GoS�TDJeOUJGJD�BOd� GJOBODJBM� TVQQoSU� GSoN�BDBdeNJB
�HoWeSONeOUT
�
JOdVTUSZ�BOd� JOUeSOBUJoOBM�oSHBOJ[BUJoOT.�%VSJOH�201��BOd�2014�TeWeSBM� JNQoSUBOU
� JOUeSOBUJoOBM� DoOWeOUJoOT
�
NeeUJOHT�BOd�XoSLTIoQT�XeSe�IeMd�oO�JSoO�GoSUJGJDBUJoO�oG�GoodT�JO�oSdeS�Uo�DoNCBU�JSoO�deGJDJeODZ.�TIe�QSoHSBNT�oG�
1SoKeDU�I%EA�XeSe�XeMM�SeDeJWed�BOd�BDLOoXMedHed�CeDBVTe�oG�UIe�TDJeOUJGJD�eWJdeODe�CBTed�BQQSoBDI�UIeZ�eNQMoZ.

IO�SeQUeNCeS�201�
� UIe� I6NS�20UI� IOUeSOBUJoOBM�CoOHSeTT�oG�NVUSJUJoO�XBT�IeMd� JO�SQBJO.�TIe�TZNQoTJVN�
TeTTJoO�“.JDSoOVUSJeOU�'oSUJGJDBUJoO��SDJeODe�BOd�SUSBUeHJeT� GoS�1VCMJD�)eBMUI� JO�ATJB”�XBT�IeMd�CZ�ILSI�BOd�
(AIN�（(MoCBM�AMMJBODe� GoS�INQSoWed�NVUSJUJoO）.�TIJT� JNQoSUBOU�TZNQoTJVN�GoDVTed�oO�1SoKeDU� I%EA�JO�ATJB
�
DoOdJNeOU� GoSUJGJDBUJoO� JO�CIJOB
�7JeUOBN�BOd�CBNCodJB
�BOd�SJDe� GoSUJGJDBUJoO� JO� UIe�1IJMJQQJOeT.�TIJT�BSUJDMe�
TVNNBSJ[eT�BDIJeWeNeOUT�oG�1SoKeDU�I%EA�JO�UIe�GoVS�DoVOUSJeT�GSoN�TDJeOUJGJD�SeTeBSDI�Uo�UIe� JOUSodVDUJoO�oG�
GoSUJGJed�QSodVDUT�oOUo�UIe�DoNNeSDJBM�NBSLeU�JO�eBDI�DoVOUSZ.

IO�AVHVTU�2014
�UIe�8)0�CoOTVMUBUJoO�.eeUJOH�“'oSUJGJDBUJoO�oG�CoOdJNeOUT�BOd�SeBToOJOHT�XJUI�7JUBNJOT�BOd�
.JOeSBMT� JO�1VCMJD�)eBMUI ”�XBT�IeMd� JO�NeX�:oSL.�TIJT�NeeUJOH�BJNed�Uo�QSoWJde�8)0�XJUI� JOGoSNBUJoO�BOd�
LOoXMedHe�oG�MoDBM�QSBDUJDeT�JO�oSdeS�Uo�IeMQ�UIe�8)0�deWeMoQ�HVJdeMJOeT�GoS�UIe�GoSUJGJDBUJoO�oG�DoOdJNeOUT�BOd�
TeBToOJOHT.� IO� UIJT�NeeUJOH
� UIe�eGGeDUJWeOeTT�oG�DoOdJNeOU�BOd�TeBToOJOH�GoSUJGJDBUJoO�XBT�dJTDVTTed�GSoN�CBTJD�
SeTeBSDI�Uo�UIe�JOUSodVDUJoO�oG�UIe�QSodVDUT�oO�UIe�NBSLeU.�ILSI�+BQBO�C)1�XBT�JOWJUed.

IO�SeQUeNCeS�2014
�UIe�8'1�（8oSMd�'ood�1SoHSBN）�IeMd�UIe�XoSLTIoQ�“SDBMe�6Q�RJDe�'oSUJGJDBUJoO�JO�ATJB”�
JO�BBOHLoL.�AdNJOJTUSBUJWe�oGGJDeST
�TDJeOUJTUT�BOd�JOdVTUSZ�NeNCeST�GSoN�9�ATJBO�DoVOUSJeT�XeSe�JOWJUed�Uo�UIe�
XoSLTIoQ.� ILSI�+BQBO�C)1�XBT�BMTo� JOWJUed.�TIe�XoSLTIoQ�dJTDVTTed�UIe�eGGeDUJWeOeTT�oG�SJDe� GoSUJGJDBUJoO� Uo�
JNQSoWe� OVUSJUJoO� TUBUVT� JO�ATJB.�ReQSeTeOUBUJWeT� GSoN�9� DoVOUSJeT� exQSeTTed� UIeJS� TUSoOH� JOUeSeTU� JO� UIe�
JOUSodVDUJoO�oG�GoSUJGJed�SJDe.

IO�DMoTJOH
�Xe�TVNNBSJ[e�XIBU�Xe�DBO�BOd�TIoVMd�do�JO�DoNJOH�ZeBST�CBTed�oO�XIBU�Xe�IBWe�BMSeBdZ�BDIJeWed.
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支部、中国事຿ॴおよͼ (MoCBM�AMMJBODe�GoS�INQSoWed�
NVUSJUJoO（(AIN）のڞ催にて、シンϙジ΢Ϝ「ඍྔӫཆ
ૉによる食品ڧ化ʵアジアにおけるެऺӴੜվળのため
のαイΤンεとઓ （ུ.JDSoOVUSJeOU�'oSUJGJDBUJoO�ôSDJeODe�
BOd�SUSBUeHZ�GoS�1VCMJD�)eBMUI�INQSoWeNeOU�JO�ATJB）」
を開催した。シンϙジ΢Ϝでは、ILSI�+BQBO�C)1 代表
のށ上࢘وと ILSI 東南アジア地域支部会௕の (eoGG�
SNJUI が議௕を຿め、まず、食品΁のӫཆڧ化によるӫ
ཆվળを地ٿ規໛で進めている N(0 の (AIN から、ੈ
քઓུとアジアでのऔり૊みが঺հされた。࣍に、これ
まで ILSI�+BQBO�C)1 が 1SoKeDU�I%EA をਪ進するにあ
たり、ύーτナーとなった 4 か国の代表が、各国のऔり
૊みをൃ表した。

ここで、1SoKeDU�I%EA の全ମ的なプϩηεを঺հし、
中国、ϕτナϜ、ΧンϘジア、ϑΟリϐン各国における
活動をプϩηεにԊって঺հする。

1SoKeDU�I%EA のプϩηεは、Պֶ的なূݕのաఔを
段֊にେผされる（ਤࢪ開ൃ段֊と実ڀݚ、ておりܦ
1）。各国におけるプϩグϥϜは、実ࣨݧでの基ૅڀݚ・
ٕज़開ൃからݱ৔でのྟচࢢ、ݧࢼ৔での実ূݧࢼ、そ
して国Ϩϕルのಋೖというプϩηεをܦて実ࢪしてき
た。食品΁のӫཆڧ化プϩグϥϜを੒ޭさͤるݤは、ݚ
段֊΁とεϜーζにҠ行することでࢪ開ൃ段֊から実ڀ
あると考える。このプϩηεの各段֊において、ֶք（ݚ
加を必ཁとするが、段֊ごࢀ業のا者）、行੓、ຽؒڀ
とに各ࢀ加者のؔわりํもҟなってくる。ڀݚ開ൃ段֊
では、ֶք（ڀݚ者）およͼ行੓のڧいؔ༩がॏཁであ

り、実ࢪ段֊では、行੓およͼຽؒا業がڧくؔ༩する
ことがॏཁである。

（�）�தࠃ ôে༉΁ͷమڧԽʹΑΔమܽ๡ੑශ݂঱ͷվળ
ύーτナー：ILSI�'oDBM�1oJOU�JO�CIJOB、中国࣬ප༧

๷ηンλー（C%C�CIJOB）
1）実行可能性調査（199� 年ʙ1998 年）

中国では、食事からのమ分ઁऔෆ଍に由དྷするශ݂঱
（మܽ๡性ශ݂঱）がӫཆվળ上ॏཁな՝題である。੒
ਓঁ性のమܽ๡性ශ݂঱のׂ合は、ґવとして �4��

（2004 年）である。中国において、ে༉は఻統的な調味
ྉであり、ශࠔ૚もؚめଟくのਓ々が໿ 9�NMʗਓʗ日
ফඅしている。また、ে༉の੡଄は、中ԝूݖ化してお
り、మڧ化シεςϜをಋೖしやすい。さらに、ে༉ݩདྷ
の৭とߴいԘ分ྔはమڧ化ٕज़の影響をडけにくい。以
上のことより、中国੓෎、ে༉੡଄にؔわるا業、ެऺ
Ӵੜֶ者は、ශ݂վળのためにে༉をమでڧ化すること
の可能性をݕ౼することに合意した。
2）อ存・安ఆ性ݧࢼ、味֮1999）ݧࢼ 年）

อ存・安ఆ性ݧࢼの݁Ռ、NB'eE%TA（キϨーτమ）
は食品のڧ化に༗ޮなమࡎであることが示された。また、
味֮ݧࢼの݁Ռ、ফඅ者の৭、味にରするड容に໰題な
いことを確認した。อ存・安ఆ性ݧࢼ、味֮ݧࢼの݁Ռ
は、中国ޠの論จにてൃ表されている。
�）ྟচ1999）ݧࢼ 年）

中国のՏ南省の全ྈ੍ֶߍにおいて、�04 名のශ݂঱
のੜ （ె11ʙ1� �）ݧࢼをର৅に、ແ作ҝ化比較（ࡀ （܈
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を実ࢪし、మڧ化ে༉のශ݂վળにରする༗ޮ性を確認
した（ਤ 2）。ੜెは、� か݄ؒ、మڧ化ে༉（5�NH మʗ
5�NM）、మڧ化ে༉（20�NH మʗ5�NM）、もしくはී通の
ে༉ 5�NM をன食とڞに食した。その݁Ռ、మڧ化ে༉
をઁऔしたੜెは、྆ڞ܈にϔモグϩϏンとϑΣリνン
ೱ度に上ঢが認められた。このݧࢼにより、NB'eE%TA
でڧ化したে༉のઁऔは、ශ݂঱のվળに༗ޮであるこ
とが示された 1）。
4）実ূ2000）ݧࢼ 年ʙ2002 年）

中国のوभ省にて、14
000 名�のශ݂者およͼ݈ৗ者
をؚΉ༮ࣇからྸߴ者のஉঁをର৅に 18 Χ݄ؒのແ作
ҝ化比較ݧࢼを行い、NB'eE%TA でڧ化したে༉のශ
݂վળにରするޮՌを確認した（ਤ �）。ର৅地域では、
ฏۉして 1 ਓ 1 日あたり 16.4NM のে༉がফඅされてい
たので、మ分は 1 ਓ 1 日あたり 4.9NH ফඅされていた
ことになる。݁Ռ、す΂ての年ྸ૚のஉঁにおいて、మ

গしたݮ化ে༉のઁऔにより、ශ݂者のׂ合がڧ 2）。
5）国ࡦとしての実ࢪ�ϑΣーζ 1（200� 年ʙ2009 年）

国際 N(0 である (AIN のۚࢿをಘ、さらに中国੓෎
のঝ認をಘ、国ࡦとしてమڧ化ে༉によるශ݂վળプϩ
グϥϜを実ࢪした。(AIN のओな支ԉは、మࡎのߪೖ、
మڧ化行ఔに必ཁなࢿ機ࡐ、మڧ化ে༉の品࣭อূシε
ςϜのߏங、ڭҭ・ൃܒ活動、ӫཆվળモニλリングシ
εςϜのߏஙにॆてられた。੓෎৬һ、ে༉会ࣾから一
ൠফඅ者にࢸる༷々なਓ々をର৅に、ϚεϝデΟア、ҹ
のためのٴ化ে༉ීڧし、మ࢖ۦഔମ、イϕンτ等を࡮
した。これまでに、12ࢪ活動を実ൃܒ・ҭڭ 省にڌ点
を置く 2� のে༉会ࣾがࢀ加し、グϨードやύοέージ
のҟなる110छྨの঎品をൢചしている。通ࢉして9
�00
ສリοτル以上のమڧ化ে༉が �1 省においてൢചされ
た。మڧ化ে༉は、�
500 ສਓのශ݂者をؚΉ 5
�00 ສ
ਓにಧけられている。2 年ؒのうͪに、ঁ性のශ݂ጶױ
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཰のׂ合のݮগが認められた。
6）国ࡦとしての実ࢪ�ϑΣーζ 2（2010 年ʙ201� 年）

化は、法的には೚意で行われていڧে༉΁のమ、ࡏݱ
るが、中国੓෎は、మڧ化ে༉にؔする法的࿮૊みを੔
උし、国のॏཁなӫཆվળࡦとしてҐ置ͮけることを表
໌した。(AIN はこのऔり૊みをߴくධՁし、੡଄、物
流、ফඅを֦େするためのϏジωεモデル作りを行うこ
とを目的としたプϩジΣΫτの支ԉを決ఆ。このϑΣー
ζでは、৽たに � 省がࢀ加するܭըであり、ಛにශ݂者
やශࠔ૚に焦点を当てる。

（�）�ϕτφϜʕڕḛ΁ͷమڧԽʹΑΔమܽ๡ੑශ݂঱
ͷվળ

ύーτナー：ϕτナϜ国立ӫཆڀݚॴ
1）実行可能性調査（199� 年ʙ1998 年）

ϕτナϜにおいて、ශ݂者のׂ合はඇৗにߴく、ಛに
5 およͼ೛්においてはڙࢠະຬのࡀ 40ʙ50�ˋのਓ々
がශ݂であることが報告された（ශ݂およͼӫཆঢ়ଶに
ؔわるリεΫϑΝΫλー全国調査（1995 年））。また、
েのফඅྔ調査から、ϕτナϜ国ຽのڕ 80�ˋ以上が、
঎業ੜ産されているڕেを日ৗ的にফඅしていることが
໌らかになった。さらに、NB'eE%TA は、味、৭、߳
りの点でڕে΁の添加にదしていることが確認された。�
2）อ存・安ఆ性ݧࢼ、味֮1999）ݧࢼ 年）�

อ存・安ఆ性ݧࢼの݁Ռ、ڕেにమ分を加えることで、
ए׊ׯ৭がڧくなるが、この৭のม化はڕেの自વ分ղ
աఔでىこる৭のม化内であることが確認された �）。ま

た、この自વ分ղを஗らͤるために、ڕেを׊৭ළにอ
存する、もしくはಁ໌のළにอ存し௚઀日ޫの当たらな
い৔ॴにอ存することがਪ঑された 4）。さらに、మ分の
ମ内ٵऩ性を確認するྟচݧࢼにより、日ৗ的なమڧ化
めることが認められߴেのઁऔがମ内のమ分Ϩϕルをڕ
た 5）。さらに、85 ਓのϕτナϜਓঁ性をର৅に行った
味֮ݧࢼの݁Ռ、మڧ化ڕেとී通のڕেでは、৭、߳
り、味において༗意なࠩはないことが確認された。�
�）ྟচ2000）ݧࢼ 年 4 ݄ʙ10 ݄）

ϑンイΤン省にॅࡏする 152 ਓのශ݂ঁ性をର৅に、
ແ作ҝ化比較ݧࢼを実ࢪし、మڧ化ڕেのශ݂վળにର
する༗ޮ性を確認した。ݧࢼのࢀ加者は、6 か݄ؒ、ि
に 6 日、మڧ化ڕে（10�NH మʗ10�NM）もしくはී通
のڕেをன食とڞに食した。その݁Ռ、మڧ化ڕেをઁ
औしたঁ性は、ϔモグϩϏンとϑΣリνンೱ度に上ঢが
認められた。このݧࢼにより、మڧ化ڕেの日ৗ的なઁ
औは、ମ内のమ分Ϩϕルを޲上さͤ、ශ݂者のׂ合をݮ
গさͤることが示ࠦされた 6）。�
4）実ূ2001）ݧࢼ 年ʙ200� 年）

ナϜデΟン省の 2 かॴのίϛューン（໿ 14
000 名）
において、11 ଜをమڧ化ڕḛফඅ10、܈ ଜをී通のڕ
ḛফඅ܈とし、ແ作ҝ化比較ݧࢼを行い、మڧ化ڕেのශ
݂վળにରするޮՌを確認した（ਤ 4）。ର৅ίϛューン
の全Ո଒が、మڧ化ڕে（5�NH మʗ10�NM）もしくはී通
のڕেを 18 か݄ؒઁऔした。288 名のঁ性をର৅とし
た調査の݁Ռ、మڧ化ڕেの日ৗ的なઁऔにより、ϔモグ
ϩϏン஋の上ঢ、ශ݂者のׂ合のݮগが認められた �）。�
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5）国ࡦとしての実2005）ࢪ 年ʙ2008 年）
これまでに஝ੵしたڀݚ੒Ռが認められ、(AIN から

基ۚをಘて、ϕτナϜ国立ӫཆڀݚॴのओಋのもと、ශ
݂༧๷のためのమڧ化ڕেプϩグϥϜが国ࡦとして進め
られた。この � 年ؒのプϩグϥϜにより、େ手ڕে会ࣾ
10 ࣾがࢀ加し、మڧ化ڕেの੡଄・ൢചを行った。ݱ
16、ࡏ 省においてమڧ化ڕḛのීٴが行われている。
またこのプϩグϥϜは、੡଄・ൢച、品࣭؅ཧ、ιー
シϟルϚーέςΟングʗফඅ者ڭҭ、およͼモニλリン
グ・ධՁの分野からߏ੒され、ILSI�+BQBO�C)1 はٕज़
໘からプϩグϥϜの実ࢪを支ԉした。ಛにબఆした地域
においては、6 か݄ؒにమڧ化ڕḛのීٴ཰は 60�ˋを
௒え、ශ݂঱ׂ合のݮগが認められた。プϩグϥϜの終
了࣌には、మڧ化ڕেのൢച地域が֦がり、全国で
5�5
000 ਓ以上がమڧ化ڕেを容易にߪೖできるように
なった。

（�）�ΧϯϘδΞ：ڕেɺে༉΁ͷమڧԽ（/B'F&%5"）
ʹΑΔශ݂঱ͷվળ

ύーτナー：ϥνϟ（ReQSodVDUJWe�BOd�CIJMd�)eBMUI�
AMMJBODe�（RAC)A））、ڧ化食品委һ会（NBUJoOBM�TVC�
DoNNJUUee�GoS�Good�GoSUJGJDBUJoO�（NSC''））
1）実行可能性調査（2004 年）

2000 年のਓޱ動ଶอ݈調査（%eNoHSBQIJD�)eBMUI�
SVSWeZ）により、ශ݂のׂ合は、ڙࢠにおいて໿ 5��ˋ、
ঁ性において໿ 62�ˋであることが報告された。Χン
ϙοτभで行われた調査により、62�ˋのՈ଒がຖ日ڕ

েを࢖い、一Ո଒一食当たりฏۉ 26�NM のڕেをফඅし
ていることが໌らかになった。これにより、ڕেは、మ
である可能性ࡐ化しශ݂をվળするのにదした食ڧをࡎ
が示ࠦされた。�
2）อ存・安ఆ性ݧࢼ、味֮2004）ݧࢼ 年）

日本で実ࢪしたอ存・安ఆ性ݧࢼにより、ಛに઒ڕか
ら੡଄されたڕেはᘡᘚ৭をしているため、మ分を加え
るとए׊ׯ৭がڧくなることが࡯؍された。さらに、మ
を、90ݧࢼ化ে༉の味֮ڧে、およͼమڕ化ڧ ਓのΧ
ンϘジアਓをର৅に実ࢪしたところ、ে༉については、
ී通のে༉との違いは見られなかった。ڕেについては、
৭、味、߳りにおいて、ී通のڕেよりもమڧ化ڕেの
ํが޷まれる݁Ռとなった。
�）ྟচ2005）ݧࢼ 年 1 ݄ʙ6 ݄）

Χンϙοτभにॅࡏする 140 ਓの੨গ年 6ʙ21 をࡀ
ର৅に、1� िؒのແ作ҝ化比較ݧࢼを実ࢪし、మڧ化
েのශ݂վળにରする༗ޮ性を確認した（ਤڕ ࢼ。（5
ে（10�NHڕ化ڧ加した੨গ年は、మࢀにݧ మʗ10�NM）
もしくは、ී通のڕেをன食とڞに食した。その݁Ռ、
日ৗ的なమڧ化ڕেのઁऔは、੨গ年のମ内のమ分Ϩϕ
ルを޲上さͤることが認められた 8）。
4）実ূݧࢼʗ地域ݶఆൢച（200� 年ʙ2009 年）

Χンϙοτभ、シΤϜリアοプभ、プϊンϖンにて、
మڧ化ڕেおよͼమڧ化ে༉の地域ݶఆൢചを 2 年ؒ実
化༻のઃඋをಋڧ৔はమ޻ে・ে༉ڕした。各地域のࢪ
ೖし、4�NH�మʗ10�NM のమڧ化ڕে・ে༉を੡଄し、
通ৗの流通໢によりൢചした。品࣭は、भのڀݚॴにて
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ఆظ的にνΣοΫした。また、ڭҭ・ൃܒ活動は、RAC)A
のωοτワーΫを通じて行った。その݁Ռ、మڧ化ڕ
ে・ে༉をফඅしたਓ々のශׂ݂合がݮগし、ශ݂者の
ମ内మのঢ়گがվળすることが示ࠦされた 9）。�
5）国ࡦとしての実2010）ࢪ 年ʙ2015 年）

2010 年の � ݄に開催されたワーΫショοプにて、మ
ױ化ে༉によるΧンϘジアのශ݂ጶڧেおよͼమڕ化ڧ
཰ݮ࡟ઓུをܧଓ・֦େするために必ཁな活動につい
て、ؔ܎者ؒの合意形੒を行った。さらに 2011 年 � ݄
には、(AIN に提出した、国ࡦによるమڧ化ڕেおよͼ
మڧ化ে༉によるශ݂ݮ࡟にؔする提Ҋॻがडཧされ、
同年 11 ݄には、ڕে・ে༉޻৔ܦӦ者、੓෎のؔ܎者
を招いて、మڧ化ڕে・ে༉プϩジΣΫτにؔするワー
Ϋショοプが開催された。2012 年の੓෎੠໌により、
మڧ化ڕḛ・ে༉に࢖༻されるެࣜϥϕルおよͼϩΰが
認ఆされ、మڧ化ڕḛ・ে༉の੡଄・ফඅがެࣜに認め
られた 10）。4 年ؒの国ՈプϩグϥϜ（2011ʙ2015 年）
の � 年目にೖったࡏݱ、ΧンϘジア੓෎にొ࿥されてい
る �8 ࣾのうͪ 4� ࣾがమڧ化行ఔをಋೖし、మڧ化ڕ
ḛ・ে༉の全国΁のීٴを進めている。

（�）�ϑΟϦϐϯʕถ΁ͷమڧԽʹΑΔమܽ๡ੑශ݂঱
ͷվળ

ύーτナー：ϑΟリϐン国立食品ӫཆڀݚॴ
1）実行可能性調査（2000 年ʙ200� 年）

全国ӫཆ調査（1998 年）により、ශ݂者のׂ合は �
ʙ9 でڙࢠのࡀ �5��、ঁ性で �6��、೛්で 51�� であ
ることが報告された。また、ϑΟリϐンにおけるओ食は
ถであり、1 日に � 回ถを食し、一ਓ一日ฏۉ �86�̶の
ถをফඅしている。ϑΟリϐンは、ถをओ食とする東南
アジアの国々の中でも、ถ΁のమڧ化をٛ຿෇けた

（2000 年）།一の国である。
2）อ存・安ఆ性ݧࢼ、味֮200）ݧࢼ� 年ʙ2004 年）

このݧࢼでは、プϨϛοΫεถ（మೱ度をߴく੒ܕし
たถ）、మڧ化ถ（プϨϛοΫεถとී通ถをࠞ合）、ਬ
いたమڧ化ถを༷々なύοέージૉࡐで 10 か݄ؒอ存
し、安ఆ性を調΂た。そのධՁ߲目は、৭、�食ײ、かさ
ີ度、֐஬の৵ೖ、మؚྔ、ඍੜ物、味֮の � ߲目で
あった。૯合的なධՁにより、ེࢎమ、またはඍࡉϐϩ
リンࢎୈೋమ（SVOADUJWe）をイΫετルーμ法（ถค
にమ分をࠞͥ、ถの形に੒ܕするํ法）にて੡଄したమ
化ถが安ఆしており、味、৭のม化がগないことが示ڧ
された 11）。�
�）ྟচ2004）ݧࢼ 年）

ϑΟリϐンのϝτϩϚニϥにॅࡏする 180 ਓのখֶੜ
6ʙ9ࡀをର৅に、6か݄ؒのແ作ҝ化比較ݧࢼを実ࢪし、
మڧ化ถのශ݂վળにରする༗ޮ性を確認した（ਤ 6）。
�、加したখֶੜはࢀにݧࢼ つのグループに分けられ、そ
れͧれེࢎమڧ化ถ、SVOADUJWe 化ถ、ී通ถをिにڧ
5 日、ன食とڞに食した。その݁Ռ、Ͳͪらのమڧ化ถの
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ઁऔもශ݂者のׂ合をݮগさͤることが確認された 12）。�
4）�実ূݧࢼʗখ規໛地域ݶఆൢച（2008 年 4 ݄ʙ

2009 年 5 ݄）
όλアンभΦリΦンࢢ（ਓޱ 52
000 ਓ）において、

మڧ化ถの地域ݶఆൢചを実ࢪした（一部 6NICE'
（6OJUed�NBUJoOT�CIJMdSeO`T�'VOdʀ国際連合ࣇಐ基ۚ）
1IJMJQQJOe の支ԉによる）。イΫετルーμ法により 6�
NH మ（SVOADUJWe）ʗH をؚΉプϨϛοΫεถを日本で
੡଄し、ϑΟリϐンのਫ਼ถॴにてී通ถと 1：200 でϒ
Ϩンドし、��NH మʗ100�H のమڧ化ถを੡଄した（ࣸਅ
1）。మڧ化ถは、通ৗのൢച໢を通してൢചされ、ఆظ
的に品࣭のνΣοΫが行われた。また、మڧ化ถとශ݂
にؔするফඅ者ڭҭを実ࢪ。調査の݁Ռ、మڧ化ถのೖ
手可能性はߴく、ड容度もߴいこと、さらに、ශ݂やమ
ఆൢݶいことが示された。この地域ߴ化ถの認知度もڧ
ചの݁Ռ、6）ڙࢠʙ9 �গ（1�.5ݮのශׂ݂合をஶしく（ࡀ
� から 12.8��）さͤることが示された。また、この地
域ݶఆൢചにより、మڧ化ถを঎業的に޿めるために
は、自࣏ମによる੓࣏的な支ԉ、ൢച活動ʗফඅ者ڭҭ
がॏཁなཁૉであることが示された 1�）。
�

ࣸਅ �ɹ ��LH ାʹ٧ΊΒΕͨమڧԽถͷྫ
1IPUP��ɹ�&YBNQMF�PG� JSPO� GPSUJGJFE� SJDF�QBDLFE� JO�B�

��LH�CBH

5）実ূݧࢼʗେ規໛地域ݶఆൢച（2010ʙ2012 年）
βンόϨεभにおいて、भอ݈行੓およͼਫ਼ถ業者と

連ܞし、మڧ化ถの地域ݶఆൢചを実ࢪした。ψΤόΤ
シハभのアΪϥਫ਼ถॴにٖࣅถ੡଄機をઃ置し、ط存の
ࠞ合機でී通ถとϒϨンドするよう੔උし、੡଄ඪ準
ॻ、)ACC1 をऔりೖれた品࣭؅ཧシεςϜをߏஙした

（一部農林水産省ɹ東アジア食品産業ւ֎ల開支ԉ事業
のۚࢿによる）。また、ൃܒ活動では 5 つの 1（1SodVDUT
�

1MBDe
�1SJDe
�1oMJDZ
�BOd�1SoNoUJoO）を࣠に活動をల
開し、ࢢ、ଜにおいてキϟンϖーンを実ࢪした。۩ମ的
には、ࢢをڍげてのプϩグϥϜ開始イϕンτの実ࢪ、ϙ
ελー、Ϗル޿告、νϥシ、プϩモーションϛュージο
Ϋ、ອըを࢖ったమڧ化ถの঺հ、฼਌ࣨڭ、αンプル
の提ڙなͲである。その݁Ռ、మ分やශ݂にؔする知ࣝ
が޲上し（�0�ˋˠ 98�ˋ）、మڧ化ถのফඅが増加（2 ˋ
ˠ 51�ˋ）、さらに、ֶಐのమ分దਖ਼ઁऔ཰もվળし（�6�
ˋˠ 91�ˋ）、ֶಐのශ݂঱ׂ合がݦஶにݮগした（���
ˋˠ 11�ˋ）14）。
6）�ϛンμナΦౡにおけるమڧ化ถのಋೖ（2012 年から

（ଓ中ܧ
ϛンμナΦౡは、ϑΟリϐン食ྐிが؅ཧする੓෎ถ

のओཁな基地であり、ශࠔ૚もଟく、ශ݂঱のׂ合もߴ
い。また、食ྐிがශࠔ૚޲けにൢചしていたίーςΟ
ングٕज़による補助ถ事業を実ࢪしていたことから、地
ํ行੓の支ԉମ੍が੔っている。2012 年からϛンμナ
ΦౡおよͼύンΨシナンभにおいて開催してきたਫ਼ถ業
者、食品ا業、行੓ؔ܎者をର৅にしたηϛナーをܦ
て、ࡏݱ、ϛンμナΦౡおよͼύンΨシナンभの 2 ࣾが
プϨϛοΫεの੡଄を、� ࣾがڧ化ถのൢചを実ࢪする
。ըであるܭ

ˎ�本จは、ILSI�+BQBO ϗーϜϖージのه事を基に、
加චしている。

（จ੹ɹ∁སٱඒࢠ）

ؔ連する੒Ռൃ表
�1）��)Vo
� eU.� BM.
�TIeSBQeVUJD� eGGeDUT� oG�NB'eE%TA�

GoSUJGJed�ToZ�TBVDe� JO�BOBeNJD�DIJMdSeO� JO�CIJOB
ɹ
ATJB�1BD�+�CMJO�NVUS
�2002�11（2）�12�ô12�.

�2）��CIeO
� eU.� BM.
� SUVdJeT� oO� UIe� eGGeDUJWeOeTT� oG�
NB'eE%TA�GoSUJGJed�ToZ�TBVDe� JO�DoOUSoMMJOH� JSoO�
deGJDJeODZ�� B� QoQVMBUJoO�CBTed� JOUeSWeOUJoO� USJBM
�
'ood�NVUS�BVMM
�2005�+VO��26（2）�1��ô186.

��）��IHBSBTIJ�eU.�BM.
�EGGJDBDZ�oG�TodJVN�JSoO�eUIZMeOedJ�
BNJOeUeUSBBDeUJD�BDJd�BT�B�Good�GoSUJGJeS�GoS�JNQSoWJOH�
UIe�JSoO�deGJDJeOU�TUBUVT�oG�BOeNJD�SBUT
�+�+QO�NVUS�
'ood�SDJ�2004��5���89ô9�

�4）��'JdMeS
�eU.�BM.
�1IoUoTUBCJMJUZ�oG�SodJVN�ISoO�EUIZM�
eOedJBNJOeUeUSBBDeUJD�ADJd�（NB'eE%TA）JO�SUoSed�
'JTI�SBVDe�BOd�SoZ�SBVDe
�+oVSOBM�oG�'ood�SDJeODe
�
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%eD�2004
�7oMVNe�69
�ITTVe�9
�QBHeT�S�80ôS�8�.
�5）��'JdMeS�eU.�BM.
� ISoO�BCToSQUJoO� GSoN�GJTI�TBVDe�BOd�

ToZ�TBVDe�GoSUJGJed�XJUI�TodJVN�JSoO�E%TA
�AN�+�
CMJO�NVUS.�200��AVH��8（2）�2�4ô2�8.

�6）��1IBN�eU.�BM.
�ReHVMBS�DoOTVNQUJoO�oG�NB'eE%TA�
GoSUJGJed�GJTI�TBVDe�JNQSoWeT�JSoO�TUBUVT�BOd�SedVDeT�
UIe� QSeWBMeODe� oG� BOeNJB� JO� BOeNJD�7JeUOBNeTe�
XoNeO
�AN�+�CMJO�NVUS.�AVH�200�
�7oM.��8
�No.�2
�
284ô290.

��）��1IBN�eU.�BM.
�TIe�6Te�oG�NB'eE%TA�'oSUJGJed�'JTI�
SBVDe� IT� BO�EGGeDUJWe�TooM� GoS�CoOUSoMMJOH� ISoO�
%eGJDJeODZ�JO�8oNeO�oG�CIJMdCeBSJOH�AHe�JO�RVSBM�
7JeUOBN
�+�NVUS.�2005�NoW�1�5（11）�2596ô601.

�8）��LoOHGJMT�eU.�BM.
�A�DoNQBSBUJWe�JOUeSWeOUJoO�USJBM�oO�
G JTI� TBVDe� GoSUJG Jed� XJUI� NB'e�E%TA� BOd�
'eS04�DJUSBUe� JO� JSoO� deGJDJeODZ� BOeNJD� TDIooM�
DIJMdSeO�JO�,BNQoU
�CBNCodJB
�ATJB�1BD�+�CMJO�NVUS�
2008�1�（2）�250ô25�.

�9）��NBLBOJTIJ�eU.�BM.
�.BSLeU�USJBM�oG�JSoO�GoSUJGJed�GJTI�
ToZ� TBVDe� JO�CBNCodJB.� �9I�ATJBO�CoOHSeTT� oG�
NVUSJUJoO�2011��148�（060�）

10）��TIeBSZ�eU.�BM.
�'JTI�TBVDe
�ToZ�TBVDe
�BOd�WeHeUBCMe�
oJM�GoSUJGJDBUJoO�JO�CBNCodJB��XIeSe�do�Xe�TUBOd�Uo�
dBUe �'ood�NVUS�BVMM.�201���4（2�SVQQM）�S62ô�1.

11）��CBQBO[BOB
�eU.�BM.
�SUBCJMJUZ�oG�JSoO�QSeNJx�SJDe�BOd�
JSoO�GoSUJGJed�SJDe
�2004
�IOUeSOBM�SeQoSU.

12）��AOHeMeT�AHdeQQB�eU.�BM.
�EGGJDBDZ�oG� JSoO�GoSUJGJed�
SJDe�JO�SedVDJOH�BOeNJB�BNoOH�TDIooMDIJMdSeO�JO�UIe�
1IJMJQQJOeT
� IOU� +�7JUBN�NVUS�ReT.� 2008�.BS��8

（2）��4ô86.
1�）��AOHeMeT�AHdeQQB�eU.�BM.
�1JMoU�TDBMe�DoNNeSDJBMJ[B�

UJoO�oG�JSoO�GoSUJGJed�SJDe��eGGeDUT�oO�BOeNJB�TUBUVT
�
'ood�NVUS�BVMM.�2011�.BS��2（1）��ô12.

14）��'NRI
�.odeMJOH� UIe� DoNNeSDJBMJ[BUJoO� oG� JSoO�
GoSUJGJed�SJDe�JO�TeMeDUed�dJTUSJDUT�oG�[BNCBMeT��B�SeTVMU�
oG�UeDIOo�USBOTGeS
�2012
�IOUeSOBM�SeQoSU.

̏ɽ�8)0�$POTVMUBUJPO�.FFUJOH：'PSUJGJDBUJPO�
PG�DPOEJNFOUT�BOE�TFBTPOJOHT�

ɹʵڧԽௐຯྉͷීٴͷͨΊʹʵ

2014 年 8 ݄ 26ʙ28 日に、ニューϤーΫの TIe�NeX�
:oSL�ADBdeNZ�oG�SDJeODeT にԙいて、8)0（8oSMd�)eBMUI�
0SHBOJ[BUJoOʀੈքอ݈機ؔ）がओ催、.JDSoOVUSJeOU�
IOJUJBUJWe およͼ SBDLMeS�IOTUJUVUe�GoS�NVUSJUJoO�SDJeODe
がڞ催する会議 “CoOTVMUBUJoO��'oSUJGJDBUJoO�oG�DoOdJNeOUT�
BOd� TeBToOJOHT�XJUI�7JUBNJOT� BOd�NJOeSBMT� JO� QVCMJD�
IeBMUI��GSoN�QSooG�oG�DoODeQU�Uo�TDBMJOH�VQ” が開催され
た（ࣸਅ 2）。本会議には、各分野のઐ໳Ո 58 名が出੮
した。その内、招待された ILSI 者は、ILSI�+BQBO܎ؔ
から 2 名、ILSI�SEAR から 1 名、ILSI�+BQBO の会һا
業 2 ࣾから � 名であった。1SoKeDU�I%EA 者は、中܎ؔ
国から 1 名、ϕτナϜから � 名、ΧンϘジアから 1 名
であった。

本会議のഎܠとして、ඍྔӫཆૉܽ๡঱のվળを目的
とした食品のӫཆڧ化の༗ޮ性がより஫目されるように
なったことがڍげられる。これに෇ਵして、8)0 は、
ΤϏデンεに基ͮいた食品のӫཆڧ化にؔするੈքඪ準
のΨイドϥイン作りを進めている。201� 年 4 ݄にはτ
΢モϩίシคのӫཆڧ化にؔするྨࣅの会議を招ूし、
各分野のઐ໳Ոが 8)0 のΨイドϥイン作੒に知見を提
ḛ、ϒイϤンڕ、した。本会議では、調味ྉ（ে༉ڙ
キューϒ、ΧϨーค）にண目し、これまでのڀݚ੒Ռの
統的ϨϏュー݁Ռが報告された。ಛに、మܽ๡性ශ݂ܥ
঱をはじめとするඍྔӫཆૉܽ๡঱վળのために、調味
ྉにӫཆૉをڧ化することの༗ޮ性をධՁし、8)0 の
Ψイドϥイン作੒に൓өさͤることが目的であった。ま
た、この会議のൃ表内容は、ൃ表者により論จにまとめ
られ、Պֶࢽࡶ（AOOBMT�oG�UIe�NeX�:oSL�ADBdeNZ�oG�
SDJeODeT）より出൛されるܭըである。

会議の 1 日目は、調味ྉのҐ置ͮけ、調味ྉの੡଄ফ
අύλーン、ӫཆڧ化調味ྉの安ఆ性・ڧ化ٕज़、ڧ化
మ分のੜମར༻ޮ཰（CJoBWBJMBCJMJUZ）、ӫཆվળޮՌ、
ফඅ者ड容、規੍・法的࿮૊み、ࢢ৔性・ࡁܦ性につい
て、બ出されたઐ໳Ոがจݙ調査を基にಘられた݁Ռを
報 告 し た。2 日 目 は、 各 国 の 事 例 と し て、ILSI の�
1SoKeDU�I%EA のύーτナーである中国、ϕτナϜ、Χ
ンϘジアの代表者が、各国のে༉およͼڕে΁のమڧ化
プϩグϥϜについて、食品のબఆ、మの安ఆ性׭、ݧࢼ
能ධՁ、հೖݧࢼ、国Ոࡦࢪとしてのऔり૊みにࢸるま
でを঺հした。また、ϒイϤンキューϒ΁のӫཆڧ化を
実ࢪしている国際 N(0 およͼຽؒا業が、ηωΨルお
よͼ੢アϑリΧにおけるऔり૊みについてそれͧれ報告
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した。� 日目は、グループワーΫが行われ、8)0 が調
味ྉ΁のӫཆڧ化Ψイドϥインをまとめるにあたり、考
ྀす΂き点が話し合われた。

本会議を通して、మڧ化ে༉・ڕḛについては、ӫཆ
վળޮՌならͼに国Ոࡦࢪとして実ફしているというΤ
Ϗデンεがे分にあり、εέールアοプ（国内での地域
֦େおよͼଞ国΁のԠ༻）に஋することが認められたと
思われる。ϒイϤンキューϒは、キϟリアー（7eIJDMe）
として可能性はあるが、実੷をॏͶる必ཁがあること、
またΧϨーคについては、実੷は΄とΜͲないというこ
とが認ࣝされた。ࠓ後、εέールアοプしたऔり૊みを
ͲのようにධՁしていくか、実ફڀݚ（INQMeNeOUBUJoO�
SeTeBSDI）をࢹ野にೖれてݕ౼していく必ཁがある。

これまで 15 年以上の௕きに࿱り、ڀݚから実ફまで
支ԉしてきた 1SoKeDU�I%EA のऔり૊みは、� か国にお
いてࡏݱ国ՈࡦࢪϨϕルのऔり૊みになっている。調味
ྉのӫཆڧ化によるශ݂վળޮՌ、さらにはݱ৔で実際

にͲのఔ度༗ޮであるかを示すಛ出したऔり૊みである
とݴえよう。国ՈࡦࢪϨϕルのऔり૊みにおいては、੓
෎による঎品の認ఆ（ϩΰ等）、ে༉・ڕḛ޻৔との連
૊み作࢓活動、Ӹֶ的ධՁのൃܒ・ҭڭ、品࣭อূ、ܞ
りがॏཁである。� か国ともに、上هの࢓૊み作りを
行っているが、自立したӡӦにൃలしていない。మڧ化
がٛ຿化されていないためか、ࢀ加ا業のίϛοτϝン
τをಘるのにਙେな౒力をཁしている。また、మࡐのߪ
ೖඅ、ڭҭ・ൃܒඅ等を自立的にプϩグϥϜ内で࿫うに
っておらず、ະͩ国際的な基ۚによる支ԉを必ཁとしࢸ
ている。్上国の࢓૊みの中では、ݱ৔での実ફまで支
ԉしてはじめて、ଟくのਓ々がԸܙをडけるようになる
のͩろう。

これまで、1SoKeDU�I%EA にײڞし支ԉしてԼさった
ஂମ・ا業のօ༷にこの৔をआりておྱਃし上げます。

（จ੹ɹ∁སٱඒࢠ）
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̐ɽ�8'1�8PSLTIPQ：4DBMF�6Q�3JDF�'PSUJGJDBUJPO�
JO�"TJB

ɹʵΞδΞͰͷڧԽถͷී͚ͯ޲ʹٴʵ

2014 年 9 ݄ 16 日 ʙ 19 日 に 8oSMd�'ood�1SoHSBN
（8'1ʀ国連ੈք食ྐܭը）がओ催して、6NICE'
�(AIN
�
.I（.JDSoOVUSJeOU� IOJUJBUJWe）
�1AT)（1SoHSBN� GoS�
AQQSoQSJBUe�TeDIOoMoHZ� JO�)eBMUI）およͼ ''I（'ood�
'oSUJGJDBUJoO�IOJUJBUJWe）がڞ催する形で “SDBMe�6Q�RJDe�
'oSUJGJDBUJoO�JO�ATJB”8oSLTIoQ がόンίΫで開かれた。
ワーΫショοプでは、アジアの 9 か国（όングϥデシュ、
ΧンϘジア、インドωシア、インド、ϥΦε、ϛϟン
Ϛー、ωύール、ϑΟリϐン、εリϥンΧ）のؔ܎行੓
会、産業քから、૯੎໿ֶ、׭ 180 名のࢀ加者があっ
た。日本からは ILSI�+BQBO を代表してށ上が招待され
出੮した（ࣸਅ �）。

本会議の目的は、各国でҟなる開ൃաఔにあるڧ化ถ
の活動について、ᶃ�ঢ়گをおޓいにڞ༗し、ᶄ�情報交
換をଅ進し、ᶅ�知ࣝ・ݧܦをܧଓ的に交換するωοτ
ワーΫをߏஙする、ということであった。

議題は、ڧ化ถ੓ࡦの必ཁ性から、ڧ化ถ੡଄のٕ
ज़、ڧ化ถのࡁܦ性にわたる基ૅから実ࢪにいたるプϩ
ηεを、ઐ໳Ոによるߨԋで行い、࣍いで国ごとにグ

ループワーΫでɹ各国の考えられる、実ࢪにいたるプϩ
ηεをまとめ、ൃ表するというものであった。

このワーΫショοプは、国連 8'1 としてڧ化ถの開
ൃとීٴを通じて、アジアでのӫཆվળをਤるという意
思表示であり、そのൃܒ活動であった。たͩڧ化ถのී
ԋさߨまでؚめた۩ମ的੒ޭ例はあくまで一例としてٴ
れた、ਓޱ 400 ສਓのίελリΧでの੍ڧ的ڧ化ถ実
活動ࡁܦにڞとূݕ例なͲະͩ਺গなく、まͩՊֶ的ࢪ
としてূ໌されていないのが実情である。ILSI�+BQBO�
C)1 がϑΟリϐンで進めているプϩジΣΫτは、Պֶ
的ূݕとڞに、ফඅ者がೲಘしてڧ化ถをങう基൫を作
ろうとしており、੒ޭすれ͹େきなੈք的な੒Ռになる
と思われる。

グϩーόルな立৔から、ଟ਺の産業ք代表（ඍྔӫཆ
ૉ、ڧ化ٕज़法ؔ連）がࢀ加し、自らのڧ化ถをಋೖす
΂くٕज़開ൃを進めており、各国とંিもしていた。

ILSI�+BQBO�C)1 の༏先ॱҐは、まず、2014 年に始
まったϑΟリϐン、ϛンμナΦでのಋೖと、ڧ化ถの୯
ՁをԼげて、ফඅ者が進Μでߪೖするൃܒ౒力をするこ
とである。ついで 2014 年に ILSI�+BQBO�C)1 がઃ立し
たڞ同ڀݚ機ߏのࢀ加国、ϕτナϜとインドでɹ࣍のٕ
ज़的開ൃとಋೖをਤる。

（จ੹ɹށ上࢘و）
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�ɽޙࠓͷ 1SPKFDU�*%&"

これまでの 1SoKeDU�I%EA の活動を通じて、Կઍສਓ
のమܽ๡性ශ݂঱のਓ々がٹわれた。ࠓ後ともమڧ化ে
༉、ڕেのීٴが進め͹、डӹ者はますます増える。し
かしまͩಓ൒͹で、これから ILSI が進めなけれ͹なら
ないこともଟい。

そのୈ一はถのమڧ化のීٴである。2014 年 9 ݄の
8'1 ワーΫショοプにࢀ加したアジアの国々に、各国
の実情にԠじたํࡦとํ法でమڧ化ถをൃܒ、ಋೖし、
ফඅ者がߪങできるՁ格で、ීٴすることである。

ୈೋはమに加えて、੒௕ظのൃҭにෆ可ܽなଞのඍྔ
ӫཆૉを෇加することである。例え͹、ѥԖ、༿ࢎ、必
ਢアϛϊࢎのڧ化が考えられる。ෳ਺のඍྔӫཆૉをڧ
化することによりڧ化ࡦのࡁܦ性もվળされる。

ୈ三にはඍྔӫཆૉが必ཁなਓ々はアジア͹かりでな
く、アϑリΧ、南ถにも޿くੜ活をしている。このよう
なਓ々にͲのようにして 1SoKeDU�I%EA がݙߩできるの
かを、ݕ౼し実行しなけれ͹ならない。

このようなల๬をすると、ILSI�+BQBO のみならず、
ILSI のグϩーόルな力をू݁する必ཁがあるであろう。
同࣌に、国連を始めとする国際૊৫との協調を進めなけ
れ͹ならない。そして、1SoKeDU�I%EA を୯なる్上国
΁の支ԉとして見るのではなく、これらの国をࡁܦ的に
ఈ上げする B01 Ϗジωεにҭてるというࢹ点が必ཁで
あると考えている。

後とも、ILSI�+BQBO�会һ各Ґのご支ԉ、ごฬᎪをࠓ
おئいਃし上げます。

（จ੹ɹށ上࢘و）

196� 年ɹૣҴాେֶୈ一ཧֶ޻部Ԡ༻化ֶՊɹଔ業

1966 年ɹૣҴాେֶୈ一ཧֶ޻部େֶӃɹଔ業

1966 年ɹ日本ίΧ・ίーϥࣜג会ࣾڀݚ開ൃ部

198� 年ɹ同�ٕज़୲当औక໾上ڃ෭ࣾ௕

1995 年ɹ�ίΧ・ίーϥύシϑΟοΫٕज़ηンλーࣜג会ࣾ代表औ

క໾ࣾ௕（݉೚）

199� 年ɹ日本ίΧ・ίーϥࣜג会ֶࣾज़୲当औక໾上ڃ෭ࣾ௕

1999 年ɹ同�相ஊ໾

1985 年ʙɹ�日本国際ੜ໋Պֶ協会�෭ཧ事௕等ྺ೚（ݱ・国際ੜ

໋Պֶڀݚ機ߏ�ཧ事）

2001 年ʙɹ国際ੜ໋Պֶڀݚ機߁݈ߏਪ進協力ηンλー�代表

∁སɹٱඒࢠ（͔ͨͳ͠ ɹ͘ Έ ）͜؅ཧӫཆ࢜ɺത࢜（อֶ݈）

2000 年ɹত࿨ঁࢠେֶ�ੜ活Պֶ部�ੜ活ՊֶՊ�食物ֶઐ߈ɹଔ業

2002 年ɹ��ত࿨ঁࢠେֶେֶӃ�ੜ活機ڀݚߏՊ�ੜ活Պֶڀݚઐ߈�

म࢜՝ఔɹम了

2002 年ɹ��ILSI�+BQBO�C)1�αイΤンςΟϑΟοΫ・プϩグϥϜϚ

ωージϟー

2005 年ɹ��ILSI�+BQBO�C)1�ハϊイ・プϩジΣΫτΦϑΟεɹݱ地

調੔һ

200� 年ɹ��東ژେֶ�ҩֶ部ڀݚ�ੜ�国際地域อֶ݈ࣨڭॴଐ

2009 年ɹ��東ژେֶେֶӃ�ҩֶڀݚܥՊ�国際อֶ݈ઐ�٬߈һڀݚ

һ�国際地域อֶ݈ࣨڭॴଐ

2009 年ɹ��ILSI�+BQBO�C)1�プϊンϖン・プϩジΣΫτΦϑΟεݱ�

地調੔һ

2010 年ɹ��ILSI�+BQBO�C)1�東ژΦϑΟε

2014 年ɹ��東ژେֶେֶӃ�ҩֶڀݚܥՊ�ത࢜号औಘ

ུྺ
（ͱ͕Έɹ͔ͨ͠）࢘وɹ্ށ
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5IF�*OUFSOBUJPOBM�4ZNQPTJVN�PO�UIF�3FDFOU�"EWBODFT�
BOE�$POUSPWFSTJFT�JO�.FBTVSJOH�&OFSHZ�.FUBCPMJTN�
3"$.&.�����
�4IBSJOH�UIF�"EWBODFE�3FTFBSDI�%BUB�PO�&OFSHZ�
.FUBCPMJTN�BOE�%JTTFNJOBUJPO�PG�%BUB�GSPN�+BQBO�

ୈ�ճΤωルΪー୅ँʹؔ͢Δࡍࠃձٞɹ
3"$.&.����ʢ��ʣ

ʙΤωルΪー୅ँͷ࠷৽ྫࣄڀݚͷڞ༗ͱ೔ຊ͔Βͷڀݚ੒Ռൃ৴ʙ

҆Ӭ　ߒҰ

ՖԦࣜג会ࣾ
ϔϧεέΞ৯඼ڀݚॴ

ೳධՁࣨػ߁݈

,0*$)*�:"46/"("
%JSFDUPS

3�%���%FWFMPQNFOU�3FTFBSDI���
)FBMUI�$BSF�'PPE�3FTFBSDI

,BP�$PSQPSBUJPO

ංຬはϝλϘリοΫシンドϩーϜをܦて౶೘පや݂ࢷߴ঱、݂ߴѹなͲのຫ性࣬ױをಋくリεΫҼࢠである。ං
ຬਓޱの増加は、20L の௿Լやҩྍඅのߴಅを招くࣾ会໰題となっており、ੈքอ݈機（0(8）ߏをはじめੈք
各国でそのରࡦの必ཁ性がڣ͹れている。௕ظ的なମॏの増ݮは୯७にઁऔおよͼফඅしたΤωルΪーのࠩによっ
て一ٛ的に決まる。そのうͪ、ফඅしたΤωルΪーはੜ活৔໘、活動ڧ度、ମ૊੒なͲのཁҼがෳࡶにབྷみ合い、
ਖ਼確なఆྔධՁが೉しい。このֶज़会議は、ώューϚンΧϩリϝーλーやೋॏඪࣝ水（%L8）法、加଎度活動ྔ
੒Ռڀݚといったચ࿅されたଌఆํ法を༻いたώτあるいは動物におけるΤωルΪー代ँධՁについて、最৽のܭ
と՝題をֶͼ議論することを目的に、ӫཆֶ、農ֶ、ҩֶ、อ݈ՊֶおよͼεϙーπՊֶなͲ෯޿い分野のڀݚ者
やٕज़者がूう国際会議である。ୈ 1 回が 2008 年アϝリΧ・デンόーにて、ୈ 2 回が 2011 年Φϥンμ・Ϛーε
τリώτにて開催され、この度、ୈ�回が2014年10݄11、12日に東ژ౎๽ా۠のՖԦすみͩ事業৔ηϛナーϗー
ルにて開催された。会議には、ւ֎ 8 か国（໿ 60 名）をؚΉ໿ 1�0 名のڀݚ者がࢀ加し、ӡ動、ӫཆ、׊৭ࢷ๱、
ମ内ܭ࣌、食欲、動物なͲにؔ連した最৽のΤωルΪー代ँڀݚ੒Ռがൃ表され、活ൃな議論が交わされた。

��������������������������������������� 
"CTUSBDU�

0CeTJUZ� JT�oOe�oG�UIe�SJTL�GBDUoST�GoS�UIe�NeUBCoMJD�TZOdSoNe�UIBU� MeBdT�Uo�DISoOJD�dJTeBTeT�TVDI�BT�dJBCeUeT
�
IZQeSMJQJdeNJB�BOd�IZQeSUeOTJoO.�IODSeBTJOH�oCeTe�QoQVMBUJoO�CeDoNe�B�NBKoS�ToDJBM�QSoCMeN�dVe�Uo�MoXeSJOH�UIe�
RVBMJUZ�oG�MJGe�BOd�TLZSoDLeUJOH�NedJDBM�DoTU
�XIJDI�NBLeT�HMoCBM�IeBMUI�BVUIoSJUJeT�JODMVdJOH�8)0�UBLe�UIe�VSHeOU�
DoVOUeSNeBTVSeT�BHBJOTU�oCeTJUZ.�LoOH�UeSN�XeJHIU�DIBOHeT�BSe�ToMeMZ�deUeSNJOed�CZ�UIe�CBMBODe�oG�eOeSHZ�JOUBLe�
BOd�exQeOdJUVSe.� IU� JT�dJGGJDVMU� Uo�NeBTVSe� UIe�eOeSHZ�exQeOdJUVSe�BDDVSBUeMZ�CeDBVTe�oG�WBSJoVT�DoNQMJDBUed�
JOUeSBDUJoOT�BNoOH�MJGe�TJUVBUJoO
�BDUJWJUZ� MeWeM
�BOd�CodZ�DoNQoTJUJoO.�TIe�oCKeDUJWe�oG�UIe�QSeTeOU� JOUeSOBUJoOBM�
TZNQoTJVN�JT�Uo�MeBSO�BOd�dJTDVTT�VQdBUed�SeTeBSDI�dBUB�oO�eOeSHZ�NeUBCoMJTN�JO�IVNBO�BOd�BOJNBMT�NeBTVSed�CZ�
ToQIJTUJDBUed�NeUIodT�TVDI�BT�IVNBO�DBMoSJNeUeS
�doVCMe�MBCeMed�XBUeS
�BOd�BDDeMeSoNeUeS�BNoOH�UIe�SeTeBSDIeST�

ཁɹࢫ
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̍ɽ͸じΊʹ

ංຬはզが国をؚΉੈք各国においてそのਓޱが増加
し、20L の௿Լやҩྍඅのߴಅを招くେきなࣾ会՝題
となっており、そのରԠࡦが進められている。そのରࡦ
のେ部分は、ઁऔした૯ΤωルΪーやࢷ๱や୸水化物な
ͲのΤωルΪー基࣭に焦点を当てたӫཆ・食事にؔする
Ψイドϥインのൃܒによるものである。௕ظ的なମॏの
増ݮは୯७にઁऔおよͼফඅしたΤωルΪーのࠩによっ
て一ٛ的に決まる。そのうͪ、ফඅしたΤωルΪーはਭ
຾、食事なͲのੜ活৔໘、安੩やӡ動なͲの活動ڧ度、
にབྷみ合ࡶ๱なͲのମ૊੒なͲのཁૉがෳࢷ೑やମے
い、ਖ਼確なఆྔがࠔ೉である。

このֶज़会議は、ώューϚンΧϩリϝーλーやೋॏඪ
ࣝ水（%L8）法、加଎度活動ྔܭといったચ࿅された
ଌఆํ法を༻いたώτあるいは動物におけるΤωルΪー
代ँධՁについて、最৽のڀݚ੒Ռと՝題をֶͼ議論す
るため、ӫཆֶ、農ֶ、ҩֶ、อ݈Պֶおよͼεϙーπ
ՊֶなͲ෯޿い分野のڀݚ者やٕज़者がूう国際会議で
ある。ୈ 1 回が 2008 年アϝリΧ・デンόーのίϩϥド

େֶ、ୈ 2 回が 2011 年Φϥンμ・Ϛーετリώτの
ϚーετリώτେֶといずれもΤωルΪー代ँڀݚを
リードするੈք的にஶ名なڀݚ機ؔで開催された。この
度、ୈ � 回がアジアで初めて日本で行われることにな
り、2014 年 10 ݄ 11 、12 日に東ژ౎๽ా۠のՖԦすみ
ͩ事業৔ηϛナーϗールにて開催された。会議には、ւ
֎ � か国（໿ 60 名）をؚΉ໿ 1�0 名のڀݚ者がࢀ加し、
ӡ動、ӫཆ、׊৭ࢷ๱、ମ内ܭ࣌、食欲、動物なͲにؔ
連した最৽のΤωルΪー代ँڀݚ੒Ռがൃ表され、活ൃ
な議論が交わされた。

̎ɽࡍࠃձٞ֓ཁ

λイτル：RAC.E.�2014
日�2014：࣌ 年 10 ݄ 11 日（౔）8：�0ô1�：50
� 12 日（日）8：�0ô1�：05
催：�RAC.E.�2014ڞ 実行委һ会（国立݈߁・ӫཆݚ

ӫ・߁会ࣾ）、国立݈ࣜגॴ、ஜ೾େֶ、ՖԦڀ
ཆڀݚॴ

BOd�eOHJOeeST�JO�UIe�GJeMdT�oG�OVUSJUJoO
�BHSJDVMUVSe
�NedJDBM�TDJeODe
�IeBMUI�TDJeODe�BOd�TQoSUT�TDJeODe.�TIe�GJSTU�
TZNQoTJVN�BT�IeMd�JO�%eOWeS
�6SA�JO�2008�BOd�UIe�TeDoOd�XBT�IeMd�JO�.BBTUSJDIU
�UIe�NeUIeSMBOdT�JO�2011.�TIJT�
UJNe
�UIe�UIJSd�XBT�IeMd�JO�UIe�SVNJdB�SeNJOBS�)BMM�oG�,Bo�CoSQoSBUJoO�BU�ToLZo
�+BQBO�oO�0DUoCeS�11UI�BOd�12UIɹ
2014.�AQQSoxJNBUeMZ�1�0�QBSUJDJQBOUT� JODMVdJOH� D.B.� 60� GSoN�oWeSTeeT� BUUeOded� UIe� TZNQoTJVN�BOd� BDUJWeMZ�
dJTDVTTed�SeTeBSDI�dBUB�oO�eOeSHZ�NeUBCoMJTN�BTToDJBUed�XJUI�exeSDJTe
�OVUSJUJoO
�CSoXO�BdJQoTe�UJTTVe
�DJSDBdJBO�
NJTBMJHONeOU
�BQQeUJUe�BOd�BOJNBMT.
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2014 年 10 月 11 日（土）
08：30ô08：45 Welcome Shigeho TanaLa（国ཱ健康・栄養研究ॴ）
08：45ô09：30 Keynote lecture 座長 : Kong Chen（NIDDK-#ethesda）
ɹɹɹ Energy eYpenditure and its role in long and short term weight gain
  Jonathan KraLoff（NIDDK- PhoeniY）
09：35ô10：55 Session1. Exercise and energy metabolismɹɹɹ
 座長 : Edward Melanson（Colorado 大学）
ɹɹɹMetabolic adaptations following massive weight loss with and without eYercise
  Darcy L Johannsen et al.
 （Pennington #iomedical Research Center）
ɹɹɹEnergy eYpenditure of low-level and isometric eYercise: EYploring new approaches to study thermogenesis
  Abdul G Dulloo（Fribourg 大学）
ɹɹɹEffects of high intensity intermittent eYercise on post-eYercise resting oYygen consumption
  Katsunori TsuKi et al.
 （໋ཱؗ大学）
ɹɹɹRER for the masses
  Gary Shaw et al.
 （MIT Lincoln Lab）

ϓϩάϥϜ
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11：20ô12：20 Session2. Energy metabolism in animals
 座長 : Dale A. Schoeller（Wisconsin 大学）
ɹɹɹWhy do penguins not fly  
   John R SpeaLman et al.
 （Aberdeen 大学）
ɹɹɹEnergy eYpenditure
 activity
 and life history in great apes
   Herman Pont[er et al.
 （Hunter College City 大学）
ɹɹɹ Long-term calorie restriction decrease metabolic cost of movement and prevents decrease of physical activity 

during aging in rhesus monLeys
   :osuLe :amada（国ཱ健康・栄養研究ॴ）
14：00ô15：20 Session3. Diet, Nutrition and energy metabolism
 座長：Paul MacLean（Colorado 大学）Masanobu Hibi（ՖԦ）
ɹɹɹObesityîs impact on lactation: ConseRuences on energy balance and postnatal programming
 Paul MacLean（Colorado 大学）
ɹɹɹRunning for youth� on the behavioral energetics of aging mice
 GertKan Van DiKL et al.
 （Groningen 大学）
ɹɹɹEnhanced body fat utili[ation as energy induced by dietary polyphenols
 Koichi :asunaga（ՖԦ）
ɹɹɹEffect of protein overfeeding on energy eYpenditure measured in a metabolic chamber
 Leanne M Redman et al.
 （Pennington #iomedical Research Center）
15：25ô16：10 Mini Debate entitled: Does HF diet affect the accuracy of DLW? 
 座長：Paul MacLean（Colorado 大学）
  John SpeaLman （Aberdeen 大学）vs  GertKan Van DiKL（Groningen 大学）
16：30ô17：50 Symposium1.  Why is the prevalence of obesity in Japan low? 
 座長：Shigeho TanaLa（国ཱ健康・栄養研究ॴ） Van Hubbard（NIH）
ɹɹɹFrom epidemiological aspect
 Hidemi TaLimoto（国ཱ健康・栄養研究ॴ）
ɹɹɹFrom metabolic aspect
 Fuminori KatsuLawa（ܚ応大学）
ɹɹɹFrom physiological aspect
 Kunio Torii（ௗډ食৘報調節研究ॴ）
2014 年 10 月 12 日（日）
08：30ô09：15 Keynote lecture 座長 : Shigeho TanaLa（国ཱ健康・栄養研究ॴ）
ɹɹɹ#rown adipose tissue
 energy eYpenditure
 and obesityin humans
 MasayuLi Saito（元๺ւಓ大学）
09：20ô10：40 Session4. BAT 座長：MasayuLi Saito
ɹɹɹ#iological determinants of brown adipose tissue activity and capacity
 Denis Richard（Laval 大学）
ɹɹɹ（若手研究者賞：Best abstract award）
ɹɹɹRecruitment of brown adipose tissue after daily ingestion of catechin in men
 TaLeshi :oneshiro et al.
 （๺ւಓ大学）
ɹɹɹQuantifying shivering using electromyography and heart rate variability in healthy lean young men
 Robert J #rychta et al.
 （NIDDK-#ethesda）
ɹɹɹNoninvasive evaluation of human brown adipose tissue using Ruantitative near-infrared spectroscopy
 TaLafumi HamaoLa et al.
 （໋ཱؗ大学）
11：00ô12：20 Session5. Methodology for prediction total energy expenditure
 座長：Kong Chen（NIDDK-#ethesda）Guy PlasRui（Colorado 大学）
ɹɹɹ 6nderstanding the impact of eYercise-induced increases in energy eYpenditure on heat balance in older adults 

and individuals with chronic disease: a calorimetric perspective
  Glen Kenny（Ottawa 大学）
ɹɹɹRespiratory chambers: beyond energy eYpenditure
 Eric Ravussin et al.
 （Pennington #iomedical Research Center）
ɹɹɹCommon calibration applied to four calorimeter laboratories
 Jon Moon（MEI Research）
ɹɹɹInteractions between thermal biology and energy homeostasis in the mouse
 Gustavo Abreu-Vieira et al.
 （NIDDK-#ethesda）
12：20ôø2：40 若手研究者賞 Best abstract awards & poster awards
ɹɹɹAbstract award （15 min oral presentation）
ɹɹɹMetabolic responses to different high-fat meals in normal weight and obese women
 Jamie A Cooper et al.
 （TeYas Tech 大学）
14：40ô16：00 Symposium2. Influence of circadian misalignment on energy metabolism
 座長：Kumpei ToLuyama（ஜ೾大学）Karl Friedl （6CSF）



̏ɽߨԋ಺༰

ԋߨௐج�（�）
アϝリΧ NI%%,�1IoeOJx の ,SBLoGG 、ظより、୹ࢯ

௕ظのମॏม動におけるΤωルΪーফඅの໾ׂについて
ԋがなされた。24ߨ の૯ΤωルΪーফඅྔはओにؒ࣌
আࢷ๱ମॏとڧい相ؔؔ܎にあることは知られている
が、Ҩ఻的ཁૉやಛఆのੜ活৔໘におけるΤωルΪーফ
අྔが、ංຬの༧ଌҼࢠとなる可能性についてൃ表し
た。最৽知見として、ਭ຾࣌と֮੧・安੩࣌のΤωル
Ϊーফඅྔのࠩ（A'T��AXBLe�'ed�TIeSNoHeOeTJT）が
29�LH�N2）で༗意にগないことが৽た�度ංຬ（B.Iߴ
に報告された。

๺ւಓେֶ名༪ڭतの੪౻ࢯより、׊৭ࢷ๱ࡉ๔
（BAT��BSoXO�AdJQoTe�TJTTVe）にؔする一連のڀݚ੒
Ռがߨԋされた。BAT 活性はओに࣌ྫྷפにൃݱするも
のであったが、Χプαイシン、アリシンやショ΢ΨΦー
ルなͲいくつかの食品ૉࡐのઁऔにより活性が増加する
ことが確認された。さらに、これまでଌఆした 260 名
以上のඃݧ者の݈߁ঢ়ଶをݕ౼した݁Ռ、BAT 活性は
݂౶や )CA1D ஋とٯ相ؔすることが൑໌し、ංຬͩけ
でなく、インεリン఍߅性なͲ౶代ँのվળにد༩する
ことが報告された。

（�）�γϯϙδ΢Ϝ
シンϙジ΢Ϝ 1 では、「日本ਓはなͥංຬがগないの

かʁ」をڞ通ςーϚに国内 � 名のԋ者によるߨԋがなさ
れた。Ӹֶの؍点から国立݈߁・ӫཆڀݚॴ（国立ӫݚ）
の୍本ࢯより、日本の఻統食「࿨食」のӫཆֶ的ಛ௕と
ۙ年の日本ਓのංຬならͼにӫཆઁऔのಛ௃についてൃ
表された。ۙ年、ಛにݦஶとなっている、中ߴ年உ性の
ංຬとঁ性の௿ମॏの相൓する 2 つの՝題についても঺

հされた。代ँの؍点からܚԠେֶのউ઒ࢯにより、日
本ਓのۙ年のΤωルΪーόϥンεとංຬのਪҠについて
ൃ表された。日本ਓஉ性はこの50年ؒ、ਖ਼のΤωルΪー
όϥンε（ΤωルΪー஝ੵঢ়ଶ）にあるが、ฏۉ஋では
ਖ਼ৗ B.I ൣғ内でංຬঢ়ଶにはない。՝題として、分
෍が࣭ۉではなく、中ߴ年உ性なͲಛఆのਓޱ૚にංຬ
のة機があると報告された。最後に、ੜཧֶの؍点から
ௗډ食情報調અڀݚॴのௗࢯډより、日本食のおいしさ
のࠜװとなる「うま味」をߏ੒するグルλϛンࢎの࣋つ
༷々なੜཧ機能の঺հがなされた。

シンϙジ΢Ϝ 2 では、日内リζϜのཚれとΤωルΪー
代ँをڞ通ςーϚに、� 名のԋ者によるߨԋがなされた。
アϝリΧ CoMVNCJB େの SU�0OHe により、ਭ຾ܽ๡のࢯ
ΤωルΪーόϥンεにٴ΅す影響についてൃ表された。
4 ਭ຾はؒ࣌の୹ؒ࣌ 8 の通ৗਭ຾に比΂て、Τωؒ࣌
ルΪーফඅྔ、ઁऔྔともに増加するが、ઁऔྔがফඅ
ྔよりଟく増加するためにਖ਼のΤωルΪーόϥンεとな
り、݁Ռとしてମॏ増加にಋくと݁論していた。࣍に、
アϝリΧ CoMoSBdo େの 8SJHIU ຿シϑۈより、໷ؒࢯ
τワーΧーによる日内リζϜのཚれとΤωルΪー代ँに
ؔするൃ表があった。先の SU�0OHe と同༷に、໷ؒࢯ
はΤωルΪーফඅྔが増加す࣌ਭ຾ؒ࣌຿開始日の୹ۈ
るが、໷ؒۈ຿をܧଓするとٯにΤωルΪーফඅが通ৗ
よりも௿くなることが示され、日内リζϜのཚれの影響
が໌らかになった。最後に、ஜ೾େ༄୔ࢯより、Ϛ΢ε
を༻いた最৽のਭ຾ڀݚの঺հがなされた。

（�）�ӡಈ
アϝリΧ 1BRC の +oIBOOTeO に代わり、RBWVTTJOࢯ

代ँのա৒な௿Լ࣌によりେきなମॏ௿Լに൐う安੩ࢯ
（.eUBCoMJD�AdBQUBUJoO）の影響についてൃ表があった。
୯७なઁऔΤωルΪー੍ݶ者とң੾আ者でのମॏ௿Լ࣌
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ɹɹɹImpact of sleep restriction on energy balance
 Marie-Pierre St-Onge（Columbia 大学）
ɹɹɹImpact of circadian misalignment induced by simulated shiftworL on energy metabolism
 Kenneth P Wright et al.
 （Colorado 大学）
ɹɹɹForward genetics of sleep in mice
 Masashi :anagisawa（ஜ೾大学）
16：20ô17：05 Keynote lecture 座長：Guy PlasRui（Maastricht 大学）
ɹɹɹAppetite control and energy balance
 Margriet S Westerterp-Plantenga（Maastricht 大学）
17：05 Closing remark Kumpei ToLuyama（ஜ೾大学）



の代ँม化を比較した݁Ռ、ң੾আ者のํがମॏ௿Լに
઎めるے೑ྔがଟく、代ँ的に๬ましくないମॏ௿ݮに
なっていることが示ࠦされた。࣍にεイε 'SJCoVSH େ
の %VMMoo 度で等ੇ法ӡ動を行った際のڧにより、௿ࢯ
ΤωルΪーফඅにؔする最৽知見が঺հされた。それに
よると、同じ௿ڧ度ʴ等ੇ法ӡ動を行ってもମ格のখさ
いਓ、ಛに଍の୹いਓはΤωルΪーফඅがগなく、݁Ռ
的にංຬや౶೘පなͲの代ँ࣬ױになりやすいことを示
ࠦするൃ表であった。立໋ؗେの௰Ҫࢯより、ؒܽ的な
ؒ、がなされڀݚ度ӡ動後のΤωルΪー代ँม化のڧߴ
ܽ的ڧߴ度ӡ動によりその後の食事༠ൃ性ࢎૉফඅྔが
増加することが໌らかになった。最後に、.IT の SIBX
のଌఆモデルとその༗（঎ٵݺ）交換཰ٵݺ、によりࢯ
༻性にؔするൃ表がなされた。

（�）�ಈ෺
イΪリε ACeSdeeO େの SQeBLNBO により、ϖンΪࢯ

ンなͲ一部のௗྨがඈͿのをࢭめ、ӭいでੜ活するよう
になったཧ由をΤωルΪー代ँの؍点からڀݚ、考࡯し
たൃ表がなされた。࣍にアϝリΧ )VOUeS େの 1oOU[eS
より、ᄡೕྨにおけるώτのΤωルΪー代ँのಛ௃をࢯ
໌らかにす΂く、νンύンジー、ΰリϥ、Φϥ΢ーλン
の � छのྨਓԐとの比較がなされた。その݁Ռ、ώτは
আࢷ๱ମॏ当たりの૯ΤωルΪーফඅྔがଞのྨਓԐと
比較してଟいことが໌らかになった。そのཧ由として、
େきな೴ॏྔ、ૣいੜ৩、෯޿い活動Ϩϕルがڍげられ
た。最後に国立ӫݚのࢯాࢁより、αルでのΤωルΪー
ઁऔ੍ݶԼでのΤωルΪー代ँの加ྸม化の݁ڀݚՌ঺
հがあった。自由にΤωルΪーをઁऔしたαルはΤωル
Ϊーઁऔ੍ݶをܧଓしたαルと比較して、࿝ྸظにおい
てମॏはଟいがے೑ྔはগなかった。ߋにΤωルΪーফ
අྔはมわらないが、安੩࣌代ँྔと਎ମ活動Ϩϕルが
௿く、ංຬをൃݱしていた。この޲܏はώτでもྨࣅし
ており、αルίϖニアなͲのڀݚର৅としてもڵ味ਂい
ものであった。

（�）�৯ࣄɺӫཆ
アϝリΧ CoMoSBdo େの .BDLeBO より、೛৷およͼࢯ

तೕ中のࢷߴ๱食ઁऔやංຬによる฼ମのΤωルΪーό
ϥンεや出ੜ後のڙࢠのମ格ಛ性にؔして、Ϛ΢εを༻
いた実݁ݧՌの঺հがあった。ංຬならͼにतೕظのߴ
๱食ઁऔは、฼ೕྔ増加や฼ೕのΤωルΪー૊੒をมࢷ

化さͤ、तೕখࣇのମॏ増加を招くことがൃ表された。
に、Φϥンμ࣍ (SoOJOHeO େの WBO�%JKL により、Ϛࢯ
΢εをࢷߴ๱Լでܧଓઁऔさͤた際、έージ内での回し
ं（SVOOJOH�XIeeM）の༗ແによるංຬおよͼΤωルΪー
ফඅのಛ௃について報告があった。回しंがあるとࢷߴ
๱食Լでのංຬはվળされるが、ܧଓઁऔ後ظではମॏ
増加によりӡ動ྔがݮগしてしまい、ण໋のԆ৳には繋
がらないとの݁Ռであった。࣍にՖԦの安Ӭより、ϙリ
ϑΣϊールઁऔによるମࢷ๱೩মဏ進ޮՌのൃ表があっ
た。஡ΧςキンおよͼίーώーΫϩϩήンࢎは、日本ਓ
のҿྉからઁऔする 2 େओཁϙリϑΣϊールであり、
༷々なੜཧޮՌが報告されている。これらϙリϑΣϊー
ルをܧଓઁऔした際のώτでのࢷ๱೩ম増加およͼମࢷ
๱௿ޮݮՌのൃ表がなされた。最後に、アϝリΧ 1BRC
の RedNBO より、λンύΫա৒ઁऔによるΤωルΪーࢯ
ফඅ΁のޮՌのൃ表があった。

（�）�#"5
๺ւಓେのถ代ࢯにより、Χςキンܧଓઁऔによる

BAT の༠ಋをূݕしたώτݧࢼの݁Ռ報告があった。
1
080�ᶴのΧςキンҿྉを BAT 活性の௿いํが 5 िؒ
ྫྷפ༠ಋ೤産ੜおよͼྫྷפଓすることにより、༗意なܧ
༠ಋࢷ๱೩মの増加が確認され、BAT の༠ಋޮՌが示
ࠦされた。本ൃ表は、ए手ڀݚ者৆をड৆した。࣍に、
アϝリΧ NI%%, の BSZDIUB により、਒えのਖ਼確なධࢯ
Ձならͼに਒えのԹ度ґ存性にؔするݸਓࠩについてৄ
੒Ռのൃ表がなされた。最後に立໋ؗେの඿Ԭڀݚなࡉ
により、ۙ੺֎εϖΫτϩείϐーによるώτࢯ BAT
のඇ৵ऻଌఆํ法のൃ表がなされた。29 名の݈ৗਓで
ۙ੺֎法とඪ準の '%(�1ET 法での BAT 活性を比較し
たところ、ࠎ࠯部分において良޷な相ؔؔ܎がಘられ、
ۙ੺֎法によるධՁが BAT 活性の指਑となることが報
告された。

（�）�ਖ਼֬ͳଌఆํ๏
Χナμ 0UUBXB େの ,eOOZ 者や࣬ප者ྸߴ、によりࢯ

でのӡ動によるΤωルΪー代ँ増加がମの೤交換にٴ΅
すޮՌのڀݚ報告があった。ൃ׼やॱ化なͲ༷々なཁҼ
がབྷΜでいるが、加ྸにより೤交換のޮ཰がམͪること
が示ࠦされた。࣍に、アϝリΧ 1BRC の RBWVTTJO よࢯ
りώューϚンΧϩリϝーλーを༻いた༷々なΤωルΪー
ফඅならͼにফඅΤωルΪー基࣭にؔするこれまでのݚ
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੒Ռの঺հがなされた。最後に、アϝڀݚҢや最৽ܦڀ
リΧ NI%%, の ACSeV�7JeJSB により、Ϛ΢εでのମࢯ
Թ調અとΤωルΪー代ँのؔ܎にؔして最৽のൃڀݚ表
がなされた。

̐ɽまͱΊ

ΤωルΪー代ँはංຬの༧๷、վળを進める上でෆ可
ܽなཁૉであるが、༷々なੜ活৔໘やର৅者にରԠでき
るධՁํ法の確立に՝題があり、ֶज़的にもॏཁなڀݚ
ςーϚとなっている。本ֶज़会議では、ۙ年、੒ਓでも
存ࡏすることが確認された BAT が基調ߨԋとηοショ
ンとしてऔり上げられ、最৽のڀݚ੒Ռൃ表と議論を通
じてそのॏཁ性が認ࣝされた。ӡ動については、ैདྷの
度やؒܽ的なӡ動によるڧ度の活動ͩけでなく、௿ڧߴ
ΤωルΪー代ँがڀݚされ、日ৗੜ活での活動のॏཁ性
が໌らかになりつつある。食事・ӫཆについては、食事
ྔやΤωルΪーόϥンεのڀݚが進められ、ߋにΤωル
Ϊー代ँに影響をٴ΅す食品としてϙリϑΣϊールのݚ
੒Ռがൃ表された。ੜ活リζϜについても、ਭ຾やਂڀ
໷のシϑτۈ຿なͲをର৅としたڀݚが行われ、そのॏ
ཁ性が໌らかになっている。ࠓ後もこれらのςーϚにお
けるڀݚ進௙がେいにظ待される。

日本におけるΤωルΪー代ँڀݚは、1920 年代から
ӫཆڀݚॴ（ݱ・国立݈߁・ӫཆڀݚॴ）において安੩
を༻いた本格的ܭが始められた。ؒ઀೤ྔڀݚ代ँの࣌
なώューϚンΧϩリϝーλーは、2000 年に国立݈߁・

ӫཆڀݚॴに日本で初めてಋೖされ、以߱、200� 年に
ஜ೾େֶ、2004 年にՖԦとಋೖされ、ࡏݱは国内で 10
のେֶ、ڀݚ機ؔがॴ༗してڀݚを進めている。ߋに
2006 年にはώューϚンΧϩリϝーλー協議会がઃ立さ
れ、日本のΤωルΪー代ँのڀݚ者がఆظ的にूまり、
༗をਤってきた。こڞ੒Ռや՝題なͲについて情報ڀݚ
れらのڀݚ੒Ռは、国際ֶज़ࢽや国際ֶ会でൃ表すると
ともに、日本ංຬֶ会でのイϒニングηϛナーなͲを開
催して情報ൃ৴を行ってきた。このような活動がւ֎の
回アジアで初めての開催が日本ࠓ、者から認められڀݚ
で行われることになった。طに࣍回開催のܭըが進Μで
おり、国内֎のڀݚ者との交流をなお一૚ଅ進し、アジ
アਓのΤωルΪー代ँのಛ௃なͲを໌らかにす΂く、ڞ
同してڀݚにऔり૊Μでいく༧ఆである。

199� 年ɹ東޻ژ業େֶཧڀݚֶ޻Պߴ分ֶ޻ࢠઐ߈म࢜՝ఔɹम了

199� 年ɹՖԦࣜג会ࣾೖࣾ

2002 ʙ 2004 年ɹίϩンϏアେֶҩֶ部にֶཹڀݚ

201� 年ɹՖԦࣜג会ࣾϔルεέア食品ڀݚॴ݈߁機能ධՁࣨ�ࣨ௕

ུྺ
҆ӬɹߒҰ（΍すͳ͕ɹ͜͏͍ͪ）

ୈ�ճΤωϧΪʔ୅ँʹؔ͢Δࡍࠃ会ٞ　3"$.&.����　ʙΤωϧΪʔ୅ँͷ࠷৽ྫࣄڀݚͷڞ༗ͱ೔ຊ͔Βͷڀݚ੒Ռൃ৴ʙ
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5IF�(VU
�*UT�.JDSPCFT�BOE�)FBMUI
/FX�,OPXMFEHF�BOE�"QQMJDBUJPOT�GPS�"TJB�
0DUPCFS��ô�
�����
�0SDIBSE�)PUFM
�4JOHBQPSF

*-4*�4PVUIFBTU�"TJB�3FHJPO

����$POGFSFODF�1SPHSBN

TIe�DoOGeSeODe�JOUSodVDUJoO�BOd�XeMDoNe�BddSeTT�XBT�
QSeTeOUed�CZ�.ST.�BooO�:ee�:eoOH
�ExeDVUJWe�%JSeDUoS�
oG� ILSI�SEA�ReHJoO�BOd�CoOGeSeODe�SDJeOUJGJD�CIBJS�
1SoG.�:VBO�,VO�Lee
�NBUJoOBM�6OJWeSTJUZ�oG�SJOHBQoSe.�
TIe�DoOGeSeODe�DoOTJTUed�oG�B�UoUBM�oG�19�QSeTeOUBUJoOT�
GSoN�B�QBOeM�oG�MeBdJOH�exQeSUT�JO�UIe�GJeMd�oG�HVU�NJDSo�
CJoNe�SeTeBSDI
�deMJWeSed�JO�6�QMeOBSZ�TeTTJoOT�DoWeSJOH�
UIe�GoMMoXJOH�UoQJDT�
⿠� �5IF�*OUFTUJOBM�&DPTZTUFN�BOE�$PSF�.JDSPCJPNF�
⿠� �(VU�1IZTJPMPHZ�BOE�*OUFTUJOBM�.JDSPCJPUB�UISPVHI�

PVU�UIF�-JGF�4QBO
⿠� �(VU�.JDSPCJPUB�JO�)FBMUI�BOE�%JTFBTF�
⿠� �.BJOUBJOJOH�(VU�.JDSPCJPNF�4UBCJMJUZ�
⿠� �&OWJSPONFOUBM�*OGMVFODFT�PO�UIF�(VU�.JDSPCJPUB
⿠� �'PPET�GPS�(VU�)FBMUI��3FHVMBUPSZ�$IBMMFOHFT�

���$POGFSFODF�)JHIMJHIUT

IO� UIe�oQeOJOH� MeDUVSe
�1SoG.�LJQJOH�;IBo
�SIBOHIBJ�
+JBo�ToOH�6OJWeSTJUZ
�CIJOB
�exQMoSed�UIe�CBTJD�DoODeQUT�
TVSSoVOdJOH�UIe�HVU�NJDSoCJoUBîT�SoMe� JO�IVNBO�IeBMUI.�

)e�NeOUJoOed� UIBU�CJo�BDUJWe� TVCTUBODeT�QSodVDed�CZ�
HVU�CBDUeSJB�DBO�IBWe�B�dJSeDU�JNQBDU�oO�IoTU�IeBMUI
�BOd�
DBSeGVM�NBOJQVMBUJoO�oG�UIe�dJeU�DBO�NodVMBUe�TUSVDUVSe�
BOd�GVODUJoO�oG�UIe�HVU�NJDSoCJoUB�Uo�CeOeGJU�IoTU�IeBMUI.�
IO� BddJUJoO
� dBUB� QSeTeOUed� CZ�1SoG.�:VBO�,VO�Lee�
JOdJDBUed�UIBU� UIe�WBSJBUJoO� JO�HVU�NJDSoCJoUB�oG�ATJBO�
DIJMdSeO�BOd�BdVMUT�JT�DMVTUeSed�JOUo�UXo�dJTUJODU�HSoVQT
�
NJSSoSJOH� UIe�HeoHSBQIJDBM� MoDBUJoOT
� JNNJHSBUJoO�QBU�
UeSOT�BOd�BHSJDVMUVSBM�QSodVDUT�（dJeU）�oG� UIeTe�DJUJeT�

5IF�(VU
�*UT�.JDSPCFT�BOE�)FBMUI��/FX�,OPXMFEHF�
BOE�"QQMJDBUJPOT�GPS�"TJB

*-4*�4PVUIFBTU�"TJB�3FHJPO

ILSI�SoVUIeBTU�ATJB�ReHJoO� IeMd� UIe� DoOGeSeODe� b5IF�(VU
� *UT�.JDSPCFT�BOE�)FBMUI��/FX�,OPXMFEHF�BOE�
"QQMJDBUJPOT� GPS�"TJB`� JO�SJOHBQoSe�oO�0DUoCeS�8ô9
�2014
�IJHIMJHIUJOH� DVSSeOU� TDJeOUJGJD�LOoXMedHe�oO� UIe�HVU�
NJDSoCJoNe
�JUT�JOUeSBDUJoOT�XJUI�dJeU�BOd�OVUSJUJoO
�BOd�UIe�JNQMJDBUJoOT�GoS�IeBMUI�BOd�dJTeBTe
�QBSUJDVMBSMZ�JO�ATJBO�
QoQVMBUJoOT.�TIe�DoOGeSeODe
�oSHBOJ[ed� JO�DoMMBCoSBUJoO�XJUI� UIe�CoNNoOXeBMUI�SDJeOUJGJD�BOd�IOdVTUSJBM�ReTeBSDI�
0SHBOJTBUJoO�（CSIR0）�AVTUSBMJB
�NBUJoOBM�6OJWeSTJUZ�oG�SJOHBQoSe�（N6S）
�NeXDBTUMe�6OJWeSTJUZ� IOUeSOBUJoOBM�
SJOHBQoSe�（N6IS）�BOd�UIe�IOdoOeTJBO�SDJeOUJGJD�SoDJeUZ�GoS�1SoCJoUJDT�BOd�1SeCJoUJDT�（ISS11）
�XBT�XeMM�BUUeOded�CZ�
oWeS�200�QBSUJDJQBOUT�GSoN�BSoVOd�UIe�SeHJoO
�SeQSeTeOUJOH�BDBdeNJB
�HoWeSONeOU�BOd�JOdVTUSZ�TeDUoST.�
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DoVOUSJeT� TVHHeTUJOH� UIBU�HVU�NJDSoCJoNe� JO�dJGGeSeOU�
QoQVMBUJoO�dJGGeS�BDDoSdJOHMZ� Uo�dJeU
�eOWJSoONeOU�BOd�
UIe�IVNBO�HeOeT.��

IU�XBT�OoUed�CZ�%S.�1BUSJDJB�CoOXBZ
�6OJWeSTJUZ�oG�NeX�
SoVUI�8BMeT
�AVTUSBMJB
� UIBU� UIe� JOJUJBM� HVU� CBDUeSJB�
DoNQoTJUJoO�JO�JOGBOU�JT�BGGeDUed�CZ�UIe�Node�oG�deMJWeSZ�
BOd� TVCTeRVeOUMZ� CZ� UIe�NeUIod� oG� GeedJOH
� QMBZJOH�
B� TJHOJGJDBOU� SoMe� JO� UIe� deWeMoQNeOU� oG� UIe� JNNVOe�
TZTUeN.�SVDDeTTJWe�deWeMoQNeOU�BOd�DoNQoTJUJoO�oG�UIe�
HVU�NJDSoCJoUB�JT�JOGMVeODed�CZ�NVMUJQMe�GBDUoST�JODMVd�
JOH�dJeU
�BOUJCJoUJD�exQoTVSe
�MJGeTUZMe�BOd�eOWJSoONeOUBM�
TUSeTTeT� UISoVHIoVU� UIe� MJGe� TQBO.� IO� UIe�eMdeSMZ
� HVU�
NJDSoCJoUB�DoNQoTJUJoO�JT�DMoTeMZ�SeMBUed�Uo�XIeSe�UIeZ�
SeTJde�（IoNe�oS�BHed�DBSe� GBDJMJUZ）
�BOd�B� DIBOHe� JO�
NBKoS�CBDUeSJB�HSoVQT�BU�UIJT�MJGe�TUBHe�DBO�QSoNoUe�BO�
JOGMBNNBUoSZ�SeTQoOTe.�

ReDeOU� TUVdJeT� IBWe� TIoXO� B� MJOL� CeUXeeO� HVU�
NJDSoCJoUB�BOd�VOdeSOVUSJUJoO.�%S.�(.�BBMBLSJTI�NBJS
�
TSBOTMBUJoOBM�)eBMUI�SDJeODe�BOd�TeDIOoMoHZ�IOTUJUVUe
�
IOdJB
� QSeTeOUed� SeTeBSDI�BOBMZTJOH� UIe�NeUBHeOoNeT�
oG�20�DIJMdSeO�XJUI�WBSZJOH�OVUSJUJoOBM�TUBUVT� JO�SVSBM�
8eTU�BeOHBM
� IOdJB.�SeWeSBM�dJGGeSeODeT�XeSe�oCTeSWed�
JO� UIe� JOUeTUJOBM�NJDSoCJoUB�oG�NBMOoVSJTIed� DIJMdSeO�
XIeO�DoNQBSed�Uo�IeBMUIZ�DIJMdSeO
�exUeOdJOH�UIe�VOdeS�
TUBOdJOH�oG�UIe�CBTJT�oG�NBMOVUSJUJoO�CeZoOd�OVUSJUJoOBM�
deQSJWBUJoO.�

ReTeBSDI�IBT� TIoXO� UIBU� DoNNeOTBM�HVU�NJDSoGMoSB�
DBO� BDU� BT� SeTeSWoJST� oG� BOUJCJoUJD� SeTJTUBODe.�%S.�
SIBSNJMB�.BOde
�TCS�IOOoWBUJoO�LBCT
�IOdJB
�QSeTeOUed�
SeTVMUT�oG� DoNQSeIeOTJWe�BOBMZTeT�oG� UIe�QSeTeODe�oG�

BOUJCJoUJD�SeTJTUBODe�HeOeT�JO�UIe�HVU�NJDSoGMoSB�oG�2�5�
JOdJWJdVBMT� GSoN�eJHIU�dJGGeSeOU�OBUJoOBMJUJeT.�ReTVMUT�
JOdJDBUed� UIBU�HeOeT� DoOGeSSJOH� SeTJTUBODe�BHBJOTU�5��
dJGGeSeOU�BOUJCJoUJDT�XeSe�GoVOd�JO�UIe�IVNBO�HVU�NJDSo�
GMoSB
�XJUI�GoVS�dJTUJODU�DMVTUeST�oG�JOdJWJdVBMT�（SeGeSSed�
Uo�BT�bReTJTUoUZQeTî）�UIBU�exIJCJUed�TJNJMBSJUJeT�JO�UIeJS�
BOUJCJoUJD�SeTJTUBODe�QSoGJMeT�JO�UIe�HVU�NJDSoCJoUB.�

TIe�SoMe�oG� GeSNeOUBCMe�DoNQoOeOUT�oG�dJeUBSZ�GJCeS�
TVDI� BT� SeTJTUBOU� TUBSDI� JO� HVU� IeBMUI�XBT�dJTDVTTed�
CZ�%S.�TSeWoS�LoDLeUU
�CSIR0�AVTUSBMJB.�CSIR0
� JO�
DoMMBCoSBUJoO�XJUI�UIe�6OJWeSTJUZ�oG�ToLZo�BOd�RI,EN
�
+BQBO
�IBWe�deNoOTUSBUed�IoX�TIoSU�DIBJO� GBUUZ�BDJdT�

（SC'A）�QSodVDed�CZ�GeSNeOUBUJoO�DBO�NodJGZ�JNQoSUBOU�
HVU�GVODUJoOT�TVDI�BT�CBSSJeS�GVODUJoO�BOd�T�ReHVMBUoSZ�
DeMM�JOdVDUJoO�GoS�DoOUSoM�oG�JOGMBNNBUJoO.�

%BZ�2�oG�UIe�DoOGeSeODe�DoNNeODed�XJUI�1SoG.�RoCeSU�
RBTUBMM
�6OJWeSTJUZ� oG�ReBdJOH
�6,
� IJHIMJHIUJOH� UIe�
deGJOJUJoO� oG� B� QSeCJoUJD� BT� “B� TeMeDUJWeMZ� GeSNeOUed�
JOHSedJeOU�UIBU�SeTVMUT�JO�TQeDJGJD�DIBOHeT
�JO�UIe�DoNQo�
TJUJoO�BOd�oS�BDUJWJUZ�oG�UIe�HBTUSoJOUeTUJOBM�NJDSoCJoUB
�
UIVT� DoOGeSSJOH�CeOeGJU（T）�VQoO�IoTU� IeBMUI�NeUBCo�
MJTN” .�1SoG.�RBTUBMM�dJTDVTTed� UIe�LeZ�IeBMUI�CeOeGJUT�
BTDSJCed� Uo� QSeCJoUJD� oMJHoTBDDIBSJdeT
� DBUeHoSJ[JOH�
UIeN�BDDoSdJOH�Uo�MeWeMT�oG�eWJdeODe�（(SoVQT�A
�B�BOd�
C）
� BddSeTTJOH� UIe� QoTJUJoO� oG� CJGJdoCBDUeSJB� BT� UIe�
LeZ�NedJBUoST�oG� UIeTe�IeBMUI�CeOeGJUT
�BOd�OoUJOH�UIBU�
SeHVMBUoST�IBWe�ZeU�Uo�SeDoHOJ[e�UIJT�MJOL�BOd�eNQIBTJ[JOH�
UIe�Oeed�GoS�NoSe�SoCVTU�IVNBO�dBUB�oO�(SoVQ�B���C�
QSeCJoUJDT.�

1SoG.� ,SJTUJO� 7eSCeLe
� ,6� LeVWeO
� BeMHJVN
�
QSeTeOUed�eWJdeODe�oO�UIe�QIZTJoMoHJDBM�BOd�OVUSJUJoOBM�
eGGeDUT�oG�NJDSoCJBM�NeUBCoMJUeT
�JO�QBSUJDVMBS�SC'A
�BT�
CJoNBSLeST�GoS� UIe�IeBMUI�CeOeGJUT�oG�QSeCJoUJDT.�1SoG.�
7eSCeLe�OoUed�UIBU�SC'A�NBZ�IBWe�eGGeDUT�oO�DoMoOJD�
IeBMUI
�IoTU�QIZTJoMoHZ
�JNNVOJUZ
�MJQJd�QSoUeJO�NeUBCo�
MJTN�BOd�BQQeUJUe�DoOUSoM.� IOUeHSBUJoO�oG� SeTVMUT� GSoN�
NeUBCoMoNJDT�BOd�NeUBHeOoNJDT�NBZ�IoMd�ToNe�QSoNJTe�
GoS�VOdeSTUBOdJOH� UIe�IeBMUI� JNQMJDBUJoOT�oG�QSeCJoUJD�
NJDSoCJoNe�NodVMBUJoO.�

.eBOXIJMe
�1SoG.� SeQQo�SBMNJOeO
�6OJWeSTJUZ� oG�
TVSLV
�'JOMBOd
� SeWJeXed� UIe� deGJOJUJoO� oG� UIe� UeSN�
bQSoCJoUJD`.�0SJHJOBMMZ� deGJOed� CZ� UIe�'A0�8)0� JO�
2002
�B�SeDeOU� IOUeSOBUJoOBM�SDJeOUJGJD�ATToDJBUJoO�oG�
1SoCJoUJDT� BOd�1SeCJoUJDT�（ISA11）�DoOTeOTVT�QBQeS�
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eOdoSTed� UIe�deGJOJUJoO�BT� “MJWe�NJDSooSHBOJTNT� UIBU
�
XIeO� BdNJOJTUeSed� JO� BdeRVBUe� BNoVOUT
� DoOGeS� B�
IeBMUI�CeOeGJU�oO� UIe�IoTU. ”�1SoG.�SBMNJOeO�QSeTeOUed�
BO�oWeSBMM� GSBNeXoSL� GoS�QSoCJoUJD�QSodVDUT� JODMVdJOH�
XIBU�DoOTUJUVUeT�TVGGJDJeOU�MeWeMT�oG�eWJdeODe�GoS�IeBMUI�
CeOeGJUT.�1SoG.�)JdeLJ� ITIJLBXB� 
�,ZoUo�1SeGeDUVSBM�
6OJWeSTJUZ�oG�.edJDJOe
�+BQBO
�UIeO�QSeTeOUed�SeTeBSDI�
oO�UIe�SoMe�oG�dJeUBSZ�GJCeS�BOd�LBDUoCBDJMMVT�DBTeJ� JO�
DoMoSeDUBM�DBODeS�QSeWeOUJoO�XIeSe�IJT�SeTVMUT�TVHHeTUed�
UIBU� UIe�DoOTVNQUJoO�oG�LBDUoCBDJMMVT�DBTeJ�QSeWeOUed�
TUSVDUVSBM�BCOoSNBMJUZ�oG�DoMoSeDUBM�UVNoST.

.T.�:VTSB�EHBZBOUJ
�NBUJoOBM�AHeODZ� GoS�%SVH�BOd�
'ood�CoOUSoM
� IOdoOeTJB
� OoUed� UIBU� TVCTUBOUJBUJoO�oG�
IeBMUI�DMBJNT�BOd�deWeMoQNeOU�oG� GoodT� JO� UIe�BSeB�oG�
HVU�IeBMUI� JODoSQoSBUJOH�QSoCJoUJDT�BOd�QSeCJoUJDT�IBT�
CeeO�DIBMMeOHJOH�JO�IOdoOeTJB.�.T.�EHBZBOUJ�eNQIBTJ[ed�
UIBU�TUSoOH�DoMMBCoSBUJoO�CeUXeeO�JOdVTUSZ
�BDBdeNJB�BOd�
SeHVMBUoST�JT�Oeeded�Uo�TVQQoSU�UIe�eGGeDUJWe�SeHVMBUJoO�
BOd�JOOoWBUJoO�oG�GoodT�GoS�oQUJNBM�HVU�IeBMUI.�

TIe� DoOGeSeODe� DoODMVded�XJUI� B� QBOeM� dJTDVTTJoO�
oO� b(BQT
�0QQoSUVOJUJeT�BOd�'VUVSe�%JSeDUJoO� GoS�(VU�
.JDSoCJoNe�ReTeBSDI�JO�ATJB`.

���$PODMVTJPO

TIe�DoOGeSeODe�XBT�TVDDeTTGVM� JO�DIBSBDUeSJ[JOH� UIe�
HVU�NJDSoCJoNe�BOd� JUT�WBSJBUJoO�deQeOdJOH�oO�HeOeUJD�
BOd�eOWJSoONeOUBM�GBDUoST�BOd�JO�QSeTeOUJOH�GJOdJOHT�oO�
UIe�JNQMJDBUJoOT�oG�UIe�HVU�NJDSoCJoNe�oO�IeBMUI�TUBUVT�
dVSJOH�UIe�MJGe�TQBO.�TIe�DoOGeSeODe�QSoWJded�BO�VQdBUe�
oO� UIe� SoMe� oG� UIe�HVU�NJDSoCJoNe� JO� DeSUBJO�dJTeBTe�
TUBUeT�BOd�IJHIMJHIUed�SeTeBSDI�oO�OVUSJUJoOBM� GBDUoST�
JOWoMWed�JO�NBJOUBJOJOH�TUBCJMJUZ�oG�UIe�HVU�NJDSoCJoNe.�
%eMeHBUeT�BDLOoXMedHed� UIBU� UIe�QBQeST�QSeTeOUed�CZ�
UIe� exQeSU� QBOeM� oG� TQeBLeST�XeSe� JOTJHIUGVM� BOd� oG�
WBMVe� Uo� UIeJS�XoSL
� BOd� UIe� DoOGeSeODe�XBT� BCMe� Uo�
DoOOeDU�SeTeBSDIeST� GSoN�dJGGeSeOU�SeHJoOT� GoS� GVUVSe�
DoMMBCoSBUJoO.�

5IF�(VU
�*UT�.JDSPCFT�BOE�)FBMUI　/FX�,OPXMFEHF�BOE�"QQMJDBUJPOT�GPS�"TJB

��―Πϧγʔ No.120  (2015.2)

1IPUP��：�1SPG��)JEFLJ�*TIJLBXB
�,ZPUP�1SFGFDUVSBM�
6OJWFSTJUZ�PG�.FEJDJOF
�+BQBO�

1IPUP��：�'BDVMUZ�BOE�0SHBOJ[FST���*-4*�4&"�3FHJPO�$POGFSFODF�PO�5IF�(VU
�*UT�.JDSPCFT�BOE�)FBMUI
�4JOHBQPSF



TIe�'oSUZ�TeDoOd�SeTTJoO�oG�UIe�Codex�CoNNJUUee�oO�'ood�LBCeMMJOH�XBT�IeMd�JO�RoNe
�IUBMZ�BU�'A0�GSoN�21�
Uo�24�0DUoCeS�2014.�TIe�SeTTJoO�XBT�BUUeOded�CZ�2�1�deMeHBUeT�SeQSeTeOUJOH��1�NeNCeS�DoVOUSJeT
�oOe�NeNCeS�
oSHBOJ[BUJoO（E6）�BOd�19�JOUeSOBUJoOBM�oSHBOJ[BUJoOT.�ToUBM�10�QBSUJDJQBOUT�BUUeOded�GSoN�+BQBO�DoOTJTUJOH�oG�2�
GSoN�UIe�CoOTVNeS�AGGBJST�AHeODZ
�2�GSoN�UIe�.JOJTUSZ�oG�AHSJDVMUVSe
�'oSeTUSZ�BOd�'JTIeSJeT
�5�GSoN�N(0T�BOd�
UIe�BVUIoS�BT�B�UeDIOJDBM�BdWJToS�Uo�UIe�CAA.�TIe�TVNNBSZ�BOd�DoODMVTJoOT�oG�UIe�SeTTJoO�BSe�BT�GoMMoXT.�

TIe�CoNNJUUee��
��EOdoSTed�UIe�MBCeMMJOH�QSoWJTJoOT�JO�UIe�TUBOdBSdT�TVCNJUUed�CZ�CC''1
�CC''7�BOd�CC1'7��
��1SoWJded�SeQMJeT�GoS�UIe�NoOJUoSJOH�oG�Codex�SUSBUeHJD�1MBO�2014ô2019�
����AHSeed� Uo�DJSDVMBUe� UIe�QSoQoTed�dSBGU�SeWJTJoO�oG� ┸┬┩ⓤ┋┹┭┨┩┰┭┲┩┷ⓤ ┪┳┶ⓤ ┸┬┩ⓤ└┶┳┨┹┧┸┭┳┲⓰ⓤ└┶┳┧┩┷┷┭┲┫⓰ⓤ┐┥┦┩┰┰┭┲┫ⓤ┥┲┨ⓤ
┑┥┶┯┩┸┭┲┫ⓤ┳┪ⓤ┓┶┫┥┲┭┧┥┰┰┽ⓤ└┶┳┨┹┧┩┨ⓤ┊┳┳┨┷ⓤ⓾�0SHBOJD�ARVBDVMUVSe�BU�SUeQ���GoS�DoNNeOUT�BOd�Uo�dJTDVTT�BU�UIe�4�Sd�
SeTTJoO��

����AHSeed�Uo�DJSDVMBUe�UIe�QSoQoTed�dSBGU�SeWJTJoO�oG� ┸┬┩ⓤ┋┩┲┩┶┥┰ⓤ┗┸┥┲┨┥┶┨ⓤ ┪┳┶ⓤ ┸┬┩ⓤ┐┥┦┩┰┰┭┲┫ⓤ┳┪ⓤ└┶┩┴┥┧┯┥┫┩┨ⓤ┊┳┳┨┷ⓤ ⓾�
%BUe�.BSLJOH�BU�SUeQ���GoS�DoNNeOUT�BOd�Uo�dJTDVTT�BU�UIe�4�Sd�SeTTJoO��BOd�

����AHSeed�Uo�deGeS�dJTDVTTJoO�oO�UIe�MBCeMMJOH�oO�OoO�SeUBJM�DoOUBJOeST
�oO�JTTVeT�SeMBUed�Uo�JOUeSOeU�TBMeT�oG�Good�
BOd�QSoQoTBM�Uo�SeWJTe�┸┬┩ⓤ┋┩┲┩┶┥┰ⓤ┋┹┭┨┩┰┭┲┩┷ⓤ┪┳┶ⓤ┸┬┩ⓤ┙┷┩ⓤ┳┪ⓤ┸┬┩ⓤ┘┩┶┱ⓤ╏┌┥┰┥┰ ╝ ⓲

3FQPSU�PG�UIF���OE�4FTTJPO�PG�UIF�
$PEFY�$PNNJUUFF�PO�'PPE�-BCFMMJOH

'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը

ୈ��ճίーσοΫε৯඼දࣔ෦ձใࠂ

඿໺　߂ত
*-4*�+BQBO ಛผސ໰

)*30",*�)"."/0
"EWJTPS

*-4*�+BQBO

4VNNBSZ

̍ɽ͸じΊʹ

ୈ 42 回ίーデοΫε食品表示部会が、2014（ฏ੒
26）年 10 ݄ 21 日（Ր）から 24 日（ۚ）まで、'A0 本
部（ϩʵϚ）で開催され、�1 か国੓෎、1 国際૊৫（E6）
およͼ 19 国際機ؔ（I(0T���N(0T）から合ܭ 2�1 名
がࢀ加した（報告ॻࢀ加者リετより）。日本からは、
ফඅ者ிから஥୩ࢠܒ�食品表示اը՝食品表示調査׭、
ҏ౻ຑࢠ�同՝૯ׅ܎௕の 2 名、農林水産省からদౡത

ӳ�水産ிړ੓部加޻流通՝指ಋ൝水産物安全ਪ進܎௕、
େՏ内༟೭�同ி増৩ਪ進部࠿ഓཆ৩՝࠿ഓཆ৩ઐ໳׭
の 2 名、ফඅ者ிςΫニΧルアドόイβーとしてච者、
N(0 と し て、 国 際 ӫ ཆ 補 助 食 品 業 ք ஂ ମ 連 合 会

（IA%SA）から 2 名、国際アϛϊࢎՊֶ協会（ICAAS）
から 2 名、国際ਗ਼ྋҿྉ協議会（ICBA）から 1 名の合
ܭ 10 名がࢀ加した。

なお本会議に先立ͪ、20 日（݄）に「6SôCCASIA」
会議（ถ国࠲௕、10：00ʙ11：10）、「%BUe�.BSLJOH� JO�
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UIe�(eOeSBM�SUBOdBSd�GoS�UIe�LBCeMMJOH�oG�1SeQBDLBHed�
'oodT（C0%E9�STAN�1ô1985）」にؔする作業部会会
議（ニュージーϥンドʗΦーετϥリア࠲௕、1�：00 ʙ
15：�0）、21 日（Ր）に「アジア地域調੔会議」（λイ
。௕、08：�5ʙ09：15）が開催された࠲

̎ɽ本ձٞ�ٞ୊Ұཡ

議題�1ɽ�議題の࠾୒
議題�2ɽ��ίーデοΫε૯会およͼそのଞの部会から

の෇託事߲
議題��ɽ�ίーデοΫε規格Ҋにおける表示事߲のݕ౼
議題�4ɽ��༗機ཆ৩（༗機食品のੜ産、加޻、表示お

よͼ流通にؔするΨイドϥインのमਖ਼、ε
ςοプ 4）

議題�5ɽ��日෇表示（%BUe�.BSLJOH）（(SL1' のमਖ਼、
εςοプ 4）

議題�6ɽ�LBCeMMJOH�oG�OoO�SeUBJM�DoOUBJOeST（౼議ࢿྉ）�
議題��ɽ��ITTVeT�SeMBUed�Uo� JOUeSOeU�TBMeT�oG�Good（౼

議ࢿྉ）�
議題�8ɽ�そのଞ、৽規作業の提Ҋ

ɹ�B）� �1SoQoTBM� Uo� SeWJTe� UIe�(eOeSBM�(VJdeMJOeT�
GoS�UIe�6Te�oG�UIe�TeSN�“)BMBM ”

議題�9ɽ࣍�回会議の日ఔ
議題�10ɽ報告ॻの࠾୒

̏ɽ౼ٞ಺༰͓Αͼ݁࿦

本会議における各議題にؔする౼議内容およͼ݁論を
以Լにཁ໿した（ReQoSU�oG�UIe�'oSUZ�TeDoOd�SeTTJoO�oG�
UIe�Codex�CoNNJUUee�oO�'ood�LBCeMMJOH
�RE1�15�'L
�

NoWeNCeS�2014）。

ٞ୊ �ɽٞ୊ͷ࠾୒
⿠ɹఏҊ௨Γ࠾୒ɻ

ٞ୊ �ɽ��ίʔσοΫεୈ ��ɺ�� ճ૯ձ͓Αͼଞͷ෦ձ
͔Βͷ෇ୗ߲ࣄ�

⿠　Լهʹ͍ͭͯఏҊ௨Γ࠾୒ɻ
 　�1SoQoTed�%SBGU�(eOeSBM�1SJODJQMeT�GoS�ETUBCMJTIJOH�

NVUSJeOU�ReGeSeODe�7BMVeT（NR7TôNC%）�GoS� UIe�
HeOeSBM�QoQVMBUJoO��BOd�DoOToMJdBUed�WeSTJoO�oG�UIe�
(eOeSBM� 1SJODJQMeT� GoS� ETUBCMJTIJOH�NVUSJeOU�
ReGeSeODe�7BMVeT（CCN'S%6�CC'L�SUeQ�5�8）

 　�1SoQoTed�%SBGU�AddJUJoOBM� oS�ReWJTed�NVUSJeOU�
ReGeSeODe�7BMVeT� GoS�LBCeMMJOH�1VSQoTeT� JO� UIe�
Codex� (VJde M JOeT � oO� NVUS J U JoO � LBCeM M JOH

（CCN'S%6�CC'L�SUeQ�5�8）
 　�1SoQoTed�%SBGU� SUBOdBSd� GoS�NoO�'eSNeOUed�

SoZCeBO�1SodVDUT（CCASIA�SUeQ�5）

⿠ɹ�SUBOdBSd�GoS�)BMBM�'ood：ݱ行の (eOeSBM�(VJde�
MJOeT�GoS�6Te�oG�UIe�UeSN�)BMBM（CAC�(L�24ô199�）
のमਖ਼提Ҋ。ط存の Codex จॻや 0SHBOJ[BUJoO�oG�
ITMBNJD�CooQeSBUJoO（0IC）�SUBOdBSd、ASBC�)BMBM�
(VJdeMJOeT�2012ô256� 等をצҊし、Τジプτがプϩ
ジΣΫτドキュϝンτを準උ。˰�ٞ୊ �Ͱ౼ （ٞ݁
Ͱ౼ٞ͞Εͣ）ɻ܎ͷؔؒ࣌ہ

⿠ɹ�Codex�SUSBUeHJD�1MBO�2014ô2019 について、Χφμ
ΑΓఏҊ（$3%��）ɺχϡʔδʔϥϯυΑΓہ຿ࣄ
ͷҰ෦मਖ਼ఏҊをؚΊͯ߹ҙɻ

⿠ɹ�CMBJN�GoS�“GSee”�oG�TSBOT�'BUUZ�ADJdT（T'AT）：
CCN'S%6 部会は、CC'L からの T'A ϑリーڧ
調表示の基準ࡦఆのࢾ໰について、まず、8)0 の
N6(A(（NVUSJUJoO�(VJdBODe�AdWJToSZ�(SoVQ）の
報告が必ཁであるとした。Χナμが N6(A( の会
議報告（ୈ�回会議：2014年9݄9 ô12日、ジュωー
ϒ）をצҊし、౼議จॻを作੒することを表໌。˰�
ࡏݱཙ೶࿈ໍ（*%'）ΑΓɺࡍࠃ 5'"ͷ෼ੳ๏ʹͭ
͍ͯमਖ਼ɺ౷߹ɺࡍࠃతͳڞಉߦ͕ڀݚΘΕ͓ͯΓɺ
ͦͷ݁Ռͷެ։͕ ���� ೥ޙ൒Ҏ߱ʹͳΔͱใࠂɻ
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ٞ୊ �ɽ�ίʔσοΫε֨نҊʹ͓͚Δද߲ࣔࣄ
ͷݕ౼�

"ɽ$PNNJUUFF�PO�'JTI�BOE�'JTIFSZ�1SPEVDUT（$$''1）
 　�ੜ઱およͼྫྷౚϗλς੡品規格��
#ɽ�$PNNJUUFF�PO�'SFTI�'SVJUT�BOE�7FHFUBCMFT（$$''7）
 　�ύοションϑルーπ規格、ドリアン規格�、ΦΫϥ規格�
$ɽ�$PNNJUUFF�PO�1SPDFTTFE�'SVJUT�BOE�7FHFUBCMFT

（$$1'7）
 　�ϑルーπ٧؈規格、ٸ଎ྫྷౚ野ࡊ規格、ϑルーπ

およͼ野ࡊϐΫルε規格のमਖ਼Ҋ
⿠ɹ上ه A
B
C について提Ҋ通りঝ認。

%ɽ�(JOTFOH（δϯηϯ）製඼֨نҊ（$0%&9�45"/�
���3ô����）

⿠ɹ�ୈ �.5 ߲ 0QUJoOBM�LBCeMMJOH にؔするमਖ਼提Ҋにつ
いて、λイより本मਖ਼Ҋではҩྍ༻੡品との۠ผが
໌確にされておらず、ফඅ者の݈߁อޢの؍点から
൓ର意見が示されたが、部会としてはमਖ਼Ҋにおい
てもλイのݒ念はطに൓өされているとして提Ҋ通
りঝ認。

ٞ୊ �ɽ�༗ػཆ৩（0SHBOJD�BRVBDVMUVSF）：༗ػ৯඼ͷ
ੜ࢈ɺՃ޻ɺද͓ࣔΑͼྲྀ௨ʹؔすΔΨΠυϥ
Πϯ（$"$�(-���ô����）ͷमਖ਼ɺεςοϓ �

ୈ �� ճ $$'-（����）ΑΓ
 �EU 座長より、電子作業部会および物理的作業部会での

討議結果から、本文のSection 1（Scope）、2（Description 
and Definition） 等 や Annex 1 に お い て Seaweeds, 
Aquaculture animals に関わる項目の追加、それに伴
う Annex 2（Table 1, 2）、Annex 3 の各項目において
追加／修正を提案。

(VJdeMJOeT� GoS� UIe�1SodVDUJoO
�1SoDeTTJOH
�
LBCeMMJOH� BOd� .BSLeUJOH� oG� 0SHBOJDBMMZ�
1SodVDed�'oodT（CAC�(L��2ô1999）
AOOex�1��1SJODJQMeT�oG�0SHBOJD�1SodVDUJoO
AOOex�2���1eSNJUUed�SVCTUBODeT�GoS�UIe�1SodVD�

UJoO�oG�0SHBOJD�'oodT
TBCMe�1� �SVCTUBODeT�GoS�6Te�JO�SoJM
�'eSUJMJ[JOH�

BOd�CoOdJUJoOJOH
TBCMe�2���SVCTUBODeT�GoS�1MBOU�1eTU�BOd�%JTeBTe�

CoOUSoM
TBCMe�����IOHSedJeOUT�oG�NoO�BHSJDVMUVSBM�0SJHJO�

ReGeSSed�Uo�JO�SeDUJoO���oG�UIeTe�(VJde�
MJOeT

TBCMe�4����1SoDeTTJOH�AJdT�XIJDI�NBZ�Ce�6Ted�GoS�

UIe�1SeQBSBUJoO�oG�1SodVDUT�oG�AHSJ�
DVMUVSBM�0SJHJO�ReGeSSed�Uo�JO�SeDUJoO�
��oG�UIeTe�(VJdeMJOeT

AOOex�����.JOJNVN�IOTQeDUJoO�ReRVJSeNeOUT�BOd�
1SeDBVUJoOBSZ�.eBTVSeT�VOdeS�UIe�IO�
TQeDUJoO�oS�CeSUJGJDBUJoO�SZTUeN

 �冒頭日本より、有機生産（organic production）の目
的を「社会的、生態的、経済的に持続可能な生態系の
達成」とするならば、その概念に、持続的に（sustain-
ably）行われる捕獲漁業（capture fisheries）も含め
るべきである旨を発言し、ペルーが支持を表明した
が、支持は広がらず、含まれないこととなった。（参考：
Section2 Livestock の定義の後段部分で、“The product 
of hunting or fishing of wild animals or of aquaculture 
shall not be considered part of this definition. ” とし
ている。ただし、同定義は Livestock の定義であって、
Organic Aquaculture のものではないことから、拘束
されるか否か議論のあるところ。）
 �Section1 Scope において、飼料用途も含めるとのこと

から、for human consumption を for human or animal 
consumption に修正。
 �Section2 Definitions において、aquaculture, closed 

recirculation systems, containment system, algae/
seaweed について個々に討議、修正された。
 �algae/seaweed については、Algae に統一することと

し た。（ 参 考 ：Algae means large aquatic seaweed 
occurring both naturally and under cultivation, and 
also phytoplankton, microalgae and blue-green algae

（such as Spirulina）.）
 �Annex1 A2 Algae and Their Products および B2 

Aquaculture Animals and Their Products において、
Site selection, Conversion period, Origin of stock, Pro-
duction rules for husbandry and breeding, Stocking 
density, Closed recirculation systems, Nutrition, 
Health and welfare, Transport and handling について
個々に討議、修正された。
 �Origin of stock の項、“ホルモン” の使用に関する討

議において、その使用条件を明確にしたうえで使用を
認めるべきとする意見と、その使用を一切認めるべき
ではないとする意見があった。カナダは、“For species 
that cannot spawn naturally in captivity spawning 
may be induced using exogenous releasing hormones 
only if other methods are not available. Brood stock 
treated with releasing hormone shall lose organic status 
when slaughtered, the offspring will be organic if they 
have been raised according to this guideline. ” を提案
したが、さらに検討が必要であるとされたことから、
次回会議で検討することとなった。
 �時間の関係で全ての討議は終了しなかったこと、およ

び物理的作業部会の報告書についても、各国が持ち
帰って検討する必要があることから、ステップ 3（全ての
項目について討議が可能）に戻し、次回部会会議で検討。
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4FDUJPO�����%FGJOJUJPO�ɹҎԼͷఆٛʹ͍ͭͯ߹ҙɻ
⿠ɹ�┅┵┹┥┧┹┰┸┹┶┩ⓤ┱┩┥┲┷ⓤ ┸┬┩ⓤ ┪┥┶┱┭┲┫ⓤ┳┪ⓤ┥┵┹┥┸┭┧ⓤ┳┶┫┥┲┭┷┱┷ⓤ

┭┲┺┳┰┺┭┲┫ⓤ┭┲┸┩┶┺┩┲┸┭┳┲ⓤ┭┲ⓤ┸┬┩ⓤ┶┩┥┶┭┲┫ⓤ┴┶┳┧┩┷┷ⓤ┸┳ⓤ┩┲┬┥┲┧┩ⓤ
┴┶┳┨┹┧┸┭┳┲ⓤ┳┪ⓤ┸┬┩ⓤ┷┸┳┧┯ⓤ┦┩┭┲┫ⓤ┧┹┰┸┭┺┥┸┩┨⓰

⿠ɹ�┅┵┹┥┸┭┧ⓤ┳┶┫┥┲┭┷┱┷ⓤ ┭┲┧┰┹┨┩ⓤ ┪┭┲┪┭┷┬⓰ⓤ ┷┬┩┰┰┪┭┷┬（┧┶┹┷┸┥⓱
┧┩┥┲┷ⓤ┥┲┨ⓤ┱┳┰┰┹┷┧┷）⓰ⓤ┥┵┹┥┸┭┧ⓤ┴┰┥┲┸┷ⓤ┥┲┨ⓤ┥┰┫┥┩⓰ⓤ┦┹┸ⓤ┩┼⓱
┧┰┹┨┩ⓤ┱┥┱┱┥┰┷⓰ⓤ┶┩┴┸┭┰┩┷ⓤ┦┭┶┨┷ⓤ┥┲┨ⓤ┥┱┴┬┭┦┭┥┲┷⓲

⿠ɹ�┇┰┩┥┲ⓤ┻┥┸┩┶ⓤ┱┩┥┲┷ⓤ ┻┥┸┩┶ⓤ ┪┶┳┱ⓤ ┥┲┽ⓤ ┷┳┹┶┧┩ⓤ ┻┬┩┶┩ⓤ
┬┥┶┱┪┹┰ⓤ┱┭┧┶┳┦┭┳┰┳┫┭┧┥┰ⓤ┧┳┲┸┥┱┭┲┥┸┭┳┲⓰ⓤ┷┹┦┷┸┥┲┧┩┷ⓤ┥┲┨⓳
┳┶ⓤ┸┳┼┭┧ⓤ┴┰┥┲┯┸┳┲ⓤ┥┶┩ⓤ┲┳┸ⓤ┴┶┩┷┩┲┸ⓤ┭┲ⓤ┷┹┧┬ⓤ┵┹┥┲┸┭┸┭┩┷ⓤ┸┬┥┸ⓤ
┱┥┽ⓤ┥┪┪┩┧┸ⓤ ┸┬┩ⓤ ┷┥┪┩┸┽ⓤ ┳┪ⓤ ┥┵┹┥┸┭┧ⓤ ┳┶┫┥┲┭┷┱┷ⓤ ┥┲┨ⓤ ┸┬┩┭┶ⓤ
┴┶┳┨┹┧┸┷⓲

⿠ɹ�┇┰┳┷┩┨ⓤ┶┩┧┭┶┧┹┰┥┸┭┳┲ⓤ┷┽┷┸┩┱ⓤ┱┩┥┲┷ⓤ┥ⓤ┸┽┴┩ⓤ┳┪ⓤ┩┲┧┰┳┷┩┨ⓤ
┧┳┲┸┥┭┲┱┩┲┸ⓤ ┷┽┷┸┩┱⓰ⓤ┻┭┸┬ⓤ ┺┩┶┽ⓤ ┰┭┱┭┸┩┨ⓤ ┥┲┨ⓤ┱┥┲┥┫┩┨ⓤ
┦┥┶┶┭┩┶⓱┧┳┲┲┩┧┸┭┳┲ⓤ ┸┳ⓤ┳┴┩┲ⓤ┻┥┸┩┶┷⓰ⓤ┥┲┨ⓤ┷┽┷┸┩┱┷ⓤ ┸┳ⓤ ┸┶┩┥┸ⓤ
┸┬┩ⓤ┩┪┪┰┹┩┲┸ⓤ┻┥┸┩┶ⓤ┸┳ⓤ┩┲┥┦┰┩ⓤ┭┸┷ⓤ┧┭┶┧┹┰┥┸┭┳┲ⓤ┪┳┶ⓤ┶┩┹┷┩⓲

4FDUJPO���*OTQFDUJPO�BOE�$FSUJGJDBUJPO�4ZTUFNT
⿠ɹ�当初Ҋでは、༗機ཆ৩についてのみຖ年の༗機ੜ産

ըを作੒する΂きとの規ఆとなっていたことからܭ
（6.8 ߲）、日本よりՊֶ的・ٕज़的ଥ当性がないとओ
ுし、同規ఆは࡟আすることでいったΜ合意された。

⿠ɹ�その後、AOOex�1.�A2�ARVBUJD�1MBOUT
�AMHBe�BOd�UIeJS�
1SodVDUT の � ߲においても༗機ੜ産ܭըの作੒を
める規ఆがあったことから、6.8ٻ ߲における議論
に基ͮいて日本より࡟আを提Ҋした。これにରし一
部ϝンόーが、当֘ � ߲で規ఆしているモニλリン
グは༗機ཆ৩においてॏཁであるとして࡟আに൓ର
した。

⿠ɹ�これをडけて৽たな提Ҋとして、A2 の � ߲の規ఆ
は࡟আするものの、いったΜ࡟আした 6.8 ߲を࠶度
໭した上で、かつ、一؏性の؍点からੜ産ܭըの作
੒をཆ৩以֎にもٻめるものとして、“TIe�oSHBOJD�
oQeSBUoS� IBWe� Uo� QSeTeOU�0SHBOJD�.BOBHeNeOU�
1MBOT� Uo�DeSUJGJDBUJoO�CodZ�GoS�WeSJGJDBUJoO�dVSJOH�
JOTQeDUJoO.�TIe�QMBO�TIoVMd�Ce�VQdBUed�BOOVBMMZ. ”
とするҊが示された。

⿠ɹ�これにରし、༗機ཆ৩以֎にもؔわるमਖ਼を本部会
で議論できるのか൱か（TDoQe�oG�UIe�CoNNJUUee の
、よりہめられ、事຿ٻ点から）について確認が؍
কདྷ的にݕ࠶౼する（TDSVUJOJ[ed）前提でमਖ਼を行
うことは可能であるとの見ղが示された。いったΜ

合意された 6.8 ߲の࡟আはऔりফされ、上هҊで合
意された。

⿠ɹ�さらに、B2.�ARVBDVMUVSe�AOJNBMT�BOd�UIeJS�1SodVDUT
の一ൠݪଇ（(eOeSBM�1SJODJQMe）の � ߲でも同༷
の規ఆがあり、一部ϝンόーは上ه合意に基ͮいて
、した。これにରしてଞのϝンόーからはٻআをཁ࡟
ӫཆ੒分のഉ出やࢪઃのҟৗの༗ແの確認、ੴ༉流
出なͲのٸۓ事ଶのૣൃظ見のためのモニλリング
はॏཁであるとして、これら߲目を༗機ੜ産ܭըに
੝りࠐΉことの໌هをཁٻし、合意された。

"OOFY����"��"RVBUJD�1MBOUT
�"MHBF�BOE�UIFJS�1SPEVDUT
⿠ɹ�ୈ � ߲：開์水໘でのංྉの࢖༻
ɹɹ�当初Ҋでは、૶ྨཆ৩΁のࢪංは஑（QoOd）にݶ

ఆされていたことから、日本より、開์水໘での࢖
༻も認められる΂きとの提Ҋを行った。これにରし、
一部のϝンόーからは、開์水໘でのࢪංは、ංྉ੒
分の֦ࢄ等のݒ念から൓ରが示された。最終的に合
意がಘられず、ࠓ後さらに議論をすることとなった。

⿠ɹ�ୈ 9 ߲：૶ྨཆ৩におけるපؾ༧๷ࡎの࢖༻
ɹɹ�日本より、૶ྨもし͹し͹පؾにかかるため、༗機

農業における規ఆと同じく、ある一ఆの৚݅Լでは
ප؅֐ཧのためのࡐࢿの࢖༻が認められる΂きとओ
ுした。これにରして一部のϝンόーからは、૶ྨ
༻の۩ମ的なࡐࢿの一ཡをΨイドϥインに示す΂き、
また、そのࡦఆաఔのଥ当性についても、ࠓ後本部
会でධՁす΂きࢫをओுした。本規ఆを௥加する৚
݅として、日本が۩ମ的なࡐࢿ一ཡ（AOOex�2.�
TBCMe�2%）を࣍回部会会議で提Ҋすることとなった。

"OOFY����#��"RVBDVMUVSF�"OJNBMT�BOE�UIFJS�1SPEVDUT
⿠ɹ�CoOWeSTJoO�QeSJod�GoS�oQeSBUJoO స換ؒظ：ୈ 8 ߲
ɹɹ�当初Ҋでは、స換ؒظはݪଇとして 1 ੜ産αイΫル

（oOe�QSodVDUJoO�DZDMe）とするが、一部৚݅Լでは
స換ؒظをઃけなくて良いとする例֎規ఆがઃけら
れていた。一部ϝンόーは、例֎規ఆは一੾認めら
れないとして同規ఆの࡟আをཁٻ、もしくはస換ظ
ؒは最௿ 1 年とす΂きࢫओுし、最終的に合意がಘ
られなかったことから、ࠓ後さらに議論をすること
となった。

⿠ɹ�0SJHJO�oG�TUoDL छබ：ୈ 10 ߲
� �日本より、一部のڕछについては׬全ཆ৩ٕज़が確
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立しておらず、それらのڕछについてはఱવछබの
が認められる΂きとओுした。これにରして一༺࢖
部のϝンόーからは、ఱવछබの࢖༻についてはظ
（QeSDeOUBHe）ݶ合の上ׂ༺࢖と（UJNe�MJNJU）ݶ
をઃける΂きとのओுがあり、ݪଇとしてఱવछබ
の࢖༻については合意がಘられたものの、ݶظや࢖
༻ׂ合の上ݶをઃける΂きか൱かについては、ࠓ後
さらに議論をすることとなった。

⿠ɹ�産ཛ༠ൃϗルモンࡎ：ୈ 10 ߲
� �日本より、産ཛ༠ൃϗルモンはཛや࢔ஓڕにはҠ行

しないことから、ཆ৩ڥ؀Լで自વに産ཛが行われ
ないڕछについてはϗルモンࡎの࢖༻が認められる
΂きとओுした。これにରして、一部のϝンόーか
らは、ϗルモンࡎの࢖༻はফඅ者のݒ念がେきく、
ओுした。最終的に合意がಘࢫは認められない༺࢖
られなかったことから、ࠓ後さらに議論をすること
となった。

⿠ɹ�1SodVDUJoO�SVMeT�GoS�IVTCBOdSZ�BOd�CSeedJOH ୈ 15
߲において、BSUJGJDJBM�DIeNJDBMMZ� JOdVDed の༻ޠに
ついて౼議したが合意がಘられず、ࠓ後さらに議論
をすることとなった。

⿠ɹ�NVUSJUJoO にؔするୈ 16 のӤについڕ食性ڕ、߲
て、日本より、ఱવڕをϗールで࢖༻したੜӤやڕ
ค、ڕ༉も認められる΂きであるとओுした。一部
のϝンόーからは、ఱવڕ由དྷのӤૉࡐの࢖༻は基
本的に支࣋するが、ఱવڕ由དྷのӤૉࡐのׂ合に上
をઃける΂きとして、60�ˋを提Ҋした。これにݶ
ରして、ଞのϝンόーから 60�ˋという਺ࣈのଥ当
性についてٙ໰がఄされるとともに、上ݶについて
は各国当ہがఆめられるようにす΂きとओுし、最
終的に合意がಘられなかったため、ࠓ後さらに議論
をすることとなった。

ㅥɹؒ࣌�ͷؔ܎Ͱ౼ٞ͸͜͜まͰͰɺ"OOFY�� ΋ؚΊɺ
まͩଟ͘ͷ͍ͯͬ࢒͕ۀ࡞Δ͜ͱ͔Βɺશମを࠶౓
εςοϓ �ʹ໭͠ɺ࣍ճ �� ճදࣔ෦ձͷ௚લʹ෺
ཧతۀ࡞෦ձ（&6࠲௕）を։࠵すΔ͜ͱͱͨ͠ɻ

ٞ୊��ɽ�日෇දࣔ（EBUF�NBSLJOH）（(4-1' ͷमਖ਼ɺε
ςοϓ �）ʯ

�

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
⿠�ニュージーランドより、太平洋諸国 / 諸島において
「包装食品の日付表示」について混乱が生じている状
況が報告された。太平洋の島々では多くの食品を島外
からの輸入に頼っているが、生肉等は通常冷凍品とし
て扱われており、製造年月日表示と冷凍処理日とに矛
盾があるものがある。このような事態は消費者の健康
を損ねる恐れもあることから、CCFL での新規作業と
してこの問題を取り上げることが提案された。

⿠�部会は、ニュージーランドが次回会議における新規作
業提案に関する討議文書を準備することで合意した。

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
⿠�ニュージーランドが現行「日付表示（date marking）」

に関わる諸問題の概要をまとめた討議文書を準備し、
この問題を新たな部会作業とするかについて討議した。

⿠�部会として概ね賛同する意向が示され、WHO からは
太平洋諸国／諸島におけるこの問題の解決の重要性が
指摘され、General Standard for Labelling of Pre-
packaged Foods（GSLPF）の規定の見直しに対して、
強い支持が示され、また、FAO からも本作業は、
FAO が進めている Global Initiative on Food Loss and 
Waste Reduction の一部として検討しており、情報提
供等協力する旨発言。

⿠�プロジェクトドキュメントを修正し、部会として本作
業開始の CAC 総会への提案、およびニュージーラン
ド座長、オーストラリア共同座長とする電子作業部会
の立ち上げを、また、次回会議直前の物理的作業部会
の開催も合意した。

⿠ɹ�ニュージーϥンドより、ిࢠ作業部会ٴͼ20日（݄）
の物ཧ的作業部会会議の݁Ռ（CR%25）が報告さ
れた。

%FGJOJUJPO�PG�5FSNT ͷఆٛޠ༺
%BUF�PG�.BOVGBDUVSF���%BUF�PG�1BDLBHJOH���4FMM�CZ�%BUF��
⿠ɹ�部会は、%BUe�oG�.BOVGBDUVSe ੡଄日およͼ %BUe�oG�

1BDLBHJOH แ૷日はҡ࣋し、SeMM�CZ�%BUe ൢചݶظ
は࡟আすることとした。

%BUF�PG�.JOJNVN�%VSBCJMJUZ（#FTU�CFGPSF�%BUF）�৆ຯ
ʗ6TF�CZ�%BUFݶظ ফඅݶظ �
⿠ɹ�部会は、日෇表示には安全性と品࣭໘からのࢹ点の

違いのあることを確認した。
⿠ɹ�また部会は、日෇表示にؔするফඅ者ڭҭは、ҟな

る日෇表示についてのより良いཧղのためにॏཁで
あるとした。

⿠ɹ�日෇表示は 1 छྨにする΂きとする以Լの意見がಛ
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にϥςンアϝリΧॾ国から示されたʀ
�  ɹ�୯一の日෇表示は、安全性のࢹ点からফඅ者

にとって໌շであり、食品流通上の໰題のܰ
。にޮՌ的であるݮのܰغ食品ഇ、ݮ

�  ɹ�安全性と品࣭のཁૉはޓいにؔわっており、
੡଄者にとってͲͪらの表示を࢖༻する΂き
であるか໌確ではない。

�  ɹ�෩味（味֮）を基準とする可能性のある BeTU�
CeGoSe�%BUe は、一؏性がなく৴པされない手
法に基ͮく表示となる。

�  ɹݶظ�੾れ後いつまでൢച҃いはফඅが可能か
等が示されず、ফඅ者のޡ認を招く。

�  ɹ �2 छྨの日෇表示はফඅ者ޡ認を招くことが
໌らかである。

⿠ɹ�一ํ、安全性と品࣭にؔわる 2 छྨの日෇表示を支
するそのଞの国の意見ʀ࣋

�  ɹ�ফඅ者にとっては、安全性と品࣭にؔわる 2
छྨの日෇表示が必ཁであり、一部の国では
されており、そのଞの国においてもࢪに実ط
より良いফඅ者ཧղにݙߩする。

�  ɹ �1 छྨの日෇表示は、݁Ռとして食品ഇغの
増加につながる。

⿠ɹ�৽たなఆٛ TIeMG� MJGe の提Ҋについては、あまり意
味がない、かえってফඅ者のࠞཚを招く等支࣋がಘ
られず、合意しなかった。

⿠ɹ�%BUF�PG�.JOJNVN�%VSBCJMJUZ（#FTU�CFGPSF�%BUF）
৆ຯݶظͷఆٛ：

� �┈┥┸┩ⓤ┳┪ⓤ┑┭┲┭┱┹┱ⓤ┈┹┶┥┦┭┰┭┸┽ⓤ┳┶ⓤ┆┩┷┸ⓤ┦┩┪┳┶┩ⓤ┈┥┸┩ⓤ┳┶ⓤ┆┩┷┸ⓤ
┕┹┥┰┭┸┽ⓤ┆┩┪┳┶┩ⓤ┈┥┸┩ⓤ┱┩┥┲┷ⓤ┸┬┩ⓤ┨┥┸┩ⓤ┻┬┭┧┬ⓤ┷┭┫┲┭┪┭┩┷ⓤ┸┬┩ⓤ
┩┲┨ⓤ┳┪ⓤ ┸┬┩ⓤ┴┩┶┭┳┨⓰ⓤ┹┲┨┩┶ⓤ┥┲┽ⓤ┷┸┥┸┩┨ⓤ ┷┸┳┶┥┫┩ⓤ┧┳┲┨┭┸┭┳┲┷⓰ⓤ
┨┹┶┭┲┫ⓤ┻┬┭┧┬ⓤ ┸┬┩ⓤ┴┶┳┨┹┧┸ⓤ┻┭┰┰ⓤ ┶┩┱┥┭┲ⓤ ┪┹┰┰┽ⓤ┱┥┶┯┩┸┥┦┰┩ⓤ
┥┲┨ⓤ┻┭┰┰ⓤ┶┩┸┥┭┲ⓤ┥┲┽ⓤ┷┴┩┧┭┪┭┧ⓤ┵┹┥┰┭┸┭┩┷ⓤ┪┳┶ⓤ┻┬┭┧┬ⓤ┭┱┴┰┭┩┨ⓤ
┳┶ⓤ┩┼┴┶┩┷┷ⓤ┧┰┥┭┱┷ⓤ┬┥┺┩ⓤ┦┩┩┲ⓤ┱┥┨┩⓲ⓤ┌┳┻┩┺┩┶⓰ⓤ┦┩┽┳┲┨ⓤ┸┬┩ⓤ
┨┥┸┩ⓤ┸┬┩ⓤ┪┳┳┨ⓤ┱┥┽ⓤ┷┸┭┰┰ⓤ┦┩ⓤ┥┧┧┩┴┸┥┦┰┩ⓤ┪┳┶ⓤ┧┳┲┷┹┱┴┸┭┳┲⓲

� �ʮ৆ຯݶظʯとは、ࡌهされたอ存৚݅Լにおいて、
੡品がे分にൢച可能であり、҉示的または໌示的
にڧ調表示されたಛఆの品࣭をอ࣋しಘる日෇をい
う。たͩし、この日෇をա͗ても、当֘食品はҾき
ଓきফඅに໰題はない。

⿠ɹ6TF�CZ�%BUF ফඅݶظͷఆٛ：
� �┙┷┩ⓤ┦┽ⓤ┈┥┸┩⓰ⓤ┙┷┩ⓤ┳┶ⓤ┇┳┲┷┹┱┩ⓤ┦┽ⓤ┈┥┸┩⓰ⓤ┉┼┴┭┶┩┷ⓤ┦┽ⓤ┳┶ⓤ

┉┼┴┭┶┥┸┭┳┲ⓤ┈┥┸┩ⓤ┱┩┥┲┷ⓤ┸┬┩ⓤ┨┥┸┩ⓤ┻┬┭┧┬ⓤ┷┭┫┲┭┪┭┩┷ⓤ┸┬┩ⓤ┩┲┨ⓤ
┳┪ⓤ┸┬┩ⓤ┴┩┶┭┳┨ⓤ┹┲┨┩┶ⓤ┥┲┽ⓤ┷┸┥┸┩┨ⓤ┷┸┳┶┥┫┩ⓤ┧┳┲┨┭┸┭┳┲┷⓰ⓤ┥┪┸┩┶ⓤ
┻┬┭┧┬ⓤ┸┬┩ⓤ┴┶┳┨┹┧┸ⓤ┷┬┳┹┰┨ⓤ┲┳┸ⓤ┦┩ⓤ┷┳┰┨ⓤ┳┶ⓤ┧┳┲┷┹┱┩┨ⓤ┨┹┩ⓤ┸┳ⓤ
┷┥┪┩┸┽ⓤ┶┩┥┷┳┲┷⓲

� �ʮ࢖༻ʗফඅݶظɺ༗ޮݶظʯとは、ࡌهされたอ
存৚݅Լにおいて、その日෇をա͗ると、当֘੡品
は安全性の໰題からൢച҃いはফඅする΂きではな
い日෇をいう。

⿠ɹ ����EBUF�NBSLJOH�BOE�TUPSBHF�DPOEJUJPO
ɹɹ ������（JJJ）5IF�EBUF�NBSLJOH�TIPVME�CF�BT�GPMMPXT��

ҎԼͷ௨Γ߹ҙɻ
� ⿠ɹ�0O�QSodVDUT�XJUI�B�dVSBCJMJUZ�oG�OoU�NoSe�UIBO�

UISee�NoOUIT
�UIe�dBZ�BOd�NoOUI�BOd�ZeBS�TIBMM�
Ce�deDMBSed��

� ⿠ɹ�0O�QSodVDUT�XJUI� B� dVSBCJMJUZ� oG�NoSe� UIBO�
UISee�NoOUIT
�BU�MeBTU�UIe�NoOUI�BOd�ZeBS�TIBMM�
Ce�deDMBSed.

ɹɹ ������（JW）5IF�EBUF�TIBMM�CF� JOUSPEVDFE�CZ� UIF�
XPSET��ҎԼͷ௨Γ߹ҙɻ

� ⿠ɹ�TIe�dBZ�BOd�ZeBS�NBZ�Ce�deDMBSed�CZ�VODoded�
OVNCeST�XJUI�UIe�ZeBS�Uo�Ce�deOoUed�CZ�2�oS�4�
dJHJUT
� BOd� UIe�NoOUI� TIBMM� Ce� deDMBSed� CZ�
MeUUeST�oS�DIBSBDUeST�oS�OVNCeST.�8IeSe�oOMZ�
OVNCeST�BSe�VTed�Uo�deDMBSe�UIe�dBUe�oS�XIeSe�
UIe�ZeBS� JT�exQSeTTed�BT�oOMZ� UXo�dJHJUT
� UIe�
TeRVeODe�oG�UIe�dBZ�NoOUI�ZeBS�NVTU�Ce�HJWeO�
CZ�BQQSoQSJBUe�BCCSeWJBUJoOT�BDDoNQBOZJOH�UIe�
dBUe�NBSL（e.H.�%%�..�::::）.

ㅥɹ�෦ձ͸ɺશମを࠶౓εςοϓ �ʹ໭͠ɺ࣍ճ �� ճ
දࣔ෦ձͰݕ౼すΔ͜ͱͱͨ͠ɻ

ٞ୊��ɽ-BCFMMJOH�PG�OPO�SFUBJM�DPOUBJOFST（౼ٞࢿྉ）

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
◦　 インドより、“Developing General Standard for La-

belling of Wholesale Packages of Food”（卸売用食
品の包装の表示）の新規作業提案

◦　 新規作業に賛同する国が複数ある一方で、既存の輸
出入認証に関連する文書でカバーされており、新規
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作業の必要はないとする意見も複数出された。
◦　 部会は、次回会議における更なる討議のために、イ

ンドが既存の Codex 文書と現実の貿易上の問題点
（gap）をもっと明確にした討議文書の準備をする
ことで合意した。

ٞ୊ �ɽ�*TTVFT�SFMBUFE�UP�JOUFSOFU�TBMFT�PG�GPPE（౼ٞ
（ྉͳ͠ࢿ

ୈ ��ճ $$'-（����）ΑΓ
◦　 アルジェリアより、食品のインターネット取引

（remote sales）に関する問題についての討議文書
作成の意向が表明され、部会は了承した。

ٞ୊��ɽͦͷଞɺ৽ۀ࡞نͷఏҊɺ
ɹɹɹɹB）�1SPQPTBM�UP�SFWJTF�UIF�(FOFSBM�(VJEFMJOFT�

GPS�UIF�6TF�PG�UIF�5FSN�l)BMBM z（$"$�(-�
��ô����）�

ୈ �� ճ $$'-（����）ΑΓ
⿠�現行の General Guidelines for Use of the term Halal
（CAC/GL 24-1997）の修正提案。
⿠�既存の Codex 文書や Organization of Islamic Cooper-

ation（OIC） Standard、Arab Halal Guidelines 2012-
2563 等を勘案し、エジプトがプロジェクトドキュメ
ントを準備。

⿠ɹ�上ه議題 6 、� 、8 については、Կれもؒ࣌のؔ܎
で౼議できず。

ٞ୊��ɽ࣍ճձٞͷ日ఔ�
⿠ɹ࣍�回会議の日࣌、৔ॴはະఆであるが、ࠓ会議の日

ఔが 2 日ؒでؒ࣌がෆ଍したことなͲから、࠶度 �
日ؒの日ఔおよͼ࣍回会議までのؒظ୹ॖ（ࠓ回か
ら 18 か݄ຖとなっている）をؚめてݕ౼される。

196� 年ɹژ�౎େֶༀֶ部ɹଔ業

196� 年ɹ�Τーβイࣜג会ࣾ

19�8 年ɹ�日本ϊϘࣜג会ࣾ

1985 年ɹ�ϑΝイβーࣜג会ࣾ

� �後に、Χルλーࣾ、μニείࣾによる合หによりࡏݱ名

となる。

200� 年ɹ�μニείジϟύンࣜג会ࣾɹֶज़・ٕज़୲当最ސߴ໰

2006 年ɹ�ILSI�+BQBO 事຿ہ௕

2011 年ɹ�ILSI�+BQBO ಛผސ໰

ུྺ
඿໺ɹ߂ত（͸まͷɹͻΖ͖͋）
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ୈ 6 回 BeSeTo 会議は 2014 年 9 ݄ 25 日ޕ後から 26 日にかけて、東ژで開催された。ࠓ回も行੓ؔ܎者の協力
をಘることができ、日本からは内ֳ෎食品安全委һ会のඣాঘ事຿ہ௕、中韓からはそれͧれ中国国Ո食品安全リ
εΫධՁηンλー、韓国 .'%S（食品ҩༀ品安全省）の୲当者にࢀ加していたͩいた。

会議はैདྷͲおり、各地域の情報交換とࠓ後のڞ同作業にؔするݕ౼のೋ本立てで行われた。情報交換では各国
の食の安全・リεΫアηεϝンτにؔするτϐοΫや農林水産省ʗILSI�+BQBO の調査プϩジΣΫτが঺հされた。
同作業としては、調査プϩジΣΫτでಘた情報をよりଟํ໘で活༻してもらえるようにするためのϨϙーڞ後のࠓ
τͮくりを行っていくことが合意された。またࠓ回 ILSI�+BQBO は、会議に先立つ 25 日のޕ前に、「食品中のඍੜ
物基準」をςーϚとしたαςϥイτシンϙジ΢Ϝを開催し、ޱࢁେֶの๛෱ഹڭतならͼに韓国、中国の行੓ؔ܎
者によるߨԋが行われた。

��������������������������������������� 
�4VNNBSZ�

ILSI�,oSeB
�ILSI�'oDBM�1oJOU�JO�CIJOB
�BOd�ILSI�+BQBO�IeMd�UIe�6UI�BeSeTo�NeeUJOH�JO�ToLZo�oO�UIe�25UI�BOd�
26UI�oG�SeQUeNCeS
�2014.�8e�IBWe�oCTeSWeST�GSoN�SeMBUed�HoWeSONeOU�BVUIoSJUJeT�JO�eBDI�DoVOUZ�BT�XJUI�MBTU�ZeBS.

8e�IBWe�BVUIoSJUJeT�GSoN�CIJOB�NBUJoOBM�CeOUeS�GoS�'ood�SBGeUZ�BOd�RJTL�ATTeTTNeOU（C'SA）
�NBUJoOBM�)eBMUI�
BOd�'BNJMZ�1MBOOJOH�CoNNJTTJoO（N)'1C）
�BOd�GSoN�,oSeBO�.JOJTUSZ�oG�'ood�BOd�%SVH�SBGeUZ（.'%S）.�'SoN�
+BQBO
�.S.�TBLBTIJ�)JNedB
�%JSeDUoS�(eOeSBM�oG�UIe�'ood�SBGeUZ�CoNNJTTJoO�SeDSeUBSJBU
�LJOdMZ�BUUeOded�UIJT�NeeUJOH.�

TIe�BHeOdB�DoOTJTUed�oG�BO�exDIBOHe�oG� JOGoSNBUJoO�BOd�dJTDVTTJoOT�oO� GVUVSe�DooQeSBUJoO.�AT�QBSU�oG� UIe�
exDIBOHe�oG�JOGoSNBUJoO
�eBDI�CSBODI�SeQoSUed�oO�UoQJDT�SeMBUed�Uo�Good�TBGeUZ�BOd�SJTL�BTTeTTNeOU.�AOd�UIJT�ZeBS`T�
.A''�ILSI�QSoKeDU�XBT�BMTo�QSeTeOUed�CZ�ILSI�+BQBO.�IO�UIe�dJTDVTTJoO�oO�DooQeSBUJoO
�UIe�QBSUJDJQBOUT�BHSeed�
XJUI�BOBMZ[JOH�UIe�oVUDoNe�oG�UIJT�QSoKeDU�BOd�NBLJOH�B�deUBJMed�SeQoSU�GoS�VTJOH�JO�WBSJoVT�DoVOUSJeT.

TIJT�ZeBS
�ILSI�+BQBO�IeMd�B�TZNQoTJVN�OBNed�“TIe��Sd�SBUeMMJUe�SZNQoTJVN�oO�.JDSoCJBM�CSJUeSJB�JO�'oodT”�oO�UIe�
NoSOJOH�oG�SeQUeNCeS�25UI�BOd�1SoGeTToS�)BKJNe�ToZoGVLV�oG�:BNBHVDIJ�6OJWeSTJUZ
�BOd�HoWeSONeOUBM�SeQSeTeOUBUJWeT�
GSoN�SoVUI�,oSeB�BOd�CIJOB�XeSe�JOWJUed�BT�TQeBLeST.�TIe�deUBJMT�oG�UIJT�TZNQoTJVN�XeSe�CSJeGMZ�SeQoSUed.

ཁɹࢫ

ୈ�ճ#F4F5P ձٞใࠂ
*-4*ͷ஥ؒͨͪ

土屋　大輔
会ࣾϠΫϧτຊࣾࣜג 会ࣾϠΫϧτຊࣾࣜג

二上　彩
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年でࠓ 6 回目をܴえた BeSeTo 会議は 2009 年に
ILSI�,oSeB の提Ҋで始まったऔり૊みで、ಛに食の安
全にؔする情報交換を目的として開催されている。

会議は年 1 回、日中韓のͪ࣋回りで開催されており、
ୈ 4 回目からはซͤてαςϥイτシンϙジ΢Ϝを開催し
ている。ࠓ回は ILSI�+BQBO がϗετを຿め、2014 年 9
݄ 25 日ޕ後ʙ26 日に東ژ・+A ϏルΧンϑΝϨンࡁڞ
εϗールで開催された。また、日中韓の行੓୲当者やݚ
者、ILSI�TBJXBO、ILSI�SERAڀ からのࢀ加もあり、
各国の最৽情報を交換するوॏな৔となった。

以Լにୈ 6 回 BeSeTo 会議ならͼにୈ � 回αςϥイ
τシンϙジ΢Ϝの֓ཁを報告する。

̎ɽୈ �ճ #F4F5P ձٞ֓ཁ

（�）ϦεΫධՁʹؔすΔಈ͖

1）日本：日本のリεΫධՁ事例
ඣాɹঘ�

（内ֳ෎食品安全委һ会事຿ہ௕）
食品安全委һ会は事຿ہの

ଞに � 名の委һとԆ΂およそ
200 名による 12 のઐ໳調査
会 で ߏ ੒ さ れ、 ප ݪ ە や
BSE プリΦン、農ༀ、化ֶ
物࣭等にؔする食品のリεΫ
ධՁを行っている。
ᶃ���BSE プリΦンのリεΫධՁ

�ɹैདྷは݄ྸ 20 か݄௒の
をڇ BSE 査ର৅としていたが、食品安全委һ会のݕ
リεΫධՁをܦて 201� 年に݄ྸ 48 か݄௒にҾき上
げられた。

ᶄ���リεςリアەのリεΫධՁ
�ɹ食品中のリεςリア・モϊαイτήωεに܎る規格
基準ઃఆに際し、食品安全委һ会のリεΫධՁでઁऔ
に࣌ 10
000�C'6�H�以Լであれ͹݈߁なਓ΁のリεΫ
はۃめて௿いと݁論ͮけられた。

ᶅ�リεΫίϛュニέーション
�ɹ食品安全委һ会は、意見交換会の内容をެ開した

り、ϗοτϥインのઃ置、'BDeCooL の活༻、E�NBJM
ϚΨジンやެࣜジϟーナル「'ood�SBGeUZ」のൃ行等
によりリεΫධՁにؔする情報ൃ৴を行っている。

2）韓国：韓国におけるリεΫධՁ
.ZeoOH�Ae�:V
（ILSI�,oSeB）

ۙ年、グルλϛンࢎナτリ΢Ϝやίνニール৭ૉ、安
ଉ߳ࢎ、プϩϐΦンࢎ、ιルϏンࢎ、αοΧリン等にؔ
する໰題がൃੜし、食品添加物にରするফඅ者のෆ安が
まっている。こうした中、.'%Sߴ は食品添加物指਑

ʤ)eBMUI�rCBTed�(VJdBODe�7BMVeT（)C(7）ʥ作੒に޲けて、
Պֶ的なリεΫධՁを行っている。先ずは༏先的にऔり
૊Μでいる 120 の食品添加物の指਑஋が 2014 年中にެ
表される見ࠐみである。༗֐物࣭にؔする指਑஋のࡦఆ
作業も進められており、2012 年までに 12 物࣭、201�
年に 8 物࣭の指਑஋がࡦఆされている。
�）�中国：中国ਓのϑλルࢎΤεςルのઁऔにؔするリ

εΫධՁ
+VOTIJ�CIeO

（ILSI�'oDBM�1oJOU�JO�CIJOB）
2012 年に中国のനञからϑλルࢎΤεςルがݕ出さ

れ、େきな໰題となった。ϑλルࢎΤεςルは可઼ࡎと
してプϥενοΫ੡品に添加されており、നञのϑλル
したプϥενο༺࢖ఔで޻ΤεςルԚછは੡଄・แ૷ࢎ
Ϋνューϒや容ث、キϟοプ等からの༹出がݪҼである
と考えられる。

食品安全リεΫධՁ委һ会が中国ञによるϑλルࢎΤ
εςルの๫࿐ྔをධՁしたところ、ϑλルࢎジΤνルϔ
キシルが଱容一日ઁऔྔ（0.05�NH�LH�B8）の 6 ˋ、
ϑλルࢎジϒνルが଱容一日ઁऔྔ（0.01�NH�LH�B8）
の �1�� であった。ञྨ業ք全ମでの໰題վળがٻめら
れる。

（�）֤ ͷಈۙ࠷ʗΨΠυϥΠϯͷن๏ࠃ （͖৽ن・मਖ਼）
1）日本：食品の৽たな機能性表示੍度

඿野߂�ত�
（ILSI�+BQBO ಛผސ໰）

201� 年 6 ݄に食品表示法が੒立し、2015 年 6 ݄まで
にࢪ行される。ࡏݱ、৽たなӫཆ表示基準の作੒に加え、
ӫཆ機能ΫϨーϜの見௚しや「一ఆ基準をຬたした੡品
にا業等の੹೚において機能性の表示を認める৽たな機
能性表示੍度」等のݕ౼が進められている。

ʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ　ୈ�ճ#F4F5P 会ٞ報ࠂ
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೤ྔ、たΜͺく࣭、ࢷ
࣭、୸水化物およͼナτ
リ΢Ϝ（食Ԙ相当ྔ）と
いったӫཆ表示のٛ຿
化、ӫཆ比較ڧ調表示の
৚݅、౶ྨとナτリ΢Ϝ
Ԙのແ添加ڧ調表示につ
いては�Codex Ψイドϥ
インに準ڌするํ޲でվ

ఆのݕ౼が行われている。
また、ا業等の੹೚による機能性ΫϨーϜ表示につい

ては、201� 年 6 ݄にֳ議決ఆされた規੍վֵ実ܭࢪը
に基ͮいてその࢓૊みがݕ౼されている。঎品の機能性
にؔするՊֶ的ࠜڌや安全性をͲのようにࢹ؂していく
のかが՝題となっている。
2）日本：食品添加物にؔする最৽動޲

ക໦�ཅ一࿠
（μニείジϟύンࣜג会ࣾ�ϨΪュϥτリーアϑΣアーζ）
日本の৽規食品添加物は、食品安全委һ会によるリε

ΫධՁやްੜ࿑ಇ省による規格基準のݕ౼等をܦて認可
される。201� 年 9 ݄からの 1 年ؒに � छྨの食品添加
物が認可された。

食品添加物として࢖༻が認められるまでには、ਃ੥か
らঝ認まで֓Ͷ 4 年ఔ度（ਃ੥ॻྨの৹査におよそ 1 年、
リεΫධՁにおよそ 2 年、省ྩൃ出までにおよそ 1 年）
かかる。
�）韓国：食品アϨルΪー表示

,ZVOH�AI�LJN
（LoUUe�R�%�CeOUeS）

2012 年の韓国੓෎の調査により、ࣇಐの໿ 1��ˋが食
品アϨルΪーをݧܦしていることが分かった。その中に
はアナϑΟϥキシーが 0.8�ˋؚまれ、څ食によるアϨル
Ϊーで೴ࢮঢ়ଶとなったࣇಐもいる。また、アϨルΪー
อ༗ࣇಐはここ 10 年で増加しଓけている。

แ૷加޻食品の食品アϨルΪー表示指ఆ੒分は、ཛや
ೕ、そ͹คやϐーナοπ等 1� छྨである。また、2012 年
にڭҭ・Պֶٕज़省がֶڅߍ食安全؅ཧܭըをൃ表し、
。まれたࠐ食（ඇแ૷食品）΁のٛ຿表示規ఆが੝りڅߍֶ

先ൠ、食品アϨルΪー表示基準のվఆҊがެ表され
た。201� 年 1 ݄ 1 日ൃޮとなる見ࠐみで、アϨルΪー
表示ର৅食品が 1� छྨから 24 छྨに֦େし、アϨル
Ϊーܯ告表示ํ法もڧ化される。

4）中国：食品安全法ྩの最৽動޲
SVO�8eJ

（ILSI�'oDBM�1oJOU�JO�CIJOB）
中国では、食の安全や品࣭にؔする事݅がසൃしてい

る。食品安全法ྩ見௚しの必ཁ性がߴまっている中、規
੍当ہの࠶ฤが行われ、C'%A（国Ո食品ༀ品؂ಜ؅ཧ
૯ہ）は法ྩվఆにண手した。

վఆのϙインτは食品安全法違൓にରするേଇおよͼ
法的੹೚のڧ化である。۩ମ的には、法ྩࣥ行行੓機ؔ
のมߋや食品安全؅ཧ੍度の৽ઃおよͼվఆ、食品事業
者にରする法的੹೚のஶしいڧ化や、ࠜڌのないӟを流
した者にରするേଇཁ݅の、よりৄࡉな規ఆ等がݕ౼さ
れている。ૣけれ͹ 2014 年຤までにվఆされるが、ਓ
ຽ代表会議で � 回目のݕ౼が行われ、࣍年度にͪ࣋ӽさ
れる可能性もある。
5）中国：食品添加物基準

8eOdZ�(Bo
（ILSI�'oDBM�1oJOU�JO�CIJOB）

国Ոඪ準 (B2�60（食品添加物の࢖༻基準）のվఆ作
業が進められている。食品添加物の食品΁のキϟリー
Φーόーݪଇ、アルϛニ΢Ϝをؚ༗する食品添加物の࢖
༻規ఆ、食品ΧςΰリーシεςϜのमਖ਼やӫཆڧ化੒分
やΨϜϕーε物࣭等の࡟আ等が行われる見ࠐみである。

また、2014 年 11 ݄に (B�0616（߳ྉの一ൠ༷࢓）、
2015 年 6 ݄に (B29924（食品添加物表示基準）がࢪ行
される。
6）中国：ҩྍ༻ಛผ༻్食品基準

+VOTIJ�CIeO
（ILSI�'oDBM�1oJOU�JO�CIJOB）

中国では 'S.1（ҩྍ༻ಛผ༻్食品）がҩༀ品と
して༌ೖされたり、ྟচ的に࢖༻できるものが΄とΜͲ
ない、という実ଶがあった。そこで、'S.1 のద੾な
。をଅ進するために国Ո基準の੍ఆが進められた༺࢖

2010 年に (B25596�2010（ೕࣇ༻คೕの国Ոඪ準）、
201� 年に (B29922�201�（調੔食品の国Ոඪ準）およ
ͼ (B2992��201�（'S.1 の (.1 基準）が੍ఆされた
が、これらの基準にରする規੍機ؔのཧղがෆ଍してい
るため、ެࣜの2�Aがۙい内にެ表される༧ఆである。
さらにױ者や地域ҩ΁の 'S.1 のύンϑϨοτのڅڙ
や、੡଄ࢪઃਃ੥にؔするݕ査׭΁のධՁํ法ڭҭの実
。等が՝題となっているࢪ
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1）韓国：韓国੓෎の食品安全ࡦࢪ
CIeoOH�TBe�,JN

（NoOHTIJN�Co.
LUd.）
韓国の๿ᒞܙେ統ྖは、「ֶߍ๫力」「性๫力」「Ոఉ

๫力」「ෆ良食品」の 4 େࣾ会ѱのࠜઈをެ໿にܝげて
いる。このうͪの「ෆ良食品」とは、පەݪ、ҟ物、化
ֶ物࣭、アϨルΪー物࣭といった༗֐物࣭がࠞೖした食
品を指す。

これらの༗֐物࣭の中には、食品の੡଄、加޻、調ཧ
ఔで形੒されるものもある。.'%S޻ は、そのうͪの
2� छྨの化ֶ物࣭をબఆして、༏先的にରࡦにऔり૊
Μでいる。また、一ൠࢢຽにରしては、調ཧの際の加೤
ํ法を޻෉することで༗֐物࣭のઁऔྔをେ෯にݮ࡟で
きる৔合があること等をインλーωοτやςϨϏ等を通
じてप知し、リεΫ௿ݮをݺͼかけている。
2）韓国：食品添加物にରするݒ念

+J�)ooO�+BOH
（CoDB�CoMB�,oSeB�Co.
�LUd.）

韓国では、食品のཹ࢒農ༀ、ҟ物ࠞೖ、ඍੜ物Ԛછと
いった໰題よりも食品添加物にݒ念を๊くਓがଟい。こ
れはՊֶ的ࠜڌを൐わないςϨϏ൪૊やインλーωοτ
からの情報、食品添加物の࢖༻にؔするଞࣾ঎品との比
較 C. 等の影響をडけているものと思われる。

.'%S は、一ൠࢢຽの食品添加物にରする必ཁ以上
のෆ安をऔりআくため、食品添加物の安全性がՊֶ的に
ূ໌されていることをϝデΟアリリーεやύンϑϨοτ
で 1R している。また、食品法ྩの中の「化ֶ合੒食品
添加物」といった༻ޠから「化ֶ合੒」のจݴをऔりআ
くことも提Ҋされた。
�）中国：上ւ෱ت食品໰題

:V�LJ
（.BST�'ood（CIJOB）Co.
�LUd.）

本年 6 ݄に໌るみになった上ւ෱ت食品の食೑Ӵੜ໰
題はզ々にඇৗにେきなিܸを༩えた。上ւ෱ت食品は
ੈք 1� か国に 50 かॴの޻৔を࣋つアϝリΧの食೑会
ࣾ 0SI のࢠ会ࣾで、年ؒ 25
000U ものಲ೑、ڇ೑、ܲ
೑等を日本や߳ߓに༌出していた。

同ࣾは、Կ年ؒにもわたってݶظ੾れ、ૈѱ品の೑を
Ӧܦした૊৫的違法食品੡଄を行っていたとして༺࢖
τοプや品࣭อূϚωージϟー等がୁัされた。

アϝリΧのԿ名かのઐ໳Ոは、この໰題ൃ֮前に同ࣾ
の食品安全リεΫは௿いとධՁしていたが、実際にはװ
部が自らの (.1 シεςϜや中国の食品法ྩを९कして
いなかった。

この事݅を൓省し、食品ا業は食品法ྩを९कし、
(.1 シεςϜを確実に実ફするとともに、༏良事例をࢀ
考にしたՊֶ的、実ફ的な食品法ྩが੍ఆされるよう議
һとे分なίϛュニέーションをਤっていく必ཁがある。
4）୆࿷：食品΁のແ水ϚϨインࢎ加޻でΜ΀Μのࠞೖ

ENJMZ�,Bo
（TBJXBO�'ood�BOd�%SVH�AdNJOJTUSBUJoO）

加޻でΜ΀Μは、೪性、ςΫενϟー、安ఆ性を調੔
するためにでΜ΀Μを化ֶ物࣭で加޻したもので、୆࿷
では 21 छྨが食品添加物として認可されている。

201� 年にൢࢢのでΜ΀Μ੡品（ε΢ΟーτϙςτϘー
ル、λϐΦΧϘール、λϩイモϘール等）から食品添加物
として認められていないແ水ϚϨインࢎ加޻でΜ΀Μが
ࠞೖしているものが見つかった。୆࿷ '%A は、このࡐݪ
ྉのݩڅڙをಛఆするとともに、ࢹ؂ମ੍をڧ化した。
ᶃ�052� 食品安全プϩジΣΫτ

・εーύーϚーέοτ等での安全ূ໌ॻのݕ査
・地ํอ݈ॴでの食品安全ϩΰのܝ示
৔の؂査޻ྉݪ・

ᶄ�食品Ӵੜ؅ཧ法のվਖ਼
・ಛఆӦ業者΁の事前ొ࿥ٛ຿化
・食品௥੻シεςϜの確立
・表示ٛ຿߲目の௥加
・േଇを全໘的にڧ化
・�ফඅ者のଛ֐ഛঈ、内部告ൃ者のอܐ・ޢ事੹೚の

໔ݮ
ᶅ�ফඅ者อޢ

・ফඅ者ϗοτϥインのઃ立
・୆࿷Ӵੜہの 26 පӃによるҩྍ相ஊ

（�）*-4* ௐࠪϓϩδΣΫτ
1）�日本：�ୈ 5 回農林水産省ʗILSI�+BQBO 調査プϩジΣ

Ϋτの報告�
඿野߂�ত

（ILSI�+BQBO）
201� 年は日本、韓国、中国、୆࿷、そのଞアジア地域

のӫཆ・ϔルεΫϨーϜ表示にؔする法ྩを調査した。
ӫཆ表示については、日本は Codex に基ͮいてٛ຿
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化となる見ࠐみである。韓国、中国、୆࿷ではすでにٛ
຿੍度があるが、その表示内容については各国で違いが
ある。例え͹、Codex では୸水化物として౶࣭と食物ણ
ҡを表示することにしているが、韓国は౶ྨ、୆࿷では
౶ྨと食物ણҡを表示する。࣭ࢷについては、韓国は๞
࿨ࢷ๱ࢎとτϥンεࢷ๱ࢎとίϨεςϩール、中国は水
ૉ添加༉を࢖༻した৔合にτϥンεࢷ๱ࢎ、୆࿷はࢷ๱
を表示する。ӫཆΫϨーϜについてࢎ๱ࢷとτϥンεࢎ
は、日本、韓国、中国、୆࿷いずれも Codex と֓Ͷ同
じようにఆٛされている。また、ϔルεΫϨーϜについ
ては、日本、韓国、中国、୆࿷いずれもอ݈機能食品੍
度あるいは݈߁食品੍度がઃけられている。

これらの調査݁Ռは、ILSI�+BQBO の )1 あるいは
6SB λイプのデーλϕーεで確認できる。
2）中国：�ӫཆ情報表示の調査プϩジΣΫτ

AMJDe�(V
（ILSI�'oDBM�1oJOU�JO�CIJOB）

ӫཆプϩϑΝイルや '01（঎品ύοέージ前໘΁の
ӫཆ情報表示ϑΥーϚοτ）、τϥϑΟοΫϥイτ੍度
といった৽しいӫཆ表示੍度を࠾༻する国がݱれてい
る。そのような中で、ILSI�'oDBM�1oJOU�JO�CIJOB は各国
のӫཆ表示੍度をՊֶ的にධՁし、Ͳのようなӫཆ表示
ϑΥーϚοτが中国に最もదしているかを໌らかにする
調査プϩジΣΫτを進めている。

調査内容は、E6、๺アϝリΧ、アジアΦηアニアの
ӫཆ表示法ྩ、ӫཆ表示ϑΥーϚοτのӡ༻ঢ়گや޲܏
等である。それͧれのϝリοτとデϝリοτをධՁして、
産業քのΨイドϥインやઐ໳Ոのࢀরとなるような報告
ॻを作੒する。本ߘがࡌܝされるࠒにはドϥϑτが׬੒
している༧ఆ。
�）�日本：ୈ 6 回農水省ʗILSI�+BQBO の食品法ྩ調査プ

ϩジΣΫτの঺հ
඿野߂�ত

（ILSI�+BQBO）
ILSI�+BQBOʗ農水省の食品法ྩ調査プϩジΣΫτは

2009 年から実ࢪしており、ࡢ年までに、Codex およͼ
ASEAN、中国、韓国、インド、εリϥンΧ、ωύー
ル、όングϥデシュ、୆࿷のܭ 18 地域の法的࿮૊みや
、（ೕڇ、ҿྉ、ྫྷౚ食品ࢎଈ੮໙、୸）ผ食品規格ݸ
食品添加物基準、݈߁食品を調査した。

年はࠓ Codex およͼインドωシア、ϚϨーシア、シ
ンΨϙール、λイ、ϑΟリϐン、ϕτナϜ、中国、韓

国、インド、୆࿷、߳ߓのܭ 11 地域の調味ྉ（味઻、
ে༉）、ϊンアルίールҿྉ、ೕ੡品、アルίールҿྉ、
食品表示、ཹ࢒農ༀの規ఆを調査しているが、国によっ
ては調査߲目の一部をׂѪしている。なお、߳ߓについ
てはࡢ年までの߲目もซͤて調査している。12 ݄まで
に情報ऩूを行い、དྷ年 � ݄までに調査݁Ռをまとめ、
デーλϕーεを作੒する。

また、੡଄޻ఔ؅ཧシεςϜ（(.1、IS0、)ACC1）
等のద༻、ύελ等の໙ྨ、՛ࢠのΧςΰリーや一ൠ規
ଇもདྷ年 � ݄までに௥加実ࢪすることをݕ౼している。
また、աڈに調査した韓国、中国、そのଞのアジアॾ国
の法ྩのվఆঢ়گも確認し、情報をߋ৽していく。

（�）�౦ೆΞδΞ：ௐࠪใࠂを౿ま͑ͨޙࠓͷڞಉۀ࡞
ʹ͍ͭͯ

1BVMJOe�CIBO
（ILSI�SEAR）

これまでの農林水産省ʗILSI�+BQBO 調査プϩジΣΫ
τでアジア地域 18 か国のӫཆ表示、ӫཆʗϔルεΫ
ϨーϜ੍度の情報がಘられた。アジア地域の ILSI 各支
部の協同プϩジΣΫτとして、ಘられた情報をより༗ӹ
なものとするためのࠓ後の活動について౼議を行った。

活ൃな意見交換が行われ、࣍の 2 つのςーϚを中৺と
して活動していくことを合意した。
1）Ϩϙーτの作੒とジϟーナル΁のࡌܝ

ऩूした情報を੔ཧする。Codex にԊった法ྩであっ
ても各国でඍົな違いが見られる点にཹ意して分ੳし、
各国のڞ通点や相違点をϨϙーτにまとめる。それを
ジϟーナルにࡌܝすることで、各国のਓ々が޿く活༻で
きるようにする。
2）௥加情報のऩू

ϔルεΫϨーϜϙジςΟϒリετのݕ౼ঢ়گや、それ
らに必ཁなΤϏデンε等、௥加情報をऩूして情報をڧ
化する。

また、՝題として、各国の法ྩのվఆঢ়گをఆظ的に
確認して、ूめた情報をߋ৽していく必ཁがあること
や、Codex に準じた形で各国の੍度のハーモナイゼー
ションが進められるためには ILSI としてͲのような提
ڞげられた。各国ڍをしていく΂きか、といった点がݴ
通の NI1（ӫཆ情報ύωル）の手Ҿきを作੒してはͲ
うか、といった提Ҋもあった。

後は、ᶃ作業のたたき୆作੒、ᶄワーキンググルーࠓ
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プϝンόー݁੒、ᶅిࢠഔମओମで౼議、ᶆ 2015 年 1
݄に開催される ILSI 本部૯会のアジア地域部会でࠓ後
の作業֓ཁを౼議、ᶇ࣍回以߱の BeSeTo 会議のςー
Ϛにもする、といった流れで進める。

̏ɽαςϥΠτγϯϙδ΢Ϝʮ৯඼ͷඍੜ෺֨نʯ

（�）�日本：$PEFY ४͓Αͼ日本ʹΈΔ৯඼தͷඍੜج
෺ج४ͷུ֓

๛෱�ഹ
（तڭ�同्ҩֶ部ڞ�େֶޱࢁ）

1）Codex ඍੜ物基準のվఆ
200� 年に CAC�(L�6��200�「ඍੜ物ֶ的リεΫ؅ཧ

の実ࢪにؔするݪଇٴͼΨイドϥインのඍੜ物ֶ的リε
Ϋ؅ཧϝτリοΫε（਺的指ඪ）にؔする指਑における
෇ଐจॻ」が࠾୒されたことをडけ、201� 年に CAC�
(L�21�199�「食品のඍੜ物規準のઃఆとద༻にؔする
ଇ」が「食品にؔするඍੜ物規準のઃఆとద༻にؔすݪ
るݪଇならͼにΨイドϥイン」にվఆされた。

これにより、このඍੜ物基準は食品そのものͩけでな
く޻ఔや食品؅ཧシεςϜのద൱も൑அするためのもの
にもなった。ඍੜ物ݕ査஋のୡ੒目ඪや٤食࣌安全目ඪ
といった਺的指ඪのূݕにもこのඍੜ物基準が࢖われる
΂きである。ඍੜ物基準のઃఆにؔしては、ݧܦ的知ࣝ
やՊֶ的知ࣝに基ͮくもの、ඍੜ物ݕ査をܧଓ的にモニ
λリングするϜーϏング΢インド΢アプϩーνなͲ、い
くつかのアプϩーνํ法が示された。

ඍੜ物基準をద੾にઃఆ、ӡ༻し、最終੡品の安全性
΁の৴པ度をߴめていくことがٻめられている。
2）日本のඍੜ物基準�

日本のඍੜ物基準は食中ಟリεΫがߴいもの等、いく
つかの食品にݸผのඍੜ物基準がઃఆされている。

例え͹、ੜ食༻食೑は 2011 年にҿ食νΣーンళでの
௎؅出݂性େ௎ە食中ಟ事݅がൃੜしたことをडけて、
௎内ەࡉՊ܈ەがӄ性でなけれ͹ならない等の規格基準
がઃけられた。

そのଞの食品では、ඍੜ物基準がઃఆされているもの
においては、ڕհྨは௎ԌϏϒリΦ、೑੡品はେ௎ەや
αルモωϥە、ελώϩίοΧε、Ϋϩετリジ΢Ϝ、
ೕおよͼೕ੡品はେ௎܈ەや一ൠەࡉ਺の基準஋がઃఆ
されているものがଟい。ྫྷౚ食品は加೤調ཧにԠじてେ

௎ە、େ௎܈ە、૯ە਺がઃఆされている。

४ج৯඼தͷඍੜ෺：ࠃؖ（�）
,JN
�.J�(ZeoOH

（.JOJTUSZ�oG�'ood���%SVH�SBGeUZ）
韓国੓෎は 201� 年に ,'%A（韓国食品ҩༀ品ہ）を

ฤ、省に格上げして࠶ .'%S をઃ立した。省内には 8
ըࣨがඍا内食品基準ہࡦあり、その中の食品安全੓ہ
ੜ物基準を立Ҋしている。

食品Ӵੜ法やՈசੜ産品Ӵੜ؅ཧ法に基ͮき、食品の
加ݪ・޻ྉ規格基準やՈசੜ産品の加ݪ・޻ྉ規格基準
がఆめられている。྆者では、同じඍੜ物ݧࢼであって
もํݧࢼ法がҟなるので統一化が必ཁである。αンプリ
ングプϥンをؚめ、それͧれの食品にదしたඍੜ物規格
を立Ҋし、食品の安全性を確อしていく。

（�）தࠃ：৯඼தͷඍੜ෺ج४ͷվగ
:VDIBOH�(Vo

（CIJOB�NBUJoOBM�CeOUeS�GoS�'ood�SBGeUZ�RJTL�
ATTeTTNeOU）

2009 年 6 ݄に「中՚ਓຽڞ࿨国食品安全法」が੍ఆ
され、これまでॏෳが見られていたඇৗにଟくの食品基
準の統合、੔උが進められている。

この一؀として、2014 年 � ݄に国Ո食品安全基準
(B29921�201�（食品におけるපݶ੍ەݪ஋）がࢪ行さ
れ、食品Χςΰリーが 18 から 11 に、ର৅ඍੜ物が 15
छから 5 छにू໿、ߜりࠐみされた。

৽しい法ྩは、IC.S'（国際食品ඍੜ物規格委һ会）
をࢀ考にࡦఆされており、()1 や )ACC1 の֓念がऔ
りೖれられている。

これらの؅ཧシεςϜの実ޮ性のڧ化やපݶ੍ەݪ஋
のࡦఆに必ཁな中国ਓのデーλのऩूが՝題とݴえる。

（�）૯߹౼࿦
進行：ོ࢘�ޱࢁ

（ILSI�+BQBO�事຿ہ௕）
౼論ࢀ加者：

๛෱�ഹ（ޱࢁେֶڞ�同्ҩֶ部ڭ�त）
.J�(ZeoOH�,JN（.JOJTUSZ�oG�'ood���%SVH�SBGeUZ）

:VDIBOH�(Vo（CIJOB�NBUJoOBM�CeOUeS�GoS�'ood�SBGeUZ�
RJTL�ATTeTTNeOU�）
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各国のඍੜ物ݕ査やモニλリング手法、Ϩετϥン
ϑード等のݱঢ়を࠶確認するとともに、؅ཧ手法やリε
Ϋίϛュニέーションのありํ等について౼議を行った。

1）ඍੜ物ݕ査ํ法
・日本ではඍੜ物基準とํݧࢼ法がηοτでఆめられて

いる。ห当やέーキ等、法཯ではなくӴੜ規ൣ等に基
ͮいて実ࢪするඍੜ物ݕ査についてはࢀ考とするݧࢼ
ํ法があるもののଞのํݧࢼ法でݕ査しても良い。

・日本でఆめられたํݧࢼ法はݹい手法がଟいので、੓
෎は਺年前に国際的に࠾༻されているํ法΁のアοプ
デーτ作業を始めた。

・韓国では行੓がެࣜจॻでํݧࢼ法をެ表している
が、ا業はそれͧれのํݧࢼ法でݕ査を行っている。
ެࣜなํݧࢼ法΁の統一化が必ཁであろう。

・中国では食品ຖに一つのํݧࢼ法がఆめられている。
2）ඍੜ物基準のモニλリング手法
・日本ではαンプリングプϥンの考えํがे分にਁಁし

ていないのでڭҭが必ཁである。その点、中国は
IC.S' のαンプリングプϥンをಋೖしていて進Μで
いる。

・韓国はকདྷ的にはඍੜ物のӴੜ指ඪをҾきԼげること
になるのではないか。

・中国ではࡐݪྉを੡଄աఔで؅ཧしている。དྷ年、੡
଄աఔ基準ࡦఆの動きがあるかもしれない。

�）Ϩετϥンϑードの؅ཧ基準
・日本のϨετϥンにはࢪઃ基準はあるが、食事にؔす

るඍੜ物基準はない。ห当޲けのΨイμンεจॻがਪ
঑஋になるであろう。

・韓国ではϨετϥンϑードをݫ格な行੓໋ྩによって

؅ཧしている。たͩし、Ψイμンεจॻはないので作
੒す΂きと考える。

・中国ではԚછ事ނのେ൒がϨετϥンϑードあるいは
Ոఉでの食事でൃੜしている。Ϩετϥンϑードにؔす
る؅ཧΨイドϥインや基準をࡦఆあるはݕ౼している。

4）؅ཧ手法とリεΫίϛュニέーション
・アϝリΧやニュージーϥンドでは、)ACC1 のূݕ等

にݹくからϜーϏング΢インド΢アプϩーνをऔりೖ
れている。日本では、先ずこのようなূݕアプϩーνํ
法にؔするا業デーλやݧܦを஝ੵす΂きであろう。

・੡଄աఔの安全؅ཧのॏཁ性を一ൠࢢຽにもっとप知
す΂きである。韓国では行੓機ؔがςϨϏ等を࢖って、
そのऔり૊みを始めている。

・ඍੜ物基準やαンプリングプϥンの֓念をもっとଟく
のਓがཧղする必ཁがある。そのためにもよりଟくの
意見交換の৔を作っていくことがॏཁである。

̐ɽ͓ΘΓʹ�

ୈ 6 回 BeSeTo 会議はؔ܎者の協力のԼ、活ൃな情
報交換が行われ、ࠓ回も੒ޭཫに終了した。

2009 年をൽ੾りにຖ年開催し、ୈ 4 回目からαςϥ
イτシンϙジ΢Ϝも行ってきた。ࠓでは行੓ؔ܎者や
ILSI�SEAR、ILSI�TBJXBO にもࢀ加していたͩけるよ
うになり、そのίϛュニέーションの෯は޿がってきて
いる。

アジア地域全ମで見れ͹、ൃࡁܦలや貿易の活性化が
にؔ߁後もଓくことはؒ違いなく、食品の安全性や݈ࠓ
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するॾ໰題も国ڥをӽえてऔり૊Μでいく΂きςーϚと
なっている。そのようなঢ়گの中で、日中韓ͩけでなく
アジア地域全ମで ILSI の各支部が連ܞし、行੓も交え
て的確な情報ڞ༗を進めていくことはඇৗに༗意ٛであ
る。BeSeTo 会議はすでにその形ଶをఆணさͤつつある
が、これからもさらにॆ実さͤ、ࣾ会にݙߩしていく必
ཁがあると考える。

、加をಘてますますൃలしࢀ回以߱もଟํ໘からの࣍
BeSeTo 会議がアジア地域全ମのίϛュニέーションプ
ϥοτϑΥーϜの一つとしてのେきな機能をՌたしてい
くことにظ待している。

1992 年ɹ੩Ԭେֶ農ֶ部ɹଔ業

1992 年ɹࣜג会ࣾϠΫルτ本ࣾೖࣾ

2010 年ɹ同�国際部

ೋ্ɹ࠼（;͕ͨΈɹ͋΍）

2004 年ɹਆށେֶ法ֶ部ɹଔ業

2004 年ɹࣜג会ࣾϠΫルτ本ࣾೖࣾ

2011 年ɹ同�国際部

ུྺ
౔԰ɹେ （ีͭͪ΍ɹ͍ͩす͚）
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ձٞͷͶΒ͍ࡍࠃ

IOUeSOBUJoOBM�LJGe�SDJeODeT�IOTUJUVUe
�ILSI は、19�8 年にアϝリΧでઃ立されたඇӦརのஂମです。Պֶ的なࢹ点で、
れのある໰題を事ڪ後ൃੜするࠓ、にؔわる໰題のղ決およͼਖ਼しいཧղを目指すとともにڥ؀・ӫཆ・安全性・߁݈
前に༧ଌしてରԠしていくなͲ、活ൃな活動を行っています。

ILSI�+BQBO は、ILSI の日本支部として 1981 年にઃ立され、その 10 प年ه念として、1991 年にୈ 1 回「ӫཆとΤ
イジング」国際会議を開催し、以߱ 4 年に一度、طに 6 回に࿱り同国際会議を開催して、国際的ධՁをಘています。

1950 年代にはओཁ先進国中、最௿ͩった日本のฏۉण໋が、19�0 年代ʙ80 年代には૯てൈきڈり、ੈք一に༂り出
ました。その後、わが国では、௒ྸߴ化が加଎度的に進み、ฏۉण໋がஉঁともに 80 を௒えています。ްੜ࿑ಇ省ࡀ
がฏ੒ 24 年にެ表した「国ຽの݈߁の増進のਪ進にؔする基本的なํ਑」に「݈߁ण໋のԆ৳と݈߁格ࠩのॖখ」が
提Ҋされています。݈߁なঢ়ଶでの௕णであるためには、ҩֶ、ಛに༧๷ҩֶの進าに基൫を置いて、そのԸܙをडけ
たうえで日ࠒからద੾な食事とద੾な਎ମ活動を৺がけることによって೑ମ的、ਫ਼ਆ的な݈߁をҡ࣋することがෆ可ܽ
です。

またۙ年では、ࢲたͪの݈߁には、その࣌々の食事やӫཆの内容͹かりでなく、଻ظࣇあるいはখظࣇの内容がΤϐ
ジΣωςΟοΫなม化をհしてその後の一ੜ֔を通じて影響するとཧղされています。食事やӫཆの໾ׂはϥイϑε
ςージごとにҟなるため、最దなӫཆঢ়ଶを一ٛ的に決めることは೉しいとݴえます。ظྸߴにߴい A%L（日ৗੜ活
動作）をҡ࣋しながらաごすためには、そこにࢸるաఔにおいて、とりわけϝλϘリοΫシンドϩーϜの༧๷を意ࣝし
た先੍的な؅ཧがॏཁであります。その༧๷的؅ཧを۩ମ的な行動にҠすਪ進力をಘるために、食事や活動と೑ମ的、
ਫ਼ਆ的な݈߁とのؔ連性について最৽の情報や考えํを知る必ཁがあります。

したがって、ࠓ回のୈ � 回「ӫཆとΤイジング」国際会議では、ň ण໋のԆ৳を目指して߁݈ ŉ をओςーϚとし、「࿨
食 ŉ の良さ、ӫཆの最ద化、೴・ਆܦ機能΁の影響、௎内ڀݚەࡉ、਎ମ活動に焦点を当て、アΧデϛアのみならず産
業քからもڀݚ੒Ռ報告を行い、議論をਂめていくことになります。

本知見が、ࠓ後、食品・ҩༀ品業քにྸߴ化ࣾ会を見ਾえた食品やϑードαーϏεの開ൃにώンτを提ڙできるもの
と৴じています。

*-4*�+BQBO
5IF��UI�*OUFSOBUJPOBM�$POGFSFODF�PO�/VUSJUJPO�BOE�"HJOH

*-4*�+BQBO
ୈ̓ճʮӫཆͱΤイδϯάʯࡍࠃձٞ

l݈߁ण໋ͷԆ৳Λ໨ͯ͠ࢦz

˔ ˔ ˔   開 ࠵ 日  ˔ ˔ ˔

2015 年 9 月 29 日（Ր）、30 日（水）

˔ ˔ ˔   開 ࠵ ৔ ॴ  ˔ ˔ ˔

౦ژ大学ɹ໻生講ಊ・一৚ϗール

˔ ˔ ˔   ओ ˔  ࠵ ˔ ˔

特ఆ非Ӧར活動法人ɹ国際生໋科学研究機ߏ（ILSI Japan）
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ձٞͷ಺༰ࡍࠃ

日本߁݈ 21（ୈ 2 り、ੜߜに焦点を「৳ण໋のԆ߁݈」において、ୡ੒す΂き最終目ඪとしてҐ置ͮけられた（࣍
活श׳පのൃ঱༧๷やॏ঱化༧๷をਤり、ੜ活श׳のվળを目指していきます。ฏۉण໋の৳ͼに݈߁ण໋の৳ͼが௥
いつかないঢ়گԼ、ࠓ後ෆ݈߁なظ࣌がԆ৳される事が༧૝されます。ෆ݈߁なঢ়ଶになる࣌点を஗らͤることは、ੜ
活の࣭の௿Լを๷͗、ࣾ会的ෛ୲のܰݮにもつながるものと考えられます。そのために、ୈ � 回「ӫཆとΤイジング」
国際会議では、食事、ӫཆ、਎ମ活動という੾りޱで最৽のڀݚ内容を঺հし、౼議する৔とします。

本国際会議では、ԼهプϩグϥϜの߲にあるように 5 つのηοションをઃけています。また、各ηοションにا業か
らのൃ表も加え、Ԡ༻分野での੒Ռについても঺հし、活ൃな౼論をਪ進していきます。
w �ɹ࿨食がϢωείແ形จ化Ҩ産にొ࿥されました。࿨食が݈߁をҡ࣋、増進する食として一૚グϩーόルに஫目され
つつあります。࿨食を日本の食จ化とともに݈߁௕णとのؔ連性についてਖ਼しくཧղする一助とします。

w �ɹۙ年では、ࢲたͪの݈߁には、その࣌々の食事やӫཆの内容͹かりでなく、଻ظࣇあるいはখظࣇの内容がΤϐ
ジΣωςΟοΫなม化をհしてその後の一ੜ֔を通じて影響するとཧղされています。最దなӫཆঢ়ଶを考えるため
の最৽の情報提ڙを行います。

w �ɹࠓ日の௒ྸߴ化ࣾ会においては、௕णが必ずしも手์しではت΂ないࣾ会໰題がࡏݦ化（ཁհྸߴޢ者の増加）し
つつあります。日ৗの食事のᅂ޷や内容、さらには食΂ํと೴・ਆܦ・ਫ਼ਆとのؔわりを示す最৽の情報を੔ཧし、
๛かな৺に支えられた A%L（日ৗੜ活動作）をૹるために৺がける΂き食ੜ活のࡏりํを議論します。

w �ɹ食事や৺ཧ・ਫ਼ਆڥ؀が௎内のەࡉ૓に影響を༩えることはよくݧܦされ、知られています。そこで、ώτϚイΫ
ϩόイΦーϜとݺ͹れる、ώτৗەࡏのە૓ղੳと࣬ױとのؔ連をѻうڀݚ分野の最৽のੈքに৮れ、݈߁ण໋と௎
内ەࡉとのؔわりにؔする৽たなల๬をうかがいます。

w �ɹӡ動ෆ଍やա度のӫཆઁऔによるංຬや内ଁࢷ๱の஝ੵは、Ԍ঱やࢎ化ετϨε൓ԠなͲをհしてϩίモやੜ活श
ޢのཁհظྸߴ、こすと考えられています。これらはෛのεύイϥルとなってىප、さらには認知機能௿ԼをҾき׳
ੜ活のཁҼとなっています。ෆ活動、ෆ࢖༻にىҼするے೑のྔ的、࣭的௿Լ、ならͼに認知機能΁の影響とରࡦに
ؔする最৽の情報を提ڙします。

ϓϩάϥϜ
メインテーマ：健康寿໋のԆ৳を目指して
ɹɹセッション１：࿨食（世界ແܗ文化遺産）
ɹɹセッション̎：先制ҩྍとしての栄養の最ద化
ɹɹセッション̏：食事と೴・ਆܦ機能
ɹɹセッション̐：腸内細菌の研究ల๬
ɹɹセッション̑：“不活動 “の生理学（਎体活動と栄養学）
同࣌にϙελーηοション、ا業ల示も開催し、ಛにएいڀݚ者のൃ表の৔とすることにより、ܧଓ的なڀݚ、ؔ৺

につなげる機会としていきます。

૊৫ҕһձ
委 һ ௕：੢ࢁɹɹప（ILSI�+A1AN ཧ事௕、（ݩ）味のૉࣜג会ࣾސ�໰）
委 ɹ һ：໦ଜɹम一（ILSI�+A1AN 会௕、東๺େֶ�名༪ڭत）

（तڭՊڀݚਓؒ૯合ՊֶେֶେֶӃɹਓؒ૯合Պֶ）ɹɹ༗ా܂
෱ౡɹত࣏（中ԝ࿑ಇ֐ࡂ๷ࢭ協会�日本όイΦアοηイڀݚηンλーॴ௕）
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∁੉ɹޫ℄（৿Ӭೕ業ࣜג会ࣾɹৗ຿औక໾）
（ॴɹཧ事௕ڀݚӫཆ・߁国立݈（ಠ））野ɹ७యݹ
（༩ࢀॴɹڀݚ協会�農林水産先୺ٕज़ڵ農林水産・食品産業ٕज़ৼ（ࣾ））ɹກ෉ݩؠ
（ઐमେֶɹֶ௕רੴ）ɹɹོాࡔ
ਗ਼水ɹɹ੣（東ژ農業େֶɹڭत）
௰ଜɹӳ༤（αンτリーϗールデΟングεࣜג会ࣾɹৗ຿ࣥ行໾һ）
（�代表（ਪ進協力ηンλー߁݈）ILSI�+BQBO�C)1）࢘و上ɹށ
দࢁɹɹѴ（キοίーϚンࣜג会ࣾɹৗ຿ࣥ行໾һ）
安઒ɹ୓࣍（ՖԦࣜג会ࣾɹࣥ行໾һ）
ए林ɹɹ૗（ࣜג会ࣾニνϨイɹٕज़ઓུاը部）
ҏ౻ݐ比ݹ（৿Ӭ੡՛ࣜג会ࣾɹऔక໾ڀݚ�ॴ௕）
௰ɹɹஐࢠ（日本水産ࣜג会ࣾੜ活機能Պֶڀݚॴɹॴ௕）
（শུ、ॱෆ同ܟ）ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（௕ہILSI�+BQBOɹ事຿）࢘ɹོޱࢁ

実行委һ：ILSI�+BQBO ӫཆڀݚ部会、ILSI�+BQBO 事຿ہ

ޠ༺
日本ޠ、ӳޠ（同࣌通༁෇）

Ճొ࿥අ֓ཁࢀ
会һ（一ൠ）：25
000 ԁ（���1 ຦の事前ొ࿥ɹ 20
000 ԁ）
会һ（65 000
以上）：10ࡀ ԁ（���1 ຦の事前ొ࿥ɹ �
000 ԁ）
会һ（�5 000
以Լ）：10ࡀ ԁ（���1 ຦の事前ొ࿥ɹ �
000 ԁ）
ඇ会һ：�0
000 ԁ（���1 ຦の事前ొ࿥ɹ 25
000 ԁ）
ֶɹੜ：5
000 ԁ

ϙελʔηογϣϯࢀՃొ࿥ྉ（ઃඋར༻ྉͱͯ͠）
一཯ 5
000 ԁ

లࣔొ࿥ྉ（ઃඋར༻ྉͱͯ͠）ۀا
一཯ 10
000 ԁ

ˎ�プϩグϥϜやࢀ加ొ࿥をؚΉηΧンドαーキュϥーが必ཁなํ、またϙελーηοションൃ表ごر๬のํは、ਃࠐॻ
に必ཁ事߲をごهೖの上、'A9（0��5215��5��）または e�NBJM（BHJOH!JMTJKBQBO.oSH）にておਃしࠐみくͩさい。なお、
ILSI�+BQBO ϗーϜϖージにて開催Ҋ内をࡌܝしておりますので、そͪらもӾཡԼさい（IUUQ���XXX.JMTJKBQBO.oSH�）。
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シンϙジ΢Ϝ開催のお知らͤ

ୈ�� ճΞδΞӫཆ学ձٞɹILSI ηογϣϯ

2015 年 5 ݄開催༧ఆのୈ 12 回アジアӫཆֶ会議（本ࢽ 1� ทʙࢀর）にて、ILSI�+BQBO が 2 つの「ILSI
ηοション」を開催します。プϩグϥϜ等は以Լの通りです。

˗ୈ ��ճΞδΞӫཆֶձٞ
ɹ৔ॴ：ύシϑΟίԣ඿
ɹ૊৫委һ௕：ٶᖒɹཅ෉ڭत
ɹओ催：ެӹࣾஂ法ਓɹ日本ӫཆ・食ྐֶ会
ɹ（IUUQ���BDO2015.oSH�QdG�ACN2015@SeDoOdCJSDVMBS2@K.QdG）

ʮ*-4* ηογϣϯʯ
̍ɽl.JDSPOVUSJFOU�'PSUJGJDBUJPO�1SPHSBNz
ɹɹ日2015：࣌ 年 5 ݄ 16 日（౔）16：10ô1�：40
� CIBJS��(eoGG�SNJUI

16：10ô16：20� 0QeOJOH�ReNBSLT
16：20ô16：45� �CVSSeOU�SUBUVT�oG�7JUBNJO�%�'oSUJGJDBUJoO�JO�,oSeB��1eSTQeDUJWeT�oO�1oMJDZ
�ReTeBSDI�

BOd�IOdVTUSJBM�%eWeMoQNeOU���%S.�0SBO�,XoO
16：45ô1�：10� �INQBDU�oG�7JUBNJO�%�'oSUJGJed�.JML�SVQQMeNeOUBUJoO�oO�7JUBNJO�%�SUBUVT�oG�)eBMUIZ�

SDIooM�CIJMdSeO�AHed�10ô14�:eBST���%S.�..�EHHeSTdoSGeS
1�：10ô1�：�5� :JOH�:BOH�BBo��INQSoWJOH�CoNQMeNeOUBSZ�'eedJOH�GoS�CIJOB`T�CIJMdSeO
� ��%S.�+VOTIeOH�)Vo
1�：�5ô1�：40� CMoTJOH

̎ɽl'PPE�4BGFUZ�1SPHSBN�JO�"TJBO�$PVOUSJFTz
ɹɹ日2015：࣌ 年 5 ݄ 1� 日（日）1�：50ô15：50
� CIBJS��RZVKJ�:BNBHVDIJ
�LVDZ�SVO�)XBOH

1�：50ô1�：55� 0QeOJOH�SeNBSLT
1�：55ô14：20� “'ood�SBGeUZ�BOd�SBOJUBUJoO�ReHVMBUJoOT�JO�TBJXBO”���LVDZ�SVO�)XBOH
14：20ô14：45� “TIe�RoMe�oG�RJTL�ATTeTTNeOU�JO�UIe�ReHVMBUoSZ�CoOUSoM�oG�AMVNJOVN
� CoOUBJOJOH�'ood�AddJUJWeT�JO�CIJOB”���+VOTIJ�CIeO
14：55ô15：20� �“'BDJMJUBUJOH�'ood�SUBOdBSdT�)BSNoOJ[BUJoO�JO�ASEAN ᴷᴷ ILSI��SoVUIeBTU�ATJB�

ReHJoO`T�SDJeOUJGJD�IOJUJBUJWeT”���1BVMJOe�CIBO
15：20ô15：45� “CMJNBUe�DIBOHe�oO�Good�TBGeUZ�JO�,oSeBO�QeOJOTVMB”���,J�)XBO�1BSL
15：45ô15：50� CMoTJOH

ϓϩγʔσΟϯάε
ɹ 2016 年 4 ݄にץ行される ╏┎┳┹┶┲┥┰ⓤ┳┪ⓤ┒┹┸┶┭┸┭┳┲┥┰ⓤ┗┧┭┩┲┧┩ⓤ┥┲┨ⓤ┚┭┸┥┱┭┲┳┰┳┫┽╝ のಛผ号としてץ行༧ఆ。

γϯϙδ΢Ϝ։࠵ͷ͓஌Βͤ
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（出൛のごҊ内）

ʮಟੑ学ڭҭ࠲ߨ Լרʯ

ɹ本ॻは、上רにଓき、10 ਓのୈ一ઢの先ੜํによるٛߨを基にॻ੶にまとめたもので
す。ಟ性ֶの基本からධՁ・؅ཧ手法までஸೡにղઆされており、ܥ統的にֶͿことがで
きます。上רとซͤておಡみいたͩくと、一૚ཧղがਂまります。

ʲ؂मʳ
෱ౡত࣏（中ԝ࿑ಇ֐ࡂ๷ࢭ協会�日本όイΦアοηイڀݚηンλーॴ௕）

ʲฤूʳ
ILSI�+BQBO�食品ඍੜ物ڀݚ会・食品リεΫڀݚ会

ʲ内容ʳ
ୈ 11 回� 化ֶ物࣭のಟ性についての考えํ
ୈ 12 回� ൃがΜڀݚのྺ࢙とڀݚֶەࡉのྺ࢙
ୈ 1� 回� ΧϏಟ�ൃがΜ性໰題を中৺にして
ୈ 14 回� �ൃ がΜ性物࣭をͲのように見つけるかʁ

そのリεΫをͲのようにධՁするかʁ
ୈ 15 回� Ҩ఻ಟ性（มҟݪ性）
ୈ 16 回� �Ҩ఻ಟ性（มҟݪ性）「খ֩ݧࢼとาΜ

ͩ �0 年」
ୈ 1� 回� ੜ৩ಟ性
ୈ 18 回� ਆൃܦੜಟ性、ナϊϚςリアルのಟ性
ୈ 19 回� ໔Ӹಟ性―໔Ӹಟ性と食物アϨルΪー
ୈ 20 回�（1）リεΫධՁ手法 TTC と .0E のղઆ
� （2）Ϛイίτキシンのಟ性ධՁ法（.0E）
� （�）��Ҩ఻ಟ性ൃがΜ物࣭のリεΫධՁにおける .0E アプϩーνのಛ௃とྺ࢙

的ܦҢ
� （4）��食品の安全性にؔする一つのධՁπール TTC ίンηプτの開ൃ・Ԡ༻・

վ良のܦҢについて
� （5）リεΫධՁ΁のಟ性情報活༻ετϥςジーのల๬
� （6）リεΫධՁ法と์ࣹ能໰題―์ࣹ性物࣭のਓମ΁の影響―

2015 年 1 ץൃ݄

会һ・ඇ会һڞ：本ମՁ格 10
000 ԁʴফඅ੫（ૹྉผ）
ILSI�+BQBO 事຿ہにご஫จԼさい。

ग़൛ͷ͝Ҋ಺
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˔会　報˔

Ⅰ．ILSI Japanの主な動き（2014 年 10 月～2014 年 12 月）

ˎ� ಛهない৔合の会৔は ILSI�+BQBO 会議ࣨ

10 月 7 日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン（北上町大須生活改善センター、北上地区仮設にっこりサン
パーク団地集会所）

10 月 10 日	 茶情報分科会：①中国茶葉試料採取に関する報告、②試料の保管・分析についての方針および次回の試
料採取までの課題についての意見交換

10 月 10 日			 震災被災地支援：「元気はつらつ健康習慣セミナー」	 （石巻専修大学主催、石巻総合体育館）
10 月 15 日	 食品微生物研究部会MALDI-TOF/MS 分科会：第 7回データベース登録用菌株のシークエンス同定法

に関する勉強会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 （花王㈱栃木研究所）
10 月 17 日	 国際協力委員会：① BeSeTo 会議（9/25-26 開催）報告、②農水省プロジェクト（平成 26 、27 年度）

について
10 月 21 日	 栄養研究部会：①栄養とエイジング国際会議プログラム進捗報告、②セッション会議報告、③部会活動

についての意見交換
10 月 23 日	 食品微生物研究部会芽胞菌分科会：①Alicyclobacillus 属の増殖性リスク評価確認試験の経過確認、

②砂糖工程のリスク現状まとめ、③高温性芽胞細菌原料検査法のサンプリングプランの考え方とサンプ
リング量の決定、④各社原料検出試験分担確認

10 月 24 日	 バイオテクノロジー研究部会勉強会「タンパク質のアレルギー誘発性評価に関する国内外最新の動き」
	 （フクラシア東京ステーション）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期フォローアップ教室（10/1,	2,	7,	17,	21,	30）　　	 （墨田区 6会場）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期講習会（初心者対象：10/8,	9,	10,	14,	22,	23,	24,	28）	 （墨田区 4会場）

11 月 6 日	 食品微生物研究部会MALDI-TOF/MS 分科会：日本缶詰びん詰レトルト食品協会技術大会口頭発表
「日本缶詰びん詰レトルト食品協会保有の耐熱性芽胞細菌のDNA	解析を用いた菌種同定結果」

	 （ホテルオークラ新潟）
11 月 11 日	 食品微生物研究部会：①分科会の活動報告（MALDI-TOF/MS、芽胞菌）、②今後の活動について
11 月 11 日	 江戸川人生大学　介護 ･福祉学科講義「介護予防」　　	 （篠崎文化プラザ・東京都江戸川区）
11 月 12 日	 第 6 回理事会：①第 7回栄養とエイジング国際会議の 1st サーキュラーの内容について協議、②会議参

加費の種別について協議、③支部総会を 2月 19 日 AMに開催、同様に東アジアプロジェクトの報告会
を同日 PMに開催する事を承認、④インドシンポジウム、ILSI 本部総会、2015 年 5 月開催のアジア栄
養学会議 ILSI セッション等について報告

11 月 17 日	 墨田区介護予防サポーター養成講座　講義「栄養改善」　　　　　　　　	 （墨田区役所）
11 月 26 日	 「栄養学レビュー」編集委員会：第 23 巻 3 号（通巻 88 号）の翻訳論文採択、翻訳者・監修者候補決定
＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期フォローアップ教室（11/4,	12,	18,	20,	21,	27）　　　	 （墨田区 6会場）
＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期講習会（初心者対象：11/5,	6,	7,	11,	25）　　　　　	 （墨田区 4会場）

12 月 1 - 2 日	 震災被災地支援：いしのまきテイクテン（石巻市仮設南境第 2団地集会所、北上地区仮設にっこりサン
パーク団地集会所）

12 月 3 日	 バイオテクノロジー研究部会ワークショップ「New	plant	Breeding	Techniques に関する国際動向」	

会　報
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	 （TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター）
12 月 4 日	 バイオテクノロジー研究部会：2014 年 12 月号用＜通巻 19 号＞ ERA調査報告書査読資料内容確認、タ

ンパク質のアレルギー誘発性評価に関する勉強会＜ 10 月 24 日＞およびNBTワークショップ＜ 12 月 3
日＞の報告、来年度ERA調査報告書の活動および予算承認	

12 月 8 - 10 日	「テイクテン介護予防リーダー養成講座」　　　　　　　　　　　　　　	 （山口県岩国市）
12 月 9 日	 食品微生物研究部会MALDI-TOFMS 分科会：①第 8回データベース登録用菌株のシークエンス同定

法に関する勉強会、② 2015 年 6 月開催予定の講演会開催準備
12 月16 -18日	「テイクテン介護予防リーダー養成講座」　　　　　　　　　　　　　　	 （山口県岩国市）
12 月 17 日	 食品微生物研究部会芽胞菌分科会：① 2015 年活動の方向性（Alicyclobacillus 危害性のまとめ、原料

検査法アウトプットの方向性）、②原料試験法・サンプリングプランの再確認、③高温性芽胞細菌原料
検査法の各社試験の状況確認と今後

12 月 19 日	 理事会（企業）：理事長から、現在決定されていない理事長、副理事長の任期、決め方について、今後
議論したい由、説明。決まった時点で定款への明記も考慮する。

12 月 19 日	 茶情報分科会：①茶類の有効性・安全性情報の発信に関する検討（「お茶の安全性に関するメタアナリ
シスプロジェクト」進捗確認）、②茶情報データベース拡充について（茶試料の保管、中国茶葉の分析
体制、中国茶葉採取）

12 月 25 日	 第 7回理事会：①議題「長期在庫図書処分について」は可決、②報告事項として、本部総会報告内容、支部
総会の議題案について説明。支部総会内容については、2月に開催予定の理事会にて議案として討議する。

＊CHP　「すみだテイクテン」第 10 期フォローアップ教室（12/9,	10,	16,	18,	19,	25）　	 （墨田区 6会場）

Ⅱ．発刊のお知らせ

「毒性学教育講座 下巻」
【監修】

福島昭治（中央労働災害防止協会 日本バイオアッセイ研究センター所長）

【編集】

ILSI Japan 食品微生物研究会・食品リスク研究会

【内容】

第 11 回 化学物質の毒性についての考え方

第 12 回 発がん研究の歴史と細菌学研究の歴史

第 13 回 カビ毒 発がん性問題を中心にして

第 14 回  発がん性物質をどのように見つけるか？そのリスクをどのように

評価するか？

第 15 回 遺伝毒性（変異原性）

第 16 回 遺伝毒性（変異原性）「小核試験と歩んだ 30 年」

第 17 回 生殖毒性

第 18 回 神経発生毒性、ナノマテリアルの毒性

第 19 回 免疫毒性―免疫毒性と食物アレルギー

会　報
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第 20 回 ⑴　リスク評価手法 TTC と MOE の解説

 ⑵　マイコトキシンの毒性評価法（MOE）

 ⑶　遺伝毒性発がん物質のリスク評価における MOE アプローチの特徴と歴史的経緯

 ⑷　食品の安全性に関する一つの評価ツール TTC コンセプトの開発・応用・改良の経緯について

 ⑸　リスク評価への毒性情報活用ストラテジーの展望

 ⑹　リスク評価法と放射能問題―放射性物質の人体への影響―

会員・非会員共：本体価格 10,000 円＋消費税（送料別）

ILSI Japan 事務局にご注文下さい。

栄養学レビュー（Nutrition Reviews® 日本語版）
第 23 巻第 1 号　通巻 86 号（2014/AUTUMN）
海藻由来成分の機能性研究の現在

Nutrition Reviews® Volume 72, Number 3

［特別論文］

　海藻とヒトの健康

Nutrition Reviews® Volume 72, Number 2

［特別論文］

　急性疾患がない成人におけるビタミンＤの炎症軽減能

［特別論文］

　 オメガ３系多価不飽和脂肪酸と慢性ストレス誘導による海馬グルタミン

酸作動性神経伝達の調節

Nutrition Reviews® Volume 72, Number 3

［特別論文］

　米国人の食事の質を改善し食生活指針に適合させるうえでのヨーグルトの役割

Nutrition Reviews® Volume 72, Number 4

［特別論文］

　長鎖 n-多価不飽和脂肪酸による黒色腫予防の可能性

［特別論文］

　栄養と幼少期の脳発達

定価：本体 2,100 円（税別）

ˎ *-4*�+BQBO ձһʹ͸ຖ߸̍෦無ྉͰ഑෍͍ͨ͠ます
ˎͦͷଞߪೖํ๏
ILSI Japan 会員 ILSI Japan 事務局にお申し込み下さい（１割引になります）

非会員 下記販売元に直接ご注文下さい。
（女子栄養大学出版部 TEL：03-3918-5411 FAX：03-3918-5591）
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ILSI�+BQBO 出൛物は、ϗーϜϖージからもߪೖおਃしࠐみいたͩけます。
Լه以前の号については ILSI�+BQBO ϗーϜϖージをごཡԼさい。

（IUUQ���XXX.JMTJKBQBO.oSH�JMTJKBQBO.IUN）

  定期刊行物

ʲイルシーʳ

ɾ*-4* ΁ͷظ଴
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ఴՃ෺ઐ໳Ոҕһձʢ+&$'"ʣ
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ɹୈ��ճηϛφーˍࡍࠃシϯϙδ΢Ϝ
ɾ'"0�8)0߹ಉ৯඼ܭ֨نը
ɹୈ��ճίーσοΫεҕһձʢ૯ձʣใࠂ
ɾʻ *-4* ͷ஥ؒͨͪʼ
ɹɾձٞใࠂ
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ɾʢग़൛ͷ͝Ҋ಺ʣ
ɹ*-4*�&VSPQF ίϯαイεϞϊάϥϑ
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ɾ௎ͷػೳͱ௎಺ەࡉ
ɾඃޙࡂͷੴרઐमେֶͷ׆ಈ
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Ⅲ．ILSI Japan 出版物

イルシー　 119 号

イルシー　 118 号
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┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷��┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓶⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓷
ʦಛผ࿦จʧ
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┒┹┸┶┭┸┭┳┲ⓤ┖┩┺┭┩┻┷�ⓤ┚┳┰┹┱┩ⓤ⓻⓵⓰ⓤ┒┹┱┦┩┶ⓤ⓵⓵

栄養学レビュー　第23巻第1号　通巻第86号（2014/AUTUMN）

栄養学レビュー　第22巻第4号　通巻第85号（2014/SUMMER）
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  安全性
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 安全性評価国際シンポジウム 1984.11
研究委員会報告書 加工食品の保存性と日付表示―加工食品を上手においしく食べる話―

（「ILSI・イルシー」別冊Ⅲ）
1995. 5

研究部会報告書 食物アレルギーと不耐症 2006. 6
ILSI Japan Report Series 食品に関わるカビ臭（TCA）その原因と対策

A Musty Odor （TCA） of Foodstuff: The Cause and Countermeasure
（日本語・英語 合冊）

2004.10

ILSI Japan Report Series 食品の安全性評価のポイント 2007. 6
ILSI Japan Report Series 清涼飲料水における芽胞菌の危害とその制御 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ ADI 一日摂取許容量（翻訳） 2002.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物アレルギー 2004.11
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 毒性学的懸念の閾値（TTC）

―食事中に低レベルで存在する毒性未知物質の評価ツール―（翻訳）
2008.11

その他 ビタミンおよびミネラル類のリスクアセスメント（翻訳） 2001. 5
その他 食品中のアクリルアミドの健康への影響（翻訳）

（2002 年 6 月 25～27 日 FAO/WHO 合同専門家会合報告書
Health Implication of Acrylamide in Food 翻訳）

2003. 5

その他 好熱性好酸性菌―Alicyclobacillus 属細菌― 2004.12 建帛社
その他 Alicyclobacillus 2007. 3 シュプリンガー

･ジャパン
その他 毒性学教育講座 上巻 2011.12

その他 毒性学教育講座 下巻 2015. 1

  バイオテクノロジー
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 バイオ食品―社会的受容に向けて
（バイオテクノロジー応用食品国際シンポジウム講演録）

1994. 4 建帛社

研究部会報告書 バイオ食品の社会的受容の達成を目指して 1995. 6
研究部会報告書 遺伝子組換え食品 Q&A 1999. 7
ILSI Japan Report Series 生きた微生物を含む食品への遺伝子組換え技術の応用を巡って 2001. 4
ILSI Japan Report Series 遺伝子組換え食品を理解するⅡ 2010. 9
その他 FAO/WHO レポート「バイオ食品の安全性」（第 1 回専門家会議翻訳） 1992. 5 建帛社
その他 食品に用いられる生きた遺伝子組換え微生物の安全性評価

（ワークショップのコンセンサス・ガイドライン翻訳）
2000.11
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  栄養・エイジング・運動
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 栄養とエイジング（第 1 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1993.11 建帛社
国際会議講演録 高齢化と栄養（第 2 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 1996. 4 建帛社
国際会議講演録 長寿と食生活（第 3 回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2000. 5 建帛社
国際会議講演録 ヘルスプロモーションの科学（第4回「栄養とエイジング」国際会議講演録） 2005. 4 建帛社
国際会議講演録 「イルシー」No. 94

＜特集：第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
ヘルシーエイジングを目指して～ライフステージ別栄養の諸問題

2008. 8

国際会議講演録 Proceedings of the 5th International Conference on “Nutrition and Aging”
（第 5 回「栄養とエイジング」国際会議講演録 英語版）CD-ROM

2008.12

国際会議講演録 「イルシー」No. 110
＜特集：第 6 回「栄養とエイジング」国際会議講演録＞
超高齢社会のウェルネス―食料供給から食行動まで

2012. 9

栄養学レビュー特別号 ケロッグ栄養学シンポジウム「微量栄養素」―現代生活における役割 1996. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 「運動と栄養」―健康増進と競技力向上のために― 1997. 2 建帛社
栄養学レビュー特別号 ネスレ栄養会議「ライフステージと栄養」 1997.10 建帛社
栄養学レビュー特別号 水分補給―代謝と調節― 2006. 4 建帛社
栄養学レビュー特別号 母体の栄養と児の生涯にわたる健康 2007. 4 建帛社
ワーキング ･ グループ報告 日本人の栄養 1991. 1
研究部会報告書 パーム油の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅰ） 1994.12
研究部会報告書 魚介類脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅱ） 1995. 6
研究部会報告書 畜産脂質の栄養と健康（「ILSI・イルシー」別冊Ⅳ） 1995.12
研究部会報告書 魚の油―その栄養と健康― 1997. 9
ILSI Japan Report Series 食品の抗酸化機能とバイオマーカー 2002. 9
ILSI Japan Report Series 「日本人の肥満とメタボリックシンドローム

―栄養、運動、食行動、肥満生理研究―」（英語版 CD-ROM 付）
2008.10

ILSI Japan Report Series 「日本の食生活と肥満研究部会」報告 2011.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 油脂の栄養と健康（付：脂肪代替食品の開発）（翻訳） 1999.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 食物繊維（翻訳） 2007.12
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ プロバイオティクス、プレバイオティクスと腸内菌叢（翻訳） 2014. 9
その他 最新栄養学（第 5 版～第 10 版）（“Present Knowledge in Nutrition”邦訳） 建帛社
その他 世界の食事指針の動向 1997. 4 建帛社
その他 高齢者とビタミン（講演録翻訳） 2006. 6

  糖類
誌名等 発行年月 注文先

国際会議講演録 国際シンポジウム 糖質と健康
（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録・日本語版）

2003.12 建帛社

国際会議講演録 Nutrition Reviews –International Symposium on Glycemic Carbohydrate 
and Health（ILSI Japan 20 周年記念国際シンポジウム講演録）

2003. 5

ILSI Japan Report Series 食品の血糖応答性簡易評価法（GR 法）の開発に関する基礎調査報告書 2005. 2
ILSI ヨーロッパモノグラフシリーズ 炭水化物：栄養と健康 2004.12
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 糖と栄養・健康―新しい知見の評価（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 甘味―生物学的、行動学的、社会的観点（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ う触予防戦略（翻訳） 1998. 3
ILSI 砂糖モノグラフシリーズ 栄養疫学―可能性と限界（翻訳） 1998. 3
その他 糖類の栄養・健康上の諸問題 1999. 3
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  機能性食品
誌名等 発行年月 注文先

研究部会報告書 日本における機能性食品の現状と課題 1998. 7
研究部会報告書 機能性食品の健康表示―科学的根拠と制度に関する提言― 1999.12
研究部会報告書 上記英訳 “Health Claim on Functional Foods” 2000. 8
ILSI Japan Report Series 日本における機能性食品科学 2001. 8
ILSI Japan Report Series 機能性食品科学とヘルスクレーム 2004. 1

  CHP
誌名等 発行年月 注文先

TAKE10!® 「いつまでも元気」に過ごすための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
冊子第 4 版

2011. 9

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
の かんたんごはん 2 冊セット

2008. 2

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編

2007. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 応用編

2009. 4

TAKE10!® 高齢期における介護予防のための運動・栄養プログラム「TAKE10!®」
DVD 基礎編＋応用編（2 枚組）

2009. 4
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本号で報告されているように、ILSI 韓国支部の提唱で 2009 年に始まった BeSeTo 会議は 6 回目を終了した。
当初、地域的な影響を念頭に置き「食品安全」に焦点を当てて、情報交換を行ってきた。また、同年に始まった農
林水産省補助事業（2014 年から委託事業）「東アジアの食品法規、食品等の規格基準調査」を進めるに当たり、以
前と比較すると格段に情報交換する機会が増えた。ご存知のように食品分野では国際的な規格基準として Codex
がある。本調査でも基準として、Codex 内容を例示しながら、各国の内容を調査する形で作業を進めてきた。

実は、日・中・韓の三国で食品法規、規格基準のハーモナイゼーションを進める可能性について議論したことが
ある。食品流通の活性化に繋げられるのではないかとの考えからである。しかしながら、食品添加物の規格基準を
例にとり、東アジアの国々と Codex との相違をみたところ、実は日・中・韓の三国が最も Codex 基準とかけ離れ
ており、この三国でのハーモナイゼーションに意味のないことがわかり、その後、話題に上らなくなった。

先日、2014 年度の農水省委託事業報告会として、インド・ニューデリーで、南アジア地域連合（SAARC：8 か国）
の代表者 6 名を招待し、食品法規、規格基準に焦点を当てた会議を開催した。SAARC では、自由貿易圏の確立を
目指しており、2015 年の統合を目指している ASEAN は、良い事例として考えられている。食品法規のハーモナ
イゼーションについても、ASEAN では ILSI 東南アジア地域支部も協力し、ワーキンググループを作り活動が進
められている。先の SAARC の会議でも Codex を念頭に置いた地域内のハーモナイゼーションを目指すことが確
認された。しかし、一部の食品については “SAARC 内での協調を目指す” という意見が出された。SAARC 内で
は、インドがやはり旗手として議論を進めている。インドの食品法規は必ずしも Codex に準じているわけではな
いので、決して “SAARC 内での協調を目指す” のではなく、Codex を念頭に置いたハーモナイゼーションを目指
して欲しいと思った。

� （R.T.）
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